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序

本報告書は,島根県教育委員会が島根県土木部から委託を受けて,平成 2・

3年度に実施した朝酌川中小河川改修工事予定地内に所在するタテチョウ遺

跡の発掘調査の結果をまとめたものです。この遺跡につきましては,昭和52

年以来調査を行ってまいりましたが, このたび河川改修に伴う調査を終了す

る運びとなりました。

今回の調査でも,大量の弥生土器をはじめ,縄文時代から平安時代に至る

多種多様の遺物が出土 しました。とりわけ弥生時代を中心に,畿内や北九州

さらには朝鮮半島との交流をうかがわせる土器・石器など興味深い資料を付

加することができましたことは,山陰地域の当該期文化の展開を考える上で

意義があるものと考えております。

本書では,多岐にわたる出土遺物について充分な検討ができず,不備な点

も少なからずありますが,従来の調査成果とあわせてこの調査結果が多少な

りとも埋蔵文化財に対す理解に役立てば幸いに存じます。

発掘調査および本書の刊行にあたり,各方面から多大なるご支援, ご協力

をいただいた関係各位に心よりお礼申し上げます。

平成 4年 3月

島根県教育委員会

教育長 坂 本 和 男





例

1.本書は島根県土木部の委託を受けて,島根県教育委員会が1990・ 91年度 (平成 2・ 3年度)の

2ヵ 年にわたって実施した,一級河川朝酌川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.発掘地は次のとおりである。1990年度調査区一 島根県松江市西川津町1261番地他。

1991年度調査区一 島根県松江市西川津町1127番地 他。

3.調査組織は次のとおりである。

(1990年度)

事 務 局  泉 恒雄 (文化課長),藤原義光 (同課長補佐),勝部 昭 (同課長補佐),野村

純― (同文化係長),坂根 繁 (文化係主事),佐伯善治 (財務課予算経理係長),

野津健二 (同主事),田部利夫 (島根県教育文化財団嘱託)

調 査 員  官澤明久 (文化課埋蔵文化財第1係長),佐伯徳哉 (同主事),林 健亮 (同主事),

瀬古諒子 (同臨時職員)

(1991年度)

事 務 局  目次理雄 (文化課長),藤原義光 (同課長補佐),勝部 昭 (同課長補佐),高橋

研 (同文化係長),伊藤 宏 (文化係主事),佐伯善治 (財務課予算経理係長),

野津健二 (同主事),田部利夫 (島根県教育文化財団嘱託)

調 査 員  官澤明久 (文化課埋蔵文化財第 1係長),佐伯徳哉 (同主事),林 健亮 (同主事),

瀬古諒子 (同臨時職員)

遺 物 整 理  岩成直子,奥田美穂子,奥野希美,金津まり子,近藤千穂子,瀬田明子,津森真

弓,中村暢夫,平井明子,藤本千夏,松本今子,馬庭志津子,山根由利子,吉岡

和美,吉岡三枝子

5.自然遺物の同定および自然科学的分析は次の方々の協力をいただき,その結果を収録した。

(敬称略,順不同)

大西郁夫 (島根大学理学部教授),徳岡隆夫 (同教授),山本重幸,田村嘉之 (以上 土壌分析),

西本豊弘 (国立歴史民俗博物館考古研究部助教授 獣骨),三浦 清 (島根大学教育学部教授

石材),渡邊正巳 (川崎地質株式会社大坂支店技術部付課長代理 樹種鑑定)

6.発掘調査および遺物整理にあたり次の方々に御指導,御助言をいただいた。記して感謝する。

(敬称略 五十音順)

赤澤秀則 (鹿島町教育委員会),池田満雄 (島根県文化財保護審議会委員),泉 拓良 (奈良大学

口



文学部助教授),置田雅昭 (天理大学付属天理参考館学芸員),小田富士雄 (福岡大学人文学部教

授),亀田修― (岡山理科大学理学部助教授),七田忠昭 (佐賀県教育委員会),田 中清美 (財団

法人大阪市文化財協会),田中義昭 (島根大学法文学部教授),都出比呂志 (大阪大学文学部教授),

西谷 正 (九州大学文学部教授),平井 勝 (岡山県立古代吉備文化財センター),水島稔夫 (下

関市教育委員会),三宅博士 (安来市教育委員会),柳本照男 (豊中市教育委員会),山本 清

(島根県文化財保護審議会会長)

7.出土遺物については,遺物の種類毎に通し番号を与えてそれを挿図番号とし,各番号の前には

略号を付した。略号は縄文土器が J(」omon POttery),弥生土器がY(Yayoi Pottery),土 師器

がH(Htt Pottery),須 恵器がSU(Sue POttery),そ の他の土器がE(Etc), ミニチュア土器

がM(Miniatue),土 製品がCL(Cly Obect),石器がST(Stone Tool),木 製品がW(Wood),

である。

8.挿図中の方位は国土調査法による第Ⅲ座標系X軸の方向を指す。従って,磁北より7° 12′ ,真

北より0° 32′ 東の方向を指す。

9.掲載図面は佐伯,林,瀬古が作成し,奥田,奥野,近藤,津森,平井,馬庭,山根,吉岡 (三)

が浄書した。写真は自然遺物を除き佐伯,林が撮影した。自然遺物については各執筆者の撮影で

ある。

10.本書の執筆は調査員が討議して行い,その分担は本文目次に示した。

■.本書の編集は官澤明久,その他文化課職員の協力を得て,佐伯,林,瀬古が行った。

12.本書で掲載 した「遺跡位置図」は建設省国土地理院発行のものを使用 し,「調査区位置図」は

松江圏都市計画図を トレースして使用した。
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第I章  調 査 に至 る経 緯

タテチョウ遺跡は,松江市の北東方向から大橋川に流れる朝酌川沿いにある。昭和 9(1934)年

に行われた堰と水門を造る工事に際して多くの土器が出土してその存在が確認された。そして,昭

和24(1949)年 に至って山本清氏によって一部試掘調査が行われ,本遺跡が弥生時代を中′心に古墳

時代におよが複合遺跡であることが明らかとなった。当時,山陰地方では弥生時代前期土器が出土

する遺跡が少なかったこともあり特に注目された。

ところが,朝酌川は度々氾濫を起こし,1970年代から急増 した川津地区の住宅に損害を与えるに

至った。そのため昭和47(1972)年 から島根県土木部において河積拡大の河川改修計画が企画され

た。島根県教育委員会では昭和49(1974)年 に県土木部の依頼を受け遺跡範囲確認のための予備調

査を行った。

一方,松江市が松江圏都市計画を立案するに伴い,松江市教育委員会は,同予定地内にかかるタ

テチョウ遺跡西側部分の試掘調査を昭和49年 11月 に,発掘調査を同12月 から翌50年 2月 まで行った。

昭和52(1977)年,県教委と県土木部は協議の末,予備調査の結果に基づいて400ポの調査区を

4箇所,計1,600ポについて,遺跡の概要把握のための事前調査を実施することになった。同年10

月から翌53年 3月 にかけて行われた調査で,弥生土器を中心に縄文時代から中世に至るまでの多量

の遺物が出土した。 (『 タテチョウ遺跡発掘調査報告書』1 1979)

県土木部の河川改修工事予定地の取得完了 (昭和58(1983)年 7月 ),松江市立第二中学校移転 ,

「松江圏都市計画事業北部土地区画整理事業」伴い,県教委と県土木部とで再三協議の結果,昭和

59(1984)年 度と昭和60(1985)年度の 2箇年にわたって調査を実施することとなった。この調査

では,木製品を含む多量の遺物が出土し, これらの整理に約 2年を要した。 (『 タテチョウ遺跡発掘

調査報告書』Ⅱ 1987)

また,昭和60年 この調査区の北隣接地で松江市の事業である橋梁架設工事が予定され,松江市教

育委員会による発掘調査が行われた。また,県教委でもその周辺2,000ポを昭和62(1987)年 度に

調査することになり,同年 5月 6日 から翌63年の 1月 12日 まで発掘調査を行った。

昭和63年度になると,楽山橋上流方面の対岸側に調査区を移して2,000ポについて調査を実施す

ることになった。発掘調査期間は同年4月 11日 から12月 24日 までの約 8ヵ 月であった。この調査区

からも,縄文時代から中世に至るまでの多量の遺物が出上し,出土遺物の整理には約 1年を要した。

(『 タテチョウ遺跡発掘調査報告書』Ⅲ 1990)

平成 2年度も,引 き続き昭和63年度調査区の上流側の調査を続行し,同年 7月 5日 から12月 21日
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まで1,600ゞについて調査を行った。また,同年,この調査区上流加羅加羅橋南側でぅ松江市の事

業である橋梁架設工事が予定され,松江市教育委1員会による発掘調査が行われた。

平成3年度は,前年度調査区上流側2,000ぜについて4月 22日 から3月 5日 ま.で―調査を行った。

また,加羅加羅橋上流側に位置する原の前遺跡及び,西川津遺跡I区の遺跡範囲確認のための予備|

調査を9月 2日からlo月 16日 まで併せて実施した。

本報告書は,平成 2・ 3(1990・ 1991)年度発掘調査|の報告である。
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第Ⅱ章  遺跡の位置と歴史的環境

タテチョウ遺跡は,松江市西川津町にある。この遺跡は,松江市の東郊に位置 し,市の北東部澄

水山麓に流れを発し,市街の東辺を南下 して大橋川に注 ぐ朝酌川沿いの沖積地に立地 している。遺

跡の範囲は南北約300m程の広がりを持つと考えられ,遺跡付近の標高は約 lmで ある。朝酌川の

上流部,本遺跡の北東約1.5kmに は西川津遺跡があり,ま た,西川津遺跡と本遺跡の間にも原の前

遺跡と称する遺跡の存在が知られている。朝酌川をはさむ平野周辺の丘陵先端部には,金崎古墳群

をはじめとして多くの古墳が存在する。

本遺跡周辺では,現在のところ旧石器時代の遺跡は知られていないが, タテチョウ遺跡,西川津

遺跡において,尖頭器や細石刃核と考えられる石器が出土しており,将来,付近で旧石器時代の遺

跡が確認される可能性も考えられる。

縄文時代の遺跡としては,金崎遺跡,城の越遺跡,西川津遺跡などが知られている。本遺跡北側

丘陵上に位置する金崎遺跡では深鉢土器が出土しているほか,城の越遺跡では晩期の上器片が採集

されている。朝酌川上流部に位置する西川津遺跡は昭和55年から発掘調査が行なわれており,縄文

～弥生時代の迅のを中心とした多量の遺物を出土 している。縄文時代の遺物としては早期末の繊維

土器をはじめ,前期,晩期の上器や石器類が多量に出土しており, この地域における縄文時代人の

生活の痕跡を伺 うことができる。

弥生時代の遺跡としては,西川津遺跡をはじめ,朝酌川南岸丘陵麓にある貝崎遺跡,橋本遺跡な

どが知られている。西川津遺跡で出土 した弥生時代の遺物には前期から中期にかけての多量の上器

類をはじめ,木製品,石器,骨角器などが見られる。また,小丸山古墳群のある丘陵上をとよじめ,

朝酌川上流部北側の丘陵裾部標高20～ 30mに位置する芝原遺跡,坂本中遺跡,持田神社前,本遺跡

南側楽山の麓に位置する橋本遺跡からは少量ながら弥生土器片が出上 しており,集落跡の存在が推

定される。西川津遺跡と本遺跡の間に位置する原の前遺跡では昭和62年 に試掘調査が行なわれ,弥

生土器片が出土 している。 しかし,現在のところ本遺跡周辺での集落跡や,墓の存在は知られてお

らず今後の調査による発見が期待される。

古墳時代の遺跡としては,本遺跡周辺部の丘陵上に見られる数多くの古墳をはじめ,集落跡が知

られている。

この地域における大型の前期古墳の存在は,今のところ知られていないが,古い様相を示す古墳

としては,木棺直葬形態をもつ道仙古墳群,箱式石棺と礫床をもつ小丸山古墳群など一辺10m程度

の方墳が,本遺跡北方の丘陵先端部に見られる。
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中期に入ると本遺跡東側丘陵上にある山崎古墳をはじめとして,一辺20m未満の方墳が相当数築

造されるようになる。その一方で,直径30m以上に及が大源 1号墳,宮垣古墳など大型の円墳や,

全長20～30m前後に及ぶ前方後方墳を含む金崎古墳群,薬師山古墳が本遺跡北側の丘陵上に築造さ

れており,比較的大規模な古墳が見られるようになる。中でも,全長35mに及び,竪穴式石室を内

蔵し,倣製内向花文鏡,滑石製異形子持勾玉,碧玉製勾玉,同棗玉,同管玉などの玉類のほか,金

環,須恵器などの豊富な副葬品が出土している金崎 1号墳は特に有名である。

出雲地方の後期古墳の特徴の一つとされる石棺式石室は, この地域に多く見られ,東持田町の佐々

木亮宅畑中古墳,野津真宅前古墳,加佐奈子古墳,佐々木浅市宅裏古墳,加美古墳,上東川津西宗

寺古墳などが丘陵裾部に築造されているが,整正のものは殆ど見られず,石棺式石室亜流と称され

るものが多い。出雲地方に多く見られる横穴墓は, この地域では比較的少なく,穴の口横穴群や鍛

冶屋谷横穴墓群などわずかしか知られていない。この地域の後期古墳でも特殊なものとしては,片

袖式の横穴式石室を持ち全長50mに も及が大型の薄井原古墳や,中国地方の平野部では珍 しい袖な

しの横穴式石室を持つ岡田薬師山古墳などが知られている。

本遺跡周辺の標高30m程度の低丘陵上の斜面には集落跡も見られ,住居跡18棟を検出した堤迫遺

跡や柴遺跡が知られている。
註 3

律令制下においては, この遺跡の周辺地域は島根郡山口郷と呼ばれたものと考えられる。朝酌川

の支流福原川沿いの微高地にある芝原遺跡は,墨書土器や建物跡などから島根郡家に比定されてい

る。また,昭和53年にタテチョウ遺跡で発見された「酵」の墨書銘入り須恵器は, この地域におけ

る駅家の存在を推測させる。また,持田川流域条里制遺跡として,奈良時代の水田状況が残された

遺跡が知られているが,分布調査では,縄文土器,須恵器が出上している。

律令制の崩壊から中世への移行期におけるこの地域の状況は,よ くわからないが,平安時代の遺

跡としては坂本町坊床廃寺があり,瓦類や蔵骨器が採集されている。また,昭和62年度のタテチョ

ウ遺跡の発掘調査では平安時代の河道跡を検出している。

中世になると,律令制下の山口郷は長田郷と呼ばれるようになる。長田郷は,成立当初より東郷

と西郷に分かれていたと推測され,鎌倉時代にはこの地域の在地領主であった長田氏一族によって

支配されていた。鎌倉時代の末期,本遺跡周辺の長田西郷は,荘園領主万里小路家の派遣した雑掌

と地頭長岡氏らによって支配が行なわれており,市成地区楽山北麓にある「政所」の地名は, この
註 7

雑掌の支配拠点の痕跡であろうと思われる。

南北朝～室町時代になると,長田東郷は朝山氏に支配が移り,西郷は,従来の長田一族か, もし

くは佐々木一族による支配が行なわれたものと推測される。
註 8

戦国時代に入り,尼子氏の領国支配が進展するなかで, この地域は多賀氏の支配に入っている。
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尼子支配の末期になると, この地域周辺では戦いが くり返 され,本遺跡近辺でも,尼子方にあった

多賀氏の和久羅山城をめ ぐって尼子,毛利両軍が戦いを交えている。この時期,ま だ本遺跡付近は ,

朝酌川河 口部であったといわれる。

註 1『タテチョウ遺跡発掘調査報告書Ⅲ』 島根県教育委員会 1990年
註2『西川津遺跡発掘調査報告書Ⅲ 海崎地区 1』 島根県教育委員会 1987年
註3「出雲国風上記」 内田律雄 『西川津遺跡発掘調査報告書Ⅲ 海崎地区 1』 島根県教育委員会 1987
年

註4『小丸山古墳群』 松江市教育委員会 1986年
註 5 山本清 『)II津郷上誌』 1982年
註 6 文永 8,■月日「関東御教書」「千家文書」『新修島根県史史料編 1』
註7 元応 2, 3, 2,「関東下知状」「飯野八幡宮文書J『史料纂集古文書編』
註8 井上寛司 「中世の朝酌川流域」『西川津遺跡発掘調査報告書Ⅲ 海崎地区 1』 島根県教育委員会

19874F‐
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第Ⅲ章 遺 跡 の 概 要

9)調査の経過

今回のタテチョウ遺跡の現地調査は,1990年 (平成 2年)7月 5日 から12月 21日 までと,1991年

(平成 3年)5月 1日 から8月 6日 までの 2カ 年にわたって実施した。このうち1990年度の調査区

は,1988年度調査区の北側隣接地に約1600ポを設定し,旧河道 3本の他, しがらみ状遺構を検出し

た。また,1991年度は1990年度松江市調査区との間に約1700ポを設定し,旧河道を検出した。これ

らの調査区は1977年度 (昭和52年度)の第Ⅲ・Ⅳ調査区を含んでいる。グリッドの設定は,国土座

標を使用したが,現地調査前の準備不足のため,1984～ 1988年度調査区のものとは異なるものになっ

てしまった。すなわち,座標軸X=-57,320,000 Y=82,280,000の 交点をNOEOと し,南に向かっ

てNl,N2…,西に向かってEl,動…と呼び,各方眼の北東の交′くをグリッド名とした。従って,NCIIXl

は1988年度のN32、 5Ellに当たる。

1990年度の調査では,前年度までの調査成果を参考に,上層の耕作土・粘質上部分を重機により

除去し,暗青灰色砂質土より下層を人力により掘削した。また,旧河道が検出されることを想定し

て,調査区北端に東西にトレンチを設定し,土層の確認に努めた。その結果,遺物包含層の状況と

河道 1を確認したが,その後 トレンチに掛からなかった部分から河道 2・ 3が相次いで検出され,

その都度調査方針を変更せざるを得なくなった。1991年度の調査区は,調査範囲中程に農業用水用

の水路があるため,調査区も南北に三分し,南側をI区 ,北側をI区 と仮称した。この年度の調査

でも,上層の耕作土 。粘質土部分を重機によって除去した後に入力による掘削を開始している。前

隼度の調査により,土層がかなり複雑に堆積していること,旧河道が更に増える可能性が高いこと

が推定されたため,調査区端の4辺にトレンチを設定し,旧河道等を確認した上で掘削を開始した。

この結果,南側の第I調査区で河道 4を検出することができた。

現地調査が終了した1991年 8月 より出土遺物の整理,報告書の作成を開始した。遺物は,洗浄・

注記の終了したものから総てに目を通し,実測可能なもの,特異なものを抽出し,実浪1するなのを

決定した。また, この作業と並行して,木製品の一部と河道 4埋土中で採集した自然木から樹種鑑

定用のプレパラー トを作成する作業を行った。

この間,将来の調査に備え加羅加羅橋上流側に当たる原の前遺跡右岸と,西川津遺跡 I区の学園

橋までの部分について遺跡の範囲確認調査を行った。この調査では,両遺跡で合計 6ヵ 所のトレン

チを設定し,総ての トレンチから遺物が出土した。
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第 2図  調査区配置図 (松江圏都市計画1991 1:2500 1987に 加筆)
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(2)遺構の概要

1990・ 91年度の調査では, 4本の旧河道の他, 2本以上の小さな自然流路を検出した。また,土

層の堆積状況より,遺跡全体が河川推積層であったことを確認した。

1990年度の調査では,1988年度の調査結果により,土層の堆積状況が非常に複雑であることが予

想されたため,調査区北端にトレンチを入れ土層の確認に努めた。その結果,耕作土・暗禍色粘質

土・灰禍色粘質土を除去後,多量の遺物を含んだ暗青灰色砂質土 。青灰色砂礫層が検出された。し

かし,調査が進展して行くにしたがって, この調査区では暗青灰色砂質土・青灰色砂礫層は調査区

全面には広がらず,南東隅では自然流路 (河道 3)に よって削られていることが判明した他,砂礫

層を含んだ土層中にも何本かの自然流路が存在することが判った。そのため,各自然流路毎に掘削

を行い, 自然流路の掘削終了後に流路に伴わない遺物包含層を掘削することとした。

1991年度の調査でもトレンチにより, 自然流路 (河道4)の存在が確認され,1990年度と同様に

自然流路毎の掘削を行っている。

旧河道に伴わない遺物包含層

旧河道以外の遺物包含層部分は,各調査区の北西側と1991年度第I調査区に広がっている。暗青

灰色砂質土 。青灰色砂礫層を中′bに多数の土器・石器類を出土しているが木製品は旧河道内に比べ

少ない。土器類は弥生時代前期の土器を中心に縄文土器から土師器までを含んでいるが須恵器は殆

ど見られなかった。1990年度調査区の暗青灰色砂質土 。青灰色砂礫層より下層は,無遺物層である

青灰色細砂層までの間に砂層が見られる部分があり,弥生時代前期の土器が少量出土している。こ

の砂層内から出土する土器は,殆ど弥生時代前期に集中しており,破片も比較的大きなものが多い

事から,比較的近くの弥生時代前期の遺跡から流入してきた物と考えられる。

今回の調査では最も上流にあたる1991年度第Ⅱ調査区では旧河道は検出されず,暗青灰色砂質土・

青灰色砂礫層の堆積も薄い状態であった。暗青灰色砂質土・青灰色砂礫層の直下に無遺物層である

青灰色細砂層が見られ,全体に遺物の出土量が少なかった。1991年度第I調査区で出上した遺物の

中には須恵器・木製品は見られず,土師器も僅かしかなかったが,縄文土器 。弥生時代前期の土器

の割合が多かったことが注意される。1991年度第Ⅲ調査区で出土した縄文土器・弥生土器は,いず

れも水磨を受けた小片がほとんどであった。1988年度調査では1.5km離 れた上流の西川津遺跡出土

弥生土器とタテチョウ遺跡出土土器が接合した例があり,1991年度第I調査区の遺物は,上流の西

川津遺跡等から流れてきたものである可能性もある。

なお,1991年度第Ⅱ調査区にはコンクリー ト片等が詰まった大きな土壊が開けられており,広い

範囲で攪乱を受けていた。

-13-



河道3

10m

河道 3(第 4図 図版 4)

河道 3は 1990年度調査区の南東に,】ヒ東から南西に

向かって検出された自然流路で,検出した最深部の標

高は標高-1.3m,検 出面肩部から底部までの比高差

は1.lmに もなる。東岸は検出できなかったが,土層

がいずれも東に大きく傾斜して堆積 していたことから,

河道の中央は調査区より東を流れる現在の朝酌川内に

あったと考えられる。標高-0.6m付近には幅 2皿程

の平坦面が広がっており,河岸段丘状になっている。

肩部付近の傾斜はその後に検出した他の自然流路に比

べ急傾斜になっている。河道 3の埋土は砂層を縞状に

挟み,植物質を含んだ粘質土である。この堆積は,砂

礫層が多量に堆積した他の自然流路とは堆積の仕方が

異なるように見える。すなわち,砂珠層の推積は水流

の強い力によリー度に堆積したと考えられるのに対 し,

粘質土の堆積は澱んだような状況で時間をかけて堆積

したと思える。

河道 3か ら出土 した遺物には,縄文土器は全 く見ら

れず,弥生土器 。土師器 。石器の出土も少量に止どまっ

た。しかし,河道 3の底面にはわずかに砂層が見られ ,

砂層とその直上の粘質土内からは,ほぼ完形を保つ須

恵器や,曲物等の木製容器類が出上 し,河道 3の埋没

時期は 9世紀後半から10世紀初め頃と推定される。

河道 3は検出位置や出土遺物から,1988年度調査の

第 2河道に続 く屯のと考えられる。

河道 2(第 5図 図版 3)

河道 2は 1990年度調査区のほぼ中央を】ヒ東から南西

に横断する自然流路で,検出した部分の最大幅約 9m,

肩部から底部までの比高差約1.Om,最深部の標高-1.1

mを測る。東岸は河道 3に切られており,最大幅は更

に広かったものと思える。

-14-
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埋土は青灰色砂舞層が厚く堆積しており,植物質を含む薄い粘質土や砂層が縞状に見られる。青

灰色砂礫層中には土器片を中心とした多数の遺物を含んでいた。

自然流路底面には50銀程もある円礫が見られる部分があったはか,50本以上にも及ぶ杭が打ち込

まれていた。杭は河道 2東岸にあたるN3El付近に集中して見られ,NlEO付近からは,多 くの立ち

杭や小枝を絡ませた施設が検出され, しがらみ状遺構と呼んだ。

しがらみ状遺構 (第 6～ 8図 図版 9)は 1990年度調査区の北東隅にあり,約 2mにわたって河

道 2を横切る形で設置されていた。

しがらみ状遺構は直径約10clll,長さ約 2mの杭,小枝を落とし先端を尖らせた長さ30cnl程の細い

棒,小枝をそのまま使用した横木等を組み合わせたもので,約50cln間隔で打ち込まれた杭の間に細

器

第 6図  しがらみ状遺構平面図 (1:50)
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い棒を立て並べ,それに沿

わせて横木を置いたもので

ある。全体に大きく西に傾

斜 しており,水圧により傾

1.淡灰色砂質土
2.暗灰色粕質土
3.暗灰色粘礫土
4.黄掲色砂質土
(禍色糖土フロンクを含む)
5.青灰色砂層
6.青灰色砂層

2」″Ξ三三三三二正三≡≡ 絡

VV O.00m~

ラ
11

//
」/ ・

0       1m

―

8.灰色細砂層
9.青灰色粘質土
10.青灰色砂質土
11.黄灰色砂質土

巧辱
8

いたことが予想される。± 7.埋甜読テ遷
ツクを多く合0

層断面を見ると, しがらみ

状遺構より西側は青灰色細

砂層が堆積しており,河道

第 8図  しがらみ状遺構立面図 (1:50)

(フ ロックを含まない)

第 7図  しがらみ状遺構付近土層断面図 (1150)

2の底面より下層の状況と同様だが,東側は砂礫層が深く潜り込んだように堆積しており,東側か

ら流れてくる流路をせき止めるように設置されていたと考えられる。

しがらみ状遺構東側の深く落ち込んだ部分からは,ほぼ完形を保つ須恵器長頸重 (SU-75)が出

土しており, この須恵器は 8世紀代のものと推定される。このことよりしがらみ状遺構の埋没時期

は 8世紀代と考えられる。

河道 2の東岸, しがらみ状遺構南側には前述の通りに多くの杭が打ち込まれていたが,その周辺

からも完形に近い須恵器が多く出上している。それらはしがらみ状遺構で出上した須恵器とほぼ同

時期のなのと考えられ,河道 2の埋没年代は 8世紀代と考えられる。

河道 1(第 4図  図版 2)

河道 1は ,1990年度調査区の北西隅に掛かった小さな自然流路で,土層断面により確認された。

河道 2・ 3と 同様に北東から南西に向かって仲びており,西側で大きく広がっている。広がった部

分での最大幅約 5m,検出面肩部から底部までの比高差約30crll,最深部の標高-0.4mを 測る。南

東岸の標高-0.lm付近には幅約 2mの平坦面が見られ,段を急っている。埋土は,底面に,植物

の腐食によると思われる粘質上が薄く堆積している他は, 自然流路に伴わない遺物包含層と同様の

青灰色砂礫層であった。出土遺物は,他の旧河道に比べて少なく,縄文・弥生土器を中心に少量の

′ L=0.00m

NS

-17-



土師器を含んでいる。出土遺物は小片が多く,河道 1の埋没年代を示すものは見られなかった。

河道 4(第 10・ 11図 図版 5・ 6)

河道 4は 1991年度第I調査区中程を横断する大きな自然流路で北東から南西に向かい,S2ラ イン

付近で南に大きく流路を変えている。南側については,S52年度第Ⅳ調査区内に向かって延びてお

り,1990年度調査区との関連は判らない。S2EO付近での幅は約 7mで流路が南に変わる部分では

約 4mま で狭くなる。検出面肩部から底部までの比高差約30ctl,最深部の標高-0.3mを 測る。上

層の推積状況tま非常に複雑で,堆積・侵食を何回か繰り返しており,植物の腐食土や粘質土が砂礫
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層の間に狭まれている。腐食土層下面の砂質土中には多量の自然木が堆積 している部分が見られた。

この部分は,S3EO o S2EO付 近を中心にしており,流路が方向を変える部分にあたり,上流から流

れてきたものが澱みに溜まったまま堆積 した屯のと考えられる。これらの中には,木製品や土器類

も含まれており,特に鼓形器台 (63-150)が完形を保ったまま出上しており,河道 4の埋没時期

を推定させるものになっている。

S2Elと S3Elには河道 4と 同時に埋没 したと思われる土羨 2基が見られる。いずれも直径約 lm,

深さ約30cmの 不整円形を呈 している。S3El付近は元々遺物包含層が薄 く, この上壊も無遺物だっ

たが,S2Elの ものには,河道 4と 同様に自然木が堆積 しており,河道 4が流れていたころに同時

に開いていた土壊で,河道 4と 同時に埋没 したなのであろう。自然流路に比較的近 く,土層の堆積

状況や遺物の出土状況から人為的に掘られた土壊とは考えられず,倒木等により自然にできたもの

であろう。

その他の自然流路 (第11図 )

河道 4の南側は,S52年度第Ⅳ調査区によって切られているが,残 る部分には10clll間隔の等高線

にも現れない小さな自然流路が何本か確認されている。Slラ イン付近に見られる2本の流路は ,

いずれも幅 2m,深 さ10cln以下の小さなもので,河道 4と ほぼ並行 し,東西方向に走っている。遺

物包含層部分と同様の青灰色砂礫層が埋土となっており,河道 4の上層部分とは層位的な違いは見

られない。

SlEO付近を北東―南西方向に走る自然流路は他の 2本に比べ,やや大きなものになっている。

検出面肩部から底部までの比高差は約30cmあ り,最深部の標高は-0.3mを 測る。東岸は調査区内

では確認できず,大きな河道であった可能性も考えられる。埋土は,青灰色砂礫層を主に,粘質土

や砂層が複雑に堆積 していた。縄文・弥生土器片が多く出上 し,規模や方向などから1990年度調査

区の河道 1と つながる可能性があったが,矢板工事の都合により調査区の間隔が開いてしまったた

め不明である。

河道 2・ 3の埋没年代は前述 したとおりであるが,他の自然流路に関 しては各時代の遺物が混在

しており,その年代を決めにくくなっている。

河道 4は埋土に土師器類が含まれていることにより,古墳時代初頭をさか上ることは考えられな

い。また,河道 4か らは須恵器類が出土 していないことから,古墳時代前半代に埋没 したことが推

定される。河道 4周辺の小さな自然流路や土羨も河道 4と層位的には明確な違いが見られないこと

から,それに近い時期に埋没 したものであろう。

河道 1はその上層に河道 2の埋土を被っているので,少なくとも8世紀代までには埋没 していた

はずである。出土遺物も1991年度の河道 4と はぼ同様であり,古墳時代の前半期に埋没 したもので
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あろうか。

1990年度調査区の河道以外の遺物包含層と1991年度の調査区では,須恵器類はほとんど出土して

いない。また,いずれの自然流路も遺物包含層を掘り込んでおり,遺物包含層である暗青灰色砂質

土 。青灰色砂礫層の堆積時期は少なくとも古墳時代前半期以前であろう。

以上の事より, タテチョウ遺跡の上層は次の順序によって堆積したと考えられる。①青灰色細

砂層が堆積している。その上層に弥生時代前期の土器を含む砂層が堆積する。②青灰色細砂層を

削りながら青灰色砂礫層が堆積, さらにその上に暗青灰色砂質上が堆積する。③青灰色砂礫層・

暗青灰色砂質土を削りながら,河道 1・ 4が流れ,古墳時代前半期に埋没する。④青灰色砂礫層・

暗青灰色砂質土を削りながら,河道2が流れ, しがらみ状遺構が設置される。8世紀代になって埋

没する。⑤河道2の埋上を削りながら河道3が流れる。河道3は 9世紀後半から10世紀初頭に埋

没し,現朝酌川に近い状況になる。また,今回の調査では1988年度に検出した室町時代の河道 (第

1河道)が検出されていない。この河道は1990年度調査区よりも更に東の現朝酌川内に含まれるも

のと思われる。
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第Ⅳ章  出 土 迫違

今回の調査でも,縄文土器,弥生土器,土師器,須恵器, ミニチュア土器等の上器類,土製品,

石器,木製品,獣骨等多量の遺物が出上している。ここでは遺物の種類毎にまとめ,若千の説明と

検討を行う。

なお,遺構の概要のところで述べられているように,遺物包含層以外に4本の河道が検出されて

おり,本来ならば各遺構毎に遺物を掲載するべきであろう。しかしながら,一部の遺物を除き,遺

構間での明確な違いを見い出すことができなかった。そこで,出上位置については,本文中でかれ

られるものはできるだけみれ,かれられなかったものについては,観察表の備考欄に記載すること

とした。

縄文土器は河道 3を除 く調査区の上層から下層までまんべんなく出土 している。総点数 tよ約350

点を数えるが,そ の大半は摩滅 した小片で,実測可能なものは少なかった。実測点数は170点 ,内

図示 したものは139点である。その内訳は早期末から前期初頭と考えられるもの35点,前期と考え

られるもの10点,中期と考えられるもの 5点,後期と考えられるもの15点,晩期と考えられるもの74

点である。

(1)早期末か ら前期初頭の上器 (第17,18図 」-1～ 35)

早期末から前期初頭としたものはいずれも小破片であった。

胎土に繊維を含むもの (J-1・ 9・ 11・ 12・ 14)と 胎上に繊維を含まないもの (」-10。 13・ 15～35)

がある。胎土に繊維を含むもののうち,J-1～8は繊維を多量に含んでいるが,それ以外のものは若

千認められるという程度である。器面調整は内外面とも条痕,若 しくは片面のみ条痕のものがほと

んどであり,縄文地の繊維土器である。いわゆる「菱根式土器」は見られなかった。

胎土に繊維を含まないものには,無文のものと文様を施すものとがある。

無文のものには条痕地のものとナデ仕上げのものがある。無文条痕地の土器には平口縁のもの

(」
‐10・ 13・ 16),波状口縁のもの (J-17),外面に肥厚帯を貼 り付けたもの (J-21～ 23)が ある。

また,無文ナデ仕上げの上器には平口縁をもつもの (」-15), 回縁外面に肥厚帯を貼 り付けた波状

のもの (」-26)んミぁる。

文様の施された土器については,その文様によって条痕文土器,刺突文土器,押 し引き文土器 ,

器土文縄
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沈線文土器,隆帯文土器に分類 した。

刺突文土器としたものには,半我竹管によるもの (」 -18・ 27・ 32・ 33),貝 によるもの (J-31),

棒状工具によるもの (」‐19),ヘ ラによるもの (J-30)の他,工具の判らないもの (J‐ 20,28)が

見られ,その施文位置や文様構成はさまざまである。器面調整は条痕地のものとナデのもの,その

両者を施したものがある。

押 し引き文土器としたものは」-34・ 35で ある。J‐ 34は内湾する胴部に斜めと水平方向の施文を行

うものである。J-35は波状口縁を持つもので,隆帯の上下に山形に施文されている。

J-25は沈線文土器である。口縁外面に肥厚帯を貼 り付け,その直下に斜めの平行沈線を引く。外

面は条痕地,内面は凹凸の著しいナデで調整される。

」-29は 隆帯文土器である。条痕地の胴部片で,刻み目を持つ横方向の低い隆帯が走る。摩滅のた

めはっきりしないが,隆帯は縦方向にもある可能性がある。

以上までに,早期末から前期初頭の土器と考えられるものについて述べたが, これらの土器と同

様のものは,朝酌川の上流にあたる西川津遺跡で多量に出上 している。

(2)前期の上器 (第18図 」-36～ 47)

」-36～49は D字刺突文,J-40。 41は押 し引き状のD字刺突文,J‐ 43・ 44は C字刺突文を施すもの

である。これらの刺突文土器は羽島下層Ⅲ式に併行すると思われる。

J-42は半我竹管による2連 1単位の押し引き文を施すもので,波状口縁をなす。

」-45は ヘラで区画線を引き,その中にC字の連続刺突文を直線及び曲線状に施文するものである。

内面はナデ調整を行う。J-46は月同くびれ部以下に縄文を施すものである。」‐45・ 46は磯の森式併行

のものと考えられる。

J-47は平口縁の深鉢で, 口唇は平らに作り,内面は二枚只条痕の後ナデで平滑にしている。外面

は摩滅のため調整不明である。

(3)中期の上器 (第19図 J-48～ 52)

J-48はやや厚手の平口縁深鉢形土器である。地文に縄文を施し,外面に突帯文を貼り付ける。突

帯文上には貝殻腹縁による刺突文を持つ。

」‐49は 口縁部の小片で,内湾するキャリパー形のものと考えられる。外面には沈線と円形刺突文

によって作り出された波状文が見られる。

J-50・ 51は体部の小片である。外面に縄文,内面にナデを施している。

」-52は外面に素隆帯を貼り付け,円形刺突文で飾るキャリパー形波状口縁の上器である。端部内
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面はやや厚く作られ,縄文が施される。船元里木様式併行かと思われる。

(4)後期の上器 (第 19図 」-53～ 68)

」-54～ 56は中津式併行と考えられるもので,いずれも太い沈線文と磨消縄文を持つ。

J‐ 53は」-54～56よ り細目の沈線文を持つものであるが,著 しく摩滅しており詳細は不明である。

J-57は外面に沈線文を施し, 口縁端部内面を肥厚させたものである。福田KI式併行と考えられ

る。

J‐ 58・ 59は縁帯文土器である。J-58に は蕨手状の沈線文が見られる。」-59は肥大した縁帯部分で,

円形の刺突,沈線,刻み目を持つ。

」‐60～64の土器は,元住吉山式併行と考えられるものである。J-60,よ細目の弧状沈線と磨消縄文

が施される薄手のものである。日縁端部は内湾する。

J-61は 口縁部断面が逆「 くJの字状を呈し,波状口縁をもつものである。肥厚した口縁端部外面

に1よ沈線を引き,その下部に刻み目を加えている。

」‐62は凹線文が施され,屈曲部外面に浅い亥Uみ 目を持つものである。

J-63は逆「 く」の字状の平縁を持つ浅鉢と考えられる。外面には細い沈線と円弧状の貼りつrI隆

帯を持つ。J‐ 64も 同様のものか。

」‐65～68は逆「 く」の字状口縁をもつ上器で,外面に凹線文が施される。宮滝式併行のものと考

えられる。

(5)晩期の上器 (第19～ 23図 」-69～ 139)

J-69～82は晩期前半の深鉢,又は鉢と考えられるものである。
註 2

J-69は頸部がくびれ胴部に稜を持つもので,北九州市貫川遺跡出上のものに類品が見られる。

J-70は 口縁部がゆるやかに外反 し胴部のやや張る深鉢である。外面は部分的に削った後ナデが施

される。

J-71～77は 口縁部が外反 し,若千胴部の張る深鉢である。これらの上器には口縁内面,頸部外面

に円形の刺突文が施されている。J-81は」-71～ 77よ り口縁部が短 く,胴部の張るものである。

」-78～80は鉢形土器である。J-71～ 77・ 81と 同様に口縁内面に竹管状工具による円形刺突文を施

している。

J-83は 口頸部が内傾 し,胴部との境に稜線を持つものである。

浅鉢と考えられるものには」-84～ 98がある。

」-84は 口頸部を「 く」の字状に屈曲させ,張 り出した胴部に稜線を持つものである。波状口縁の
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波頭部はリボソ突起状を呈する。晩期前半のものであろう。

J-86～88は長頸の浅鉢である。」-86は長 く外反する頸部に直立する短い口縁部をもつ。内外面と

もヘラミガキが施される。」-87は 口頸部が長 く外反 し,端部内面に沈線をもつものである。外面は

ヘラミガキ,内面はナデで調整される。J-88は 口頸部が長 く外反 して,そのまま端部に至るもので

ある。

J-89・ 90は ボール状をなす浅鉢で,内外面ともヘラミガキを施 している。

」‐91は 口縁部が短 く外反 し波状を呈するもの,Jや 92は 口頸部が屈曲し胴部を張 り出させ, 口唇内

面を肥厚させ段をなす波状口縁のものである。

J-93は 口縁部内面に段をもつもの,」-94は碗形の体部に内傾する口縁のつくもの,J-95は 口縁部

が直立気味に外反 し, 口唇内面に不明瞭な沈線をもつものである。

」-96～98は浅鉢の底部になると思われる。

」‐85は 口縁部が直立気味に外反 し,胴部の張 り出す鉢形のものである。

J-99～ 139はすべて突帯文系の上器である。

」-99は刻み目突帯を貼 り付け,頸胴部界に段をもつ鉢形の上器である。滋賀里Ⅳ式併行であろう

か。

」-100～ 112は突帯の他に, 口唇にも刻み目をもつもので,突帯貼 り付け位置はやや下がったとこ

ろにある。

」-113～ 131は突帯上にのみ刻み目をもつもので,突帯貼 り付け位置がやや下がった所にあるもの

(」
-113～121他 )と , 口唇部に接 してあるもの (J-128～ 131他)と がある。

J-132～ 138は刻み目を施さない突帯をもつものである。突帯貼 り付け位置は口唇部からやや下がっ

た位置につくもの (」-132・ 133・ 135。 138)と , 回唇部に接するもの (J‐ 134・ 136・ 137)の両者

がある。

」-139は短 く外反する口縁外面に刻み目突帯を貼 り付ける土器である。外面には条痕と
ハケロの

両者が見られ,内面はハケロのちナデ調整を施し指頭圧痕が著 しい。砂粒をかなり含むが器面は滑

らかで焼成は良く,外傾接合を行 う。突帯を備えるものの,一見 して他の突帯文土器とは異なった

印象を受ける。縄文土器として扱ったが,弥生土器の範疇に入る可能性もある。

註 l『西川津遺跡発掘調査報告書Ⅲ (海崎地区1)』  島根県教育委員会 1987年
註2『北九州市埋蔵文化財報告書 第85集 貫川都市小河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告2
貫川遺跡I』  (財)北九州市教育文化事業国埋蔵文化財調査室 1989年

註3 泉拓良氏より「大阪市長原遺跡出上の突帝文土器と共伴する重形土器に似る」との御教示を得た。
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第18図 縄文土器実測図(2)(1:3)
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表察観器土文縄

器

種
図
号
挿
番

図
版
番
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出土地点 層 位
量

，ｍ

法

く 形態・文様の特徴 手法の特徴 胎土・焼成・色調 備   考
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焼成 :良好
魯 誦 :瓶 缶

外面にスス付着

深

鉢
第17図
J‐6

I区
トレンチ内

暗青灰色
砂礫層

内外面:二枚貝条痕

半
繊

上
明
を
成
謁

胎
透
維
焼
毎

深

鉢
第17図
J‐ 7

I区
トレンチ内

暗青灰色
砂礫層

平 口縁
外面 :ナデ
内面 :横方向の細かヽ
条痕

胎土 :1～ 2mtD大 の砂粒(自色)
を合む。繊維を含む
焼成:良好
缶 語 :膳想 魯

深

鉢 鰤脚
剛

暗青灰色
砂礫層

内外面 :磨減している
がナデか ?

胎土 :lmm未満の砂柱 を看千含
む。繊維 を多 く含む
焼成 :良好
魯 謂 :匡紹 衛 ～ 膳 膊

河道4

深

鉢
第17図
」‐9

岨ヽ 1 醜瞬
平 日縁

内外面 :二枚貝条痕 ,ナ
胎± ■～2m大の砂粒 を多 く
合む。繊維を含む
焼成 :良好
色調 :外 灰色 .内 黒灰色

深

鉢
第17図
J10

11 N3Eユ
”
色
層

禍
灰
礫

赤
青
砂

平 口縁
外面:二枚貝条痕
内面:ナデ,指圧痕

胎土:lIHm前後の砂租を多く含
む
焼成:良好
俸 調 :膳組 偽

河道2

深
鉢
第17図
J ll

11

I区
トレンチ内
北側

内外面 :二枚只条痕

胎土:lm前後の砂粒を多く含
む。繊維を含む
焼成 :良好
色調:外 贈灰色、内 黒灰禍色

深
鉢
姻
‐２
細
ト

11 N3El
赤福～
青灰色
砂礫層

平 口縁
外面 :ナデ
内面:二枚貝条痕 ,ナデ

胎土:密 ,微砂柱 ,繊維をわず
かに合んでいるか
焼成:良好
魯 謂 :皇想 偽

河道 2

深
鉢
個
・３
第
Ｊ

11 N2E3
色
層麒鏃

平口縁
外面 :条痕の上からナ
デる。内面:二枚貝条痕

胎土 :lmn以 下の砂柱をかな り

含む
焼成 :良好
魯 謂 :膳想 侮 ～ ミ 鵜 缶

内に灰化物付着

深

鉢
第17図

卜14
11 N4E2 色

層
灰
礫
青
砂

平口縁
日唇に刻目

外面:二枚貝条痕
内面 :強いナデ又は二
枚貝のケズリ状

胎±■～2 dua大の砂柱を多く
含む
焼成:良好
偽 謂 :皇想 偽

河道2

深

鉢
咽
・５
第

Ｊ
11
I区
トレンチ内

平口縁 内外面 :ナデ

胎± ■～ 2面大 の砂粒 を多 く
含む
焼成 :良好
角調 :黒灰褐色

深

鉢
第17図
J16

11 剛 平口縁
外面:条痕
内面:条痕

胎± ■～2 dd大 の砂粒を多 く
含む
焼成 :良好
角調 :暗灰穏色

深

鉢
第17図
}17

11 S画 灰褐色
砂礫層

口径 350 波状口縁
外面:条痕,ナデ
内面:二枚貝条痕

胎土 :lmE前後の砂粒 を多 く含
む
焼成 :良好
位調 :灰穏角

深
鉢
第18図
J18

11
I区
SX萬ハ「1

青灰色
砂礫層

波 状 口縁 。端 部 外 向 に

譴嘗讐曇宿半我竹管に
よる刺突文

外面 :二枚貝条痕後ナ

内面:ケ ズリ?

生
成
調

胎
焼
色

1～3Em大の砂粒を合む
良好
黒禍色

深
鉢
第18図
}19

11

口縁部外面に肥厚帯
肥厚帯上 と胴部に丸い

棒による刺突文

外面:ナデ
内面:ナデ,凹凸著

生
成
調

胎
焼
色

lmm大の砂粒を多く合む
良好
外 褐色,内 灰褐色

外面に戊化物付
着

深
鉢
第18図
」‐20

N江乾 純囃
波状口縁。端部外面に
貼付肥厚帯
刺突文

内面 :ナ デか ?

胎± 4～ 2m大の砂粒 を多 く
含む
焼成 :良好
角調 :茶梱色
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器

種
図
号
挿
番

凶
版
番
号

出土地点 層 位
量
＞∽

法
く 形態 。文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備    考

深
鉢 硼
・２．
第

Ｊ
11
Ⅱ区
トレンチ内

口縁端部外面に貼付肥
厚帯

外面:ナデ
内面:条痕 ,ナデ

胎土:14du前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰色～灰褐色

深
鉢 畑躍

11 r岨1 禍色
砂礫層

口縁部外面に貼付肥厚
帯

外面 :条痕
胎土:2mm未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰褐色

深
鉢 紳閉

11 剛
暗言灰色
砂礫層

口縁端部外面に貼付肥
厚帯

外面:二枚貝条痕
内面:ナデ

胎土
焼成
色調

白色小砂粒を合む
良好
暗灰禍色

河道4

渫

鉢 期ｐ
11 酬 /1 色

層
灰
礫
言
砂

口縁外面に射付肥厚帯 ,
粘土粒が付着

外面 :ヨ コ条痕 ,ナデ
内面 :ナデ

治土 :lma禾而の日色杜 を多 く
含む
焼成 :良好
徹調 :膳匿縄缶

深
鉢 期И

11 Sf0 灰褐色
砂礫層

日縁外面に貼付肥厚帯
斜めの沈線文

外面 :条痕
内面 :ナ デ,指頭圧痕 ,

凹凸著

胎土 :lml禾綺の砂租 を多 く含
む
焼成 :良好
任調 :膳茶榊

深
鉢 期И

11
波状口縁。端部外面に
貼付肥厚帯

調整不明
胎土:51w大 の大粒砂粒を含む
焼成 :良好
色調:責褐色

深
鉢 螂
・２７
第
Ｊ

11 噸朧
暗灰色
砂礫層

半裁竹管による押引状
の刺突文

内面 :ナデ

胎土 :1～ 2m大の砂村 を多 く
合む
焼成 :良好
色調 :外 灰色 ,内 黒灰色

河道 1

深
鉢 硼
・２８
第
Ｊ

11 N2E2 褐色
砂礫層

刺 突文 (D字爪形文 に
近いか)

内面:ナデ,指圧痕

胎土 :1～ 21BI大 の砂種 を看千
含む
焼成 :良好
色調 :淡福色

深
鉢 期脚

SgE0
暗青灰色
砂礫層
～砂層

外面にかすかな隆帯
隆帯上にやや斜めに刻
目

外面 :条痕
内面:条痕

胎土 :lma禾洒の砂種 を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :灰色～陪灰色

河道 4

深
鉢 期脚

11 N2E2
色
層麒鏃

刺突文 (ヘ ラ状のもの
による)

外向 :ナデ ,二棋貝条展
(斜め )
内面 :ナ デ ,条痕 ,凹 凸
著

胎土 :lmn未満の砂種を多 く含
む
焼成 :良好
色調 i外 暗灰褐色 ,内 灰福色

深
鉢 期即

11 N2E 色
層敵殊

二枚貝による刺突文
外面 :二枚貝条痕
内面 :二狭貝条痕

土
　
薩
調
ン

胎
む
焼
色
内

十ak少 な砂 粒 をか な り含

良好

1亀番
福 色 (ス ス付 着 ),

深
鉢 榊Ｗ

嗣
暗青灰色
砂礫層

半我竹管による刺突文 内面:二枚貝条痕
胎土:小砂粒を合む
焼成:良好
色調:暗灰色

河道4

深
鉢 硼
・３３
第
Ｊ

配 1
”
色
層

褐
仄
礫

赤
青
砂

波状日縁
端部外面に刺突文(貝 ?)

外面 :二枚貝条痕
内面 :ナデ

争土 :lIB未 満 の砂粒 を多 く含

七成 :良好
主語 :匪組 缶

河道2

深
鉢
第18図
}34

N2B 暗又色
砂礫層 押引状の刺突文

外面 :ナデ
内面:?

土
合
成
語

胎
に
焼
ａ

1～ 2m大の砂れを多量

良斤
渉 匡想 魯

深
鉢
第18図
}35

I区
∈粥声VFl

色
層
灰
礫
青
砂

波状口縁。外面に隆帯
押引状の刺突文

内面 :条痕,ナデ

胎土 :4ヽ砂粒を多く含む。大砂
粒を少し含む
焼成:良好
偽 講 :星癌 偽

深
鉢
第18図
}36

S3Wl 暗青灰色
砂礫層

波状口縁
半我竹管によるD字爪
形文

デ
デ
ナ
ナ
面
面
外
内

胎土 :4ヽ砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:暗褐色

河道4

深
鉢
第18図
}37

N2El 禍色
砂礫層

直径1 lanの 円孔を有
す
半我竹管によるD字爪
杉 寸

内面 :二枚貝条痕 ,ナデ
胎土:1～ 3ug大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:褐色

深
鉢
第18図
J-38

聰 純蜂
波状口縁。日唇は平坦
D字爪形文

丁
　
凸

ら
　
凹抑ガ”

面
な
面
婁

外
寧
内
舶

胎土 :密 ,l mI未満の砂粒を少
し含む
焼成:良好
tl誦 :は想魯

深
鉢 紳脚 Ш却

青医褐色
砂礫層

D字爪形文 内面 :ナ デ
胎±■～3mfI大の砂粒を含Lf
焼成:良好
色調:灰褐色

河道2

深
鉢
第18図
」‐40

N2El 純麟
押引状のD字爪形文 外面:丁寧なナデ

内面:ナデ

胎土:4ヽ砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗福色

深
鉢
第18図
J‐ 41

I区
トレンチ内

色
層
灰
礫
青
砂 押引状のD字爪形文

デ
デ
ナ
ナ

画
面
外
内

胎土 :1～ 3剛大 の砂粒 を多 く
含む
焼成 :良好
色調 :賠灰梱角
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器

種
図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量

＞ｍ

法

く 形態・文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備    考

深
鉢 螂
・４２
第

Ｊ
N2El 純囃

波状口縁か ?
2連1単位の押引状の刺
突文(竹管)

内面 :ナデ
胎土:2～5mm大の砂粒を合む
焼成 :良好
色調 :暗禍色～黒褐色

深
鉢
第18図
}43

N2E2 色
層
灰
礫
晴
砂

C字爪形文 内外面 :丁寧なナデ

胎土 :1～ 2画大の砂租 を多 く

合む
焼成 :良好
俸調 :外 膳福伸 内 掛癌缶

深
鉢
第18図
}44

N2E2 排水路
砂礫層

C字爪形文 外面:条痕後ナデ
内面:ナデ

胎± ■nua禾衛の日色砂種 を多
く合む
焼成 :良好
缶調 追 相魯

深
鉢 螂
・４５
第
Ｊ

I区
Nllal

色
層
禍
礫
灰
砂

ヘラで区画線を引きそ
の中にC字連続爪形文
を施す

内面 :ナ デ

胎土 :1～ 2画大 の秒租を多 く
合む
焼成 :良好
俸調 :星縄缶

深
鉢
第18図
J46

S2EO 暗青灰色
砂礫層

くびれ部の破片
縄文

外面:縄文 ,ナデ
内面:ナデ

胎± ■～ 2 uEE夫 の秒種 を多 く
合む(金色の雲母を含む )
焼成 :良好
缶調 :糧伸

河道4

深

鉢
第18図
」47 区剛鵬

青灰色
砂礫層

口径 337 平 口縁
外面:ナデか ?
内面:横方向の二枚貝
条痕後ナデ,平滑

胎土 :2m禾両のυ種を多 く含
む
焼成 :良好
缶調 :匡侮

深

鉢
第19図
」48

卜旺 ? 禍色
砂質土

口径
平口縁。貼付隆帝上に
貝殻腹縁による刺突文
を施す

縄文地
胎土 :密

焼成 :良好
色調 :黒灰色

深

鉢
第19図
J49

N3El 青灰色
砂礫層

キャ リパー形 口縁部 ,

外面に円形の刺突文を
2段に施す

外面 :二枚貝条痕
内面:ナデ

胎土 :ldld副後の自色租を多 く
含む
焼成 :良好
色調 :暗灰色

深
鉢
第19図
}50

哩 純麟
外面 :縄文
内面 :ナデ

胎土 :1～ 2mm大 の砂種 を多 く
含む
焼成 :良好
色調 :外 黒褐色 ,内 淡灰褐色

深
鉢
第19図
}51

外面 :条戻か撚糸 ?
内面 :ナ デ

胎± ■～ 2 1nI大 の砂租 を多 く

含む
焼成 :良好
色調 :灰禍色

深
鉢
第19図
卜52

S3Wl 暗青灰色
砂礫層

波状口縁。外面に突帯
がつく
円形刺突文

外面 :条戻か ?
内面 :縄文か ?

胎± ■～ 2 DI大 の砂租 を多 く
含む
焼成 :良好
色調 :暗灰色

河道4

深
鉢
第19図
」-53

I区
トレンチ内

排土 沈線文
外面:磨滅して不明
内面:二枚貝条痕

胎土:lml大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:禍色

深

鉢
第19図
J-54

I区
トレンチ内

波状口縁
大い沈線文 ,磨消縄文

内面 :ナ デか ?

土
む
成
調

胎
含
焼
缶

1～ 2mII大 の砂柾 を多 く

良好
渉本癌缶

深

鉢 岬
・５５
第

Ｊ
N2El 褐色

砂礫層
太い沈線文 ,磨消縄文 内面:ナデ

胎±■Inm前後の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:褐色

深

鉢 翻郎
NIFD 淡灰色

砂質土
」字文 ? 磨消縄文 内面:ナデ

土
む
成
語

綸
合
焼
缶

1～ 4 nI大 の砂租 を多 く

良好
膳匪梱魯

河道2

深
鉢 岬
・５７
第
Ｊ

郎ハ′1 青灰色
砂礫層

口縁端部内面は肥厚
沈線文

ナ デ

胎土:1画大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:外 灰色,内 黒禍色

深
鉢 硼
・５８
第
Ｊ

Nllal 青灰色
砂礫層 沈線文

生
　
成
詔

胎
む
焼
缶

lma前後 の 自色砂杜 を含

良好
鴻想 侮

深

鉢 螂
・５９
第
Ｊ

鍋 Vl 青灰色
砂礫層 緑帯文

胎土 :小砂粒 を合む
焼成 :良好
色調 :贈茶禍色

深

鉢
第19図
」‐60

NIEl 純囃
沈線文 ,磨消縄文 内面:ナデ

胎土 :小砂粒 を合む
焼成 :良好
色調 :贈禍色

深
鉢
第19図
}61

阻
暗灰色
粘質土

波状 口縁

胎±■Im前後の砂杜を多く含
む
焼成:良好
魯 語 :想偽

深
鉢
第19図
卜62

N2E2 暗灰色
砂礫層

内外面:ナデ

胎±4DEE前後の砂粒を多く含
む
焼成:良好
魯 語 :庁 魯

|
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器

種
図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
法  量
(clll)

形態 。文様の特徴 手法 の特徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備   考

深
鉢 麺郎

トレンチ内
暗灰色
砂質土 円弧状の隆帯,沈線文

胎土:小砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰褐色

深
鉢 期理

I区
青灰色
砂礫層 沈線文 磨滅して不明

胎土:白色小砂粒を合む
焼成:良好
色調:灰褐色

深
鉢 鰤肺

S2El 暗青灰色
砂礫層 凹線文 ナデか ?

胎土 :lmt前後 の砂粒を多 く合
む
焼成 :良好
名 謂 :匪 白想 魯

河道4

深
鉢 第．９図郎

N14El 暗青灰色
砂層

口縁部は外傾し,外面
に凹線文3条 内面:ナデか ?

土
む
成
謁

胎
含
焼
偽

1～ 2 mD大 の砂 粒 を多 く

良好
匪想 魯

河道2

深
鉢 翻Ｗ

N4E2 青灰色
砂礫層

口縁部は直立し,外面
に凹線文3条

磨減して不明 '±

■DE前後 の砂粒 を多 く含

:成 :良好
I詔 :膳想 缶

河道2

深
鉢
第19図
卜68 区珈

青灰色
砂礫層

口縁部は直立し,外面
に凹線文3条

内面 :ナ デ

Ⅲ±■m前後の砂粒を多く合

二成:良好
1語 :庶 缶

深
鉢
第19図
J-69

N2El 暗青灰色
砂層

頸部は「 く」の字状に属

輩旅習itti儀粛警
外面:二枚貝条痕
内面 :ナデ

胎± ■m大 の砂粒 を含む(全
雲母 )
焼成 :良好
偽 語 :爪 膳 組 侮 丙 皇 旭 ●・f

河道2

深

鉢
第19図
卜70

N3El
”
色
層

福
灰
礫

赤
青
砂

口縁部外反 ,胴部はあ
まり張らない

外面 :部分的 にケズ リ
あ り,他はナデ

内面 :ナ デ ,下半 二枚
罠姿癌後ナデ

粒英石石長の的
徹
棘
募

土
多
成
語

胎
を
焼
缶

河道2。外面 :尿
化物付着

深
鉢
第19図
}71 排■中

口縁部外反
口辱に刻目。竹管状工
具による円形の刺突文

外面:条痕 ,ナデ
内面:ナデ ?

胎土:小砂粒を多く合む
焼成:良好
色調:外 茶灰色,内 灰褐色

深
鉢
第19図
卜72

聰
暗青灰色
砂質土

口縁部外反
三角状の刺突文

外面 :ナデ
内面:二枚貝条痕 ,ナデ

胎土 :lmd前後の砂粒を多 く含
む
焼成 :良好
魯 ‐H:匪 毎

深
鉢
第19図
}73

N2EX3 褐色
砂礫層

竹管状の刺突文
外面 :ナデ
内面:ナデ,ケズリ?

胎土 :lWa爾後のυ種を多 く含
む
焼成 :良好
偽 調 :ΠΠ魯

深
鉢
第20図
}74

哩
暗灰色
砂礫層

口縁部外反
竹管状の刺突文

外面:二枚貝条痕
内面:ナデ

り春ぎ
～5m大の紗杜をかな

嘗
語 著苦膳褐 色 ,内 淡責 灰福

深
鉢 翻距

阻
色
土濡顔

竹管状の刺突文 内面 :ナデ

―
土 :1～ 2m大の4/2柾を夕 く
む
1成 :良好
語 :庁畑 偽

鉢

？ 麹即
13 I区sal

青灰色
砂礫層

円形刺突文
外面:下半 二枚貝ナデ
内面 :ナ デ,下半 ケズ
リ後ナデ

.±■～2画大 の抄柾 を多 く
む
1成 :良好
調 :膳度缶

深
鉢 郷Ｗ

NIW
淡仄色
砂層
(最下層)

口径 336
口縁部強く外反
口縁内面に竹管状工具
による刺突文

外面:二枚貝条痕
内面:上半 ナデ,下半
条痕

租央名ぃ
徹
棘
‥灰白色”灰色

土
多
成
調

胎
を
焼
色

鉢 翔脚
blEl 福色

砂質土
口径 256 口縁内面に円形刺突文

外面:一部条痕 ?
内面 :か すかに条痕を
残す。指頭圧痕

胎 土 :1～ 2 mD大 の 砂 租 を 多 く

騨鶏電繁忍黒
鉢
第20図
}79 ヮr■● 口縁内面に円形刺突文

デ
半
ナ
下
面
面
外
内 二枚貝条痕

胎土:lma大の秒粒を多く含む
焼成:良好
色調:淡灰色

深
鉢 瑯
・８。
第

Ｊ
捌

暗青灰色
砂礫層

口縁内面に巻貝尾部に
よる円形刺突文

半下
いア
デ
ナ
ナ
痕
半
条
上
面
面
痕

外
内
条

胎± ■～ 2剛大 の砂租 を多 く
含む
焼成 :良好
色調 :灰福色

河道4

深
鉢
第20図
卜81

N2E2 暗灰色
砂礫層

口縁部 は短 く外反 し ,
胴部がやや張 る
口縁内面に竹管状工呉
による円形刺突支

外面 i二枚貝条痕後ナ

内面:ナデ

胎土 :2剛未満の砂私 を多 く含
む
焼成 :良好
缶 語 培 康 缶

深
鉢 獅Ｊ・８２

SaEXl 鱒麟
口縁部外反
竹管状工呉による円形
刺突文

外面:ナデ ?
内面:ナデ ?

治■ ■～ 2 mtt大 の砂程 を多 く
含む
焼成 :良好
侮 語 :康想 偽

河道4

深
鉢
第20図
J-83

Nlm 暗青灰色
砂礫層

口径 30 ( 口縁は内傾気味
デ

デ
ナ
ナ
画
面
外
内

色
雲

破
縫

韓
翔

”
”

缶
曽
］

土
粒
を
成
調

胎
砂
母
焼
色
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種

図

号

挿

番

図
版
香
号

出土地点 層 位
量

タ伽

法
く 形態・文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎土・焼威・ 色 調 備    考

深
鉢
第21図
J-84

聰
禍色
砂質土

波状日縁
外面:ナデ
内面:ナデ

含土 :1輌前 後 の砂 租 を 多 く含

七成 :良好
ヨ調 :外 淡 禍 色 ～ 黒 褐 色 ,内

鉢

ｏｒ
豆

第21図
}85

トレンチ内
灰色
砂層

口径
外面:ナデ ?
内面 !ミ ガキ

含土 :利かい自色小υ柾 を含

毛成 :良好
軋調 :匡俸～魔縄缶

浅
鉢
第21図
}86

N2E2 暗灰色
砂礫層

口径 246 長頸で
口縁端部は直立

する

口縁端部はナデ,頸部
以下ヘラミガキ
内面 :ミ ガキ

隻よ懸蟄gttg季
れ,右央柾

焼成:良好
魯 rH:膳 匝 魯

浅
鉢
第21図
J87

N2E2 暗青灰色
砂質土

日径 26て 長頸で口縁内面に沈線
外面 :上半 ミガキ,下
半 条痕 ?
内面:ナデ ?

胎
を
焼
缶

:lnIDttIIGの 長右 ,右央柾
く合む
:良好
:膳灰缶

浅
鉢 郷脚

Ш
淡灰色
砂質土

長顕で日縁端部はやや
平坦につくる

外面:二枚貝条痕 ,ナデ
内面:ナデ,ミ ガキ ?

含土 :lm禾洞のυ種を多 く含

咤成 :良好
奇調 :薩 魯 ～ 泌 産 想 魯

河道2

浅

鉢 麹脚
N4El 暗青灰色

砂層
口径 26を

日縁部は内湾しつつ大
きく開く

外面:ヘ ラミガキ
内面:ヘ ラミガキ

胎土 :1～ 4mm大の抄租 を多 く
合む
焼成 :良好
魯 調 :匝 偽 ～ 膳 庁 魯

河道2

浅

鉢 螂
・９０
第

Ｊ
N2E2 暗灰色

砂礫層
日径 30を

口縁部は内湾しつつ大
きく開く

外面:ナデ
内面 :ミ ガキ

胎土 :1～ 3画大 のυ柾 を夕 く
含む
焼成 :良好

浅

鉢
図

１翻即
13 Nlu 暗青灰色

砂質土
波状口縁か ?

デ

ガ

ナ

ミ
坤
条痕
，
ナデ

面
面
外
内
キ

胎土:2剛大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰褐色

浅

鉢 麹Ｗ
13 波状口縁

外面:ナデ
内面:ナデ

含± 4at禾洞 の砂種 を多 く含

魔成 :良好
■調 :膳縄 缶

浅

鉢
第21図
J‐93

S3EO 麟蜂靭
口縁端部は内側に肥厚
する

デ

一ア

ナ

ナ
面
面
外
内

胎土 :lnI爾後の砂種を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :黒禍色

浅

鉢 姻
・９４
第

Ｊ
blEl 禍色

砂礫層
日径

口縁端部はやや内傾し,
外面に沈線状の凹みを
もつ

内面:ナデ

台土 :lml禾両の長石 ,石英 ,雲
章等を含む
を成 :良好
者調 :外 膳蘊偽 内 塁縄俸

浅
鉢 郷即

卜旺 1

茶褐色
粘質土
901128

口径 250
口縁部は巨立気味に外
反す る
口縁端部内面に不明瞭
ォン,鏡

外面:上半 ナデ,下半
調整不明
内面 :ミ ガキ

o土 :lmI莉後の砂種 を多 く含

B成 :良好
」調 :仄色～暗灰色

浅
鉢 翔脚

13 聰 純麟
底径 50

「ア
デ
ナ

ナ
面
面
外
内

ユ± ■m研後の砂租を多 く含

E成 :良好
ユ調 :黒褐色

浅

鉢 郷Ｊ・９７
N2E0 青医褐色

砂礫層 底径
126 内外面 :磨減により調

整不明

争± ■mII RI後の砂杜を多 く含

と成 :良好
ユ調 :灰色

河道2

浅
鉢
第21図
卜98

岨
暗青灰色
砂質土

底径 64 内面:ナデ,ケズリ?

争± ■～2m大の砂杜 を多 く
|む
と成 :良好
ユ調 :暗灰色

鉢
？
第22図
」99

中央ベル ト鱒囃や砂層
日径 209 胴部に段

刻 目突帯文

外面 :ヘ ラケズリ後ヘ
ラミガキ
内面:ナデ

胎土:lma前後の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :淡灰色

炭化物付着。河
道2

深
鉢
第22図
」‐100

N2E2

個 巳

僣暮炭雹
あ 閣

亥」目突帯文 ,口唇 に浅
ヽヽ刻 目

外面 :工具による積万
向の強いナデ
内面:横方向の強いナ
デ

胎土 :符 ,lmま での砂租 を多
く含む     '
焼威 :良好
tl謂 :瀑組缶

炭化物が付着

深
鉢
第22図
J-101

駆ヽ 1
”
色
層

褐
灰
礫

赤
青
砂

日径 276 刻目突帯文 ,口 唇
に浅

い亥」目

内面 :上半 強いナデ ,
下半 条痕の上から強
いナデ

土
　
成
調

胎
む
焼
色

lm未満の砂租を多 く含

良好
陪禍色

河道2

深
鉢
第22図
J‐ 102

N2El 禍色
砂礫層

刻 目突帯文 ,日唇 に刻
目

外面:?
内面:ナデ

胎±■ml大の砂粒を多く含む
焼威 :良好
色調 :淡灰褐色

深
鉢
第22図
}103 区帥

色
層
灰
礫
黒
砂

刻 目突帯文 ,日 唇 に刻
目

外面:二牧貝条痕
内面:ナデ

胎±4Dm大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:暗灰褐色

深

鉢
第22図
卜104

N4E2 青灰色
砂礫層

刻 目突待文 ,口 唇 に刻
目

デ
デ
ナ
ナ

面
面
外
内

治±■～3硼大の砂粒を多く
含む
斃威 :良好
缶語 :席 偽

河道2

-45-



器

種
図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
法 量
(cl)

形態 。文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 土・ 焼 威・ 色 調 備    考

深
鉢
第22図
」‐105

帥 ′1 青灰色
砂礫層

胴部にむかい張り出す
刻目突帯文 (ヘ ラ),日
唇に刻目(ヘ ラ)

外面 :ナデ
内面:強いナデ(横方向)

を租υ色自の中
釣
棘
弾

土
く
成
調

胎
多
焼
待

深

鉢 翻即
内区”姓

刻目突帯文 (ヘ ラ),日
唇に刻目(ヘ ラ)

外面:ナデ
内面 :ナデ(条痕のとか
ら)

胎土 :1画 8j後のυ紅 を多 く含
む
焼成 :良好
角謂 !灰堀仕

深

鉢
第22図
J‐ 107

I区
トレンチ内

刻 目突帯文 ,日唇 に刻
目

外画:ナデ
内面:ナデ,条痕

胎土 :1～ 2画大 の砂杜 を多 く
含む
焼成 :良好
角調 :康癌缶

深
鉢
第22図
}108

S3Wl 暗青灰色
砂礫層

刻 目突帯文 ,日唇 に刻
目

暦滅 して不明

胎土 :X～ 2ma大の砂種 を多 く
含む
焼成 :良好
待調 :度魯

河道4

深

鉢
第22図
卜109

罰 咀
暗灰色
砂礫層

刻 目突帯文 ,日 唇 に刻
目

外面
内面

デ
デ
ナ

ナ

胎土:lml大の砂粒を多く合む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道4

深
鉢
第22図
卜110

N3El
赤褐～
青灰色
砂礫層

刻 目突帯文 ,口唇 に亥J
目

外面:二枚貝条痕
内面:二枚貝条痕

胎土 :1～ 2函大 の砂杜 を多 く
含む
焼成 :良好
缶調 :服 tl～膳匡徹

河道2

深
鉢
第22図
チ111

N2E2 褐色
砂礫層

刻 目突帯文 ,日唇 に刻
目

内面 :ナ デ
胎土:lmm以下の砂粒を含む
焼威:良好
色調:淡褐色

深

鉢
第22図
}112

NIE2
暗灰色
砂質土
(礫含)

刻 目突帯文 ,日唇 に刻
目

外面
内面

挙
ア
デ

ナ

ナ

胎土 :1～ 2mm大の砂種 を多 く
含む
焼成 :良好
角調 :圧瓶俸

深

鉢
第22図
卜113

NIW 暗青灰色
砂礫層

口径 316 刻 目突帯文
外向:上半 ナデ ,卜 半
ナデ ?
内面 :ヘ ラケズ リ後 ナ
デ

胎土 :1～ 2ma大の長石 ,石夷租
を多 く含む
焼成 :良好
色調 :暗椙色

深
鉾
第22図
J‐ 114

哩
暗灰色
砂礫層

刻 目突帯文
外面:条痕とナデ ?
内面 :工兵による強ヽ
ナデか ?

胎土 :2mI禾満の砂紅 を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :灰福色

深
鉢
第22図
卜115

聰

暗灰色
砂質土
燐

刻 目突帯文
外面:二枚貝条痕
内面:二枚貝条痕

胎土 :1～2ma大の砂程 を多 く
含む
焼成 :良好
待謂 !匡毎～膳康tl

深
鉢
第22図
卜116

トレツチ内
暗灰色
砂礫層

刻目突帯文
外面 :二枚貝条痕
内面:二枚貝条痕

胎土:1画前後の砂粒を合む
焼成 :良好
色調:淡福色

深
鉢
第23図
卜117

I区
smrl

青仄色
砂礫層 刻目突帯文(貝殻 ?) 内面 :条痕

胎土:lmm大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰色～灰褐色

深
鉢
第23図
}■8

31E0 暗青灰色
砂礫層

刻目突帯文(貝殻 ?)
外面 :ナデ
内面:ナデとケズリ?

争土 :2mm未満 の砂杜 を多 く合

:成 :良 好
,I.H:鴻圧魯

深
鉢
第23図
}119

醒 純朧
刻目突帯文

外面 :強いナデ
内面:二枚貝条痕

土
む
成
誦

1～2mm大の砂粒を多く

良好
鼻 旺 魯

深
鉢
第23図
}120

硼
暗赤禍色
砂層

刻目突帯文

半
　
半

土
？
壮

面
デ
面
滝

外
ナ
内
峯

ナデ,下半

ナデ,下半

争±■mE強の自色及び透明な
♭粒,金雲母を含む
こ成:良好
1語 :席 魯 ～ 膳 薩 魯

河道2

深
鉢
第23図
卜121

SgEl 晴青灰色
砂礫層

刻目突帯文
外面 :二枚貝条痕 ,ナデ
内面 :二枚貝条痕 ,ナデ

胎土:lmm未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
魯 謂 :席想 魯

河道4

深
鉢
第23図
卜122

r岨1 暗青灰色
砂層 刻目突帯文 条痕後ナデ ?

胎±■～2剛大の砂粒を多く
合む
焼威:良好
色調:灰色～暗灰色

河道2

深
鉢
第23図
}123

聰

色
土
＞

灰
質
礫

暗
砂
く

刻 目突帯文
外面 :二枚貝条痕
内面 :二枚貝条痕

生
成
調

胎
焼
色

lmm大の砂粒を多く含む
良好
褐色

外面に庚化物付
着

深
鉢
第23図
卜124

S3m 青灰色
砂礫層 刻目突帯文

外面 :暦減してはっき
りしないがナデか ?
内面:横方向にナデ,一
部
~紆
目丞 痘

胎土 :lmm前 後の砂粒 を多 く含
む
焼成 :良好
角認 :灰梱徹

河道4

深
鉢
第23図
J125

聰
暗灰色
砂礫層 刻目突帯文

外面 :強いナデ
内面 :ナデ

胎± ■m前後の砂粒 を多 く含
む
焼成 :良好
fE調 :灰角～賠灰角
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器

種
図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量

＞ｍ

法

く 形態・文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備 考

深
鉢
第23図
」‐126

工区
トレンチ内

刻 目突帯文
デ
いア

ナ

ナ
面
面
外
内

胎±■m前後の砂粒を多く含
む
焼成:良好
魯 調 :「旭 魯

深

鉢
第23図
卜127

14 NE2 色
土
灰
質
暗
砂 刻 目突帯文 外面 :二枚貝条痕

胎±4nIE大の砂粒を多く合む
焼成:良好
色調:淡灰褐色

深
鉢 麹騨

14 sml 籟暴暑 刻 目突帯文 内面 :ナ デ

1土 :1～ 2mm犬の紗柾 を多 く
む
1成 :良好
調 :灰～陪灰負

深

鉢
第23図
J‐ 129

14 中央ベルト
麟
～青灰色
砂礫層

刻 目突帯文
外面:条痕 ,ナデ
内面 :ナデ

1土 :1～ 21m大 の日色紗租 を
く含む
i成 :良好
調 :圧掘缶

深
鉢
第23図
卜130 区瑚

色
層
灰
礫
青
砂 刻 目突帯文 内外面 :磨滅

胎土:小砂粒を多く合む
焼成:良好
色調:灰褐色

深
鉢 麹Ｊ・・３．

S2Wl 暗青灰色
砂礫層

刻 目突帯文 外面 :ナ デ ?
胎± ■mm大の砂粒 を多 く含む
焼成 :良好
色調 :灰色

河道4

深
鉢
第23図
}132

14 匡帥
青灰色
砂礫層

突帯文
外面
内面

デ

デ

ナ

ナ

胎±■～3m大の砂粒を合む
焼成:良好
色調:灰禍色

深
鉢 獅Ｊ・・３３

14 チ区
”姓

青灰色
砂礫層

突帯文
外面:ナデ ?
内面:ナデ ?

生
　
成
調

胎
む
焼
角

lmE BI後 のυ租を多 く宮

良好
渉反鵜俸

深

鉢
第23図
J134

Ⅱ区
鍋ム/1

青灰色
砂礫層

突帯文
外面:条痕
内面:ナデ

胎土 :lmIBJ後の紗柾を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :灰椙付

皮化物付着

深

鉢
第23図
}135

N4E2 青灰色
砂礫層

突帯文
外面
内面

デ

デ

ナ

ナ

胎土 :1～ 2m大の抄柾 を多 く
含む
焼成 :良好
魯調 :灰福付

外面の一部にス
ス付着。河道2

深

鉢
第23図
」136

暗青灰色
砂質土

突帯文
外面 :ナデ ?

内面 :ナデ ?

舶± ■IHm Hj後のυ柾を多 く含
む
焼成 :良好
缶調 :戻縄缶

戊化物付着

深

鉢
第23図
J-137 岨随

暗灰色
砂礫層

突帯文
外面:ナデ
内面 :プト常に細かい条
痕か ?

土
む
成
調

1～ 2m大のυ紅 を多 く

良好
具椙俸

河道 1

深
鉢
第23図
J‐ 138

N2El 純麟
突帯文

デ
デ
ナ
ナ
画
面
外
内

I土 :1～ 2DED大 のυ柾を少 し
む
1成 :良好
語 :畑魯

深
鉢
第23図
」‐139

NEl 暗灰色
砂層

日径 266
外
面慾舛
つ

鱒

，
端部近
鱒
勁

縁
し
貼
帯

口
反
に
突

外 国:貝殷条展 とハケ

日
内面 :ハ ケロ後ナデ ,指

i告む程夏徐釜曇岳ゼロ盈勢
「む
二成 :良好

-47-



2.弥 生 土

弥生土器は今回も出土量が多くコンテナ90箱を数えたが,全形をうかがえるものはほとんどなく,

摩滅した小破片が大半を占めた。器形の判る破片をおおまかに時期別,器種別に分類し実測を行っ

た。実測点数638点のうち,図示したものは558点 である。内訳は,前期と考えられるもの266点 ,

中期と考えられるもの270点 ,後期と考えられるもの84点である。

(1)前期の上器 (第24～39図 Y-1～266)

壺 (Y-1～ 123)

壷としたものは広口重,短頸重,無頸重が見られる。

広口重は,形態と文様の違いによりⅦ類に分ける。

I類 (Y-1～ 16・ 23・ 25～ 30)は , 口頸部界や頸胴部界に弱い段をもつものである。段はハケロ

原体やヘラ先による押圧と削り取りによって作り出される。この段に沿って直線文,綾杉文,木の

葉文,重弧文等が施されるものもある。器面調整は大半が内外面ヘラミガキで,ヘ ラミガキの下に

ハケロの残るものもある。

I類 (Y-17～ 20)は , 日顕部界や頸胴部界に段の代わりに沈線が施されるものである。

Ⅲ類 (Y‐ 21・ 22・ 24・ 34・ 35)と したものは, 口頸部界や頸胴部界に削り出し状の突帯を設け

るものである。Y‐ 21・ 22・ 24は 口頸部界に削り出し状の突帯を設け,そ のうえに 1～ 3条の沈線

を引く。口縁部の形状は短 く外反するもの (Y‐ 21)と 発達 して大きく外反するもの (Y-22・ 24)

とがある。Y-34・ 35は頸胴郡界にハケロ原体による削り出し状の突帯を設け,そ の上に4～ 5条

の沈線を引いている。器面調整はヘラミガキである。この類の頸胴部界には木の棄文,綾杉文,山

形文等をもつものがあり,西川津遺跡他から出上している。

Ⅳ類 (Y-23・ 32・ 33)は , 口頸部界にハケロ原体による段を設け,そ の上部にヘラ描き直線文

を施すものである。器面調整はハケロとヘラミガキ,ナデにより行われる。

V類は, 口頸部界や頸胴部界に数条のヘラ描き直線文が施されるもので, 口縁の形態により2種

類に分けることができる。

V-1類 (Y-36～ 38・ 40・ 44)は , 口縁部が短く外反するものである。端部無文のY-36・ 37と ,

端部に面をもち斜格子文,羽状文等を施すY-38・ 40・ 44がある。

V-2類 (Y‐ 39。 41｀ 43・ 45～ 48)は , 口縁部が大きく外反 して開くものである。端部無文の

ものと,斜格子文,羽状文,直線文等をもつものがある。Y-47は 口顕部界にハケロ原体で段を作

り出し,そ の直下に現存で 5条の貝殻腹縁による直線文が施されている。また,Y‐ 48は 9条におよ

器
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ぶ直線文を施されたもので,その直下に突帯を付けたものである。

Ⅵ類 (Y-49～ 51・ 53～55)イま,頸部および胴部に貼 り付け突帯をもつものである。Y-491よ筒状

の頸部に突帯 1条をもち, 口縁部をやや短めに外反させる。Y-50は筒状の頸部に 2条,Y-51は頸

胴部界と胴部に 1条ずつの突帯をもつ。以上のものの器面調整はすべてヘラミガキである。Y-53

は口頸部が大きく外反 して開くもので,外面には耳状に湾曲した突起を貼 り付けた土器である。耳

状突起には直径 6ミ リの円孔を 2カ 所に穿孔 している。頸下部外面には現存 2条の刻み目突帯をも

ち, 口頸部内面にも突帯が巡る。器面調整は外面に荒い縦方向のハケロを,内面にナデを行う。耳
註 2      註 3     註 4

状の突起をもつ土器は県内ではタテチョウ遺跡,西川津遺跡,布田遺跡で出上している。布田遺跡

出土のものは,内面の突帯を伴っている。Y-541よ扁球状の胴部に 2条の亥Jみ 目突帯を貼 り付ける

ものである。器面調整はハケロとナデを行 う。

Ⅶ類 (Y-52・ 57)は , 口縁部を短 く外反させ,内傾する円筒状の頸部をもつものである。Y-52

は頸部に直線文と円形刺突文をもっている。Y‐ 57は Y-52をやや大型にした無文のものである。

短頸重 (Y-62・ 63)は 2点を図示 した。ごく短 く外反 した口縁部をもち,なで肩で胴張 りのす

る土器である。

Y‐ 58・ 61・ 64は広口重とも短頸重ともいえないもので, 日縁部はゆるく短 く外反 し,肩から胴

部にかけて強 く張るものである。内外面横方向のヘラミガキを施す。

無頸壷 (Y-121～ 123)と したものは 3点を図示した。

Y-121は,内外面とも横方向にていねいなヘラミガキを施されたもので,内湾する口縁部に直径

5ミ リの円孔が穿たれている。Y-1221ま 端部外面に貼 り付け突帯と沈線をもつもので,内面ヘラミ

ガキである。Y-123は 口縁部に直径 7ミ リの円孔 2個が穿たれている。器面調整は,外面に斜め方

向のヘラミガキを,内面上半にはハケロ,下半にはナデを行 う。

Y65～ 120は重胴部の文様の拓影を示 したものである。綾杉文 (Y-65～ 91)を表 したもので,ヘ

ラによるもの (Y-65～74)と 貝殻腹縁によるもの (Y-75～ 91)んミぁる。ヘラによるもののうちY-66

～69・ 73は顕胴部界に段をもち,その直下に直線文とともに施されている。貝殻腹縁によるものの

うちY-76～ 78・ 80は段を,Y-79は削り出し状の突帯を,Y-81は多条の沈線を,Y‐ 83・ 84は貼 り付

け突帯をもつものであり,綾杉文はそれらの直下に直線文とともに施文される。

木の葉文 (Y-92～ 97)を もつものは 6点が見られた。無軸木の葉文は 1点のみ (Y‐ 95)で ,他

は有軸木の葉文をもつ。縦軸,斜軸の両者があり,直線文,羽状文,重弧文などと組み合わせて用

いられている。Y-92は有軸木の葉文が直線文の下に並列 しておかれる。

重弧文 (Y-98～ 102)イよ5点を確認 している。Y-98・ 102は段の直下に直線文とともに施文され

るもの,Y‐ 99は綾杉文 。平行線文と組み合わせて用いられるものである。
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山形文 (Y‐ 103～ 105)は 3点が見られた。Y-1041よ段の直下に直線文とともに施されるもの,

-105は 山形文の中心に軸線をもつものである。

この他の文様としては鋸歯文 (Y-106),斜格子文 (Y-107・ 108),有軸羽状文 (Y‐ 110・ 111),

削り出し突帯文 (Y-112・ 113・ 115),直線文 (Y-116・ ■7),貼 り付け突帯文 (Y-118～ 120)な

どがある。

密 (Y-124～ 237)

変は,その形態と文様の違いによりⅥ類に分類 した。

I類 (Y‐ 124～ 128)と したものは, 口頸部界に弱い段をもつものである。口縁部は短 く外反 し胴

部は張 り出さない。段はハケロ原体やヘラで作 り出される。器面調整は内外面ハケロ, 口縁部ヨコ

ナデである。

Y-130は段が逆に付いているもので, 日縁端部は面をなす。

■類 (Y‐ 129。 131～ 161)は ,I類で段のあった部位に 1～ 2条のヘラ描き直線文をもつもので

ある。一部の上器には口縁端部に,ヘ ラやハケロ原体,貝などによる亥Jみ 目をもつものも見られる。

器面調整は大半のものがハケロとナデによるが,ま れにヘラミガキによるもの (Y‐ 143)も ある。

大型品は少ない。

Ⅲ類 (Y-167～ 190・ 192)は 口顕部界に,数条のヘラ描き直線文をもつものである。口縁部は短

く外反 し, 口縁端部を亥Uむ ものが多い。胴部は,張 り出さないものと,やや張 り出すものがある。

器面調整はハケロとナデを行う。

Ⅳ類 (Y-191・ 193～ 196・ 203～ 205。 209～ 216)イよ口縁部が短 く外反 し, 口頸部界に多条のヘラ

描き直線文をもつものである。これらの中には,直線文間や直線文直下に刺突文を加えるものもあ

る。刺突文は竹管や棒状工具による円形・楕円形のもの,ヘ ラによる紡錘形・三角形状のもの等が

見られ,変化に富む。胴部はやや張 り出すものが大半である。器面調整はハケロとナデによるが,196

・ 197の ようにヘラミガキするものもある。

V類 (Y-198～ 202)は逆「 L」 字状を呈す口縁をもち,頸部に数条から多条のヘラ描き直線文

や刺突文をもつものである。器面調整はハケロとナデを行う。

Ⅶ類 (Y‐ 163～ 166・ 206・ 207・ 217～237)イよ, 口縁部を短 く外反させ文様を施されないもの ,

もしくは,端部を刻むだrIの ものをこの類とする。胴部は張り出さないものと,やや張 り出すもの

がある。器面調整はハケロとナデで行われ,指頭圧痕が顕著である。 2～ 3ミ リ大の大粒の砂粒を

含み,やや厚手のものが多く,中期のものとは異なった印象を受ける。
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第24図 弥生土器実測図(1)
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第26図 弥生土器実測図(3)(1:4)
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第27図 弥生土器実測図(4)(1:4)
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第30図 弥生土器実測図(7)(1:4)
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第34図 弥生土器実測図10 (1:4)
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第36図 弥生土器実測図10 (114)

鉢 (Y-208～ 247)

鉢には,口 縁部が短 く外反するもの (Y-208・ 238～ 240・ 242・ 244・ 247),短 く屈曲するもの

(Y‐ 241・ 243・ 245),直口のもの (Y-246)がある。外反するものと直口のものの中には (Y‐ 246・

247)外面に偏平な把手を備えるものが見られる。器面調整は,Y-240・ 242・ 243が ヘラミガキ ,

それ以外のものはハケロとナデを行 う。

蓋 (Yい 248～ 252)

蓋としたものには,重用のものと甕用のものが見られた。

重用の蓋はY-248のみである。天丼部に乳頭状の突起を 2個 もつ。天丼部と,笠形に開いていく

部分との境には 1条の沈線が施される。

Y‐ 249～252は甕用の蓋である。天丼部に平坦面をもち,末広がりになっている。Y… 251は ナデ調

整,他は内外面ともヘラミガキが行われている。

底部 (Y-253～ 266)

Y-253～266に は前期土器の底部と考えられるものを図示 した。Y-256の底外面にはモミや, ワラ

と思われる植物の茎の圧痕が見られる。Y-265・ 266は焼成後に穿孔されている。

註1『西川津遺跡発掘調査報告書V(海崎地区3)』  島根県教育委員会 1989年
註2『タテチョウ遺跡発掘調査報告書Ⅲ』 島根県教育委員会 1990年
註3 内田律雄氏の御教示による。
註4『国道9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ』 島根県教育委員会 1983年
註5 壷の頸部内面に突帯が施される土器は,下関市綾羅木郷遺跡をはじめ,瀬戸内地方でみられる土器
である。しかし実見した時の印象では,それらの上器群に付けられる突帯は蓋受けとしての機能が

強く推定されるもので, この上器の突帯とは異なるもののようである。
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(2)中期 の上器 (第40～50図  Y-267～ 474)

広口重,短頸壺,長頸壷,直口壺,甕,鉢,高界等の器種がある。

壺 (Y‐ 267～ 346)

壷については,形態及び手法の特徴から7種類に分類 した。

くし描き直線文をもつものをI類 としたが, 口縁部の形態は様々であった。口頸部がゆるやかに

外反 して開き,多条のくし描き文と刺突文が施されるもの (Y-267),円筒状の頸部からごく短 く

外反する口縁部をもつ屯の (Y-268),逆「 L」 字状を呈す口縁部をもち,円筒状の頸部にくし描

き文が施されるもの (Y‐ 269)等 が見られる。

Ⅱ類としたものは, 口縁部が朝顔状に大きく開くもので, さらに 3種に細分できる。

口縁端部が上下,又は下方にわずかに拡張するものをI-1類 (Y-271～ 273・ 274～ 280。 308・ 309)

とした。端部は無文のもの,刻み目をもつもの等があり,頸部には断面三角状の突帯文,指頭圧痕

文帯をもつものもある。 I-2類 (Y-289～ 296・ 298～304。 306・ 307)と したものは, 口縁端部

が上下,又は下方に大きく拡張されたものである。端部内外面に斜行文,山形文,斜格子文,羽状

文,刺突文,円形浮文,刻み目突帯文等様々な文様が施される。I-3類 (Y-297・ 305・ 310～ 313)

としたものは,形態的にはⅢ-2類 と変わらないが, 口縁端部に凹線文が施されるものとした。Y

-297・ 305・ 310。 311は , 正-2類に使用されている文様と凹線文が合せて施されるものである。

「ハ」の字状に開く口縁部をもつものをⅢ類とした (Y-282～ 288)。 口縁端部は拡張 し水平, も

しくは内傾する平坦面をもつ。Y-287・ 2881ま端部に円形浮文,斜格子文等が施文されている。口

頸部外面の文様には山形文 (Y-282),貼 り付け突帯文 (Y‐ 283・ 286・ 287),蕨 Uみ 目突帯文 (Y-284

・ 288),凹線文 (Y-285),波状文等が見られる。

Ⅳ類 (Y-313～ 321・ 324)イよ円筒状の頸部から短 く外反する口縁部をもつものである。口縁端部

は内傾方向に拡張し,凹線文が施される他,頸部にも凹線文をもっている。さらにY-314は 口縁端

部の凹線文の上にハケロ原体による刻み目が,Y-321は 円形浮文が施される。Y-323は以上の上器

よりも口縁部が大きく反るものである。

V類 (Y-270。 328・ 331)は短い逆「 L」 字状の口縁部と「ハ」の字に開く胴部をもつものであ

る。Y-270の胴部外面には, くし描き直線文と波状文が施される。

Ⅵ類 (Y‐ 326・ 327)は胴部が強く張った,短頸の直口壺である。Y-326は 口縁端部が平坦に作 ら

れ,外面にヘラによる刻み目を施される。Y-327はやや長めの口頸部をもつなので,端部上面に ,

わずかにくぼんだ面をもち,外側には刻み目を施 している。器面調整は外面ハケロ,内面ナデを施
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す。

Ⅶ類 (Yい 332～ 340)は 口頸部が「 く」の字状に緩 く屈曲する重である。口縁端部が丸 く終わる

ものと面をなすものがある。Y-332は前者にあたるもので,胴部はあまり張 り出さず長胴の傾向が

ある。器面調整は外面ハケロ,内面ナデ, 回縁部ヨコナデを行っている。Y-333以下は後者のもの

で端部を拡張 し,胴部が強 く張る。器面調整は外面ハケロ,内面はハケメもしくはナデ, 口縁部ヨ

コナデを施 している。

Y‐ 329は細頸の直口壷である。口縁端部は平坦に作 られており,胴部にむかいソロバン玉状に張

り出す器形になると思われる。細長い顕部には凹線 5条が施される。外面ハケロ,内面ナデで調整

きれ, 日縁端部の内面には指頭圧痕が著 しく,肩部には絞 り目が見られる。出雲部ではあまり見か

けないものである。

Y-341・ 342は 口縁部が逆「ハ」の字状に大きく開くものである。口縁端部は拡張 しており,Y-341

には凹線文が施されている。またY‐ 330は 内面に漆が厚 く付着 したものである。内外面ヘラミガキ

で調整される。

第43図 (Y‐ 343～346)には重胴部の文様の拓影を示 した。いずれも, くし状工具により施文さ

れている。Y-343は直線文と波状文,Y‐ 344・ 345は直線文と斜格子文,Y-346は流水文である。

磐 (Y-347～ 443)

甕は形態と手法の特徴から4種類に分類 した。

I類としたものは, くし描きによる直線文をもつもので, 口縁部の形状から, さらに 3種に細分

できる。I-1類 (Y-347～ 352)は 口縁部が短 く外反するものである。頸部以下に 3～ 5条単位の

くし描き直線文を数回施 し,一部のものには,その直下に三角形状の刺突文をもつものもある。胴

部の張 り出すもの (Y-348・ 349・ 351)と ,張 り出さないもの (Y-347・ 350・ 352)が みられる。

器面調整はハケロとナデを行 う。1-2類 (Y‐ 353・ 354)イよ口縁部がごく短 く,「 く」の字状に屈

曲するものである。胴部は強く張 り出している。I-3類 (Y-355。 356)は 口縁部が逆「 L」 字状

を呈するものである。

I類 (Y-358～ 362)と したものは, 口縁部がごく短 く,屈曲気味に外反するもので, くし描き

直線文をもたないものである。胴部はやや張 り出している。ヘラによる刺突文をもつもの (Y-360)

や棒状工具による刺突文をもつもの (Y-361)も 見られる。器面調整はハケロとナデによるが,ヘ

ラミガキが施されるもの (Y-360)も ある。

Ⅲ類は口頸部を「 く」の字状に屈曲させたものであるが,屈曲部の度合い, 口縁端部の形状によ

りさらに4種に細分できる。亜-1類 (Y-363～ 370)は屈曲部内面に,は っきりした稜をもたな
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いものである。Y‐ 369だけは口縁端部に面をもつが,それ以外のものは丸く納められる。胴部はや

や張り出している。Ⅲ-2類 (Y-371～ 383)|ま 屈曲部内面にはっきりした稜線をもち, 口縁端部

に小さな面をもつものである。胴部を強く張り出させたものが多い。Ⅲ-3類 (Y-384～ 401)イよ

Ⅲ-2類の口縁端部をやや拡張し,そ こに 1～ 2条の凹線を施したものである。凹線上にはさらに

刻み目を施し装飾するものも見られる。胴部の形状は張り出すものが多い。Ⅲ-4類 (Y‐ 402～406)

はⅢ-3類の口縁部をさらに拡張し, くり上げ状を呈するものである。端部外面には凹線や刻み目

をもっている。胴部内面をヘラケズリするもの (Y-406)も ある。

Ⅳ類 (Y-407～ 425)は 口頸部が「 く」の字状に屈曲し,屈曲部外面に指頭圧痕文帯をもつもの

である。口縁端部は拡張されており,一部の土器には刻み目や凹線を施すものも見られる。

Ⅳ類甕としたものは,前述の重Ⅶ類とよく似た形状をしている。この2種は前者が屈曲部内面に
註 1

稜をもつのに対し,後者は同位置に面をもつと言う点で相違する。ここでは下山南通遺跡での分類

を参考に前者を養,後者を壷とした。

鉢 (Y-426～ 443)

口縁部の形状から2類に分類し, 口縁部が短く外反するものをI類,直立または内湾するものを

Ⅲ類とした。

I類 (Y-426～ 428)は 口縁部が短く外反するもので,器面はハケロとヘラミガキで調整する。

I類 (Y-429～443)は 口縁部が直立または内湾し,端部に平坦面をもつものである。口縁部か

ら胴部の外面には貼り付け突帯, くし描き波状文,刺突列点文,指頭圧痕文帯等で装飾される。器

面は摩滅しているものが多く,大半のものは調整が見えないが,ハケロまたはナデによる調整が確

認できるものもある。

高郷 (Y-445～ 458)

外部の形態には 5種類のものが見られる。

I類 (Y-445)は 端部に水平な面をもつものである。口縁部を屈曲させ水平方向に延ばした形状

になっている。

I類 (Y-444・ 446～ 449)イよ口縁端部を拡張した平坦面をもつものである。杯部は内湾し,器面

はヘラミガキとナデにより調整される。

Ⅲ類 (Y-452)は 口縁部が逆「 L」 字状を呈し,平坦面をもつものである。平坦部分には縦に直

径 3～ 4ミ リ大の円孔が穿たれる。

Ⅳ類 (Y‐ 453)は 口縁部が短く内側に屈曲するものである。杯部の形状は緩やかに内湾する。外面
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はヘラミガキ,内面はヘラケズリの後ヘラミガキが施される。胎土中には大粒の砂粒を含んでいる。

V類 (Y-454)は内傾する口縁部外面に凹線文をもつものである。凹線は4条施される。

Y-455～ 458は脚部を図示した。

Y-455は「ハ」の字状に開く脚部で,脚端部内面に段状のへこみをもっている。外面ヘラミガキ,

内面ヘラケズリである。

Y-456は「ハ」の字状に開き,脚端部は段をなして外面に凹線 2条が施されている。器面調整は

摩滅のため外面は不明であるが,内面にはヘラケズリが見える。

Y-457は円筒状の筒部からゆるやかに開く裾部をもつもので,裾部外面には4条,脚端部には 1

条の凹線文を施す。筒部外面には多条のくし描き直線文が施される。内面は横方向のヘラケズリを

施される。

Y-458は細長い円筒状の筒部からゆるやかに広がる据部をもつものである。筒部外面には多条の

くし描き直線文が施される。裾部外面はヘラミガキで調整され,内面にはしばり目が見られる。

底部 (Y-459～ 474)

Y-459は低脚付きのもので,内外面ナデ調整を行う。Y‐ 470は底面にわずかに穿孔の痕跡を残す

もので穿孔の位置は中心からやや外れている。Y‐ 473・ 474は 内面ヘラケズリの後,上半部にヘラ

ミガキを施すものである。

前期のものに比べると,中期の底部は全般に薄作りで小さめのものが多い。器面調整は外面ヘラ

ミガキ,内面ハケロの後ヘラミガキ又はナデを施すものが大半である。

註1『下山南通遺跡』 鳥取県教育文化財団 1986年
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(3)後期の上器 (Y-475～558)

重,甕,高芥,器台,蓋等の器種がある。甕の出土量が圧倒的に多い。

壺 (Y‐ 475～ 485)

複合口縁部の形状により4種類に分類する。

I類 (Y-475～477)と したものは, 口縁端部を内傾させ上下にやや拡張する,いわゆるくりあげ

口縁となるものである。端部外面には 3～ 4条の凹線文が施されている。Y-475は 口顕部が短 く外

反するもの,Y-476は長く外反するもの,Y‐ 477は 円筒状の頸部から緩く外反する口縁部をもつも

ので,いずれも内面顕部以下にヘラケズリを施す。

I類 (Y-478～ 480)は 口縁端部が上下に拡張し,直立した複合状を呈するものである。端部外

面には凹線文が施される。Y‐ 478は 回頸部が外傾して端部に至るもの,Y‐ 479・ 480,ま 円筒状の頸部

から強く外反して端部にいたるものである。Y‐ 480の 内面ヘラケズリはかなり上部から行われてい

る。

Ⅲ類 (Y-481)は 口縁端部を上方に拡張し,外傾した複合口縁となるものである。端部外面には

凹線文が施される。

Ⅳ類 (Y-487)は複合口縁部を外反させ,外面にくし描き直線文を施すものである。

I～Ⅳ類に入らないもので, くりあげ状の口縁をもつ薄手・小形のもの上器が2点見られる (Y-483

・ 484)。 2点 とも, 口縁部外面に凹ませた面をもつ。Y‐ 483は 口頸部を外湾させ,内面にヘラミガ

キを,Y-484は内面頸部以下にヘラケズリを施す。

Y-485は最大径が上方にある小形重である。外面下半にヘラミガキを,内面にヘラケズリを施さ

れる。

甕 (Y-486～ 547)

甕は複合口縁の形状により, 6種類に分けた。

I類 (Y-486～495)と したものは口縁端部をやや拡張して内傾させ, くりあげ口縁となるもので

ある。端部外面には 2～ 3条の凹線文が施される。胴部に刺突文をもつものもあり,刺突工具には

ハケロ原体を使用するもの (Y-487)や ,貝殻腹縁を使用するもの (Y-495)等 がある。器面調整

は外面上半ハケロ,下半ヘラミガキ,内面ヘラケズリを行っている。ヘラケズリの位置は,Y-491

は屈曲部内面から削っているが,それ以外のものは屈曲部よりやや下がった位置から削っている。

Y-495の 内面ヘラケズリは筋状の痕跡を残す特異なものである。
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I類 (Y-496～ 512)と したものは, 日縁端部がI類 よりも大きく拡張され,内傾 し, くりあげ状

を呈するものであるb端部外面には 3～ 4条の凹線文が施される。Y-511・ 512は擬凹線文である。

内面ヘラケズリの位置は屈曲部から行うものが圧倒的に多い。

Ⅲ類 (Y-513～520)は, 口縁端部を上下に拡張 し,直立 した複合状を呈するものである。端部

外面に凹線文をもつもの (Y‐ 513・ 517)と 擬凹線文をもつもの (Y‐ 514～ 516・ 518～520)が ある。

Ⅳ類 (Y‐ 521～541)イよ,端部上端を厚 く作ったもので,複合口縁部を直立させるもの,外傾さ

せるもの,やや外反させるもの等がある。口縁部外面に擬凹線文を施すものが大半であるが,Y-535

・536に は多条のヘラ描き直線文が施されている。肩部から胴部に斜行刺突文をもつものもあり,

刺突工具には棒状工具を使用するもの (Y… 523),ハ ケロ原体を使用するもの (Y-528・ 538),貝殻

腹縁を使用するもの (Y‐ 536・ 539)等が見られる。器面調整は口縁部ヨコナデ,外面ハケロ,内

面ヘラケズリによるものがほとんどであるが,Y-535・ 536の 外面にはていねいなヘラミガキが施

されている。内面ヘラケズリの位置は屈曲部内面から行 うものがほとんどである。

V類 (Y-542～ 545)と したものは,複合口縁部が外反 して長 く伸びるものである。端部に丸み

を帯び,外面には多条の擬凹線文が施されている。Y-545の胴部には,貝殻腹縁による押 し引き状

の刺突文が施されている。

Ⅵ類 (Y-546・ 547)イよ,複合口縁部が外反もしくは外傾 し,無文のものである。胴部の張 り出

しは少ない。Y-546の肩部には貝殻腹縁による羽状の刺突文が施される。

鉢 (Y-548)

鉢は 1点を図示した。 くりあげ状の口縁をもち,奏を押 し潰 したような形状になっている。内面

下半にヘラケズリを残 している。

高不 (Y-549～ 551)

高杯は 3点を図示 した。Y-549は外部が複合状を呈 し長 く外反するもので,外面に多条の平行線

文を施している。脚部上方は細くすぽまっているが,欠損 しているため下方の形状は判らない。ネ

部内面の調整はヘラミガキである。

Y-550・ 551は 複合状を呈する脚端部である。Y-550は平行直線文,Y‐ 551は擬凹線文をもち,内

面にはいずれもヘラケズリが施される。

器台 (Y-552,553)

器台と考えられるものは, 2点 を図示した。Y-552は長 く外反する複合状の脚台部である。外面に
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は多条のくし描き直線文が施され,一部ナデ消されている。内面はヘラケズリである。Y-553も 複

合状の脚台部である。この上器には外面の直線文を施されていないようである。摩滅しており外面

は調整不明であるが,内面にはヘラケズリを残している。

蓋形土器 (Y‐ 554)

蓋形土器は 1点のみを確認した。上部はやや外反気味の複合状を呈し,複合部直下に直径 6ミ リ

の円孔を2個対称の位置にあける。内部は直径 6ミ リの中空となる。器面調整は複合部ヨコナデ,

屈曲部より上の内面はヘラケズリの後ナデ,屈曲郡より下の内面はケズリ放しである。よく似た形
註 1

態であるが内部が中空とならないものが,勝負遺跡 S114か ら出土している。また,矢野遺跡出土
註 2

のものは中空になっているが,複合部に凹線文をもち,やや古式のものと考えられる。

底部 (Y-555～ 558)

小さい平底, もしくは上げ底気味の平底のものを4点図示 した。いずれも胴部に向かって大きく

開くもので,外面はハケロとナデ,又は縦方向のヘラミガキ,内面にはヘラケズリが施される。

註1『一般国道9号松江道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅸ』 島根県教育委員会 1990年
註2 田中義昭他 「出雲市矢野遺跡の発掘調査」『古代出雲文化の展開に関する総合的研究』
島根大学山陰地域研究総合センター 1989年
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胎
焼
色

一霊
第24図
Y-3 N2a2 朕俣魯 口径 段

段はハケロ原体とヘラ,
ハケロ後ヘラミガキ

胎±■m未満の砂粒を少量含
む
焼成:良好
色調:明反缶

重
第24図
Y‐ 4

S310 暗青灰色
砂礫層

口径 172 段 磨減して不明 河道 4

一霊
第24図
Y-5

罰暮度
麓

埋 土 口径 22, 段 段はハケロ原体による。
ヘラミガキ

胎土:密 ,小砂粒を含む
焼成:やや軟
色調:灰色

一望
第24図
Y‐ 6

S3m 純麟
口径 192 段

胎土:2～ 3ml大の砂粒
焼成:やや軟質
色調:淡褐色

河道4

重
第24図
Y-7 N2El 暗灰色

粘質土
日径 253 段 段はヘラによる

内外面:ヘ ラミガキ 色
好
灰

密
良
明

土
威
調

胎
焼
色

壷
第24図
Y-8 S2E0 暗青灰色

砂礫層
口径 20C 段 磨滅著しく不明

胎土:1～3m大の砂粒を含む
焼成:良
色調:褐色

河道4

壷
第24図
Y-9 罰 咀

暗青灰色
砂礫層

口径 250 段 磨滅著しく不明 胎土:2～ 3wl大の砂粒を含む 河道4

壷
第24図
Y-10 こXコ贔「1 青灰色

砂礫層
口径 段

段はヘラによる。ハケ
目後ヘラミガキ

胎土:1～ 2ml大の砂粒を含む
焼成:やや軟質
色調 :明灰色

第24図
Y‐ 11

S2El 医褐色
砂礫層

口ぞと20.4 段
段はハケロ原体による。
ハケロ後ヘラミガキ

胎土:2ma大の砂粒を多く合む
焼成:良好
色調:責仄色

河道4

壷
第24図
Y12 トレンチ内 5鶴 口径 20( 段

段はハケロ原体による

外面 :ハ ケ ロ後 ヘ ラ ミ

ガキ
内面 :ヘ ラミガキ

胎土:2mm前後大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰黄色

壷
第24図
Y‐ 13

N4E2 暗青灰色
砂層
口径 16〔 段 ケヽロ後ヘラミガキ

胎上4ml大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:医褐色

河道2

一霊
第24図
Y-14

I区
トレツチ内

排土 口径 16〔 段
段はハケロ原体による
内外面 :ヘ ラミガキ

胎±■画大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰色

重
第24図
Y-15

N2E2
色
層麒殊

段
段はハケロ原体による
内外面:ヘ ラミガキ

胎土:2～ 31E大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰責色

豆
第24図
Y‐ 16

トレンチ内 睡瞬
日径 441 段 膳墳はう早夢會凌父5

ミガキ

胎±■～2mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰色

一霊
第25図
Y-17 S3b 暗青灰色

砂礫層
口径

沈線1条 (ヘ ラ),沈線の
直上に直線3nmの円孔

ハケロ後ナデとヘラミ
ガキ

口縁外面にスス
付着。河道4

豆
第25図
Y-18 帥

青灰色
砂礫層

口径 205 沈線1条 (ヘ ラ) 磨減により不明

胎± ■～2m大の砂粒 を多 く
合む
焼成 :良好
色調 :明灰裾色

豆
第25図
Y‐ 19

哩 純囃
口径 沈線1条 (ヘ ラ) 内外面 :ヘ ラミガキ

む合を粒砂

∞餅睡
生
成
調

胎
焼
色

壺
第25図
Y-20 鰤   「1 青灰色

砂礫層
口径 16.2 沈線2条 (ヘ ラ) ナデか

胎土:lDm前後の砂粒を含む
焼成:良
色調:暗灰禍色
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図
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版
番
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＞伽

法
く 形態 。文様の特徴 手法 の特徴 胎土・焼威・ 色調 備   考

重
第25図
Y-21 聰

褐色
砂礫層

口径

段
の
を

で
状
条

とヘラ
叫

，
沈線．

体
削
け

原
て
設

目
け
を

ケ
つ
帯
手

ハ
を
突
結

外面 :ハ ケ ロ後 ヘ ラ ミ

ガキ
内面 :ヘ ラミガキ

胎±11～ 2mD大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明灰福色

重
第25図
Y-22

llEl 羅 口径 10〔
頸部に肖Jり 出し状の巾

ぞ綴
け,その上

ヘ

ヘ健酸
原

ケ
郷

。ア、
ハ
る
キ

は
ょ
ガ

常

に
ミ

必
舎
フ
ラ

胎土:1～ 2mm大の砂粒を合む
焼威 :良好
色調 :明灰福色

重
第25図
Y-23

llEl 青灰色
砂質土

段
段の直上にヘラによる
沈線1条

段はハケロとヘラによる
外面 :ハ ケ ロとヘ ラ ミ

ガキ
血面 :ナ デとハケロ

胎土!1～ 2om大の砂粒を多く
含む
焼成 :良好
缶 語 :普庶 佃 ～ 匡 濡 偽

豆
第25図
Y‐ 24

配 1 鵬瞬

よ

そ
沈
螂状の段，癖
ア、ヶ阻
にヘ
縦酌郵送

頸る
の鏡

内外面 :ハ ケロ後ヘラ
ミガキ

胎土:1～2m大の砂粒を合む
焼威:良好
色調 :明灰色

壷
第25図
Y-25

N2E2
トレンチ内

暗灰色
砂質土 ,

臨掻魯

沈線1条 (ヘ ラ) ハケロとナデ

胎土:2～3alH大 の砂粒を多く
含む
焼成:良好
缶 語 :匪癌 任

壷
第25図
Y‐ 26

聰
暗青灰色
砂層

段
段の直下にヘラによる
沈線文2条

段はヘラによる
内外面 :ヘ ラミガキ

胎土:密 ,1～2DI大の砂柾を含
む
焼成:良好
偽 語 :匠癌 缶

壷
第25図
Y-27

I区
トレンチ内

砂礫層
段
段の直下に沈線 2条 (ヘ
ラ)

段はヘラによる
内外面:ヘ ラミガキ

胎土:1～2ma大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰黄色

壼
第25図
Y28

剛
卜鵬
暗参僣色 沈線3条 (ヘ ラ) ヘラミガキ

争土:1～2 ma大 の砂粒を多く
|む
と成:良好
1語 !yI庁 偽

壼
第25図
Y-29

段
段
沈
趣

の直下にヘラによる
線2条 ,綾杉文 ,平行
寸

磨滅により不明

土:lmtt大の自色砂粒を多量
合む
成:良好
調 :膳庁 想 偽

豆
第25図
Y-30 Ⅲ央ベルト 福色

砂礫層

段

窒?屍頑揚贔肇爆易き
段はハケロ原体による。
ハケロ後ヘラミガキ

壺
第26図
Y-31

blE0 暗青灰色
砂礫層

底径 62
長胴型
頸部と肩部にヘラによ
る沈hR5条ずつ

磨減しているがヘラミ
ガキか

胎土:2～3卿大の砂粒を含む
焼成:良
色調:灰禍色

外面下半に黒斑

重
第26図
Y-32

S2ECl 暗青灰色
砂礫層

¢Z星最雀臨
(ヘ ラ)

外面:ヘ ラミガキ
内面:ナデ

争土:2～ 3mEI大 の白色砂粒を
Ⅲむ
と成:良好
言語 :膳席 偽

河道4

壼
第26図
Y-33 17 ト

レンチ内 暗灰色
砂質土

ハケロ原体とヘラによ

胞讐を級
にヘラ内外面 :ハ ケロ後 ナデ

胎土:2m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰責禍色

壷
第26図
Y-34

S3Wl
S4Wl

灰桶色
砂礫層

巾広の削り出し突帯上
にヘラによる沈線4条

ヘ

ヘ純酸
原

ケ
ケ

◇′
ハ
る
キ

は
ょ
ガ

帯

に
ミ

空
舎
フ
ラ

胎土:1～ 2ma大の砂粒を含む
焼成:良
色調:灰褐色

重
第26図
Y-35

山 蔑暴暑 巾広の肖Jり 出し突帯上
に沈線5条 (ヘ ラ)

突 帝 は ハ ケ ロ原 体 と ヘ

外 面 :ハ ケ ロ後 ヘ ラ ミ
ガ キ

胎±■～2mII大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明庚偶色

河道2

霊
第26図
Y-36

N2B 色
土
禍
質
赤
砂 口径 175

口縁端部は画をなす
日縁端部に刻み (貝か),
顕部 に沈線残存 3条 (ヘ
ラ)

ハケロ後ヘラミガキと
ナデ

胎土:2～3m大の砂粒を含む
焼威 :良
色調:灰褐色

豆
第26図
Y-37 dll 青灰色

砂礫層
日径 頸部に沈線(残存4条 ) 磨減により不明

胎土:2～ 3ml大の砂粒を含む
焼成:良
色調:淡褐色

重
第26図
Y‐ 38

m 鱒藤
口径 12て

口縁端部は面をなし,
斜格子の刻み
顕部に沈線文(残存彩【)

胎土,1～ 2ma大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:浚褐色

豆
第26図
Y-39

17 Ml 暗青灰色
砂層
口径 31( 覇為乳黒哲娩

線1条

外面 :ヘ ラミガキ
内面:ナデ ?

胎±12um前後の砂粒を合む
焼威:良好
色調:淡褐色,断面赤褐色

壺
第26図
Y-40

NIEll 淡灰色
砂質土

口径 34.,

口縁端部にハケロ原体
による斜格子の刻み ,
頸部にヘラによる沈線
ぺ′2И苫

外面:ハケロ後ナデ ?
内面:ヘ ラミガキ

胎±■～21m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰色

河道2

重
第26図
Y-41 聰

暗仄色
砂礫層

口径 16.〔 詈書盪肇考貴警そこ警
外面 :ヘ ラミガキとナ

内面 :磨減により不明

含土 :2mE Rlj後 の砂種 を多 く含

名成 :良好
自謂 :渉匡鵜缶
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図
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番

図
版
番
号

出土地点 層 位
法  量
(cnl)

形態・文様の特徴 手法の特徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備 考

〓宝
第26図
Y-42 トレンチ内 暗

灰色
砂礫層

口径 17

口縁端部に射格子の刻
み (貝殻腹縁 ),頸部 に
ヘラによる沈線 (残存2
望工ヽ

外面:ハケロ後ヘラミ
ガキ
内面:ヘ ラミガキ

胎土:2～ 31Fm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡禍色

壷
第26図
Y-48

I区
トレンチ内

青灰色
砂礫層

口径 27(
口縁端部に斜格子の刻
み(ヘ ラ) 磨減著しく不明

生
成
調

胎
焼
色

2画大の砂粒を含造
良
淡禍色

豆
第26図
Y-44 17 S団

色
層
灰
礫
暗
砂

口径
口縁端部に羽状の刻目
(ハ ケロ原体)

ケヽ ロ後ヘラミガキ
生
成
調

胎
焼
色

2nE前後の砂粒を含む
良好
淡灰褐色

一堕
第26図
Y-45 17 捌

暗青灰色
砂礫層

口径 247
口縁端部に斜格子の刻
み(貝殻腹縁),頸部に
多条の沈線文(ヘ ラ)

外面:ハケロ後ヘラミ
ガキ
内面:ヘ ラミガキ

生
成
調

胎
焼
色

2mm前後の砂粒を含む
良好
禍色

河道4

一霊
第26図
Y-46 中央ベル ト 睡媚

口径 20(
口縁端部に斜格子の亥」
み,頸部にヘラによる
沈線7条以上

ナデか
土
成
調

胎
焼
色

2mD大の砂粒を合も
良好
黄灰色

河道2

豆
第26図
Y-47 17

I騒
トレンチ内

排土 日径 20盪

ハケによる段
段の直下に貝殻腹縁に
よる沈線文(残存5条 )

ヘラミガキ

多を粒砂の大

蜘　餅鵜

土
む
成
誦

胎
合
焼
魯

豆
第26図
Y-48 17 NEl

褐色
砂質土

顕部に沈線文9条 とそ
の直下に貼付突帯文 外面 :ハケロ

胎土:2mm大 の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:淡褐色

一堂
第27図
Y‐ 49

17 Sl動 暗灰色
砂質土

口径 16( 頸部
に断面三角状の難

付突帯 内外面 :ヘ ラミガキ
生
成
調

胎
焼
色

2～ 3ma大の砂粒を合L・
良好
灰福色

一望
第27図
Y-50 17 I区 排土 頸部に貼付突帯2条

外面:ナデ
内面:ヘ ラミガキ

生
成
調

胎
焼
色

2ma大の白色砂粒を含む
良好
灰色

壺
第27図
Y51 17 I区

青灰色
砂礫層

肩部と胴部に1条ずつ
の射付突帯

内外面 :ヘ ラミガキ

壺
嘉27図
Y‐ 52

N2El 福色
砂礫層

き
形
描
円
ラ
た
へ
れ
に
ま
部
さ
肩
は
文

と
に
突

部
線
刺

頸
沈

の
磨減により不明

土
む
成
調

1～2 nI犬 の紗租 を多 く

良好
反縄待

〓霊
第27図
Y‐ 53

I区
固則
トレンチ

青灰色
砂礫層

口径 25て
耳付土器 ,頸下部には
貼付突帯
頸部内面にも突帯

外面 :荒いタテ方向の
ハケロ
内面:ナデ

土
む
成
語

1～ 2 1nE大の1/2種を多 く

良好
灰橋得

一望
第27図
Y54 SIFXl 言灰色

砂礫層
底径 74 胴部に2条の貼付突帯

今土 :2～ 3 ml大 の砂租 を多 く
ユむ
七成 :良好
i調 :渫縄缶

壷
第27図
Y-55 17

I区
トレンチ内

青灰色
砂礫層 頸部に射付突帯3条

外面 :ハ ケロ後 ナデ
内面 :ナ デ

胎土 :2～ 3DED大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :明灰色

重
第27図
Y-56 17 卜曖

暗青灰色
砂質土

口径 15( 長く外反する日縁 内外面 :ヘ ラミガキ
胎±■～2m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:黒禍色

一霊
第27図
Y‐ 57 剛

暗青灰色
砂礫層

口径 13
口縁部は短く外反し,
頸部は締まる

口縁部:横方向のナデ
頸部内外面 :ハ ケロ後
ナデ

胎±■～2ml大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰福色

孝霊
第27図
Y58 覗 1 椎囃

口径
口縁部はゆるく外反し,
端部で面をなす

内外面:細かいヘラミ
ガキ

胎土 :密 ,1～2EI大の砂杜を含
む
焼成 :良好
魯 謂 :渉親 侮

壷
第27図
Y59 17

I区
トレンチ内

排土 口径
ゆるく長く外反するロ
縁部

内外面:ヘ ラミガキ

豆
第27図
Y‐ 60

17 N2D 暗灰色
粘質土

日径 16〔
口縁部は短 く外反し,
胴張りする

内外面:ナデか
胎±■～2m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調 :暗灰福色

一霊
第27図
Y‐ 61

トレンチ内 睡擁
口径 18予

縁
し
日
反

キ
キ
ガ
ガ

ヘ
ヘ

画
面
外
内

胎土 :1～3m大の砂粒を含む
焼威 :良好
色調 :淡褐色

一霊
第27図
Y62 トレンチ内

暗灰色
砂質土

口径 14X
口縁部は短く外反 ,長
胴形か

外面 :一部 にハケ ロが

残 る
内面 :ヘ ラミガキ

胎土:2mE前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:責灰色
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壼
第27図
Y-63 NIB 純囃

目径 口縁部は短く外反 内外面 :ナ デ
胎土:2～ 3DW大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色～暗医褐色

一霊
第27図
Y‐ 64 岨

暗灰色
砂質土

口径 152
口縁部はゆるく外反 ,

胴張りする 内外面 :ヘ ラミガキ

土
む
成
謂

3～5m大 の砂 柾 を多 く

良好
圧鵜 缶

一空
第28図
Y-65

N2E2 暗灰色
砂礫層

段

行線文 
る綾杉文 ,平

外面 :ヘ ラミガキ
内面 :ナデ

胎±■ma大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰色

豆
第28図
Y-66 1硼

暗灰色
粘土
(砂礫混)

段
ヘラによる平行線文と
綾杉文

外面
内面 いア

キ

ナ

ガ
と

ラ
ケ
ヘ

ハ

胎土:1～2m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡黄灰色

豆
第28図
Y‐ 67

ふ砲
褐色
砂質土

段
ヘラによる平行線文と
綾杉文

外面:ヘ ラミガキか
内面:不明

胎土 :1画前後の砂れ を多 く含
む
焼成 :良好
魯 語 :匪組 魯

一霊
第28図
Y‐ 68

S3E0 暗青灰色
砂層

段

農Э長
よる平行線文と 画面外内

ラ

い
ア

ヘ
ナ
ミガキ

胎土:1～ 211大 の砂4_7を 多く
含む
焼成:良好
俸 謂 :膳匡 想 偽

河道4

豆
第28図
Y-69 S3El 灰褐色

砂礫層

段
ヘラによる平行線文 ,

綾杉文,重弧文

外面 :ヘ ラミガキ
内画 :ナデか

胎土:1～ 2ma大の砂粒を合も
焼成:良好
色調:茶褐色

河道4

き電
第28図
Y-70 鋤

褐色
砂礫層

ヘラによる平行線文と
綾杉文

ヘラミガキか
胎土:1～2m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色

河道4

一電
第28図
Y-71 N2E2

色
層敵鏃

ヘラによる平行線文と
綾杉文

ナ デ

胎土:2～4m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:黄灰色～暗灰色

重
第28図
Y-72 □ヽ

禍色
砂質土 綾杉文 

る平行線文と ケヽロとナデ
胎土:1～2nw大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡褐色

壷
第28図
Y‐ 73

I区
トレンチ内

暗青灰色
砂礫層

弱い段

綾Э隻
よる平行線文と磨減により不明 胎土:1～2m大の砂粒を含む

焼成 :良好
色調:褐色

一霊
第28図
Y-74

I区
トレンチ広

暗青灰色
砂礫層 A驀髭議塀李線文, ナ デ

うを柾紗の

効　鍼韓

土
む
成
調

胎
合
焼
仕

壷
第28図
Y-75 N3El 雑紳蜂

星啓優縁隻
よる平行線 ユ土 :2～ 4DI大 の砂杜 を多 く

,む
:威 :良好
I調 :縄仕

河道2

壼
第28図
Y-76 S2E0 暗青灰色

砂礫層

段

羅 彦資琴嬰ワ箋貝内外面
:ヘ ラミガキ

胎± ■ma大の自色小砂杜 を含
む
焼成 :良好
缶調 :渉匡鵜任

河道4

一霊
第28図
Y-77 醐

暗青灰色
砂礫層

段
貝殻腹縁による平行線
文と綾杉文

ヘラミガキ 督き
:1～ 31nm大の自色砂杜を

焼成:良好
色調i灰福色～淡禍色

河道4

豆
第28図
Y‐ 78

NIFD 禍色
砂質土

弱い段
只殻腹縁による平行線
文と綾杉文

内外面 :ヘ ラミガキ
胎土:2ml大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:禍色

豆
第28図
Y‐ 79

S2F0 暗青灰色
砂層

＞
，文
ラ
線

”帯上に沈線＜へ蝉腋
副
突
貝
と

ハケロとナデ 擁浅:首浮
lam大の砂粒を含む

色調 :黒医褐色
河道4

一霊
第28図
Y‐ 80

褐色
砂礫層

同Jワ 出 し択 の 突 ,
突帯上にヘラによる沈

掻穎乾&?尾彦埋貝殻
ヘラミガキ ?

胎±■ma前後の砂粒を合む
焼威 :良好
色調:淡福色

豆
第28図
Y-81 N4El 暗灰福色

粘質土
７条，鶴
文
平
線
る
沈
よ
る
に
文

よ
縁
杉

に
腹
綾

ラ
殻
と

へ
貝
文

胎土:1～ 2wE大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰責白色

河道3

壷
第28図
Y-82 NIEll 褐色

砂質土

ヘラによる沈線の間に

具書窪縁隻
よる平行線

重
第28図
Y-83 聰 純蜂

貼 付 突 帯

姦辱竜盪壷晶昂愚濤壌
胎土:2EI大 の砂粒を含む
焼成:良好
色調:禍色
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豆
第28図
Y-84 S2F0 暗青灰色

砂映層

貼付突帯
突 帯上 に沈 線 を引 き2
条 突帯 に して ,ヘ ラで
亥」目。突 帯 直下 に貝 に

胎土:2mE大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:灰禍色

河道 4

一霊
第28図
Y-85 hT4E2 青灰色

砂礫層

貝殻腹縁による綾杉文
と平行線文 ,そ の直下
にヘラによる沈線

ナ デ

胎土:1～ 4dua大の砂粒を合も
焼成:良好
色調鞍 橙褐色

河道2

一霊
第28図
Y-86

N4El 青灰色
砂礫層

貝殻腹縁による綾杉文
と平行線文

ナ デ

胎土:lmu前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調 :責灰色～暗灰色

河道2

壺
第28図
Y-87

ふLEl 暗灰色
砂質土

貝殻腹縁による綾杉文
と平行線文

内面 :ハ ケロ
胎土:1～2mH大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :茶褐色

豆
第28図
Y-38 聰朧

暗灰色
砂礫層

貝殻腹縁による平行線
文と綾杉文

ヘラミガキか
胎±■mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰褐色

河道 1

一貶
第28図
Y‐ 39

S31「0 暗青灰色
砂礫層

只殻腹縁による綾杉文
と平行線文

ヘラミガキ
胎±■mI前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調灰禍色

河道4

士霊
第28図
Y-90

NIEl 褐色
砂質土

貝殻腹縁による綾杉文
と平行線文

胎±■～2nI大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:暗禍色

壷
第28図
Y-91 夢たと 貝殻腹縁による綾杉文 ヘラミガキか 焼成 :良好

一霊
第29図
Y‐ 92 純囃

ヘラによる平行線文と
貝殻腹縁による木の葉
文

磨滅して不明
胎± ■～2剛 大の砂粒 を含む
焼成 :良好
色調 :淡黄灰色

一霊
第29図
Y‐ 93

S3Vユ
医福色
砂礫層

ヘラによる平行線文と
木の棄文

ナデか
胎±■剛大の砂粒 を含む
焼成 :良好
色調 :暗褐色

河道 4

一宝
第29図
Y-94

r岨1 暗灰色
砂層

ヘラによる平行線文と
木の葉文

ヘラミガキか
胎±■oun大 の砂粒 を含む
焼成 :良好
色調 :灰色

壷
第29図
Y‐ 95

蜂
謹

埋土
ヘラによる木の葉文と
平行線文

キガラ
デ
ヘ
ナ
画
面
外
内

胎土:lma大 の砂粒を合む
焼成:良好
色調 :灰白褐色

一壁
第29図
Y-96 S3Wl 暗青灰色

砂礫層

ヘラによる斜行文 ,平
行線文,重弧文,木の葉
文

ヘラミガキ
胎±■mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調項 禍色

河道4

豆
第29図
Y-97 聰 純麟

ヘラによる平行線文と
木の葉文

内外面 :ヘ ラミガキ
胎±■m前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰褐色

一霊
第29図
Y-98 鋤

暗青灰色
砂礫層

段
ヘラによる平行線文と
重弧文

内外面 :ヘ ラミガキ
胎±■～2ma大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色

河道4

一電
第29図
Y-99 NgEl 青灰色

砂礫層
貝殻腹縁による平行線
文,綾杉文,重弧文

ナ デ

胎土:1～ 41nn大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰色

河道2

壺
第29図
Y‐ 100

N5El 暗灰褐色
粘質土

ヘラによる平行線文と
重弧文

ナデか ?
胎土:1～21m大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :外 黒色,内 灰禍色

河道3

一電
第29図
Y‐ 101

N3El 暗青灰色
砂礫層

ヘラによる平行線文と
重弧文

内外面 :ヘ ラ ミガキ
胎土:1～ 2mm大の砂粒を合む
焼成:良好
色調:淡褐色

河道2

一笠
第29図
Y-102 Na 青灰色

砂礫層

段
ヘラによる沈線4条と,
貝殻腹縁による重弧文

ナ デ

胎±■～2du大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰色～暗灰色

河道2

壷
第29図
Y‐ 103

N2al 暗灰色
粘質土

ヘラによる平行線文と
山形文

ナデか
胎±■～211n大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡桃禍色

一霊
第29図
Y-104

S2al 暗青灰色
砂礫層

段
ヘラによる平行線文 と
山形文

ヘラミガキとナデか
胎土:1～2mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰福色

河道4
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芝
第29図
Y-105

IJD 褐色
砂質土

ヘラによる山形文と平
行線文

ナデか
胎土:1～3m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

重
第29図
Y106

N2E2
トレンチ内

ヘラによる平行線文と
鋸歯文

ハケロ
胎土:lmm未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰色

壺
第29図
Y107 S3D 暗青灰色

砂礫層
斜格子文 ,貝殻腹縁に
よる直線文,山形文

磨減 して不明
胎土:1～ 2Htl大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:医褐色

河道4

壺
第29図
Y-108 rヾl131

褐色
砂質土

段

霧斐
文,斜格子文,平行 磨滅 して不明

胎土:lma大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰褐色～晴禍色

壷
第29図
Y-109 20 S3E0

暗青灰色
砂礫層

ヘラによる羽状文 ? 内面 :ハケ ロ

胎土 :lma団後 の日色紗租を含
む
焼成 :良好
缶調 :桐魯

河道4

壷
第29図
Y‐ 110

昴 ふ四
賠灰色
砂礫層

肖Jり 出 し状の突帝
突帯上に沈線1条 ,ヘ ラ
による平行線文 と斜行
す

内面 : ミガキ
胎土:lmE大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:外 灰色,内 黒色

壷
第29図
Y lll

20 N2E2 暗灰色
砂礫層

ヘラによる有軸羽状文
と平行線文

外面 :ヘ ラミガキ
内面:ナデ

胎土:llnE未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰色

豆
第29図
Y-112 20 甑 1

色
土
福
質
灰
砂

削り出し状の突帯
突帯上に沈線1条(ヘ ラ)

ヘラミガキ
胎±■～211n大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰福色

河道 4

一望
第29図
Y-113

I区
トレンチ内

暗青灰色
砂質土

削り出し状の突帯
外面:ハケロ後ヘラミ
ガキ
内面:ハケロ

胎±■～2mn大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰色

重
第29図
Y-114

聰
暗灰色
砂礫層

段
段の直下にヘラによる
沈線1条

キガラ
デ
ヘ
ナ
面
面
外
内

胎±■Dm大の自色砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰色

壼
第29図
Y l15

咄
暗青灰色
砂質土

削り出し状の突帯
突帯上にヘラによる沈
線4条以上

外面 :ハ ケロ後ヘラミ
ガキ
内面 :ナデ,指頭圧痕

胎±■～21wII大 の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰福色

壷
第29図
Y-116 聰

暗灰色
砂礫層

段
段の直下にヘラによる
平行線3条

井後へ♯‥ノ、ヶ口夢
画
面
キ

外
内
ガ

焼成:良好

一霊
第29図
Y-117 N283 褐色

砂礫層

段
段の直下に貝殻腹縁に
よる平行線文6条

ナ デ

胎±■～21n大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰禍色

豆
第29図
Y-118

卜肥 純囃
貼付突帯上に刻み ケヽロとナデ

胎土:2～ 3aH大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

豆
第29図
Y l19 鋤

暗青灰色
砂礫層

貼付突帯上をハケロ原
体で刻む

胎土:1～ 3mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道4

重 麹Ｙ・・２０
20
N2E2
トレンチ広

暗灰色
砂礫層

貼付突帯2条 ,ヘ ラによ
る刻目

内外面 :ハ ケロ後ヘラ
ミガキ

胎±■m前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰色

無
頸
壺

第30図
Y‐ 121

聰
暗青灰色
砂質土

口径 1
口縁部は強く内湾 ,円
孔が少なくとも1対

内外面:ヘ ラミガキ
胎±■DE大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡黄褐色

無
頸
重

第30図
Y122 N22 暗灰色

砂礫層
口径 2

端部外面に貼付突帯 ,

ヘラ描き沈線
外面 :ナデか
内面 :ヘ ラミガキ

胎± ■～ 3画大 の砂粒 を多 く
含む
焼成 :良好
角調 :IIJ医 缶

無
頸
重

第30図
Y-123

llB 暗灰色
砂質土

口径 118 口縁部は内湾 ,少 なくとも1対の円孔
外面:ヘ ラミガキ
内面:ハケロ

胎土:2mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡福色

甕
第締図
Y‐ 124

N2E2
色
層麒殊
口径 31を ヘラによる段

口縁部 :ヨ ヨナデ
胴部内外面:ハケロ

胎土:24m大 の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :外 禍色,内 医褐色

外面と内面の一
部に炭化物付着

甕
第30図
Y‐ 125

rヾ2圧El
暗灰色
砂礫層

日径 34.〔
ハケロ原体で作り出し
た弱い段

外 画 :ハ ケ 日後 ヘ ラケ
ズ リ
内面 :ハ ケ ロ後 ヘ ラ ミ
ガキか

胎土 :1～2DI犬 の移紅 を多 く
含む
焼成 :良好
負調 :度色
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憂
第30図
Y-126 配 1 雄̈青灰色膊

口径 212
ハケロ原体による弱い
段

胎±■m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道2

甕
第働図
Y-127 硼

青灰色
砂礫層

口径 237 ケヽ ロによる段
胎±■fHm大の秒粒を含む
焼成:良好
色調:明灰禍色

養
第30図
Y-128

N4E2 青灰色
砂礫層

口径 21C
ハケロ原体で作り出し
た弱い段

外面:ハ ケロ
内面:ナデ

土
む
成
調

治
合
焼
色

2～ 3 Du大 の自色砂杜 を

良好
明茶福色

河道2

養
第30図
Y‐ 129

NI乾 禍色
砂礫層

口径 22 2
ヘラによる浅い沈線1
条

口縁部:ナデ
他はハケロ後ナデ

胎±■～2nm大の秒粒を含む
焼成:良好
色調:明灰褐色

外面に炭化物付
着

莞
第30図
Y■30 聰

褐色
砂質土

口径 32 7
ハケ ロ原体 に よる段 ,

胴部側 を高 くす るもの

胴は張 り出さない
内外面:ハケロ

胎± 4～ 2画大 の砂租 を多 く
含む
焼成 :良好
色調 :外 階褐色 ,内 明灰色

外面にスス付着

甕
第30図
Y‐ 131

ふ阻
褐色
砂礫層

口径 26て ヘラによる浅い沈線

口縁部 !ナ デ
胴部外面 :ハ ケ ロ後 ナ
デ
胴部内面 :ヘ ラミガキ

胎土 :2～ 3ma夫 の砂種 を多 く
含む
焼成 :良好
缶 語 :阪相 各

外面にスス付着

莞
第30図
Y-132

I区
トレンチ内

口径 19修 ヘラによる沈線1条
口縁部 :ナ デ

頸部以下 内外面 :ハ ケ
目

胎土 :2～ 31B大 の砂租 を多 く
含む
焼成 :良好
偽 謁 :鴻鵜 魯

奏
第30図
Y133 トレンチ内 醜瞬

口径 28.( ヘラによる沈線1条
口縁部:ナデ
胴部内外面:ハケロ

胎土 :2～ 3m大の砂粒を多く
含む
焼成:良好
毎 謳 :匡掘 伯

憂
第30図
Y‐ 134

S3Wl 暗青灰色
砂礫層

口径 17て ヘラによる沈線1条 内外面:ハケロ後ナデ
胎土 :2～3m大の砂粒を合む
焼成 i良好
色調 :禍色

河道4

甕
第31図
Y‐ 135

N2E2 暗灰色
砂礫層

口径 241 ヘラによる沈線1条 内外面:ハケロ後ナデ

胎±■ma大の砂粒を多量に含
む
焼威:良好
毎 語 :務 匡 組 魯

甕
第31図
Y-136

llEI 褐色
砂質土

口径 194 ヘラによる沈線1条

口縁部:ナデ
頸部外面:ハケロ(タ テ)
顕部内面 :ハ ケロ後ナ

莞
第31図
Y137 トレンチ内 鵬燒

口径 206 ヘラによる沈線1条
口縁部:ナデ
頸部以下外面:ハケロ
頸部以下内面:ナデ

胎土:1～2血大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

養
第31図
Y-138 SttRA「 1

色
層
灰
礫
言
砂

口径 ヘラによる沈線1条 ナデか

胎上 :1～ 2mm大の砂粒 を多 く
含む
焼成 :良好
魯 語 :膳想 魯

外面スス付着

甕
第31図
Y-139

剛
暗青灰色
砂礫層

口径 ヘラによる沈線1条
口縁部:ナデ
頸部以下外面:ハケロ
頸部以下内面:ナデ

多を粒砂の

釉　餅姫

土
む
成
調

胎
含
焼
色

河道4

甕
第31図
Y-140

S61Vl 青灰色
砂礫層

口径 207 ヘラによる沈線1条 内外面 :ハケ ロ後ナデ
胎±■～2m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調 :責灰禍色

莞
第31図
Y‐ 141

N4E2 青灰色
砂礫層

口径 224 ヘラによる沈線1条 外面:ハケロ後ナデ
内面:ナデ

胎土:lmD大 の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰褐色

外面スス付着
河道2

甕
第31図
Y-142 〕にと 口径 224 ヘラによる沈線1条

口縁部:ナデ
体部外面 :ハ ケロ後ナ
デ
依縮内面:ハケ日

胎上 :2剛前後の砂粒 を多 く含
む
焼成 :良好
角調 :梱灰角

甕
第31図
Y‐ 143

3JE2 暗灰色
砂質土

口径 484
日縁端部は面をなす。
顕部にヘラによる沈線
1条

口縁部 :ハケロ後ナデ
頸～胴部内外面 :ヘ ラ
ミガキ

胎土:2～3m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

甕
第31図
Y144 トレンチ内 睡婢

口径 24〔 ヘラによる沈線1条
外面:ハケロ
内面:磨滅により不明

胎土 :1～ 2 mE大 の砂粒 を多 く

含む
焼成 :良
魯 調 :膳庁 急 缶

莞
第31図
Y145

I区
トレンチ内

日径 244 足舞夢證とな栃核鬱ぎ外面
:ハケロ

内面:磨減により不明

胎土:lma前後の砂粒を多く含
む
焼威:良
魯 語 :組偽

甍
第31図
Y-146 S廷延31

色
層
灰
礫
暗
砂

口径 241
口縁段部にハケロ原体
による刻目。頸部には
ヘラによる沈線1条

ケ面”糊
部
以
縁
部
口
頸
目

胎±4～3m大の砂粒を合も
焼成:良好
色調:灰禍色

外面の一部にス
ス付着
河道4

-95-



器
種
図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量
＞ｍ

法
く 形態。文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎土・焼成・ 色調 備 考

莞
第31図
Y-147 Ml 禍色

砂礫層
口径 201

日縁端部にヘラによる
刻目。頸部にはヘラに
よる沈線1条

口縁部:ナデ
頸部以下外面:ハケロ
顕部以下内面:ナデか

鍵蔑:旨
2m大の砂粒を合む

色調 :灰桶色

莞
第31図
Y‐ 148

22 N2E2 暗青灰色
砂層
口径 26`

口縁端部にヘラによる
刻目。頸部にヘラによ
る沈線1条

口縁部:ナデ
頸部以下内外面 :ハ ケ
目後ナデ

胎土:2mm 8J後 の自色砂粒を含
む
焼成:良好
色調:褐色

外面にスス付着
河道2

甕
第31図
Y-149

22 NlEl 褐色
砂礫層

口径 21〔
日縁端部に板状工具に
よる刻目。頸部にヘラ
による沈線が1条

外面 :ハ ケロ
内面 :ナ デ

胎土:2BI前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗福色

外面にスス付着

莞
第32図
Y‐ 150

鍋 Vl 青灰色
砂礫層

口径 26〔 ヘラ描 き沈線2条
口縁部:ナデ
頸部以下外面:ハケロ
顕部以下内面 :ナデ

多を粒砂の大

蜘　餅鵜

土
む
成
調

治
含
焼
任

外面上半と内面
下半に灰化物厚
く付着

甕
第32図
Y‐ 151

N2E2 暗灰色
砂礫層

日径 227 ヘラ描き洗線2条
口縁部 :ナ デ
頸部以下外面 :ハ ケロ
顕部以下 内面 :ハ ケ ロ
後 ナデ

胎±■～2面大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :暗偶色

外面にスス付着

甕
第32図
Y-152 醐

晴青灰色
砂礫層

日径 24( ヘラ描き沈線2条 ナデか
胎±■～21am大の砂粒を含む
焼成:良
色調:淡褐色

河道 4

莞
第諺図
Y153 S3FD 暗青灰色

砂礫層
口径 17[ ヘラ描き沈線2条 外面 :ハケロ後ナデ

内面:ナデ

胎± ■～ 2mm大 の砂粒 を多 く
含む
焼成 :良好
tl語 :匪想魯

河道 4

整
第32図
Y‐ 154

llEl 褐色
砂質土

口径 22C ヘラ描き沈線2条

日縁部 :ナ デ
頸部以下外面 :ハ ケ ロ
(ヨ コ)
頸部 以下 内面 :ナ デか

胎土 :1～ 2mm大 の砂粒 を多 く
合む
焼成 :良好
色調 :淡灰福角

発
第32図
Y-155

N2E2 口径 ヘラ描き沈線2条
口縁部:ナデ
内外面:ハ ケロ

胎土 :2～ 3嗣大 の砂粒 を少量
含む
焼成 :良好
色調 鵜 負

外面にスス付着

莞
第32図
Y-156 りにと 口径 247

口縁端部にヘラによる
刻 目。頸部 にヘ ラ描 き
沈線2条

口縁部 :ナ デ
頸部以下 内外面 :ハ ケ
目

胎土 :1～ 2 mE大 の砂粒 を多 く
含む
焼成 :良好
角調 :やや膳度徹

甕
第32図
Y‐ 157

22 聰
暗青灰色
砂質土

口径

日縁端部にヘラによる
刻目。頸部にヘラ描き
沈線2条

口縁部:ナデ
頸部以下外面:ハケロ
頸部以下内面:ナデ

胎主:lml RI後 のυ紅を多く宮
む
焼成:良好
缶調:灰 白缶

養
第32図
Y158 I区 青灰色

砂質土
口径 248

口縁端部にヘラによる
刻目。頸部にヘラ描き
沈線2条

日縁部:ナデ
頸部以下外面:ハケロ
頸部以下内面:ナデ

鍵浅:資孝
tlm大の砂粒を含む

色調:暗褐色
外面にスス付着

甕
第32図
Y-159 錦謹

埋土 口径 244 ヘラ描 き沈線 2条 口縁部:ナデ
頸部以下ハケロ

胎土 :1～ 3at大の砂杜 を多 く
含む
焼威 :良

色調 :外 明灰褐色 、内 黒禍色

口縁外面にスス
付着

甕
第32図
Y-160 ■lIE0 褐色

砂質土
口径 253 口縁端部に刻 目(貝か )

口縁部 :ナデ
顕部以下内外面 :ハ ケ
目

胎土:2mm大 の砂粒を含む
焼成:良好
色調 :淡禍色～陪褐色

甕
第32図
Y161 XT4El 暗青灰色

砂層
日径 254 ヘラ描き沈線2条

口縁百,:ナ デ

顕部以下外面 :ハ ケ ロ
顕部以下 内面 :ハ ケ ロ
後ナデ

内外面 :戊化物
付着
河道2

憂
第32図
Y‐ 162

N14El 言灰色
砂礫層

口径 364 ヘラ描き沈線2条
胎土:1～ 2mI大の秒粒を含む
焼成:良好
色調:淡黄灰色

河道2

憂
第32図
Y‐ 163

NOE2
色
土
灰
質
黒
砂 口径 16.4 口縁部はごく短く外反 ハケロ

胎±■～2嗣大の秒粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰偶色

奏
第32図
Y-164 噛

暗青灰色
砂礫層

日径
口縁部は短く外反し,
胴部は張り出さない

外面 :ハケロ
内面 :ナデか

胎土:2～ 4mu大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗褐色

河道2

甕
第32図
Y-165

22 捌
暗青灰色
砂礫層

口径 口縁部はごく短く外反
口縁部:ナデ
頸部以下ハケロ

胎土:1～ 2nII大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:褐色

河道4

甕
第32図
Y166 22 配 1

暗灰色
砂質と

日径 口縁部は短く外反 ケヽロのちナデ
胎±■～2ma大の砂粒を含む
焼成:良好
色調坂 禍色

莞
第33図
Y-167 剛

色
層
褐
礫
灰
砂

口径 201 ヘラ描き沈線3条
口縁部:ナデ
頸部以下外面:ハケロ
頸部以下内面:ナデ

胎土:2～ 3mH大の砂粒を合む
焼成:良好
色調:淡褐色

河道4



器
種
図
号
挿
番

凶
版
番
号

出土地点 層 位
法 量
(cH)

形態・文様の特徴 手法の特徴 胎土・焼威・ 色調 傭 考

整
第33図
Y168 S2FD 暗青灰色

砂礫層
日径 29〔

日縁端部にヘラによる
刻目。頸部にヘラ描き
沈線3条

内外面:ハ ケロ後ナデ
胎±■～3EID大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色

Π道4

賓
第33図
Y-169

I区
トレンチ

口径 274 ヘラ描 き沈線 3条 磨減により不明
胎土:2～3画大の砂粒を含む
焼成:良
色調!灰褐色

甕
第33図
Y‐ 170

聰
禍色
砂礫層

口径 22(
口縁端部にハケロ原体
による亥」目。頸部にへ
ラ描き沈線3条

口縁部 :ナ デ

頸部以下 内外面 :ハ ケ
目

胎土 :1～ 2回大 の砂粒 を多 く
合む
焼成 :良好
缶調 :梱缶

外面 にスス付着

甕
第33図
Y‐ 171

hJEl 褐色
砂質土

日径 29(
日縁端部にヘラによる
刻目。頸部にヘラ描き
沈線3条

胎±■～3EEII大 の砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗褐色

甕
第33図
Y-172 blEl 髄囃

口径 23( ヘラ描 き沈線4条
口縁部 :ナ デ

頸部以下 内外面 :ハ ケ
目

胎土:2～ 3DJ大の砂粒を含む
焼成!良好
色調:暗禍色

甕
第33図
Y‐ 173

りにと 日径 248
口縁端部にヘラによる
刻目。頸部にヘラ描き
沈線3条

口縁部:ナデ
顕部以下外面:ハケロ
頸部以下内面 :ナデ

胎±■m大の砂粒を多く含む
焼成 !良好
色調:淡責褐色

甕
第33図
Y-174

卜限
禍色
砂礫層

口径 23?
口縁端部に貝による刻
目。頸下部にヘラ描き
沈線

内外面共ハケロ後 ナデ

賄土:2mmBI後のυ柾を多く含
む
焼成 :良好
缶調:度桐角

養
第33図
Y‐ 175

S3m 暗青灰色
砂礫層

口径 258
日縁端部に板状工具に
よる刻目。頸部にヘラ
描き沈線3条

口縁部 :ナテ

頸部以下外面 :磨減 に
より不明
電記以下内面 :ハ ケ日

胎土:2mn前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明淡褐色

河道4

養
第33図
Y‐ 176 トレンチ内 醜瞬

口径 306 ヘラ描き沈線4条 内外面:ハケロ後ナデ

綸土 :2～ 3mm大 の自色砂紅 を
含む
焼成 :良好
色調 :灰黄色

甕
第33図
Y177 SSEXl

暗青灰色
砂層
口径 228 ヘラ描き沈線5条 内外面:ナデ

胎土 :1～ 2dun大 の砂杜 を多 く
含む
焼成 :良好
色調 :湊褐色

河道4

養
第33図
Y-178 NIE2 暗灰色

砂質土
口径 338

口縁端部にハケロ原体
による刻目。頸部にヘ
ラ楢き沈線3条

口縁部:ナデ
顕部以下外面:ハケロ
頸部以下内面:ナデ

胎土:2mtD前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明灰褐色

甕
第33図
Y‐ 179

llE2 暗青灰色
砂質土

口径

口縁端部にヘラによる
刻目。頸部にヘラ描き
沈線3条

ナ デ

胎土:1～ 2mII大の砂粒を含む
焼成:良好
色調 :暗灰禍色

甕
第33図
Y-180 盟 1

暗青灰色
砂礫層

口径

口縁端部にヘラによる
刻目。頸部にヘラ描き
沈線3条

口縁部 :ナデ

頸部以下外面 :ハ ケロ
頸部以下 内面 :磨滅 に
より不明

ススに面外
　
４

部
着
道

頸
付
河

養
第33図
Y-181 醐

暗灰禍色
砂層

口径 ヘラ描き沈線5条

縁
部
部
い

口
頸
顕
て

胎土 :2～3mm大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :褐色

外面にスス付着
河道4

養
第34図
Y-182 唖 1 雑紳蜂

口径 206
口縁端部にヘラによる
刻目。顕部にヘラ紺き
沈線7条

内外面:ナデ
胎土:2～ 411m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道4

窮
第34図
Y183 トレンチ広

暗灰色
砂層

口径 320 ヘラ描き沈線4条 ケ面ヴ秘一デ

部
以
ナ

醸螂酸

胎土 :1～ 2剛大 の砂粒 を多 く
含む
焼成 :良好
魯 調 :匡想 魯

甕
第34図
Y-184

I区
トレンチ

青灰色
砂質土

口径 ヘラ描き沈線7条 ナ デ

胎土 :2～ 3nun大 の秒粒を多く
合む
焼成 :良
魯 語 :渉瓶 魯

甕
第34図
Y-186 卜限

褐色
砂礫層

日径 290
る

き
ょ
描
に
ラ

端部にヘラ

。
頸部にへ
榛

縁
日
線

口
刻
沈

口縁部 :ナ デ

頸部以下 内外面 :ハ ケ
目

胎土:2nun大の砂粒を
焼成:良好
色調:明灰禍色

外面の一部にス
ス付着

莞
第34図
Y-186 ロヽ

色
土酪顔
口径 224

口縁端部にヘラによる
亥J目 。顕部にヘラ描き
沈線4条

内外面 :ナデか
生
成
調

胎
焼
色

1～ 2111E大 の砂粒を含む
良好
褐色

外面にスス付着

莞
第34図
Y-187 N2El 禍色

砂礫層
口径 26.〔 ヘラ描 き沈線6条

口縁旨併ナテ

頸部以下外面 :ハ ケ ロ
後ナデ
雹糀 以下内面 :ナデ

土
成
調

胎
焼
色

lml大の砂粒を含も
良好
明灰禍色

菱
第34図
Y-188 口径 39〔

口縁端部にハケロ原体
による刻目。頸部にヘ
ラ描き沈線6条

外面:ハ ケロ
内面 :ナデ

生
成
調

胎
焼
色

1～ 2ma大の砂粒を合J」
良好
明灰褐色

-97-



器

種
挿 図
番 号

凶
版
番
号

出土地点 層 位
法 量
(all)

形態。文様の特徴 手法の特徴 胎 土 。焼 成・ 色 調 備    考

整
第34図
Y-189 醒 1

暗青灰色
砂層

口径 25(
口縁端部にヘラによる
刻目。頃部にヘラ描き
沈線5条

内外面:ナデ
胎±■～3mm大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:褐色

外面にスス付着
河道2

莞
第34図
Yl∞ N2El 暗青灰色

砂質土
日径 24(

口縁端部に斜格子の亥J
目(ヘ ラ)。頸部にヘラ
描き沈線6条

口縁部:ハケロ後ナデ
頸部以下外面 :ヘ ラミ
ガキ
顕部以下内面:ナデ

胎±■～2DEl大の砂粒を含 L・
焼成:良好
色調:陪褐色

外面にスス付着
河道2

養
第34図
Y-191

阻
褐色
砂礫層

口径 360
口縁端部にヘラによる
刻目。顕部にヘラ描き
沈線8条

ナデ

胎±■-2m大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡禍色

養
第34図
Y-192

剛
暗青灰色
砂層

口径 40C
口縁端部にハケロ原体
による刻目。頸部にヘ
ラ描き沈線4条

ケ面ヴ棚
部
以
縁
部
口
頸
目

胎土:2mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道2

甕
第箭図
Y‐ 193

トレンチ内
暗灰色
砂質土

口径 345
口縁端部にヘラによる
刻目。頸部にヘラ描き
沈線8条

口縁部 :ナ デ

顕部以下 内外面 :ハ ケ
目

胎■■～2mI大の砂粒を合む
焼成 :良好
色調:淡禍色

外面にスス少量
付着

養
第35図
Y‐ 194

NllE2

河遺
膳灰色
砂礫土

口径 28.2

口縁端部にヘラによる
刻目。顕部にヘラ描き
沈線7条と精円形刺突

内外面:ナデ
胎±■～211大の砂粒を合む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道 1

養
第35図
Y-195 トレンチ内

暗灰色
砂層

口径 224 6条の
ヘラ摘き沈線と

紡錘形の刺突文

口縁部 :ナ デ

顕部 以下外面 :ヘ ラ ミ

ガキ
頸部以下内面 :ナデ

胎土:1～ 3mu大の砂粒を含む
焼成:良好
色調 :医褐色

外面 にスス付着

莞
第35図
Y‐ 196

S3Ell
暗晟暦色口径 35.2

日縁端部にヘラによる
刻目。頸部にヘラ描き
沈線10条と三角状の刺

口縁部:ナデ
頸部以下外面:ハケロ
頸部以下内面 :ヘ ラミ
ガキ

胎土:2～ 31wn大の砂粒を含む
焼成:良好
色調 :淡禍色

河道4

毒
第銹図
Y197 N2ECl 辮 口径 101 口縁部は

ごく短く外反 ,
日径の小さなもの

ナ デ

胎土:2ma大の砂粒を合む
焼成:良好
色調:禍色

河道2

琵
第35図
Y-198

I区
トレンチ内

日径 業身層ご堤頑花穏毯簑
れた円形刺突文が2段

磨減により不明
胎土:1～2面大の砂粒を含む
焼成二良好
色調:褐色

憂
第35図
Y-199 23 鋤

暗灰褐色
砂層
口径 344 逆L字状口縁 内外面 :磨減により不

明

胎±4～511m大の砂粒を含む
焼成:良
色調:灰赤色

河道4

琵
第35図
Y-2Clll

黒灰色
砂質と

口径
逆L字状口縁。頸部に
ヘラ描き沈線鬱財卍条)

内外面 :ナ デか
胎土:2m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色

琵
第35図
Y-201

N2E2 暗灰色
砂礫層

口径 234
に
部

日 縁
。
頸 部

る 刻 目
。
頂

攀
報
は熟

Ｌ
ラ

ヘ

逆

へ
に

曇鶏 :荒いタ
委鼻以下内面:組 かヽ

胎上:2ma大の砂粒を多く含む
焼成!良好
色調:禍色

外面にスス付着

甍
第35図
Y-202

聰
暗青灰色
砂質土

口径 224
に
部口縁。頸部釣鶉

謝
は苅

Ｌ
ラ

ヘ

逆

へ
に

口豚昌併 ナテ

頸部 以下外面 :ハ ケ ロ
後ナデ
頓穂 以下内面 :ナ デ

胎土:2am大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:暗禍色

外面炭化物付着

憂
第35図
Y-203 排土 口径 29 7

か)。頸部
;と賢号慈書脆

)Ⅲヽ

口縁澪 :ナテ

頸部以下外面
後 ナデ
電乱 以下内面 :

ハケロ

、ケ日

胎土:1～ 2mm大の砂粒を合む
焼成:良好
色調:灰褐色

聾
第35図
Y-204

23 W 暗灰褐色
砂質土

口径

口縁端部に貝殻腹縁 に

走全饗及落彰鞠疑宿品
杉 の 詢1準寸

ケ面ヴ棚
部
以
縁
部
口
頸
目

胎±■～2Dm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰褐色

勇
第35図
Y-205

岨 舶紳麟
口径 28.(

日縁端部外面にヘラに
よる刻目。頸部にヘラ
描き沈線3条 ,円形の刺
空ヤ

口縁部外 国 :ハ ケ 日後
ナデ
ロ縁部内面 :ヘ ラミガキ
電蔀Ы下内外面 :ハ ケ日

胎±■mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道2

穏
第35図
Y-206 聰 協繰魯 口径 19〔 口縁部は外反 ハケロ後ナデ

胎土:1～ 2ml大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明灰禍色

外面にスス付着

養
第35図
Y‐ 207

四ヽ
暗灰色
砂礫層

口径 211 口縁部は短く外反 州
ケヽロ

デ

ハ
ン〕中一蜘デ

唯螂蜘紗

胎土 :2～ 3m大のυ柾 を夕 〈
合む
焼成 :良好
缶語 :譜縄缶

禽唇に決τ物付
着

鉢
第36図
Y-208

24 Jにと 口径 13
口縁端部に刻目
円形刺突文(4段 )

ナ デ

胎土 :1～ 2m大の抄柾 を多 く
含む
焼成 :良好
魯調 :渉癌偽

養
第36図
Y-209

岨
暗青灰色
砂質土

ヘラによる平行沈線 ,

竹管状工具による円形
刺突文

外面:ハケロ
内面:ナデ

胎±■～3ma大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:灰禍色
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養
第36図
Y-210

N3al 暗青灰色
砂礫層

ヘラによる平行沈線の
間に円形刺突文 (竹管
状工具)

ケヽロ
胎± ■～3mE大の砂粒を合 L・
焼成 :良好
色調 :乳灰色

河道2

養
第36図
Y-211

聰
暗青灰色
砂質土

ヘラによる平行沈線の
間に円形刺突文

ナデか
胎土:2ma大 の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

菱
第36図
Y212 鋤

灰裾色
砂礫層

ヘラによる平行沈線の
間に精円形の刺突文

ナ デ

胎±■～2ndl大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道4

養
第36図
Y‐ 213

NSEl 暗灰禍色
粘質土

ヘラによる平行沈線の
間に楕円形の刺突文

外面:ハケロ
内面:ナデか

胎土:1～2mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:褐色

河道3

養
第36図
Y‐ 214

ふ膨
禍色
砂礫層

ヘラによる平行沈線3
条の間に精円形の刺突
文

ケヽロとナデ
胎±■～2mI大の砂粒を含L・
焼成:良好
色調:乳灰色

甕
第36図
Y‐ 215

NOal 灰褐色
砂礫層

ヘラによる平行沈線と
長橋円形の刺突文

ヘラミガキ
胎土 :2m大の砂粒を含 J」
焼成 :良好
色調 :淡黄灰色

奏
第36図
Y-216 配 1 朧握

ヘラによる平行沈線に
精円形の刺突文2段

ケヽロ
胎±■～2nun大の砂粒を含也
焼成:良好
色調:灰禍色

外面スス付着
河道2

甕
第37図
Y217

卜臓

河道内
暗灰色
砂礫層

口縁部はごく短 く外反 ケヽロ後 ナデ
胎土:2～ 3dul大の砂粒を含も
焼成:良好
色調:灰褐色

河道 1

甕
第37図
Y218 さ硼

暗灰色
砂礫層
粘土

口径 152 口縁部は短く外反 ケヽロ後 ナデ
胎土:2m前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色

甍
第37図
Y‐ 219

N3El
赤禍色
～青灰色
砂礫層

口径 151 口縁部は短くわずかに
外反

日縁部:ナデ
他は内外面:ハケロ

胎■■～3ma大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗褐色

内外面に炭化物
付着
河道2

甕
第37図
Y‐ 220

ふ「lEl
福色
砂質土

口径 25〔
口縁部はゆるく短く外
反

ケヽロ後 ナデ
胎±■～2面大の砂粒を含L・
焼成:良好
色調:淡灰禍色

甕
第V図
Y-221 岨

禍色
砂礫層

口径 240 口縁端部に
ヘラによる

刻 目

口縁部:ハケロ後ナデ
頸部以下ハケロ

胎±■m前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

外面 スス付着

莞
第37図
Y-222 NIE2 暗灰色

砂質土
口径 234 口縁部は外反 外面:ハケロ

内面:ハケロ後ナデ

胎土 :lma8j後の紗租 を多 く含
む
焼成 :良好
俸調 :沸癌侮

養
第 37図
Y-223

艶春度
藤

埋 土 口径 224 口縁端部外面に
ヘラに

よる刻目
ハケロ後 ナデ

胎±■～2nm大の砂粒を合む
焼成:良好
色調 :褐色

外面にスス付着

養
第37図
Y-224

NIFD 暗灰色
砂礫層

口径 264 口縁端部外面 に
ヘラに

よる刻 目
外面:ハケロ後ナデ
内面:ナデ

胎土:2mm大 の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡福色～暗褐色

外面にスス付着

甕
第37図
Y225 哩

暗灰色
砂質土

口径 240
口縁部は短く外反 ,胴
部はやや張る

口縁部 :ナデ

顕部以下外面 :ハ ケロ
顕部以下 内面 :ハ ケ ロ
後ナデ

胎土:1～2mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗禍色

外面全体と内面
の下半に戊化物
付着

甕
第37図
Y‐ 226

S3al 暗青灰色
砂礫層

日径 289 口縁部短く外反 ナデ

o■■～211大 の砂柾 を多 く
,む
:成 :良好
1語 :膳康紹毎

外面に炭化物付
着
河道4

襲
第37図
Y‐ 227

N2E2 純囃
日径 214 日縁部はごく短く外反 ナデか

】土 :1～ 2111E大 の砂粒 を多 く
,む

:成 :良好
,謂 :HH F想伯

養
第37図
Y-228

Ne
色
層
灰
礫
青
砂 口径 308 口縁部は外反 ナデか

胎土:1～ 3mn大 の砂租を多く
含む
焼成:良好
色調:明庚褐色

河道2

甕
第7図
Y-229 υにと 口径 23C

口縁端部にヘラによる
亥」目

ナデ

胎±■～2m大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:医褐色

憂
第37図
Y-230 剛

色
土
灰
質
淡
砂 口径 312 口縁部は短く外反 ハケロ後ナデ

胎±■～311E大 の砂粒を多く
合む
焼成:良好
魯 語 :fTH『 想 待

河道2

-99-
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莞
第37図
Y-231

I区
トレンチ内

青灰色
砂礫層

日径

外
り懲輯

く
や

る

よ脚
，胴部ｔ
縁
し
す

口
反
出

ケヽ ロ後 ナデ 鍵蔑睾鉄Ⅳ後
の砂粒を合む

色調 :淡福色

養
第37図
Y‐ 232

rヾ2圧El
禍色
砂礫層

口径 日縁部は短く外反 外面 :ハケロ後ナデ
内面:ハケロ

胎±4～2ma大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:外 淡褐色,内 黒灰褐色

奏
第37図
Y-233

聰
河道内

禍色
砂礫層

口径 日縁部はごく短 く外反 ケヽロ後ナデ
胎土:2～ 3EE大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明灰福色

河道 1

甕
第38図
Y-234 S3m 暗青灰色

砂礫層
日径 27]

口縁部は外反し,胴部
はやや張り出す

口稼部 :ヨ ヨナデ
頸部以下外面:ハケロ

霧引摯下内面
:ハケロ焼成 :良好 河道4

甕
第38図
Y-235 N2El 淡褐色

砂礫層
口径 294

口縁端部外面にヘラに
よる刻 目。胴部 はやや
張 り出す

ハケロ後ナデ
胎土 il～ 2mm大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :淡黄灰色

菱
第38図
Y-236 N2Eユ 離孵

口径 336 口縁部 は短 く外反 ,胴
部はやや張 り出す

ナ デ

土
む
成
語

治
含
焼
仕

2～3mE大 の砂粒を多く

良好
庶 組 缶

琵
第38図
Y-237

NOE2
河道内

口径 344 口縁部は短く外反 外面:ハ ケロ
内面:ハ ケロ後ナデ

胎±■～2ma大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡責褐色

iHT道ユ

鉢
第38図
Y-238

26 NIEl 純腱
口径 136 口縁部は短く外反 ハケロ後ナデ

胎土:2mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色

外面 に黒斑

鉢
第38図
Y‐ 239

岨 1 随艇
口径 4

口縁部はゆるく短く外
反

ハケロ後ナデ

胎土 :2～ 3mm大 の砂粒 を多 く
合む
焼成 :良好
魯 _8:日口匪魯

鉢
第38図
Y-240 26 N3El 維｝青灰色囃

日径 192 口縁部は短く強く外反 ヘラミガキ
胎土:2～3画大の砂粒を合む
焼成:良好
色調:外 淡黄灰色,内 黒褐色

河道2

鉢
第38図
Y-241 S3Ell

暗青灰色
砂礫層

日径 188 口縁部は屈曲して短ヽ ハケロ後ナデ
胎土:2血大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡褐色

河道4

鉢
第38図
Y-242 N4El 暗青灰色

砂層
ヘラ描き沈線2条 ヘラミガキ

胎土:lmm大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰褐色

内面 に黒斑
河道2

鉢
第38図
Y‐ 243

NOF0 暗灰色砂
礫混粘土

口径 20( 口縁部は短く屈曲 ガヘと

いア
デ

ナ

ナ
画
面
外
内
キ

胎±■～3nd大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡黄灰褐色

鉢
第38図
Y-244 配 1 禍色

砂質上
口径 26( 巨縁部は短く外反 ケヽロ後ナデ 督き

:2～ 3 EE大の抄租を多く
焼成 :良好
a調 :縄缶

鉢
第38図
Y-245 麗ヽ

色
土
褐
質
茶
砂

口径 344
口縁部は短く強く外反
し,顕部に細くて浅い
沈線1条

口縁部 :ハケロ後ナデ
体部外面:ハケロ
体部以下内面:ナデ

胎±4～21RD大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :外 黒褐色,内 淡禍色

外面スス付着

鉢
第38図
Y-246 blEl 暗灰色

砂質土
日径 226 直日の口縁。把手付 ハケ ロ後ナデ

胎土:2DE大の砂粒を少量合む
焼成:良好
色調:灰禍色

鉢
第38図
Y‐ 247

NIE2 純麟
把手付 ,日縁部は外反
して伸びるか

外面:ハ ケロ後ナデ
内面:ナデ

胎土:2～3m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:責褐色

蓋
第39図
Y-248

26 りにと
天
よ
＞
，に
つ
ラ

⑫

ヘ

起

に喉耐
珠

部
の
線

井
部
沈

天
丼
る

ナ デ

胎± ■～ 21E大 の砂粒 を多 く
合む
焼成 :良好
色調 :灰禍色

蓋
第39図
Y-249 N2E2 暗灰色

砂礫層
天丼径

天丼部は平坦
指頭圧戻
内外面:ヘ ラミガキ

胎土:lmD大 の砂粒を多く含む
焼成 :良好
色調 :灰福色

蓋
第39図
Y-250 N2El 暗灰色

砂質土
天丼径

天丼部は平坦 内外面 :ヘ ラミガキ

胎土:2mD前後の砂粒を多く含
む
焼成 :良好
簿 謂 :絡 缶

内面黒変

董
第39図
Y-251

N02
河道

暗灰色
砂礫層

天丼径 天丼部は平坦 内外面 :ナデ,指頭圧痕
胎土:2mm大の砂粒を合む
焼成:良好
色調:明灰色

河道 1
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法
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蓋
第39図
Y-252 N2E2 暗灰色

砂礫層
天丼径
62 天丼部は平坦 内外面:ヘ ラミガキ

胎土:2～3Dm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明灰褐色

底
部
第働図
Y-253 心胆

暗青灰色
砂質土 底径

11 しっかりした平底
ズ
キ
ケ

ガ

ラ

ロ

ミ

ヘ
‥ノ、ヶ‥ヘラ姫

面
面
部

外
内
底

胎土:2～ 41ma大の砂粒を含む
焼成:良好
色調 :灰白色

底
部
第39図
Y‐ 254

トレンチ内
暗灰色
砂質土 底径

10( しっか りした大 きな平
底

外面:ナデか
内面:ヘ ラミガキとナ
デ

胎土 :2～ 31m大 の砂粒 を多 く
合む
焼成 :良好
色調 :外 灰角 内 淡相俸

外面に黒斑

底
部
第39図
Y‐ 255

blEl 純囃
底径 114 ナデか

胎土:lm前後の砂粒を多く含
む
焼成:良好
缶調:陪灰福住

底
部
第39図
Y-256 N2E2 暗灰色

砂礫層 底径 9Z
しっか りした平底 ,底
外面にモ ミやわ らの圧
痕

面
キ
面

外
ガ
内

ハケロ後ヘラミ

ハケロ後ナデ

胎土:2～ 3ml大の砂粒を含む
焼成:良好

色霧ピ
1灰褐色～黒禍色,内

底
部
第39図
Y-257 NIE2 暗青灰色

砂礫層
底径 9モ しっかりした平底 外面 :ハケロ

内面:ナデ

胎±■～311大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

外面に戊化物付
着

底
部
第39図
Y-258 トレンチ内 暗

灰色
砂層 底径 54 小さめの厚い平底 内外面:ヘ ラミガキ

胎土:2～3mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡黄褐色

外面の1/3黒変

底
部
第39図
Y‐ 259 中央ベルト

褐色
～青灰色
砂礫層

底径 94 しっかりした平底 内外面 :ヘ ラミガキ
胎土:2～3mE大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:黄灰色

底
部
第39図
Y‐ 260 NOB 黒灰色

砂質土 底径 7〔 し
っかりした平底 内外面:ヘ ラミガキ

胎±4～3mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:黄灰色,内面灰色

底外面黒斑

底
部
第39図
Y261 S3E0 暗青灰色

砂礫層 底径 7 円盤状の平底
面
キ
面

外
ガ
内
ギ

ケヽロ後

ヘラミガキとナ

胎±■ma大の砂粒を合む
焼成 :良好
色調:庚褐色

河道4

底

部
第39図
Y-262 hlEl 禍色

砂質土 底径 9〔 しっかりした平底
外面:ナデ
内面:ヘ ラミガキ

胎土:2～3m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

底
部
第39図
Y-263 覗 1

赤褐色
～青灰色
砂礫層

底径 6て しっかりした平底
外面 :ナデか
内面 :ハケロ後ナデ,指
頭圧痕が著しい

胎土 :1～ 3ala夫 の砂租を多 く

合む
焼成 :良好
色調 :淡桃灰禍色

河道2

底
部
第39図
Y-264 トレンチ内

暗青灰色
砂礫層 底径 81 しっか りした平底 内外面 :ハ ケロ後ナデ

胎土 :1～ 3du丈 の砂種 を多 く
含む
焼成 :良好
色調 :褐色

底
部
第39図
Y-265 27 ト

レンチ内
暗灰色
砂層

底面に直径 1 8cHの孔
外面:ヘ ラミガキ
内面:ナデ
穿孔は焼成前か

胎±■～3mm大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

底
部
第39図
Y‐ 266

27 訊ハ「1 暗青灰色
砂礫層

底径 77 底面に直径 1 3cnの孔
外面:ハケロ後ナデ
内面:ナデ
穿子しは焼成前

胎土:1～ 31111大 の砂粒を合む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道4

琵
第40図
Y-267 S3El 暗青灰色

砂礫層
口径 168

口縁部はゆるく外反し,
頸部にくし描き沈線文
と三角形声」突文

ナ デ

治土 :2～ 3m大の砂粒 を多 く
含む
焼成 :良好
缶 語 :匪梱 魯

河道 4

第40図
Y-268

I区
トレンチ内

言灰色
砂礫層

口径 108
口稼瑞部は短 く恭及 し,
筒状 の頸部 に4条 の く
し描 き沈線文 が3回以
上

ナ デ

胎±■～2mm大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :福色

第40図
Y‐ 269

33■ l 色
層
禍
礫
赤
砂 口径 11 0

逆 L子 口縁。端部 にヘ
ラによる斜格子の刻 目。

鼻透
の頸部に くし描 き

ハケロとナデ
胎土 :2～3mE大の砂粒 を含む
焼成 :良好
色調 :灰福色

河道4

重
第40図
Y‐ 270

N2El 暗灰色
粘質土

口径 106

口緑 端 部 は平 埋 面 を も

糸ゼEで七鶏會屍悪隻
と波状文が少な くとも

ハケロ後ナデ

胎±■m未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
偽 調 :康線 缶

豆
第40図
Y‐ 271

S3Wl 暗青灰色
砂層

口径

口縁部は屈曲気味に大
き く開 き,端部 にヘ ラ
による刻みを もつ

ハケロ後ナデ

胎±■lHm未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
缶 謂 :想 偽

河道4

吏
第40図
Y-272 S2al 暗青灰色

砂層
日径

口縁部は大きく開き,
端部にヘラによる刻目
と沈線1条

ナデか
胎土:白色徴砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道4
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重
第40図
Y‐ 273

28
NOM
河道

口径 21(
口縁部は屈曲気味に開
き,端部で面をなす

ケヽロとナデ
胎土:1～2m大の砂粒を含t」
焼成:良好
色調:灰褐色

河道 1

芝
第40図
Y-274 28 r岨 1

禍色
砂質土

口径 19こ

張
る
拡

よ
に
に

中

，ノ、
ヶ口原体
目

口
し
刻

磨滅して不明

胎土 :lmE前後の砂粒を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :福角

豆
第40図
Y-275

N2E2 暗灰色
粘質土

口径 15乏

大 き く 開 き
，『

拗

は

ゃ
を

部

は

み

縁
部
刻

日
端
に

ケヽロ後ナデ
胎土:白色微砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

重
第40図
Y‐ 276

IJEl 灰色
粘質土

口径 19修
口縁部は肥厚 ,頸部外
面に指頭圧痕文帯

ナデ

胎土:白色小砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

一堂
第40図
Y‐ 277

韓
謹 埋土 頸部射付突帯3条 ケヽロ後ナデ

胎土:小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰褐色

一霊
第40図
Y-278 N4E2 青灰色

砂礫層
頸部射付突帯3条

外面:ハケロ後ナデ
内面 :ナデ

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :淡黄灰色

河道2

壷
第40図
Y279 28 N2B

褐色
砂礫層

頸部射付突帯3条 ,肩部
にくし描き沈線文と波
状文

外面 :ハケロ
内面 :ナデ

胎±■m未満の砂粒を多く全
む
焼成 :良好
缶調:灰掘缶

豆
第40図
Y‐ 280

トレンチ内
暗灰色
砂質土

口径 24〔
口縁部は大きく開き,
端部は上下に拡張

外面 :ハケロ後ナデ
内面 :ナデ

胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰色～暗仄色

壷
第40図
Y-281 酬 Vl 晴青灰色

砂礫層
頸部に指頭圧戻文帯
(残存2条 )

外面 :ハケ ロ
内面 :ナデ

胎土 :ldm禾満の紗租 を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :黄茶福色

河道4

壷
第40図
Y-282 N2E3 暗灰色

砂礫層
口径 20(

口縁部 は巨緑 的 に外傾

kザ乾聖鞠 省雇岳
甘

磨減 して不明
胎土:密
焼成:良
色調:淡灰福色

壷
第40図
Y-283

N5ED 暗灰褐色
粘質土

口径 21〔

ち
部
突

た
端
付

Ｘ
片，
，貼
卿爛岬
開
る
面

緑
が
上

直
あ
は
帯

ナ デ

胎土:白色微砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰禍色

河道3

豆
第40図
Y‐ 284

口径 22(

ち
部
付囃片，端し，敗蜘柳蝉終

線
が
平
帯

直
あ
は
空

ハケロ後ナデ
胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

一堕
第40図
Y-285 N2El 褐色

砂礫層
口径 23〔 往置帝富

る日湧k部 ,外面
磨滅

豆
第40図
Y-286

r阻1 福色
砂礫層

直線的 に開 く口縁部 ,

断面三角形の貼付突帯
とたて方向に粘土ひも
賠粁寸 指言序痘寸帯

磨減して不明
胎土 :小砂粒を多 く含む
焼成 :良好
色調 :明灰桶色

豆
第40図
Y-287 トレンチ内

色
層
灰
礫
暗
砂

口径 21〔 甚Ⅷ 肇舞内面 :ハケロ
胎土 :白色徴砂粒 を多 く含む
焼成 :良好
色調 :医褐色

豆
第40図
Y-288

N2m 暗灰色
粘質土

口径 24(ヨg¶ 胎土 :lmI未満の砂粒を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :肌灰色

壺
第41図
Y-289

29 婢
謹

埋土 口径 19( 憲薮醤藝発轟鍵
外面:ハケロ
内面:ヘ ラミガキ 色灰

好
黄

密
良
淡

生
成
調

胎
焼
色

一霊
第41図
Y-290 S2D 暗青灰色

砂礫層
口径 17.(

日縁端部は下方に拡張
し,く し描きの鋸歯文
と円形浮文 ,内面には
ど,魅善難拌寸

外面 :ナ デ
胎土:白色微秒粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道 4

壷
第41図
Y‐ 291

鋤
暗青灰色
砂礫層

口径 311 暑至弱醍践亀:拝誓緩
くし描 き鋸歯文 2段 ,円

ナ デ

胎土 :4ヽ秒粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道4

壼
第41図
Y-292 NIW 色

土
灰
質
暗
砂 口径 295 口縁端部は下方に拡張し,く し描きの鋸歯文

ナ デ

胎土:白色微砂粒を多く合む
焼成:良好
色調:灰福色

童
第41図
Y-293 つたと 日径 19.2

口縁端部は上下に拡張
し,ヘ ラによる斜格子
文

ハケロ
胎±■mm未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調 :肌灰色
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一霊
第41図
Y‐ 294

N3El 暗青灰色
砂層
日径 250

日縁端部は下方に拡張
し,く し描きの斜格子
文

ナデか

土
　
成
調

胎
む
焼
色

lma禾満の砂租を多 く含

良好
淡黄灰色

河道 2

一霊
第41図
Y‐ 295

I区
トレンチ内

暗青灰色
砂礫層

口径

口縁端部は上下に拡張
し,ハ ケロ原体による
羽状文

ナデか

治土 :lIIm禾満の砂租 を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :禍色

一笠
第■図
Y‐ 296

rヾ2圧El
褐色
砂礫層

口径 306
口縁端部は下方に拡張
し,く し描 きの斜格子
文

ナ デ

胎土:徴砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡禍色

壷
第41図
Y-297 阻ヽ 1

色
層
灰
礫
青
砂

口径 275
口縁端部は上 卜にやや

拡張 し,凹線 3条とヘラ
による刻 目。内面 には
聞線 冬ヽ

ナ デ

胎土:小砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色

重
第41図
Y298 NIEl 純艇

口径 221
口縁端部は上 卜にやや

拡張 し,斜格子文 ,内面
は くし状工具による刺
突文

ナデか
む含を粒砂小

　
色

色
好
禍

白
良
灰

土
成
調

胎
焼
色

内面の一部黒変

〓霊
第■図
Y299 覗 1

青灰色
砂礫層

口径 284
口縁端部は大きく拡張 ,

a覇た葉奪浴朗糎啜Ⅲ, ナ デ
胎上 ■～ 2 fII大 の自色砂程 を
含む
焼成 :良好
色調 :暗灰色

河道2

重
第41図
Y‐ 300

NlIЮ 淡灰色
砂質土

口径 230
日縁端部 tよ下万に拡張
し,ハ ケ ロ原体 に よる

斜行文 ,内 面 は くし描
きの斜格子文

外面 :ナ デ
内面 :ヘ ラミガキ

胎土 :lmE未満 の砂粒 を含む
焼成 :良好
色調 :淡責灰色

一霊
第41図
Y‐ 301

阻 1
褐色
砂礫層

口径 302

き
に
刻
よ

大
具
は
に

中
張 し
，
く し ェ
辮

弾

縁
拡
る
突
斜

口
く
よ
目
る

外面:ハケロ後ナデ
胎土:徴砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰禍色

一笙
第41図
Y-302 N3El 赤禍色

砂質土
口径 :羮奪盈晃桑乳舅罐曙奮麹

を養望X確上奢麟容筑塗隻
く外面:ハケロ後ナデ

胎土 :微砂粒 を含む
焼成 :良好
色調 :暗灰色

河道2

壷
第41図
Y-303

NIE2 赤福色
砂質土

口径 320 口縁端部 tよ下方に拡張し,く し描きの鋸歯文
ナデか

胎土 :1画禾涌の砂租を多 く含
む
焼成 :良好
御 語 :圧線 俸

壷
第41図
Y-304

N賤 口径 180 口縁端部 tま下垂す る ナ デ

胎土 :lEm未満の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :灰色

河道 1

豆
第41図
Y-305 鮒ス/1 暗青灰色

砂礫層
口径 326

口豚踊苛Sは「 力 に弘跛
し,凹線 3条 とヘ ラに よ
る亥Jみ4段 ,内面 くしに
よる斜格子支

ナデとハケロ

胎土:lnut未満の砂租を多く含
む
焼成:良好
偽 語 :席梱 魯

河道4

一笙
第41図
Y-306 N2El 赤褐色

砂質土
口径 17〔

ロート状に開く口縁部 ,
端部は斜下方に拡張

ナデか
胎土 :4ヽ砂粒を多 く含む
焼成 :良好
色調 :灰色～暗灰色

河道2

一電
第41図
Y-307

SI団 暗灰色
砂礫層

口径 40〔

口縁端部は上下に拡張
し,く しによる斜格子
文と円形浮文が施 され キガ

デ

ラ

ナ

ヘ

面
面
外
内

胎土 :lm大の砂粒 を多 く含む
焼成 :良好
色調 :淡責灰色

豆
第41図
Y-308

NIユ1 暗灰色
砂質土

口径 272 口縁端部 1ま斜下方に下垂
画
面
外
内
ハケロ後ナデ
ヘラミガキ

胎土:4ヽ砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:褐色

一電
第41図
Y‐ 309

S回 暗灰色
砂礫層

口径 236
口縁端部は下方に拡張
し,上端 にヘ ラに よる
亥ビロ

外面:ハケロ後ナデ
内面:ナデ

胎土:白色微砂粒を合む
焼成:良好
色調:灰禍色

一宝
第42図
Y-310 純囃

口径 290
口縁端部は斜下方に拡
張,端部外面に沈線4条
と羽条の亥」目

ナデ

胎土:lnd未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
毎 調 :匠 本 偽

豆
第42図
Y-311 30 ト

レンチ内
暗灰色
砂質土

口径 270 賛乳溜輸霧學
寸 丙 面 r団 鏡 R丞

ナデ

土
成
調

胎
焼
色

微砂粒を多く含む
良好
暗灰色

壺
第42図
Y-312 りにと 口径 312 口縁端部は下方に拡張し,凹線3条

ナデ

胎土:微砂粒を含む
焼成 :良好
色調:灰褐色

一霊
第42図
Y-313 トロ

暗青灰色
砂礫層

日径 260
口縁端部は上下に拡張
し,巾広の四面,内面に
は凹線

ナ デ

土
成
調

胎
焼
色

徴砂粒を含む
良好
明灰禍色

一霊
第42図
Y-314 ,たと 口径 210

端
な
る

い
中
一押
中

筒
は
線
日

円
部
凹
捌

外面 :ハケロ
内面 :ハケロとナデ

胎土 :1～ 2 mu大 の白色砂粒を
含む
焼成:良好
魯 調 !匝耀 魯
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法  量
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形態 。文様の特徴 手法の特徴 胎土・焼成・ 色調 備    考

豆
第42図
Y-315 30

口径
日縁端部は内傾して拡
張し,凹線4条

日縁部 :ヨ ヨナデ
顕部以下ハケロ

胎土:密 ,徴砂粒を含む
焼成:良好
色調:外 淡桃灰色,内 灰色

豆
第42図
Y-316 鉾謹

埋 土 日径 257
口縁端部上面は平坦 ,

凹線4条と円形浮文
ナ デ

胎土:小砂粒を合J」
焼成:良好
色調:黒褐色

重
第42図
Y-317 りにと 頸部に凹線文(残存5条 ) 内外面:ハ ケロ

壺
第42図
Y-318

N2El 暗赤褐色
砂層 頸部に凹線文鬱解子5条 )

外面 :ハケロ
内面:ナデ

胎土 :l WtI可後の自色紗柾を多
く含む
焼成 :良好
缶調 :灰禍伸

河道2

豆
第42図
Y‐ 319

NEl 褐色
砂質土

口径 302 口縁端部は内傾して拡張し,凹線3条
ナデか

胎土:白色小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:暗禍色

一霊
第42図
Y-320 S3FD 灰褐色

砂礫層
口径 33 6 簾却

上面laT坦 , ナデか

船± ■m禾蒲の自色 4/2種 を多
く合む
焼成 :良好
待調 :縄角

河道4

一笠
第42図
Y-321 30

I区
トレンチ内

口径 462 ナデか

を租秒色日の大函‐̈２　餅肺

土
む
成
調

胎
含
焼
任

壷
第42図
Y322 唖

黒灰色
砂質土

大きく開く口縁部 ,頸
部にヘラによる圧痕文
帯貼付

外面レ ケヽロ
内面:ナデ

胎土 :1画禾価の砂租 を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :肌灰色

こ
第42図
Y‐ 323

30 トレンチ内 晴青灰色
砂礫層

口径 168 日縁端部は拡張し,凹
線3条 ,頸部にも凹線

外面:ハケロ
内面 :ハケロ後ナデ

胎土:白色小砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰禍色

重
第42図
Y-324 NllB3 黒灰色

砂質土
口径 271 口縁端部は上下に拡張 ハケロ後ナデ

胎± ■DIII禾洞の砂柾 を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :灰褐色

豆
第42図
Y‐ 325

S4EKl
色
層
褐
礫
灰
秒

口径
日縁端部は斜下方に拡
張し,肥大

口縁端部 :ヨ ヨナデ
外面:ハケロ後ナデ
内面 :ナデ

胎土:密 ,徴砂粒を合む
焼成:良好
色調:灰褐色

重
第43図
Y-326 岬

暗青灰色
砂礫層

口径 106
は
を

，日縁端部なし，亥‐目腫
幡陀＜ヘラ

ロ
坦
つ

直
平
も

外面:ハケロ後ナデ
内面 :ナデ

胎土:微砂粒を合む
焼成:良好
色調:禍色

一霊
第43図
Y‐ 327

S31Vl 暗青灰色
砂礫層

口径 80
直 日の豆 ,端部 は凹面
をな し,刻 目をもつ (ヘ
ラ)

外面:ハケロ
内面:ナデ

胎土 :微砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :灰禍色

河道4

一霊
第43図
Y‐ 328

saEo 赤褐色
砂礫層

日径
やや内傾する逆 L字状
の 口縁。胴部 にむか っ
てゆるやかに張 り出す

キガラ
ぃア

ヘ
ナ
面
面
外
内

胎±4DEI前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道4

重
第43図
Y-329

S31Xl 鱒燥
口径

長顕の直口豆 ,頸部に
凹線5条 ,日縁端部は平
坦

日縁部 :ヨ ヨナデ

頸部外面 :ハ ケロ
頸部 内面 :ヘ ラケズ リ
後ナデ

胎土:lma未満の砂粒を合む
焼成:良好
色調:福色

河道4

芝
第43図
Y-330 醐

暗青灰色
砂礫層 底径 55

内面に うるしが厚 く付
着

外面:ヘ ラミガキ
内面 :ハケロ後ヘラミ
ガキ

胎土:lm未満の砂粒を合む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道4

重
第43図
Y-331 峨 純麟

口径 136
口縁端部はやや内傾す
る平坦面をもつ 磨滅して不明

胎土:徴砂粒を含む
焼成:良好
色調:禍色

一堕
第43図
Y-332

llEl 赤福色
砂質土

日径 141 口縁端部は「 く」の字状にゆるく屈曲

口縁端部 :ヨ ヨナデ
外面:ハケロ後ナデ
内面:ナデ

胎土:小砂粒を含む
焼成:良好
色調:明褐色

壺
第43図
Y-333 剛

赤禍色
砂礫層

日径 160 騨鋸犠臨解
上下にやや拡張

口縁端部 :ヨ ヨナデ
外面:ハケロ
内面:ナデ

胎土:lIMm大の砂粒を多く合も
焼成 :良好
色調:褐色

河道 4

壺
第43図
Y-334 N2El 褐色

砂礫層
口径 4

「 く」の字状にゆるく屈
曲する日縁部 ,端部は
やや肥厚し,面をなす

日縁端部ヨコナデ
胴部!ハケロ後ナデ

胎土:徴砂粒を合む
焼成 :良好
色調:淡灰褐色

一笠
第43図
Y-335

聰
褐色
砂礫層

口径 154 口縁端部は肥厚 ナデか

胎土:lm前後の白色砂粒を含
む
焼成:良好
缶語:度禍俸
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〓霊
第43図
Y336 岬

淡灰色
砂質土

口径 16〔
「 くJの字状にゆるく屈
曲する日縁部 ,端部は
やや拡張し,面をなす

口縁部 :ヨ コナデか 河道2

一壁
第43図
Y-337 酬 Vl 暗青灰色

砂層
口径 14〔

「 くJの字状に屈曲する
日縁部 ,端部 tよ下方に
やや肥厚

口縁部 :ヨ コナデ
胴部:ハケロ

胎土:小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:福色

河道4

壷
第43図
Y-338

トレンチ内
暗青灰色
砂礫層

口径 16モ 麓孝宅禽飴畠綿溺
やや拡張し,面をなす

ナデか
胎土:小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰褐色

壷
第43図
Y-339

トレンチ内
暗灰色
粘質土

口径 16′ 畿専宅電機掲辞鍮蔀層
斜下方に肥大

口縁端部ヨコナデ
胴部:ハケロ

胎±■雨前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰黄色

壺
第43図
Y-340 31

N2Eユ 睡媛
口径 15 騨鑑螺 亀蕪層

やや拡張 し面をなす

口縁端部 ヨコナデ
胴部 :ハ ケロ後ナデ

胎土:白色小秒粒を含む
焼成:良好
色調:明灰福色

豆
第43図
Y-341

N2FXl
色
土
褐
質
赤
砂 口径 308

外傾して伸びる日縁部
片,端部は平坦面をな
し,凹線2条

ハケロ後ナデ
胎±■～4om大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡赤灰色

河道2

豆
第43図
Y-342

N2El 髄囃
日径

やや外傾して伸びる日
縁部片,端部は斜下方
に拡張

暦滅 により不明
胎土:白色徴砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰褐色

一霊
第43図
Y‐ 343

NI弦 灰色
粘質土

くし描き波状文 ,同沈
線文

内面 :ヘ ラミガキ

胎± ■IIn未満の砂粒を多 く含
む
焼成 :良好
缶調 :梱角

一望
第43図
Y‐ 344

NZEl 赤禍色
砂質土

くし描き沈線文 ,同斜
格子文

ナデか
胎土:4ヽ砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:仄禍色

河道2

一笠
第43図
Y-3も 岨 1

灰色
砂質土

くし描き沈線文 ,同斜
格子文

内面 :ハ ケロ

胎土 :1闘未満の砂粒を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :灰缶

河道 2

壷
第43図
Y-346

NOE2
河道

くし描 き流水文 内面 :磨成 して不明

胎土 :ldu未満の砂粒を多 く含
む
焼成 :良好
缶調 :渉吉灰往

甕
第44図
Y-347

N3El 褐色
砂質土

口径

口縁端部外面にヘラに
よる刻目。4条単位のく
し描き沈線(2回 )

”
蜘
枷

部
以
以

縁
部
部

口
頸
顕

ハケロ
ナデ

胎±■～3剛大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:褐色

養
第44図
Y-348 IJIE0 淡灰色

砂質土
口径 184

に
く
ラ
の
へ
位
ｊ

に
単
回

面
条
●

外

ｏ５線

部
目
沈

端
刻
き

縁
る
描

口
よ
し

ケヽロ後ナデ
胎土:2～5m大の砂粒を含Lr
焼成:良好
色調:明灰褐色

河道2

甕
第44図
Y-349

トレンチ内
暗灰色
砂礫層

口径 162
沈
刺
き

の

描
形
し
角
く
三
の
と却蜘奴

外面:ハ ケロとナデ
内面:ナデ

胎±■～2mm大の秒粒を含tf
焼成:良好
色調:淡禍色

甕
第44図
Y-350

NllFIl
暗灰色
蠅

口径 232
に
頸
く

日

よ

部

し

ナ デ

胎土:2nd前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:外 灰白色,内 淡褐色

発
第44図
Y-351 中央ベル ト

褐色～
青灰色
砂礫層

口径 247 5条単位
のくし描き沈

線(3回 )

口縁部 :ヨ コナデ
外面:ハケロ
内面:ハケロ後ナデ

胎土:2～ 3Dj大の砂粒を含も
焼成:良好
色調 :褐色

壽
第44図
Y-352 剛

暗青灰色
砂層

日径 220
口縁端部にヘラによる
刻 日。頸部以下に5条単
位の くし描 き沈線文 (3
1司ヽ

ハケロ後ナデ
胎土:2～ 311111大 の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道 4

奏
第44図
Y-353

トレンチ内
暗灰色
砂質土

口径 256
口縁端部にヘラによる

刻 目。頸部以下に5条単
位の くし描 き沈線文 (3
面ヽ

ナデ

胎土:2～ 5mD大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡福色

奏
第44図
Y-354

I区
トレツチ内

暗青灰色
砂質土

日径 215 緩尾露毛築物 ナデ

胎土:1～ 5mII大のVJ7粒を含む
焼成:良好
色調:暗禍色

琵
第44図
Y-355 N2Eよ

淡福色
砂層

口径 282 法そ講g畿普 ナ デ

胎±■nm Hl後 の自色砂杜 を含
む
焼成 :良好
俸 調 :渉想 缶

憂
第44図
Y-356 NllE0 灰福色

砂礫層
口径 286

逆 L字状 口縁。端部 に
ヘラによる刻 目。4条単
位の くし描 き沈線文 (3
回ヽ

外面 :ハケロ
内面 :ナデ

胎±■ma大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :禍色

外面にスス付着
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甕
第44図
Y-357

I区
トレンチ肉

暗青灰色
砂礫層

日径 247
Iく 」の写状に屈曲する
日縁部 ,端部直下には
刻目(板 目による)を も
つ。射付突帯

ハケ ロ後ナデ
胎±■mm前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:福色

憂
第44図
Y-358 卜岡

禍色
砂質土

口径 210 短 く屈曲す る日縁 ハケロ後ナデ

胎土 :11u前後の自色砂粒を含
む
焼成 :良好
魯 鍋 :瓶 魯

甕
第44図
Y‐ 359

NID 暗青灰色
砂礫層

口径 160 口縁部はゆるく外反 ナデカ
生
成
調

胎
焼
色

1剛前後大の砂粒を合む
良好
褐色

菱
第44図
Y-360 咄

赤福色
砂質土

口径 19(
口縁部は強く屈曲,胴
部中ほど悠任着状工具
による刺突文

口縁部 :ヨ ヨナデ
頸部外面:上半 ハケロ,

下半 ヘラミガキ
頸部内面 :ハ ケロ後ヘ

ラミガキ

莞
第44図
Y-361 N2El 褐色

砂礫層
口径 204

口縁部は強く短く外反
し,胴部は張り出す。胴
部に刺突文

ケヽロ後ナデ
胎土:小砂粒を含む
焼成:良好
色調収 禍色

甕
第44図
Y-362 N2E2 禍色

砂礫層
日径 199 日縁部はごく短く外反し,胴部は張り出す

ケヽロとナデ
胎土 :密

焼成 :良好
色調 :灰褐色

甕
第45図
Y‐ 363

ふ囲
禍色
砂質土

口径 口縁部は短く外反 ナデか
胎土:白色微砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡禍色

甕
第45図
Y-364

I区
トレンチ内

青灰色
砂礫層

口径 198 口縁部は短く外反 ,胴部はやや張り出す
外面:ハ ケロ
内面:ナデか

胎±■mn前後大の砂粒を合む
焼成:良好
色調:灰禍色

甕
第45図
Y-365 NEl 褐色

砂質土
日径

日縁部は短く外反 ,胴
部 tよやや張り出す

外面:ハケロ
内面:ハケロ後ナデ

土
成
調

胎
焼
色

小砂粒を含む
良好
暗禍色

頸部外面にスス
付着

甕
第45図
Y-366 トレンチ内

暗灰色
砂層

日径
口縁部は「 く」の字状に
ゆるく屈曲

アヽ
ロロ

ナ
ケ
デ

コ

ハ
ナ

増
面‥
面‥

部
外
内

縁
郡
部

口
胴
胴

の賃

　

色

ス
　
　
禍

”む棘棘

上
含
成
調

胎
く
焼
色

1ヽ砂柾 を多

外面にスス付着

甕
第45図
Y‐ 367

トレンチ内
暗灰色
砂質土

日径
口縁部は屈曲して短く
伸びる

外面 :ハケロ
内面 :磨減して不明

生
成
調

胎
焼
色

lDU前後の砂粒を含む
やや軟質
淡責灰色

養
第45図
Y-368 hlEl 褐色

砂質土
口径

口縁部は「 く」の字状に
ゆるく屈曲し,頸部は
張り出す

ナデか
色好廟

密
良
明

生
成
調

胎
焼
色

養
第46図
Y‐ 369

S3FD 暗青灰色
砂礫層

口径 17C
日縁部は「 く」の字状に
ゆるく屈曲

ナデか
胎土 :白 色微砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :明灰色

河道4

整
第45図
Y‐ 370

32 NT3E2 絶”青灰色蜂
口径 21(

口縁部は「 く」の字状に
ゆるく屈曲 州

ケヽロ

デ

ハ
ン

”
中
蜘
デ

稼
部
部
ナ

ロ
頸
頸
終

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :明灰福色

スス付着
河道2

養
第45図
Y-371 32 N2E2

褐色
砂礫層

口径 16「
口縁部は「 くJの 字状に
屈曲

口縁部 :ヨ コナデ
頸部外面:ハ ケロ
頸部内面:ナデ

胎土:密
焼成:良好
色調項 禍色

外面にスス付着

憂
第45図
Y‐ 372

鋤
暗青灰色
砂礫層

口径 224 口縁部 tま「 く」の字状にゆるく屈曲
口縁部 :ヨ コナデ
頸部以下:ハ ケロ

胎土:白色小砂粒を多く合む
焼成 :良好
色調:灰禍色

河道 4

莞
第45図
Y-373

I区
トレンチ内

青灰色
砂質土

口径 191「 く」の字状に屈曲する口縁部
口縁部 :ヨ コナデ
頸部以下 :ハ ケロ

焼成 :良好

奏
第45図
Y-374 ru 暗言灰色

砂礫層
日径 20〔 民雷部

ぼくつ字状に口縁部～頸部 :ヨ コナ
胴部:ハケロ

胎土:徴砂粒を含む
焼成:良好
色調:褐色

外面にスス付着

甕
第45図
Y‐ 375

r岨 灰色
粕質土

日径 19( 口縁部は「 く」の字状に
ゆるく屈曲

口縁部 :ヨ ヨナデ
顕部以下:ハケロ

胎土 :ガ ラス質の徴砂粒 を多
く含む
焼成 :良好
色調 :灰褐缶

甕
第45図
Y‐ 376

S3FD 青灰色
砂礫層

口径 23だ
口縁部は「 く」の字状に
屈曲

口縁部～頸部 :ヨ コナ

胴部:ハケロ後ナデ

胎土:白色微砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色

河道4

襲
第45図
Y-377 32 ト

レンチ内 暗
灰色
砂質土

口径
日縁部は「 くJの字状に
屈曲

口縁部 :ヨ コナデ
頸部 :ハ ケロ

胎土:微秒粒を含む
焼成:良好
色調:淡禍色

外面にスス付着
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器

種
図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量
ｊｍ

法
で 形態 。文様の特徴 手法の特徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備   考

甕
第45図
Y-378

N2B3
トレンチ内

暗灰色
砂礫層

日径 21
口縁部は「 く」の字状に
屈曲 外面にスス付着

養
第46図
Y-379 N2E3 色

土
禍
質
赤
砂

口径 270 口縁部は「 く」の字状に
屈曲,端部はやや肥厚

口縁部～頸郡 :ヨ ヨナデ
胴部外面 :ナ デか
胴部内面 :ヘラ状工具に
よる構方向のナデがある

胎土:白色微砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:淡福色

甕
第45図
Y-380 N2E2 褐色

砂礫層
口径 302

口縁部は「 く」の字状に
屈曲

口縁部 :ヨ コナデ
頸部以下ハケロ 色

密麟購

土
威
調

胎
焼
色

甕
第46図
Y‐ 381

ふ止l101 髄恥
口径 232

「 く」の字状に属山する
日縁部 ,端部にはヘラ
による刻目

口縁部 :ヨ コナデ
胴部ハケロ

胎土 :白 色小砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡禍色

養
第46図
Y‐ 382

blEl 灰色
粕質土

口径
「鞍拿棚 腰蕉9
による刻目

ア^
ロ

ナ

ケ
デ

コ

ハ
ナ

掏
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
頸
頸 色

密餅囃

生
成
調

胎
焼
色

養
第46図
Y‐ 383

NEl 禍色
砂礫層

口径 294 日縁部は「 く」の字状に屈曲 内外面 :ナデか

胎上■mm未満の砂粒 を多 く合
む
焼成 :良好
缶調 :灰梱角

奏
第46図
Y-384

N12El 暗褐色
粘質土

日径 17 5
「 く」の字状に屈曲する
日縁部 ,端部は面をな
し,凹線2条

デ

ロ
ナ
ケ
デ

コ

ハ
ナ

掏
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
頸
頸

上
合
成
調

胎
く
焼
角

ガ ラス質 の小砂粒 を多

良好
明度褐角

奏
第46図
Y‐ 385

N2B3 赤褐色
砂質土

日径 15G
「く」の字状に屈曲する
日縁部 ,端部は面をな
し,ヘ ラによる亥U目 と
理 |、山Btti丞

ヨヨナデとナデ
胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡福色

甕
第46図
Y-386 N2El 禍色

砂礫層
口径 29C「 く」の字状に屈曲する口縁部,端部に四線1条

いア
ロ
ナ
ケ
デ

コ

ハ
ナ

担
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
胴
胴

生
成
調

胎
焼
色

徴砂粒を多く含む
良好
明灰褐色

奏
第46図
Y-387 阻

暗灰色
砂質土
(礫合)

口径 169

る

に

に

口稼ヨ
`:ヨ

ヨナテ
胴部外面:ハケロ
胴部内画 :ハケロとナ
デ

胎土:徴砂粒を含む
焼成 :良好
色調:黒灰色

奏
第46図
Y‐ 388

N2E2 褐色
砂礫層

口径 238 聘纂絲瓢巖
デ

ロ
ナ
ケ
デ

コ

ハ
ナ

ゃ
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
胴
胴

胎土:小砂粒を多く合む
腕成 :良好
色調 :孝L褐色

憂
第46図
Y‐ 389

配ヽ l
色
土
灰
質
暗
砂

口径 160
Ⅸ」拿鞠 犀虐蕉9
による刻目と凹線1条

口縁部 :ヨ ヨナデ
胴部ハケロ

胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

外面にスス付着

甕
第46図
Y-390

I区
トレンチ

口径 223 口縁部は「 く」の字状に屈曲
ナデカ

1土 :l DE禾面の砂租を多 く含

B成 :良好
,詔 :匪組 缶

甕
第46図
Y‐ 391

トレンチ内 暗青灰色
砂礫層

口径 17 7

|く 」の7状に屈曲する
口縁部 ,端部は上方に
やや拡張し凹線1条 ,胴
部斜行刺突文(貝か)

守土 :llm未満 の秒租 を多 く含

ι成 :良好
1詔 :匡癌 伯

養
第46図
Y-392 トレンチ肉

青灰色
砂礫層

口径 232 聰3再絲緊稲
条

日縁部 :ヨ コナデ
胴部ハケロ後ナデ

胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡禍色

養
第46図
Y-393 N3El

赤禍色
～青灰色
砂礫層

日径 196隣鐵 g
EI線1案

口縁部 :ヨ ヨナデ
胴部外面:ハケロ
胴部内面 :ハ ケロ後ナ
デ

胎土:微砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:淡禍色

河道2

養
第46図
Y-394

IJEI 純廃
口径
七椴3輔層ど芳胞
やや拡張し,凹面をな

日縁部 :ヨ ヨナデ
胴部ナデ

購
く
焼
〔

::lm未 満の自色砂粒を多
ェむ
こ:良好
]:梱角

葵
第46図
Y‐ 395 聰商

口径 172
「 く」の字状に屈曲する
日縁部 ,端部はやや拡
張し,凹線2条

口縁部 :ヨ コナデ
胴部ナデ

胎± ■m未満の砂粒を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :首灰角

外面にスス付着
河道1

覆
第46図
Y‐ 396

NIIXl 暗青灰色
砂礫層

口径 200 聘3岳絲緊騒
条

、ア
ロ
ナ
ケ
デ

コ

ハ
ナ

掏
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

日
胴
胴

胎±■Dun大の秒粒を合む
焼成:良好
色調:禍色

外面にスス付着

憂
第46図
Y-397 N2E3 赤褐色

砂質土
口径 188 名渓監再珠lγ磐る農
琴詣滅 による刻み

口縁部 :ヨ ヨナデ
胴部ナデ

胎±■mn大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:褐色

外面にスス付着

奏
第46図
Y-398

NOE2
河道内

口径 212 躍霜絲熙騒
条

日縁部:ナデ
胴部ハケロ

胎土:1画大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰色

河道 1
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器

種

図

号

挿

香

図
版
番
号

出土地点 層 位
量

，ｍ

法
く 形態 。文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎土・焼成・色調 備    考

琵
第46図
Y-399 I区 排 土 口径 18e

「 く」の字状に屈曲する
口縁部 ,端部はやや拡
張し,四線2条

口縁部 :ヨ コナデ
胴部外面 :ハ ケロ
胴部内面 :ナ デか

胎土:lmn大の砂粒を多く合過
焼成:良好
色調 :淡福色

甕
第47図
Y‐ 400

トレンチ内 礎擁
口径 17(

る

い

す
浅
曲
は
屈

に

中口縁部，端部咤
口縁部 :ナ デ
胴部ハケロ

胎土:小砂粒を多く合む
焼成 :良好
色調:淡黄灰禍色

甕
第47図
Y‐ 401 醜醐

暗灰色
砂礫層

日径 19(
「緞拿馬総年層雪奪ゑ
張 し,凹線 2条

口縁部 :ヨ ヨナデ
胴部外面:荒いハケロ
胴部内面:ナデ

胎土:微秒粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道 1

養
第47図
Y-402

33 トレンチ内
青灰色
砂礫層

口径 20(
七擦拿釉雑腰聟奪盈
張し,ヘ ラによる刻目
テ聞 鏡 ク峯

口縁部 :ヨ ヨナデ
胴部ハケロ後ナデ

胎土 :白色小秒粒を多く合む
焼成:良好
色調 :灰福色

養
第47図
Y-403

配 1
暗灰色
粘質土

口径 12モ
「 く」の字状に屈曲する
口縁部 ,端部は上下に
拡張し,凹線2条

口縁部 :ヨ ヨナデ
胴部ハケロ

胎土:白色微秒粒を多く合も
焼成:良好
色調:灰偶色

甕
第47図
Y-404

S醐 赤褐色
砂礫層

口径

く」の写状に屈曲する
日縁部,端部は面をな
し,凹線1条とヘラによ
る刻目

胎土:白色小砂粒を多く含む
焼成:良好 I

色調:暗褐色

外面にスス付着
河道4

養
第47図
Y-405

rヾ膨必[]ュ 舶醒
日径 152
「椴獣載漸尋輩猿桑
し,凹線1条

口縁部 :ヨ ヨナデ
胴部外面 :ハ ケロ後ナ
デ
胴部内面 :ナデ

胎土 :lmn大 の砂粒 を多 く含む
焼威 :良好
色調 :灰白色

外面黒変

養
第47図
Y-406

I区
トレンチ 聯 口径 鶏3細 善

に拡張し凹線4条

日縁部 :ヨ ヨナデ
胴部外面 :上半 ハケロ ,

下半 ヘラ ミガキ
胴部 内面 :上半 ナデ .

下半 ヘラケズ リ

養
第47図
Y‐ 407

N働 暗灰禍色
粘質土

口径 17_8 噛醸馳
ナデか

胎土:lmm大の砂粒を多く含む
焼成 :良好
色調:灰禍色

河道3

莞
第47図
Y-408

聰
褐色
砂礫層

口径 19[

口縁部を測 く」の字状に

屈曲 し,指頭圧痕文帯 ,

日縁端部にヘラによる
ナデか

胎土 :微砂粒 を含む
焼成 :良好
色調 :灰福色

奄
第47図
Y-409

トレンチ内
暗青灰色
砂礫層

口径 212
口縁部は「 く」の字状に
屈曲し,指頭圧痕文帯 ,

日縁端部は凹面をなし,
ハケ日原仏による刻目

口縁部 :ヨ コナデ
胴部内外面:ハケロ

胎土:微砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰禍色

養
第47図
Y-410

NOEI 灰色
粘質土

口径 262

］，指頭圧痕文帯，部にヘラにょる
部
し
端

檬
曲
縁
目

日
屈
口
刻

口縁部 :ヨ コナデ
胎土:徴砂粒を含む
焼成:良好
色調:黒褐色

外面にスス付着

養
第47図
Y‐ 411

NTOEl 褐色
砂質土

口径 246
「 くJの字状口縁部 ,屈
曲部外面に指頭圧痕文
帯

ヨヨナデ,ナデ
胎土:白色小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:暗福色

甕
第47図
Y-412

聰
色
土
禍
質
赤
砂

口径 262
口縁部 は |く 」の子状 に

骨農嘉證,(7習哲稼
に よる刻 目

いア
ロ
ナ
ケ
デ

コ

ハ
ナ

掏
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
胴
胴

胎土:徴砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:淡黄白色

憂
第47図
Y‐ 413

N2E2 福色
砂礫層

口径 258 屋騒講1諧義織口縁端部にヘラによる
亥J目

口縁部 :ヨ コナデ
胴部外面:ハケロ
胴部内面:ナデか

胎土 :4ヽ砂粒を多く合む
焼成:良好
色調:明灰褐色

甕
第47図
Y-414

I区
トレンチ

口径 232

蝉

］
型

緑
曲
圧
痕
線

口
屈
押
圧
凹

磨減により調整不明

FRA± 4～ 2BII大 の自色砂粒を
含む
焼成:良好
缶 誦 :濯偽

琵
第47図
Y-415

S2LVl 暗蔑昏色口径 310
口縁部は1く 」の7状に
屈曲し,指頭圧痕文帯 ,

日縁端部はやや拡張し
面力/rオ

口縁部 :ヨ コナデ
胴部内外面 :ナデ

胎土:白色徴砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道4

憂
第47図
Y-416

NOEI 純囃
口径 旨翠界雷臨 曼

帯,日縁端部に刻目

口縁部 :ヨ ヨナデ
胴部ハケロ

胎±■mm未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

甕
第48図
Y‐ 417

33 S2El 暗青灰色
砂層

口径

口縁部は「 く」の字状に
屈曲し,指頭圧痕文帯 ,

日縁端部凹線2条

口縁部 :ヨ コナデ

胴部外面 :ハ ケ ロ後 ナ
デ
胴部 内面 :ナ デ

河道4

莞
第48図
Y-418 認

I区
トレンチ

青灰色
砂質土

日径 16t

口縁部は|く 」の字状に

唇農嘉證,〔ツ青哲藤
に よる亥IB

磨滅若しくは調整不明

胎土 :lmm雨後のυ柾を多 く含
む
焼成 :やや軟質
色調 :明灰禍色

甕
第48図
Y‐ 419

岬
淡灰色
砂質土

口径 22,を
口縁部は「 く」の字状に
屈曲し,指頭圧痕文帯 ,

日縁端部に凹線3条
ナデか

胎土:小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:福色

河道2

-108-



器
種
図
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番

図
版
番
号

出土地点 層 位
法  量
(cII)

形態 。文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 上 焼 成 色 調 傭 考

甕
第48図
Y-420

NEl 褐色
砂質土

口径 227躍銹鍵鎖露
口縁部 :ヨ コナデ
胴部ハケロ後ナデ

胎土:徴砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰禍色

甕
第48図
Y-421

N2El 赤禍色
砂質土

日径 244
”

，
指頭圧痕文帯

，部にヘラにょる
帷

の
部
端
テ

句
輯
輯
瀬

口縁部 :ヨ コナデ
胴部ハケロ

胎土:小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:淡灰禍色

莞
第48図
Y-422

N2El 暗灰色
砂質土

口径 196 屋騒せ!譜義麟口縁端部にヘラによる
刻 日 ナ 聞 組 R基

いアナ掏
デ
部
ナ
縁
部
口
胴

胎土:小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:黒褐色

甕
第48図
Y-423

N2El 褐色
砂礫層

口径 202
♭部

し
端

縁
曲
縁

口
屈
ロ

日縁部 :ヨ コナデ
胴部外面:ハケロ
胴部内面:ナデ

む含多を粒
　
色

砂
好
禍

小
良
灰

生
成
調

胎
焼
色

養
第48図
Y-424

I区
トレンチ

暗青灰色
砂質土

口径 270 屋罷せ1譜義蹴口縁端部にヘラによる
亥‖目た凹練3条

口縁部 :ヨ コナデ

胴部外面 :磨滅 して不
明
胴部内面 :ハケロ後ナデ

胎± ■m前後の砂粒を多 く合
む
焼成 :良好
各調 :反缶

甕
第48図
Y425 聰朧

口径 唇曇稔箪き麟
ハ ケ ロ原 体 に よ る刻 目

ナ後
”抑ノ、ヶロ
騨獅師

稼
部
部

口
胴
胴
デ

生
成
調

胎
焼
色

密
良好
明灰色

河道1

鉢
第48図
Y-426

トレンチ内
暗灰色
砂質土

日径 16 7
口縁部は屈曲して短く
伸びる キガ

か

ミ

デ

ラ

ナ

ヘ

面
面
外
内

胎土:密 ,白色微砂粒を含む
焼成:良好
色調:明灰禍色

鉢
第48図
Y‐ 427

34 N3BJ
色
層
灰
礫
青
砂 口径 0 口縁部は屈曲

口縁部 :ヨ ヨナデ
胴部外面 :上半 ハケロ ,

下半 ヘラ ミガキ
胴部内面 :ヘ ラミガキ

胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗褐色

外面にスス付着
河道2

鉢
第48図
Y‐ 428

トレンチ内
暗灰色
砂礫層

口径 20C
口縁部は「 く」の字状に
屈曲

口縁部 :ヨ コナデ
胴部外面 :上半 ハケロ ,

下半 ヘラミガキ
胴部内面 :ハ ケロ

胎土:1画未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調:灰褐色

鉢

か
第48図
Y-429

NEl 赤褐色
砂質土

口径 21( 逆L字状
口縁。端部に

ハケロ原体による刻目
外面:ハケロ後ナデ
内面:ナデ

鉢
第48図
Y-430

34 捌
暗青灰色
砂礫層

口径 21〔 ，端部瓶中］”
ナ デ

胎土:白色微砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道 4

鉢
第48図
Y-431

N2E2 稚麟
口径 242 潮亥‐み，脚弾韓中叫

日
外
外

に

外面:磨滅
内面:ナデ

胎土:小砂粒を多く含も
焼成:良好
色調:灰褐色

鉢
第48図
Y‐ 432

I区
トレンチ

口径 227
口縁端部は平坦 ,端部
外面にヘラによる刻目。
外面に刻目突帯

ナ デ

胎土:lDIn未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

鉢
第48図
Y-433

N2E2 褐色
砂礫層

口径 226
内傾す る日縁 片 ,端部

塗色籍壕塾堀も莫&狼
ナデか

胎土:小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:福色

鉢
第49図
Y-434

トレンチ内 暗
灰色
砂層

口径 224 外面に貼付突帯 ナ デ

胎土:微秒粒を含む
焼成:良好
色調:灰色

鉢
第49図
Y-435

配 1
禍色
砂質土

口径 204
端
付

口縁部片，
，
外面に射
る
坦
す
平
傾
は
帯

内
部
突

ナデか
胎±■m前後の砂粒を含Lf
焼成:良好
色調:灰禍色

鉢
第49図
Y-4箭

岬
淡灰色
砂礫層

口径 184 外面に指頭圧痕文帯 ナデか
胎土:小砂粒を多く含む
焼成 :良好
色調:贈灰色

鉢
第49図
Y-437

NFIl 淡灰色
砂質土

口径 268
口縁端部は平坦 ,外面
に指頭圧痕突帯

ナデか

胎土:l mm未満の砂租を多く含
む
焼成:良好
偽 謂 :ジ1庁魚

河道2

鉢
第49図
Y-438

I区
トレンチ

口径 19 0ユ号母篭歯母犀ξE篭
萌 Rr痘寸 帯

磨減 により調整不明
胎±■m大の砂粒 を多 く合む
焼成 :良好
色調 :灰色

鉢
第49図
Y‐ 439

I区
トレンチ

日径 206
やや内湾する口縁部片 ,
端部tよ内傾気味の平坦
面 ,指頭圧文帯

待目:藩晟して不明
胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

鉢

か
第49図
Y-440

34
罰を度
謹

口径 324三♭ 落a哀 内外面 :ナ デ 色褐
好
灰

密
良
明

生
成
調

胎
焼
色
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種
図
号
挿
番

凶
版
番
号

出土地点 層 位
法  量
(clll)

形態 。文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎土・焼成 。色調 備 考

鉢
第49図
Y‐ 441 醜随

暗灰色
砂礫層

口径 332 日縁端部は平坦 ,外側に刻目(ヘ ラ)
内外面 :ハ ケロ

生
　
成
謂

治
む
焼
缶

lnda未満 の砂 杜 を多 く含

良好
渉庶絡 仕

河道1

鉢
第49図
Y-442 トレンチ肉

青灰色
砂礫層

口径 232
口縁端部 tま平坦面をな
し,外側にヘラによる
亥」目

磨滅して調整不明

胎± ■II未満の砂柱 を多 く含
む
焼成 :良好
待 謂 :沸耀 魯

鉢
第49図
Y-443

I区
トレンチ

口径 192 口縁端部は平坦面をなす ナ デ

生
成
調

胎
焼
色

白色徴砂粒 を含む
良好
褐色

高
ネ
第49図
Y-444 醒 1

禍色
砂礫層

口径 258

張
に
面

一

拡
面
内
が

弾
中

ラ に ょ る亥Ｕ目
。韓

霧

口
し

へ
に
部

胎土:密
焼成:良好
色調:淡褐色

高
芥
第49図
Y-445

N02
河道

暗灰色
砂礫層

口径 20( 口縁部は屈曲 して平坦
に伸びる

口縁部 :ヨ ヨナデ
外面 :ハケロ
内面 :ハケロ後ナデ

胎土:小砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道 1

高
邦
第49図
Y‐ 446

トレンチ 暗灰色
砂礫層

目径 26 6
口縁端部は拡張して ,

平坦面をなす
ナデか

胎土:l oI大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰禍色

高
芥
第49図
Y-447 甑 1

色
土
禍
質
灰
砂

口径

口縁端部は内外に拡張
し平坦面 をなす。端部
外面にヘ ラによる刻 目

口縁部 :ヨ ヨナテ

外面 :ハ ケ ロ
内面 :ヘ ラミガキ

胎土:密
焼成 :良好
色調:暗灰褐色

高
芥
第49図
Y-448 盟 1

暗青灰色
砂層

口径 29 2
口縁端部は拡張し,や
や内傾気味の平坦面

ヘラミガキ
胎土 :4ヽ砂粒を合む
焼成:良好
色調:灰福色

河道4

高
界
第49図
Y‐ 449

N311
赤禍色
～青灰色
砂礫層

口径
口縁端部は内側に拡張
し,平坦面をなす

ナ デ
胎土:小砂粒を多く含む
焼威 :良好
色調 :淡禍色

河道2

高
邦
第49図
Y-450 S3Vl 暗青灰色

砂礫層 「ハ」の字に開く脚部片 内面 :しぼ り目

量少を租抄の大

『　朗鵬

土
む
成
調

胎
含
焼
缶

河道4

高
必
第49図
Y-451 NEl 純囃

底径 126
ロート状に開く脚部 ,

厚手

外面:磨滅
内面 :ヘ ラケズリとナ
デ

胎土 :4ヽ砂粒を含む
焼成 :良好
色調収 禍色

高
ネ
第50図
Y‐ 452 53Wl 暗青灰色

砂礫層
口径 335 島霊黙曇藷義鍮 遷ナデか

胎土 :lmm未満の砂杜を多 く含
む
焼成 :良好
色調 灰 褐色

河道 4

高
芥
第50図
Y-453 I区

暗灰色
砂礫層

口径 205 内湾す る外部 ,日縁端
部はやや内傾

外国:一部ヘラミガキ
か
内面 :ヘ ラケズリ後ヘ
ラミガキ

胎土:1～ 21nI大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色

高
パ
第50図
Y‐ 454

N2El 報蜂
日径

口縁端部は内傾し,外
面に凹線4条 磨減して調整不明

胎土 :4ヽ砂粒 を多 く含む
焼成 :良好
色調 :灰福色

河道2

高
必
第50図
Y-455 配 1

赤禍色
砂層

底径 126「
ハJの字形に開く脚部
片

キ
リ

ガ
ズ
ミ
ケ

ヘ
ヘ

面
面
外
内

胎土 :4ヽ砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道2

高
赤
第50図
Y-456 blEl 赤福色

砂質土
底径

「ハ」の字形に開く脚部
片,脚端に凹線2条

画
面
外
内
磨滅
ヘラケズリ

胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

高
不
第50図
Y‐ 457

S3Wl 暗青灰色
砂層 底径

114 脚柱部・脚端部に多条の凹線文
外面:ナデ
内面:ヘ ラケズリ

胎土 :4ヽ砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰褐色

高
不
第50図
Y-458 S3E0 暗青灰色

砂礫層 多条のくし描き沈線文
外面:ヘ ラミガキ
内面:し ヤゞり目

胎土:密
焼成:良好
色調:暗灰褐色

河道4

底
部
第50図
Y‐ 459

N2E3 赤福色
砂質土 底径 67

「ハ」の字形に開く低脚
附きの壷か鉢 ?

ヘラケズ リ後ナデ
胎土:小砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

底
部
第50図
Y‐ 460

SIE0 暗灰色
砂礫層 底径 76 厚手の平底 磨減により調整不明

胎±■m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

底
部
第50図
Y-461 hlE2 純囃

底径 90 平底 ,う す手
画
面
キ

外
内
ガ

磨滅して不明
ハケロ後ヘラミ 胎土:白色小砂粒を多く含む
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図
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凶
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法
で 形態・文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 土・ 焼 成 。色 調 備 考

底
部
第50図
Y‐ 462 醒 1

暗灰色
粘質土

底径 8( 平底 ,胴部にむかって大きく開く 内外面:ヘ ラミガキ

底
部
第50図
Y-463 トレンチ内

暗灰色
砂層 底

径 7〔 平底 内外面:ヘ ラミガキ
胎土:密
焼成:良好
色調:暗灰禍色

底
部
第50図
Y-464

NIЮ 暗青灰色
砂礫層 底径 62 平底 ナ後排御

ヘ
ヘ

画
面
外
内
デ

胎土 :2～ 3EI犬 のυ程 を少量
と小砂粒 を多 く含む
焼成 :良好
色調 :度縄缶

底
部
第50図
Y-465 嵐径 52 やや上げ底 ,外面にうるし状のもの付着

面
面
外
内
ヘラミガキ
ハケロ後ナデ

生
成
調

胎
焼
色

白色小砂粒を含む
良好
禍色

底
部
第50図
Y466 トレンチ内 鵬擁

蔑径 78 平底 デ
キ
ナ

ガ
と

ラ
ケ
ヘ

ハ

面

面

外

内

生
成
調

胎
焼
色

小砂粒を多く含む
良好
暗灰禍色

底
郡
第50図
Y-467 Nl■ l 褐色

砂質土 甍径 5( 」ヽさめの平底 ,う す手 内外面
:ヘ ラミガキ

む含を粒砂
好
色

小
良
褐

生
成
調

胎
焼
色

底
部
第50図
Y-468 N2E2 赤禍色

砂質土 底
径 76 平底 外面 :ヘ ラミガキ

内面 :ナデか

土
　
成
調

船
む
焼
缶

lm研後の紗杜 を多 く含

良好
灰桐侮

底
部
第50図
Y-469 捌

暗青灰色
砂礫層 底径 55 上げ底の小 さい底部

外面:指頭圧痕 ,ヘ ラミ
ガキ
内面:ナデ

胎土:微砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道 4

底
部
第50図
Y-470 剛

暗青灰色
砂層 甍径 60

底部に焼成前の穿子とあ
り,中心からずれてい
る

外面 :ハ ケロ後ヘラミ
ガキ
内面:ナデ 色禍

好
灰

密
良
暗

土
成
調

胎
焼
色

河道4

底
部
第50図
Y-471 I区 排土 磁径 56 」ヽさめの平底 外面:ヘ ラミガキ

内面:ハケロ後ナデ

胎土:微砂粒を合む
焼成:良好
色調:暗禍色

底
部
第50図
Y‐ 472

ふEttEl 赤褐色
砂質土

残径 58

色
面
ら
が

黒

一
さ
り

弘妍ぬ瀧

中
蝉
柳

持

底
塗
付
炭

々

半
の
に
に
点

外面:ヘ ラミガキ
内面:ヘ ラミガキか

胎土:白色小砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗褐色

底
部
第50図
Y‐ 473

I区
トレンチ

暗青灰色
砂質土

底径 58 平底
外面:ヘ ラミガキ
内面 :ヘ ラケズリ後ナ
デ

胎土:小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰褐色

底
部
第50図
Y-474 捌

暗青灰色
砂層 氏径 54 平底 ヘ後

”力”
面
面
ミ

外
内
ラ

胎土:4ヽ砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色

河道4

豆
第51図
Y-475 hlEl 赤褐色

砂質土
口径 146 口縁端部は肥厚し内傾 ,

凹線4条 ヘ下以ガ
。頸部
坤”剰
獅輌カ

胎±4ml前後の秒粒を含む
焼成:良好
色調:暗褐色

重
第51図
Y‐ 476

I区
トレンチ

青灰色
砂質土

口径

映部は巨立気「/kに長 く
伸 び ,日縁部 で強 く外
反 ,口 縁端部 tよ拡張 し
て凹線 3粂

外面:ナデ
内面:磨滅して不明

生
　
成
調

胎
む
焼
缶

lndl前後 の砂粒 を多 く含

良好
匡組 缶

壺
第51図
Y‐ 477 帥ハ′1 灰禍色

砂礫層
日径

類部は直立 して長 く伸
び ,日縁部でやや外反 ,

端部は拡張 して内傾 し,
団綿R4

ヘ崎。頸部以下
‥ノ、ヶ”剰

面
面
ケ

外
内
ラ

胎土:l ED未満の砂粒を合む
焼成:良好
色調 :乎L灰色

河道4

一電
第51図
Y-478 hlEl 髄蜂

口径 125
口縁部は上下に拡張 し
て複合 日縁 とな り,凹
線 3条

顕部以下内面 :ヘ ラケ
ズリ

胎土 :lna大 の砂粒 を含む
焼成 :良好
色調 :禍色

一宝
第51図
Y-479 卜鵬

褐色
砂礫層

口径 124
口縁端部は上下に拡張
して複合口縁となり,
凹線4条

内外面 :ハ ケロ後ヨコ
ナデ。頸部以下ヘラケ
ズリ

豆
第51図
Y-480 36 N2E2

褐色
砂礫層

口径 136 複合口縁。凹線4条
外面 :ハケロ
内面 :ナデ。頸部以下ヘ
ラケズリ

胎土 :lma大の砂粒 を含む
焼成 :良好
色調 :明禍色

豆
第51図
Y-481 鍋ハ/1 青灰色

砂礫層
口径 複合口縁。凹線4条

ヘ
ヘガ鵬研

コ
部
頸

一
頓
キ
，リ

画
面
ガ
ズ

外
内
ミ
ケ

胎土:lII m未満の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡禍色

一霊
第51図
Y-482 トレンチお麟蜂

口径
複合日縁部は外反気味
で ,く し描き沈線が施
される

外面:ハケロ
内面:口縁～頸部 ヘラ

序賽事絆
下ヘラ

胎土 :1～ 2面大の砂粒 を多 く
含む
焼成 :良好
色調 :暗灰褐色
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器

種
挿 図
番 号

四
版
番
ニ

出土地点 層 位
法 量
(m)

形態 。文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 土・ 焼 成 。色 調 備    考

壼
第51図
Y-483 S3FD 暗言灰色

砂礫層
日径 101 口縁端部は内傾 して凹

面をなす

日縁部 :ヨ ヨナデ
頸部内面 :ヘ ラミガキ

胎土:金色の微砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道4

壷
第51図
Y‐ 484

SgD 暗言灰色
砂礫層

口径 11
口縁端部は内傾して凹
面をなす

口縁部 :ヨ ヨナデ
頸部以下内面 :ヘ ラケ
ズリ

胎土:1～2画大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道4

壷
第51図
Y‐ 485

S2EXl
暗青灰色
砂礫層

喪径  4 平底の小童
不て
キ

蝉
一
カ

上
半

へ

面‥
　
，
下
面‥

外
明
内

胎土 :lntt Bl後 の抄柾を多 く含
む
焼成 :良好
缶調 :渉猛缶

河道4

菱
第51図
Y-486

IJEl 禍色
砂質土

口径

口縁部は「 く」の字状に

同寝,独由爵晶換張
し デ一翻‥ヘラ

〕
呻
蜘
”

稼
部
部
キ

ロ
頸
頸
ガ

生
　
成
調

胎
む
焼
缶

lm両後 の紗租 を多 く含

良好
星灰鵜 缶

甕
第51図
Y‐ 487

トレンチ内
色
層
灰
礫
暗
砂

口径 11

口縁部は|く Jの 7状に
屈曲し,端部は拡張 し
内傾 ,胴部にハケロ原
休による斜行刺突文

口縁部 :ヨ ヨナデ
胴部外面:ナデ
胴部内面:ヘ ラケズリ

胎土:lwI前後大の砂粒を合む
焼成:良好
色調:暗灰福色

甕
第51図
Y-488

箭各度
駆

口径 160
口縁部は「 く」の字状に
ゆるく屈曲,端部に凹
線2条

日縁部 :ヨ コナデ
胴部内面:ヘ ラケズリ

胎土:l FuII大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

甕
第51図
Y‐ 489

S3E0 晴青灰色
砂層

口径 156
に
拡
状
は燐趣

は醐傾，凹

部
く
内

縁
る
し

口
ゆ
張

胴部外面:ナデ
胴部内面:ヘ ラケズリ

胎土:白色小砂粒を含む
焼成:良好
色調:桶色

河道4

甕
第51図
Y‐ 490

36 S3m 暗青灰色
砂礫層

口径 11

口縁部は「 く」の字状に
ゆるく屈曲,端部は拡
張し内傾 ,凹線2条 ズ

デ

ロ

ケ

ナ
ケ

ラ

コ

ハ

ヘ

増
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
胴
胴

胎±■mm大の秒粒を含む
焼成:良好
色調:灰福色

日縁外面にスス
付着。河道4

莞
第51図
Y-491

1ヾ]LEl
褐色
砂質土

口径 13
口縁部は「 く」の字状に
屈曲,端部は拡張し内
傾,凹線3条 ズ

デ

か

ケ

ナ
デ

ラ

コ
ナ

ヘ

掏
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
胴
胴

胎土:密 ,小砂粒を含む
焼成 :良好
色調:褐色

外面にスス付着

棗
第51図
Y-492 36

聰
赤褐色
砂質土

口径 162
に
や
条

］
屈曲
，
端部ｔま

し内傾
，
凹線２

部
く
張

縁
る
拡

口
ゆ
や

口縁部 :ヨ コナデ
胴部外面 :ハ ケロ
胴部内面 :ヘ ラケズ リ

胎土 :1～ 3 mn大 の砂粒 を多 く
合む
焼成 :良好
任 語 :匡組 魯

甕
第51図
Y-493 36

N3El
赤禍色
～青灰色
砂礫層

目径 198
日縁端部は拡張して内
傾,凹線3条

口縁部 :ヨ コナデか

胴部外面 :ハ ケロ
胴部内面 :ヘ ラケズ リ

胎± ■～2m大の砂粒 を合む
焼成 :良好
色調 :禍色

河道2

菱
第51図
Y‐ 494

トレンチ内
灰禍色
砂層

口径 26C
屈
部
条

蝉
縁部片
，
端

内傾
，
凹線４

字
口
し

の
る
張

噛
峨
磁

ヨコナデ ハケロ
胎土 :1～2m大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :乳灰色

甕
第51図
Y‐ 495

blE2 朧囃的
日径 186

躙

拶
〕

部
く
内
貝
空

縁
る
し
に
剖

口
ゆ
張
部
各

口
胴
下
胴
よ

土
む
成
語

胎
含
焼
缶

1～ 2 Eul大 の砂 粒 を多 く

良好
淋～膳想 魯

外面にスス付着

甍
第52図
Y‐ 496

S3Ell
暗灰褐色
砂層
口径 157

口縁端部は斜上方に拡
張し内傾 ,凹練4条

ケ
デ
ム
ナ
面
コ
内
掏
下
部
以
縁
部
リ

ロ
頸
ズ

胎±■Dun大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗禍色

外面にスス付着
河道4

憂
第52図
Y-497 剛

褐色
砂礫層

口径 21.5

口縁部llく 」の字状に

晶せ製 背置軒籍
聞 趣 ,基

ヨヨナデ,頸部以下内
面:ヘ ラケズリ

胎土:密
焼成:良好
色調:淡黄灰色

憂
第52図
Y-498

37 NIEl 禍色
砂質土

口径 17C 聘総 盈義讃t
内傾 ,凹線3条

口縁部 :暦滅して不明
顕部以下外面:磨滅
頸部以下内面 :ヘ ラケ
ズリ

争±■mL大の自色砂粒を多く
Ⅲむ
七成:良好
1謂 :庁想 角

莞
第52図
Y-499

I区
トレンチ 砂質土

口径 216 屋篭科で鞣Ⅲユ?雫潜撮
張 してやや内傾す る。
問練2峯

口縁部 :ヨ ヨナデ
内面 :頸部以下ヘラケ
ズリ

生
成
調

胎
焼
色

lm大の砂粒を含む
良丹
灰禍色

奏
第52図
Y‐ 5CICl

37 S3Bl 睡孵
口径 13 2

口縁部は「 く」の字状に

層殆 緞
よ拡張し内

口縁部 :ヨ コナデ
胴部外面:ナデ
胴部内面 :ヘ ラケズリ

胎±■～2 oB大 の砂粒を多く
含む
焼成:良好
缶 謂 :瓶魯

河道4

莞
第52図
Y-501 S3E0 暗赤禍色

砂礫層
口ぞと28.2 躍総 磯錘

口縁部 :ヨ コナデ
胴部以下内面 :ヘ ラケ
ズリ

胎±■mII大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道4

養
第52図
Y‐ 502

blEl 稚疑
口径 15C 聘熱 盈ミ耗

拡張し内傾 ,凹線3条

日縁部 :ヨ コナデ
胴部以下内面 :ヘ ラケ
ズリ

争土 :lmm前後大の砂粒 を多 く
rむ
と成 :良好
1調 :膳度親缶

菱
第52図
Y-503 37 ト

レンチ内 醜孵
口径 20C

「 く」の字状に屈曲する
口縁部 ,端部は拡張 し
内傾 ,凹線4条

ヨコナデ,顕部以下内
面 :ヘ ラケズリ

胎土 :4ヽ砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰禍色

外面 にスス付着
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図
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番

凶
版
番
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出土地点 層 位
法  量
(cnl)

形態 。文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備    考

甕
第52図
Y-504 37 酬ス「

1
暗青仄色
砂層

口径 14(
る
し
ケ
文

口縁部 :ヨ コナテ
胴部外面 :ハ ケ ロとナ
デ
胴部内面 :ヘ ラケズ リ

胎土:小砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰禍色

河道4

甕
第52図
Y‐ 505

N4El 暗灰色
粘質土

口径 20を
口縁端部 tま上方に拡張
しやや内傾,凹線3条

日縁部:ヨ コナデ
頸部内面 :以下ヘラケ
ズリ

胎土:白色小砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰禍色

河道3

甕
第52図
Y‐ 506

37 R3Wl 暗青灰色
砂礫層

口径 躍3脚羹R
施 され る 一　酌抑

向
　
く
ム帥”鰤鰤

胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰禍色

外面にスス付着
河道4

甕
第52図
Y‐ 507

N2E2 褐色
砂礫層

口径 254 羅3再純饂葵ミ
施 され る

ヨコナデ
胎±■m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明灰禍色

甕
第52図
Y‐ 508

剛 雌腱”砂層
口径
「鯉♀花絵最籍謎
凹線が施 される

ヨコナデ,ヘ ラケズリ
胎土:小秒粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道4

甕
第52図
Y‐ 509

酬 Vl 暗青灰色
砂礫層

日径 268 E嬌薄識接圭夏泳畜矮ヨヨナデ,ヘ ラケズリ
胎土:l tr n大 の砂粒を含む
焼成:良好
色調:褐色

河道4

甕
第52図
Y-510 N2E2 純囃

R径 198 口縁端部は上下に拡張
し,回線3条

ヨヨナデ,ヘ ラケズリ
胎±■4u前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡禍色

外面スス付着

甕
第52図
Y-511

S3E0
暗青灰色
砂礫層
～砂層

口径 160曇顆軽馨岳荻ビ各争眼ヨヨナデ,ヘ ラケズリ
胎土:lmn前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡禍色

河道4

甕
第52図
Y-512 鋤

暗言灰色
砂礫層

口径 268
頸部～ 口縁部ゆるくlH

愁責疇駅軽響葱ぎ漁 ケ

デ
ガ

‥ヘ ラ”呻蜘
縁
部
部
り

口
頸
頸
ズ

胎土:211nl前後の砂粒を含む
焼成二良好
色調:灰褐色

河道4

菱
第52図
Y‐ 513

SE0 暗灰色
砂礫層

口径 138
日縁部は複合状を呈し,
外面に凹線4条 ,胴部外
面に斜行刺突文(貝か)

ケ
デ
ム
ナ
面
コ
占
口

掏
下
部
以
縁
部
リ

ロ
頸
ズ

胎±■mm未満の秒粒を含む
焼成:良好
色調:暗黄灰色

養
第52図
Y-514 S3Hl 暗灰色

粘質土
口径 186 日縁部は複合状を呈し,

外面に擬凹線3条

口縁部:ヨ ヨナデ
内面 :頸部以下ヘラケ
ズリ

胎±■mII大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰禍色

外面にスス付着
河道4

甕
第52図
Y515 S2m 暗青灰色

砂礫層
口径 154

口縁部は複合状を呈し,
外面に擬凹線4条

口縁部 :ヨ コナデ
頸部以下内面 :ヘ ラケ
ズリ

胎土:lmm大 の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道4

甕
第52図
Y-516 38

Ml 褐色
砂礫層

口径 184
口縁部は複合状を呈し,
外面に擬四線文

口縁部 :ヨ ヨナデ
内面:頸部以下ヘラケ
ズリ

胎±■mm前後の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡禍色

養
第52図
Y-517 嗣

晴青灰色
砂礫層

口径 17 2
口縁部は複合状を呈し,
外面に凹線5条

頸部以下内面 :ヘ ラケ
ズリ

胎± ■ntm未満の砂粒 を含む

焼成 :良好
色調 :明灰色

河道4

養
第52図
Y‐ 518

ふ囲
禍色
砂質土

口径 154 口縁部は複合状を呈し,
外面に擬凹線4条

頸部以下内面 :ヘ ラケ
ズリ

胎土:lIIdl大の砂粒を含む
焼成:良好
色調 :灰褐色

甕
第52図
Y‐ 519

38 r岨1 褐色
砂礫層

口径 18C 口縁部は複合状を呈し,
外面に擬凹線6条

ケ
デ
ム
ナ
面
コ
凸
仰
掏
下劇翻
リ

日
顕

ズ

胎土:小砂粒を含む

書緊:層侯福色

甕
第52図
Y-520

38 S2EXl
暗青灰色
砂礫層

口径
口縁部は複合状を呈し,
外面に擬凹線5条

ケ
デ
ム
ナ
面
コ
占
口
掏
下
部
以
縁
部
リ

ロ
頸
ズ

胎土:小砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡福色

外面にスス付着
河道4

奄
第53図
Y‐ 521

NIEl 禍色
砂質土

口径 20〔 奪ε碍輩潜襲翌轟逸変傾 ケ
デ
ム
ナ
面
コ
由
四

掏
下
部
以
縁
部
リ

ロ
頸
ズ

胎±■nm大の砂粒を少量含む
焼成:良好
色調:暗灰褐色

外面にスス付着

甕
第53図
Y‐ 522

N3El
赤禍色
～青灰色
砂礫層

口径 174 τε揺爾匿襲ゼ轟基『
立口縁部 :ヨ ヨナデ
頸部以下 内面 :ヘ ラケ
ズ リ

胎±■m未満の砂程を少量含
む
焼成:良好
魯 語 :泌 匠 線 伸

河道2

養
第53図
Y-523 38

NOEl 純囃
口径 1緑麟塞喩

夕」突文

口縁部 :ヨ コナデ
胴部外面 :ナデ
頸部以下内面 :ヘ ラケ
ズ 1,

胎土:1画大の砂粒を多く合む
焼成:良好
色調:灰褐色

外面 にスス付着

奏
第53図
Y-524

阻
禍色
砂礫層

口径 12を τ触
立口縁部 :ヨ コナデ
胴部内面:ヘ ラケズリ

胎±■nu大の白色砂粒を合む
焼成:良好
色調:淡責褐色
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器

種
図
号
挿
番

凶
版
番
号

出土地点 層 位
法 量
(cI)

形態。文様の特徴 手法 の特徴 胎土・焼成 ,色 調 備 考

憂
第53図
Y‐ 525

38 I区
トレンチ

青灰色
砂礫層

口径
反
沈
外
き韓醜
ガ

は
く

ヨ柳，外面に睦
複
し
線

口縁 部 内面 :ヘ ラ ミガ
キ とナデ
1同部外面 :ハ ケ ロ
頸 部 以 下 内面 :ヘ ラ ケ

胎土:lmE前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明灰褐色

憂
第53図
Y-526 鋤

暗青灰色
砂層

口径
複合口縁部は短く直立
し,外面に擬凹線文

ヨヨナデ
胎上■m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明灰色

河道4

琵
第53図
Y-527

I憂こ
トレンチ

暗青灰色
砂礫層

口径
複合口縁部 tよ直立し,
外面に擬凹線5条

口縁部 :ヨ ヨナデ
頸部以下内函 :ヘ ラケ
ズリ

胎土:小砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡灰褐色

外面にスス付着

憂
第53図
Y‐ 528

38 S3Hl 暗青灰色
砂礫層

口径

榎合口縁。外面には擬
凹線文6条 ,胴部外面ハ
ケロ原体による斜行刺
空寸

口縁部 :ヨ ヨナデか
胴部外面:ナデ

胎±■ntt大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道 4

甕
第53図
Y‐ 529

■lEl 褐色
砂質土

口径 17 奪鰯 突傾
口縁部 :ヨ コナデか
頸部以下内面 :ヘ ラケ
ズリ

胎±4m前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

甕
第53図
Y‐ 530

N2E2 稚麟
日径 19て 複合

口縁部は直立気味
で,外面に擬凹線

ケア^ム
ナ
面
コ
内
「
下
部
以
縁
部
リ

ロ
顕
ズ

胎±■mn大の砂粒を合も
焼成 :良好
色調:暗灰禍色

甕
第53図
Y-531 匪ヽ 1 暗灰色

粘質土
口径 18′

複合口縁部は外傾し,
外面にくし描き沈線

ケ
デ
ム
ナ
面
コ
凸
口

掏
下
部
以
縁
部
リ

ロ
頸
ズ

胎土:lnln未満の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :灰褐色

莞
第53図
Y-532 r硼 暗青灰色

砂礫層
口径 20( 複合口縁部は外反し,

外面に擬凹線文7条

口縁郡 :ヨ コナデー部
ヘラケズリ
内面 :頸部以下ヘラケ
ズリ

胎±■lul前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡禍色

甕
第53図
Y‐ 533 savl 青灰色

砂礫層
口径 17〔 複合

口縁部はやや外反
し,外面に擬凹線文

口縁部 :ヨ ヨナデ
頸部以下外面 :ハ ケロ
頸部以下 内面 :ヘ ラケ
ズ リ

胎土 :1～3ou大の抄杜 を多 く
含む
焼成 :良好
俸認 :親角

外面に炭化物厚
く付着

蓬
第53図
Y‐ 534

NOEl 褐色
砂質土

日径 18〔 復合
日縁部はやや外停
し,外面に擬凹線文

口縁部 :ヨ コナデ
内面 :顕部以下ヘラケ
ズリ

胎±■lat前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗禍色

外面にスス付着

養
第53図
Y535 トレンチ内 鵬顔

口径 19(
復合口縁部は直立気味 ,
外面 にヘ ラ描 き沈線 9
尖

口縁部 内面 :ヘ ラ ミガ
キ

内面のヘラケズ リは屈
曲都 より下に下がる

胎土:密 ,微砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡黄灰色

莞
第53図
Y-536 38 ト

レンチ内
暗青灰色
砂礫層

口径

複合 口縁 部 はやや外傾
し ,外面 にヘ ラ描 き沈

響 髭 森と冥 習 角 呑馬 葵

口縁部 :ヘ ラミガキ

頸部内面 :ヘ ラミガキ
ヘラケズ リは屈曲部 よ
り下に下がる

胎土 :lI「」I大の砂粒を含Lf
焼成:良好
色調:明灰色

甕
第53図
Y‐ 537

トレンチ内
暗灰色
砂質土
～砂礫層

日径 194
複合日縁部は直立気味
で,外面に8条の擬凹線
文

頸郡以下内面 :ヘ ラケ
ズリ

胎± ■DII前後の砂粒 を合む
焼成 :良好
色調 :灰色

甕
第53図
Y-538

I区
トレンチ

暗青灰色
砂質土

口径 263
仮 合 口巖 部 は や や 外 尿

脂家塀碧に絶快塀箸残
体 に よる押引状 の斜行

口縁部 :ヨ コナデ
胴部外面 :ナ デ
胴部内面 :ヘ ラケズ リ

胎± ■～ 211n大 の砂粒 を多 く
含む
焼成 :良好
色調 :淡褐色

口縁外面にスス
付着

甕
第53図
Y-539 帥

暗青灰色
砂礫層

日径 182
優合 口檬部 は外傾 し ,
外面 に擬凹線文 ,胴 部
外面には貝殻腹縁によ
る斜行刺突文

口縁胃∫:ヨ コナデー部
ヘラミガキ
胴部外面 :ハケロ後ナデ
胴部内面 :ヘ ラケズ リ

胎土:1～3mn大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰福色

外面にスス付着
河道4

甕
第53図
Y‐ 540

Ml 晴灰色
粘質土

口径 19 0 複合
口縁部は外傾し,

外面に擬凹線文

口縁部 :ヨ ヨナデ
頸部以下内面 :ヘ ラケ
ラヾリ

胎土:自色小砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

外面にスス付着

憂
第53図
Y-541 hlEユ 禍色

砂礫層
口ぞと200

複合日縁部は外反し,
外面に9条以上の擬凹
線文

口縁部 :ヨ ヨナデ
内面 :頸部以下ヘラケ
ズリ

胎土:密
焼成手良好
色調:淡褐色

外面にスス付着

憂
第54図
Y‐ 542

I区
トレンチ

言灰色
砂質土

日径
複合口縁部は外反し,
外面にくし描き沈線 ,

顕部外面にも沈線
ケ

いア
ム
ナ
面
コ
内
掏
下
部
以
縁
部
リ

ロ
頸
ズ

胎土:1卿前後の砂粒を含も
焼成:良好
色調:灰褐色

憂
第54図
Y‐ 543

1ヽ屁ユ[〕ユ 褐色
砂礫層

口径
複合口縁部は長く外反
し,外面に平行沈線

ケ
デ
ム
ナ
面
コ
内
掏
下
部
以
縁
部
リ

ロ
頸
ズ

胎土 :密 ,l ED大 の砂粒少量 を
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焼成 :良好
魯調 :必想缶

外面にスス付着
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第54図
Y544 39 N12E2 髄麟

口径 203
複合 口縁部は外反 して
長 く,外面 に tよ擬 凹線
文

頸部以下内面 :ヘ ラケ
ズリ

胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色

甕
第54図
Y545 39

I区
トレンチ

暗青灰色
砂礫層

口径 216
3言鮎

口縁部 :ヨ コナデ
胴部外面 :ハ ケ ロ後 ナ
デ
胴部内面 :ヘ ラケズ リ

胎土:lm大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:淡禍色

外面 にスス付着
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第54図
Y-546 S21Xl 暗青灰色
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胎土:密
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甕
第54図
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含む
焼成 :良好
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阻 純麟
日径 240
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線文が施される。頸部
はよくしまる

外部内面 :ヘ ラミガキ
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色調 :褐色
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第54図
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る

内面 :ヘ ラケズ リ
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焼成:良好
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砂礫層

底径 128 複合状を呈する脚端部片,外面に擬凹線文
内面 :ヘ ラケズ リ

胎土:lau前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

器
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胎土:小砂粒を多く含む
焼成:良好
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第54図
Y-554 働 翻 Vl

暗青灰色
砂礫層

口径 63 複合状 ,P3孔 (2個 ),内部は直径6HEの中空

複合部 :ヨ ヨナデ
上半 内面 :ヘ ラケズ リ

後 ナデ
下半 内面 :ヘ ラケズ リ

胎土:lEu前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:責褐色

河道4

底

部
第54図
Y-555 39 純鰈

底径 62 平底 ,胴部にむかって大きく開く
外面:ハケロとナデ
内面 :ヘ ラケズリ

胎±■lttI大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰福色

底

部
第54図
Y‐ 556

詢 トレンチ内
暗青灰色
砂層

底径 36 上げ底気味の小さな平
底

外面 :ナデ
内面:ヘ ラケズリ

胎± ■～21mD大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :灰色

底
部
第54図
Y-557 S2al 暗青灰色

砂層
底径 40 平底 ,胴部にむかって大きく開く

外面:ヘ ラミガキ
内面:ヘ ラケズリ

胎土 :4ヽ砂粒を含も
焼成:良好
色調:暗灰禍色

河道4

底

部
第54図
Y-558 NOal 睡縫蜘

底径 53
上げ底気味の平底 ,胴
部にむかって大きく開
く

外面:ハケロ後ヘラミ
ガキ
内面:ヘ ラケズリ

胎±■mu大の砂粒を合む
焼威:良好
色調 :暗灰褐色
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3.土  師  器

土師器は90年 ,91年あわせてコンテナ約20箱分が出土 したが,小片が多 く,全形のわかるものは

少なかった。310点 について実測を行い, うち274点 を図示 した。古墳時代初頭から前期に属すると

考えられるものは90年 の遺物包含層,91年 I区の遺物包含層,河道 4か ら主に出土 しており,河道

2や上層の粘質上にも含まれていた。また古墳時代中期以降奈良時代頃までに属すると考えられる

ものは,大半が河道 2か らの出土品であった。

0)古 墳時代初頭から前期の上器 (第55～65図 H-1～ 199)

重,小形丸底壷,直口重,甕,注口土器,高不,鼓形器台,低脚不,甑形土器など多くの器種が

見られる。この時期の壷甕類のうち,いわゆる山陰型と言われるものは複合口縁の上器である。今

回出土量の多かった甕の複合口縁部の形状からその特徴を分類してみると4類に分けられる。

I類は口縁部が外反しヨコナデ仕上げ,端部を薄く引き出したものと丸みをもつものがある。屈

曲部は引き出され,肩部はなだらかである。                      1

1類は口縁部が外反して長く伸び,強いヨコナデが施され,端部を薄く引き出したものである。

屈曲部は鋭く突出し,肩部は張り気味である。小さな平底もしくは平底気味の丸底をもつ。

Ⅲ類は口縁部が外反,又は外傾してやや短いもので,端部にわずかに平坦面をもつものである。

屈曲部は鋭く突出し,肩部が張る。

Ⅳ類としたものは外傾,又は直立気味でやや短い口縁部をもつものである。端部ははっきりした

平坦面をもっており,内外に肥厚するものもある。屈曲部は強く引き出されるが,丸みをおびて鈍

い稜をもつものが多い。

I類・ I類は庄内式併行期の上器と考えられ,弥生土器とすべきものかもしれない。Ⅳ類が布留

式併行期の小谷式にあたるもの, Ⅲ類はその中間的な特徴をもつものと考えられる。

重 (H-1～23)

H-1は上記Ⅱ類の特徴をもつもので,屈曲部が鋭く突出している。頸部にはハケロ原体による有

軸の羽状文が施され,肩部には横方向のハケロが入る。

H‐ 2は 口縁部が外反し,突出部の引き出されるI類の特徴をもつものである。

H-3は I類の特徴を有し,外面ハケロ,内面ヘラケズリが施されている。

H-4は 口縁部を欠くが,複合口縁になると思われるものである。なで肩でうす作りの胴部をもっ

ている。
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H-5～ 7はⅢ類の特徴をもつもので,H-5の頸部には,ハケロ原体による有軸の羽状文が施され

ている。

H‐ 8・ 10。 12はⅣ類の特徴をもつものである。

H-9は やや厚手の土器ではあるが, Ⅲ類に含まれるものであろうか。

H-131ま複合口縁部が,急傾斜をもって外反する土器である。

H-14は複合口縁をもつ小形丸底重である。胴上部にハケロ原体による斜行刺突文が施される。

H-15・ 16も 同様のものであろうか。

H-17は 口縁部が短 く外反する半球状の鉢である。内外面とも細かいハケロが施されており,内

面底部付近には漆が厚 く付着 している。

H‐ 18・ 19は短 く外傾する口縁をもつ小形丸底壺である。

H‐ 20は複合口縁の直口重,H-21は 単純口縁の直口壷である。

H-22は瓶形の胴部をもつものである。外面はナデ,内面頸部以下はヘラケズリが行われている。

H-23は,ほ とんど無頸で,胴部の張 り出すものである。把手がついていたと考えられる痕跡を

残す。

注目土器 (H-24～ 26)

H-24は複合口縁Ⅲ類の特徴をもつが,肩部はなで肩になり,胴部上半に注 口を差 し込んで付け

るものである。肩から胴部にはくし描き直線文が 3帯と,貝殻腹縁による斜行刺突文が施される。

器面の調整は口頸部ヨコナデ,外面ハケロ,内面ヘラケズリを施し, ごく薄手に作られている。

H-25は注目部分の破片で,ていねいなヘラミガキが施される。

H-26は注口取 り付け部分の胴部片である。外面は摩滅のため調整不明,内面はヘラケズリが施

され,薄手に作られる。

甕 (H-27～ 124)

前述の類別に従って掲載 した土器を見ていく。

I類の特徴をもつものはH-27～30で ある。H-28・ 30は内面のヘラケズリ位置が頸屈曲部内面か

らであり,弥生後期からの手法を色濃 く残すものと言える。また,H-291よ肩部にくし描き直線文

と波状文が,H… 30は斜行刺突文が施されている。

H-31～71は I類の特徴をもつものである。肩部に施文されるものが多く,只殻腹縁による斜行

刺突文とくし描き直線文 (H-31・ 32・ 56),ハ ケロ原体による斜行刺突文とくし描き直線文 (H‐ 43

・58),ヘ ラによる斜行文 (H-61), くし描き直線文や波状文 (H-33・ 34・ 36・ 37・ 44～ 46・ 47・ 49
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SK-03出土遺物実測図(2)
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第56図 土師器実測図(2)(1:4)

・51～53)等が見られる。

H-73～76は I類・ I類の底部と考えられるものである。小さな平底もしくは平底気味の小さな丸

底をもつが,H‐ 75の ように大きな平底をもつものも見られる。外面にはハケロ,内面にはヘラケ

ズリと指頭圧痕が見られ,薄手に仕上げられている。

Ⅲ類の特徴をもつものはH-77～ 95で ある。肩部に施される文様には,ヘ ラによる斜行刺突文

(H-85), くし描き直線文 (H-86・ 87), くし描き波状文 (H-79・ 90・ 93)等があるが,貝によっ

て施文されるものは見られない。

Ⅳ類の特徴をもつものとしてはH-96～ 123が ある。布留式の影響によると言われる口縁端部を内

側に肥厚させるものは,H‐ 116～ 118・ 123が ある。肩部に施される文様には, くし状工具による斜
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第57図 土師器実測図(3)(1:4)
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第59図 土師器実測図(5)(1:4)
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第60図 土師器実測図(6)
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第61図 土師器実測図(7)(1:4)
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第62図 土師器実測図(8)(1:4)

行刺突文 (H-114), くし描き波状文 (H-111・ 113), くし描き直線文 (H…
120)等が見られるが,

大形品を除いて,施文される割合は低くなるようである。

H‐ 122・ 123は 口径38clllを こえる大形品である。H-122は肩部にハケロ原体による羽状の施突文を

H-135

H-140 H-141 H-142
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第63図 土師器実測図(9)
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第64図 土師器実測図10 (1:4)

施文される。器面の調整は口縁部ヨコナデ,胴部外面ヨコハケ,内面ヘラケズリの後ヨコハケによ

り行われる。H-123は肩部にハケロ原体による羽状文と直線文が施されている。器面調整は口頸部

ヨコナデ,胴部外面ハケロ,内面上半ナデ,下半ハケロの後ヘラケズリにより行われる。

H-125は 日縁部を欠 くもので,全体の器形は判らないが,肩部から胴部にかけて斜行刺突文, く
註 1

し描き直線文,山形文等が交互に施されている。鍵尾A-5号 墓出上の直口台付三の文様に酷似 し

ており,弥生土器の可能性も考えられる。

高不 (H-126～ 146)

全形のわかるものは一点も見られず外部片,脚部片がほとんどであるが,それぞれの特徴をつな

ぎ合わせて全形を想像する。外部は丸みを帯びた体部から,ゆ るやかに外反 して口縁端部に達 し,

脚部は円筒状の筒部から,やはりゆるやかに広がって端部に至るものであろう。内部には円盤が充

填され,中央に刺突痕をもつ, といった形状になる。

鼓形器台 (H-147～ 174)

H■50が,全形のわかる唯―のものである。 器受部径23.lcrll,脚台部径19.6clll,器高■ .5calを測

Ｈ・‐８　　一【一Ｈ・‐９‐

Ｈ
・
‐８６

　

Ж

Ｈ
・
‐９２

H-180

H-182

H181
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第65図 土師器実測図1, (1:4)

る。筒部は著しく縮約が進み,受部径に比して器高の低いものとなっている。小谷式併行のものと

考えられる。

他の個体もお為むね似た形状をもつが,特徴的なものも何点かは見られる。

H‐ 148は脚台部外面の上部に斜行刺突文,H-149は脚台部外面中程にくし描き波状文が施される。

後者の類例として,出雲山持川川岸遺跡出上のものが上げられる。またH-147は脚台上端の突出部

が鋭く出るもので,底径に対する脚台高の高さを見るとH-150よ りはずっと高く,筒部の径も小さ

い。これらH… 147～ 149の土器はH-150よ りもやや古い要素を持つと言えるかもしれない。

低脚杯 (H-175～ 195)

全形のわかるものはH-175。 178・ 183である。

H-175。 177～ 180は 口径の大きさ,不部の深さ等の違いはあるが, ごく一般的に見られるもので

ある。H-176は外部が深く口縁端部が外反するもの,H‐ 181・ 182は外面にかすかな稜を持つもの,

H‐ 182は 口径が小さく浅い外部のもの,H-183は 口径が小さく外部の深いものである。
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第66図 土師器実測図lD (1:4)

H‐ 184～ 195は脚部片である。H-184の ように大きく開くもの,H-189・ 191の ように小さく開 く

もの,H‐ 193の ように直立気味となるものなどさまざまある。H-194・ 195は芥底部が薄く作られ

ている。

これらの低脚芥の器面調整は大半のものが外部内外面にハケロと
ヘラミガキ,脚部内外面にヨコ

ナデを施すが,H-195の みは,脚部内面にヘラケズリを施され,異色のものとなっている。同様の
註 3

手法を用いるものは,夫敷遺跡第Ⅳ調査区下層の遺物中に見ることができる。

甑形土器 (H-196～ 199)

甑形土器については,近年の発掘成果である勝負遺跡SI-14の例もあり,「垂下 して使用する土

器」との考え方に従って実測を行った。

H■ 96・ 197は いずれも裾部径40clnを こえる大形品で,ゆ るやかに開 く裾部付近の破片である。

外面にはハケロとナデ,内面にはヘラケズリ,端部にはヨコナデを施 している。H‐ 198も 同様のも

のであろうか。H-199は ,縦に付 く把手で,差 し込んで付けられる。

(2)古墳時代中期～奈良時代の上器 (第66～70図 H-200～274)

重,甕,高芥,芥,甑,竃等の器種がある。壷と甕の区別は難しい。

退化した複合口縁をもつ童・甕 (H-200～ 207)

複合口縁部は短 く外傾し,突出部はだれて下がくらみするものも見られる。従来の,いわゆる大

東式にあたるもので,大角山遺跡・夫敷遺跡第Ⅳ調査区中層などで見られるものである。
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第67図 上師器実測図10 (1:4)
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第69図 土師器実測図10 (1:4)

H-207は胴部に荒いくし状工具を使用 した波状文が施されるもので, 口縁部は失われている。外

面はナデ,内面はヘラケズリを施すが,そのヘラケズリは非常に凹凸の激 しいものである。ヘラケ

ズリの荒さ,器壁の厚み,肩の張 り具合等から見ると大東式併行あたりのものではないかと思われ

る。

H-260
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第70図 土師器実測図10 (1:4)

単純口縁をもつ壺・甕 (H-208～ 248)

口縁部の形状から4種に分類した。

I類 (H-208～ 212・ 223)は「 く」の字状に屈曲する口頸部をもち,胴部が張り出すものである。

口縁外面にかすかな稜を持つものと持たないものがある。

■類 (H-213～ 217・ 219・ 224)は 口縁部が外傾して伸びるもので,外面に不明瞭な稜線を持つ

ものが多い。内面ヘラケズリは屈曲部よりも下がった位置から行われる。

Ⅲ類 (H-218・ 220・ 221・ 225)は 口頸部が外反して伸び,端部近くでさらに強く反るものであ

る。胴部は強く張り出している。

Ⅳ類 (H‐ 226・ 227・ 229～231・ 234～ 248)は 口頸部が緩 く外反し,胴部の張り出しが日縁以上

にならないもの又はやや張り出す程度に止まるものである。屈曲部内面からヘラケズリされ,明瞭

な稜線をもつ。

I～ Ⅳの分類に入らないものにH‐ 232・ 233が ある。短顕の三形とでもいうべきもので,なで肩 ,

胴張りの形状を呈す。

H-272
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I～Ⅲ類は大角山遺跡・夫敷遺跡中層～上層等で見られるものであり,古墳時代中期頃の上器と

考えられる。Ⅳ類は古墳時代後期以降のものであるう。

高不 (H‐ 249～ 266)

H-249は芥底部が内湾 し, 口縁部との境から外反するため,外面に稜を持つものである。内部に

は肥厚 した粘土が充填されるが,刺突痕は見られない。

H-250・ 252は ,外部がゆるやかに内湾 しつつそのまま口縁端部に至るものである。H-250は底

外面の形状からすると,低脚界の可能性もあるが器壁の厚さから高芥と考えた。

H‐ 251は底体部界に段をもつものである。

H-253～ 255は脚部である。内部に刺突痕をもつ肥厚 した粘土を充填するもので,そ の痕跡が見

えないものであっても,充填するであろうと考えられるものを含めた。内面には絞 り目が見られ,

H‐ 249～ 252の ような外部をもつものに組み合 うと考えられる。H-254の筒部下端には円孔が穿た

れている。

H-256は平たい底から内湾 して立ち上がる外部をもち,円筒状の脚筒部が付 くものである。筒部

内面にはヘラケズリが施される。

H-257～ 259は碗形の外部をもつもので,外部と脚部を別に作 り接合部外面を粘土で補強 してい

る。外部は摩滅が進んでいるが,脚部外面にはわずかにヘラミガキが残 り,内面には絞 り目が見ら

れる。H‐ 260～ 262も 同様のものであろうか。

H-263は細い筒部から連続的に大きく開く脚部で脚高は低い。

H-264は筒部下端に円孔をもつもの,H-265は 裾部が水平に開 くもの,H‐ 266は 太い筒部からゆ

るやかに開くものである。

不 (H… 267～ 269)

H-267は半球状の外で,外面には手持ちのヘラケズリとナデが,内面には多方向のナデが施され

る。H-268は H‐ 267よ りも偏平な形をしており,やはり外面に手持ちのヘラケズリが見られる。こ

れらの不の類例は夫敷遺跡中層出土遺物中に多くみられる。

H‐ 269tよ平たい底部と外反する口縁部をもつ外で,内面には赤色顔料が塗られている。

甑 (H… 270～ 273)

H-270は甑の回縁部と考えられるもので,やや内傾する。端部は平坦に作られ,外面に沈線状の

へこみをもつ。口縁部内外面にヨコナデ,胴部内面にヘラケズリを施す。
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H-271は胴部に牛角状の把手を,差 し込んでつけられるものである。外面には荒いハケロ,内面

にはヘラケズリを施している。

H-272・ 273は甑底部の小破片と見られ,端部近 くに円孔がみられる。同様の例は,薦沢A遺跡
註 8

の遺物中に多く見られ,古墳時代後期頃のものと考えられる。

竃 (H-274)

H‐ 274は移動式の竃の底部から胴部にかけての破片と見られる。端部は厚 く作られ,ヘ ラで面取

りされている。外面はハケロ,内面はヘラケズリが施される。

註1 山本清 「山陰の上師器」『山陰古墳文化の研究』 1971年
註2『島根県埋蔵文化財発掘調査報告 第Ⅶ集』 島根県教育委員会 1981年
註3『国道9号線バイバス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ (夫敷遺跡)』 島根県教育委員会
19894F

註4『一般国道9号松江道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅸ』 島根県教育委員会 1990年
註5 谷若倫郎 「山陰系「コシキ形土器」の垂下使用法」『愛媛考古学 第9号』 1986年
註6『大角山遺跡発掘調査報告書』 島根県教育委員会 1988年
註 7 註 3に同じ
註 8『薦沢A遺跡・薦沢B遺跡・別所遺跡』 松江市教育委員会 1988年
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土 師 器 観 察 表

器

種
図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
法  量
(al)

形態 。文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備 考

壷
第55図
Hl 表採

複合口縁
頸部～肩部にハケロ原
体による羽状文 ,ヘ ラ
による沈線文

頸部～肩部外面 :ヨ コ
ハケ
頸部～肩部内面 :ヘ ラ
ケズリ

胎土:lHD未満の砂粒を合む
焼成:良好
色調:灰福色

士笠
第55図
H-2 N2El 福色

砂礫層
口径 144 複合 口縁 ヨコナデ

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :明灰褐色

壷
第55図
H3 NEl 随艇

口径 126 腹合口縁
口縁部外面 :ヨ コナテ
胴部外面 :ハ ケロ
胴部内面 :ヘ ラケズ リ

胎土:密
焼成:良好
色調:灰褐色

壷
第55図
H-4 NI認 暗青灰色

砂質土 届はあまり張らなヽ
胴部外面 :ハケロ(タ テ)
胴部内面 :ヘ ラケズリ

土
成
調

胎
焼
色

lml大の砂粒を多く合む
良好
明灰禍色

一笠
第55図
H-5 40 Ml

赤褐色
砂質土

口径 292
複合日縁
頸部にハケロ原体によ
る羽状文,沈線文

口縁部内外面:ヨ コナデ
頸部外面:ハケロ(タ テ)
後施文
頸部内面:ナデ

土
成
調

胎
焼
色

lIIm未満の砂粒 を含む
良好
灰 白色

赤砂

一望
第55図
H6 咄

暗灰色
砂質土

口径 248
複合日縁
頸部にハケロ原体によ
る斜行文

ヨコナデ
胎土:lmm未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

暗砂

芝
第55図
H7 S2E0 灰褐色

砂礫層
口径 232 複合口縁 口縁部 :ヨ ヨナデ

胎土:白色小砂粒を含も
焼成:良好
色調:灰禍色

河道4

壷
第55図
H‐ 8

N2E3
色
土
禍
質
赤
砂 口径 303 複合 口縁 ヨヨナデ

生
成
調

胎
焼
色

密
良好
明灰褐色

壷
第55図
H9 Sロ 暗灰色

砂礫層
口径 194 複合口縁 ヨヨナデ

色
好
灰

密
良
明

生
成
調

胎
焼
色

豆
第55図
H‐ 10

N5Eユ 暗灰色
砂質土

口径 174 複合 口縁 ヨヨナデ
生
成
調

胎
焼
色

白色小砂粒を多く含む
良好
明灰禍色

河道3

豆
第55図
H‐ 11
40 NIEl 暗灰色

砂質土
胴部外面 :ハ ケロ
胴部内面 :ヘ ラケズ リ

胎土 :lnd大 の砂粒 を含過
焼成 :良好
色調 :灰色

第55図
H‐ 12
40 I区
トレンチ内

青灰色
砂礫層

複合 口縁の下端から頸
部 にかけての破片

ナ デ

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :明灰色

重
第55図
H‐ 13

N2E2 純蜂
口径

複合口縁。非常に大き
く開く

ヨコナデ
胎土 :4ヽ砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:淡褐色

小
形
丸
底
壼

第56図
H14 I区 青灰色

砂質土
口径 9て

複合口縁
ハケロ原体による斜行
文

口縁部 :ヨ コナデ
胴部外面 :磨滅
胴部内面 :ヘ ラケズリ

壷
第56図
H15 IJEl 褐色

砂質土

小形壷の胴部片
くし描 き沈線文 と波状
文

外面 :ハケロ
内面:指頭圧痕 ,ナテ

胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰色

一霊
第56図
H-16 S3F0 暗言灰色

砂礫層
小形豆の胴部

外面 :ハ ケロ
内面 :ヘ ラケズ リ

胎上:lm未満の砂粒を合む
焼成:良好
色調:褐色

河道4

/1ヽ

形
丸
底
壷

第56図
H‐ 17
40 N2El 褐色

砂礫層
口径 140
器高 94

半球状の体部に軽く外
傾する短い口縁がつく。
内面に厚くうるしが残
る

日縁部内外面 :ヨ ヨナ

体部内外面 :ハケロ

胎土:lmm前 後の自色砂粒を合
む
焼成:良好
色調:明灰褐色

小
形
丸
底
芝

第56図
H‐ 18

r岨 赤褐色
砂質土

口径  9(

口縁は外傾し,胴 はあ
まり張らない
頸部にヘラ状工具によ
る斜行文

口縁部 内外面 :ヨ コナ

胴部外面 :ナ デ
胴部内面 :ヘ ラケズ リ

胎土:白色小砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

小
形
丸
底
芝

第56図
H19 l13El 青灰色

砂礫層 球形 ,丸底
外面:ナデか
内面 :強いナデ

胎土:2mm未 満の砂粒を多く合
む
焼成:良好
色調:淡灰褐色

河道2
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器

種
図
号
挿
番

凶
版
番
号

出土地点 層 位
法  量
(cnl)

形態 。文様の特徴 手法の特徴 胎土・焼成・色調 備 考

直

口
壷

第56図
H20 ヲにと 口径 11 復合口縁 調整不明

土
　
成
調

胎
む
焼
色

lmm未満の砂粒 を多 く合

良好
灰褐色

芝
第56図
H-21

覗 1
‐ 7Nm

禍色
砂質土

口径 直口豆の口縁部か
面
　
面

外
デ
内

ハケロ後ヨコナ

ヨ コナ デ か

生
　
成
調

胎
む
焼
色

lEu未満の砂粒を多く合

良好
外 乳禍色,内 灰褐色

重
第56図
H22 N2al 暗灰色

粘質土
ずん胴で胴長の豆か

外面:ナデ
内面 :頸部以下ヘラケ
ズリ

生
　
成
調

胎
む
焼
色

lmm未満の砂粒を多く合

良好
乳灰白色

一霊
？
第56図
H23 りにと 口径 25 8

無頸に近い短顕の芝形
で,と ってがつくと思
われる

口縁部内外面 :ヨ コサ

胴部外面:ナデ
胴部内面:ヘ ラケズリ

胎土:1～3m大の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明反福色

注
目
土
器

第56図
H-24 トレンチ広

暗青灰色
砂礫層

口径 169
複合口縁。非常に薄手 ,

胴部に注目
肩～胴部にくし描き沈
線文3段と斜行刺突文

口縁部～頸部 :ヨ コナ

胴部外面:ハケロ
胴部内画:ヘ ラケズリ

胎土 :4ヽ砂粒を多く含む
焼成 :良好
色調 :灰 白色

注

目
第56図
H25 S2E0 暗灰色

砂礫層 外面:ヘ ラミガキ
胎土 :密
焼成:良好
色調:淡灰褐色

外面下半にスス
付着。河道4

注

目
士
器

第56図
H26 NOEl 随縦

胴部の破片
外面:調整不明
内面:ヘ ラケズリ

憲
上 :■ mm未満 の砂粒 を多 く含

焼成 :良

色
調 :外 黒灰褐 色 ,内 淡灰褐

養
第57図
H27 hlml 淡灰色

砂質土
口径 169

複合口縁部は外反し,
突出部の稜は鋭い。ナ
デ肩で薄づくりの体部

磨滅により調整不賜
懇落狸肇手
の砂粒を多く合

焼成 :やや不良
色調 :灰色

河道2

甕
第57図
H28 NIEl 褐色

砂質土
口径 複合口縁部は外反する 磨滅著

しいが一部ヨコ
ナデが残る

胎土:lmE未満の砂粒を多く含
む
焼成:やや軟
色調:灰禍色

甕
第57図
H29 42 S3m

暗青灰色
砂層

口径 157
複合口縁部は外傾して
伸びる
肩部にくし描き沈線文
と波状文

口縁部:ヨ ヨナデ
体部外面 :ハ ケロ後ナ
デ
外部内面:ヘ ラケズリ 色

好
褐

密
良
灰

生
成
調

胎
焼
色

河道4

甕
第57図
H30 NllB 黒灰色

砂質土
口径 16〔

複合日縁部は外反気味 ,
ナデ肩で薄づくり
肩部に斜行刺突文 (二
枚貝か)

日縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面:ハケロ後ナ
デ,施文
体部内面:ヘ ラケズリ

生
成
調

胎
焼
色

lnE前後の砂粒を合む
良好
淡褐色

外面にスス付着

養
第57図
H-31 S3Wl 暗青灰色

砂礫層
口径
悟倉FF理鶏暫留盈ち'お″

部

用製長さF協魏募鶏発議鳥齢行
ね

”
叫
力

部
内

へ

縁
部
な

日
一肩
い

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :やや暗灰色

体部外面に炭化
物付着。河道4

甕
第57図
H32 S2D 暗青灰色

砂礫層
口径 16C

複合 口緑部は外反す る。
体部 は薄づ くり
肩部 に沈線文 と斜行刺
突文 (貝殻 腹 緑 に よ る
か )

口縁部:強いヨコナデ
体部外面:ハケロ後ナデ
体部内面 :て いねいな
ヘラケズリ

胎土:密
焼成:良好
色調坂 褐色

河道4

甕
第57図
H-33 42 S3E0

色
層
褐
礫
赤
砂 口径

複合口縁部は外反し,
シャープなつくり
肩部にくし描き沈線文
と波状文

日縁部:強いヨコナデ
肩部以下内面 :て いね
いなヘラケズリ

胎土 :密

焼威 :良好
色調 :灰褐色

河道 4

養
第57図
H-34 42

I区
トレンチ内

暗青灰色
砂礫層

口径
複合口縁部は外反し,
シャープなつくり
肩部にくし描き沈線文

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面:ハ ケロとナ
デ
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土:lms前後の砂粒を多く合
む
焼成:良好
色調:淡禍色

外面にスス付着

奏
第57図
H35 N2El 暗青灰色

砂質土
日径

複合口縁部は外反し,
シャープなつくり

内外面 :ヨ ヨナデ
肩部内面:ヘ ラケズリ

の
ス質
　
醜

ル　
餅
販

鮭
む賊銅

微砂粒を合

箸面
に炭化物付

誕
第57図
H‐ 36

S2El 暗青灰色
砂層

日径
霙倉爆識 !さ

外反し,

肩部にくし描き沈線文
と波状文

口縁部 :ヨ コナデ
肩部以下内面 :ヘ ラケ
ズリ

胎土:lmm前後の砂粒を多く合
む
焼成 :良好
色調:淡褐色

河道4

莞
第57図
H‐ 37

N2E0
N2El

暗赤福色
砂層

日径 13 4
複 合 日縁部 tよ外反 し ,
ナデ肩で薄づ くり
肩部に くし描 き波状文

日縁部 :ヨ コナデ
体部外面:ハケロ
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰福色

外面にスス付着。
河道2

菱
第57図
H-38 Na■ l 暗青灰色

砂礫層
日径 166 複合

口縁部は外反し,
シャープなつくり

ヨヨナデ
胎土:密
焼成:良好
色調:灰禍色

外面にスス付着

甕
第57図
H-39 トレンチ内

暗灰色
砂層

口径 160 複合
日縁部は長く外反

する。突出部は鋭い
ヨヨナデ

色
密餅廟

生
成
調

胎
焼
色
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器

種

図

号

挿

番

図
版
番
号

出土地点 層 位
法 量
(cI)

形態 。文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 土 。焼 成・ 色 調 備   考

甍
第57図
H-40 S2E0 PRL青灰色

砂礫層
口径 171 複合口縁部は長く外反

する。突出部は鋭い
ヨコナデ

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :灰褐色

外面にスス付着。
河道4

甕
第57図
H‐ 41
42 トレツチ広

暗灰色
砂質土

日径 14( 複合
口縁部は長く外反
し,突出部の稜は鋭い

ヨコナデ
色
好
灰

密
良
暗

生
成
調

胎
焼
色

甕
第57図
H‐ 42

r醒1 福色
砂礫層

口径 153 複合
口縁部は外反し,

シャープなつくり

日縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面:ハ ケロ
体部内面 :ヘ ラケズリ 色灰

好
褐

密
良
明

生
成
調

胎
焼
色

外面 にスス付着

甕
第57図
H-43

S2El 暗医褐色
砂層

口径 189

複

シ
肩
と
く

口縁部 :ヨ コナデ

胴部外面 :ハ ケロ
胴部 内面 :ヘ ラケズ リ

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :灰褐色

河道4

養
第57図
H-44 S3F0 弊 口径 196

奪拿轟轟ご

`写

汗憂 李

肩部 にハケ ロ原体 に よ
る波状文

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面:ハケロ
体部内面:ヘ ラケズリ

胎±■IHm未満の白色砂粒を多
く含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道4

甕
第57図
H-45

翌 S2EXl
暗青灰色
砂礫層

日径 179
複合口縁部は外反し,
シャープなつくり
ハケロ原体による波状
文,沈線文

胎土:1～3mm大 の砂粒を少し
含む
焼成:良好
色調:暗灰禍色

河道4

憂
第57図
H‐ 46

S2El
灰禍色
砂礫層

口径
複合口縁部は外反し,
シャープなつくり
肩部にくし描き波状文

口縁部内外面:ヨ コナデ
体部外面:ハケロ
体部内面 :て いねいな
ヘラケズリ

胎土 :微砂粒 を含む
焼成 :良好
色調 :灰褐色

外面にスス付着。
河道4

莞
第58図
H-47 団ヽ 雑”青灰色鰈

口径 178 署拿足町籍§隷長屎
鍮舜詈:ヲ i≡ミ後ナ
デ施文
体部内面 :ヘ ラケズリ

多を粒砂小の質ス
　
　
色

”む棘椒

土
含
成
調

胎
く
焼
色

口縁部外面に炭
化物付着。河道2

甕
第58図
H-48 NSEl 暗灰色

粘質土
日径

複合口縁部は長く外反
し,ナデ肩で薄づくり

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面:ハケロ
体部内面 :ヘ ラケズリ

胎土:白色小砂粒を少量含む
焼成:良好
色調:明灰茶色

河道3

奏
第58図
H-49 4 1阻

褐色
砂礫層

口径 144
複合口縁部は外反し,

著覇厄で奪霧ま捜状文 ズ

デ

　
ケ

ナ
デ

ラ

ヨ
ナ

ヘ

拒
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
体
体

土
成
調

胎
焼
色

白色微砂粒を含む
良好
明灰褐色

憂
第58図
H-50 llEl 禍色

砂質土
口径 16〔 複合日縁部は外反気味 口縁部:強いヨヨナデ

胎土:密
焼成 :良好
色調 :明灰色

養
第58図
H-51 NIECl 褐色

砂質土
口径 151 複合口縁部は長く外傾 日縁部 :ヨ コナデ

胎土:lDII前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡禍色

襲
第58図
H-52 N4E2 青灰色

砂礫層
口径
資泉刃著睦軽奮鑽
脅部にくし描き波状文
と沈線文

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面:ナデ
体部内面 :ヘ ラケズリ

河道2

莞
第58図
H‐ 53
43 N2E2 純囃

日径 複合 口縁部は外反

口縁部 :ヨ ヨナデ

体部外面 :ハ ケロ
体部内面 :ヘ ラケズ リ

胎土:ガ ラス質の小砂粒を含
む
焼成:良好
色調 :暗福色

外面の一部にス
ス付着

甕
第58図
H54 捌

晴青灰色
砂層

日径 複合口縁部は外反

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面 :ハ ケロとナ
デ
体部内面:ヘ ラケズリ

胎±41m未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道4

琵
第58図
■-55

聰
暗灰色
粘質土

日径 164 複合口縁部は外反 ,体
部は薄づくり

明
ズ

デ
不
ケ

ナ
整

ラ

コ
調

ヘ

掏
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
体
体

胎±■mm以下の白色小砂粒を
多く含む
焼成 :良好
色調:明灰禍色

甕
第58図
H-56 S3Wl 暗青灰色

砂礫層
日径 190

反
貝

申弾弾
合
部
ｊ
，

複
肩

か

口縁部 :ヨ コナデ
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土:白色微砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :灰禍色

河道4

養
第58図
H-57 S3D 暗青灰色

砂礫層
口径

複合日縁部は外反 ,や
や厚手

日縁部 :ヨ コナデ

体部外面 :ハ ケロ
体部内面 :ヘ ラケズ リ

土
　
成
調

胎
む
焼
色

lm未満の砂粒を多く含

良
乳灰色～淡禍色

河道4

莞
第58図
H-58 剛

暗青灰色
砂層

口径

複 合 口縁 部 は外 反 ,薄

ブう狼工具による沈線
文 と斜行刺突文

錨 轟 雰
心 と したていねいなへ
ラケズ リ

胎土:白色小砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰禍色

外面にスス付着。
河道4

霊
第58図
H-59 岬

褐色
砂質土

口径 18C 複合
口縁部は外反 ,突

出部は鋭い
ヨコナデ

色
好
褐

密
良
淡

生
成
調

胎
焼
色

外面にスス付着
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図
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番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量
ケ∞

法

ぐ 形態・文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎土・焼成 色 調 備 考

莞
第58図
H-60 団ヽ

淡灰色
砂質土

口径 186 複合日縁部は外反 ,突
出部は鋭い

口縁部 :ヨ コナデ
胎土:白色微砂粒を多く含む
焼成 :良好
色調:淡灰禍色

河道2

甕
第58図
H‐ 61

NIEl 暗灰色
砂質土

口径 14〔
複合 口縁部は外反気味
肩部にヘラによる糾行
文

口縁部 :ヨ コナデ
胎土 :白 色微砂粒
焼成:良好
色調:灰褐色

外面に炭化物付
着

養
第58図
H‐ 62

ITEl 褐色
砂質土

日径 157 複合口縁部は長く外反し,突出部 tよ鋭い
ヨヨナデ

胎± ■nm以下の砂粒を多 く合
む
焼成 :良

色調 :褐色～淡福色

甕
第58図
H‐ 63

NEl 禍色
砂質土

口径 18を 複合口縁部は長く外反 ヨコナデ
胎土 :密

焼成 :良

色調 :灰禍色

甕
第58図
H64 岨 1

禍色
砂質土

日径 14

弾坤中
鰤雑期

口縁部 :ヨ ヨナデ

多を粒砂小の質ス
　
　
色

”む‥良好卿

土
合
成
調

胎
く
焼
色

外面にスス付着

甕
第58図
H‐蒟

口径 16( 複合
口縁部は長く外反
し,突出部は鋭い

口縁部 :ヨ ヨナデ

胎土 :ガ ラス質の小砂粒を含
む
焼成:良好
色調:淡禍色

外面にスス付着

甕
第58図
H‐ 66

褐色
砂礫層

口径 154 複合 口縁部は外反

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面 :ハ ケロ後ナ
デ
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土:lmD前後の砂粒を多く含
む
焼成:良
色調:灰禍色

壽
第58図
H‐ 67

NIEl 純囃
日径

複合口縁部は外反気味
肩部にくし描き沈線文

口縁部 :ヨ コナデ

体部外面 :ヨ ヨナデ
体部内面 :ヘ ラケズ リ

土
成
調

胎
焼
色

白色小砂粒 を含む
良好
明白茶色

養
第58図
H68 〔)2属スア〕 暗青灰色

砂礫層
口径 154 複合 口縁部は外反

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面 :ハケロ
体部内面 :ヘ ラケズリ

胎土:白色小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰褐色

外面に炭化物付
着。河道4

琵
第58図
H‐ 69

褐色
砂礫層

口径 154 複合口縁部は外反 ヨヨナデ

胎土:lmII未満の砂粒を多く合
む
焼成:良好
色調:淡褐色

外面にスス付着

養
第58図
H‐ 70

嗣
暗灰褐色
砂層

口径 複合口縁部はやや外反

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面 :ハ ケロとナ
デ
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :灰福色

河道4

甕
第58図
H=71 blml 淡灰色

砂質土
口径 複合口縁部はやや外反

口縁 部 :強 い ヨコナデ
体 部 外面 :ヨ コ方 向 の
ハケ ロ
体 部 内面 :て い ね い な

胎土:1～ 2面大のガラス質の
砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰禍色

外面にスス付着。
河道2

底
部
第58図
H‐ 72

I区
トレンチ内

色
層
灰
礫
青
砂

底径
3 7-4 0 小 さな平底

外面:ハ ケロ
内面:ヘ ラケズリ,指頭
圧痕

胎土:密 ,微砂粒を合む
焼成:良好
色調:褐色～黒禍色

外面にスス付着。
河道2

底
部
第58図
H‐ 73

N2El 純囃
平底気味の小さな九底

デナ
リ
と
ズ
ロ
ケ
ケ
ラ
ハ
ヘ

画
面
外
内

胎土:lmI前後の砂粒を多く合
む
焼成:良好
色調:灰禍色

底
部
第58図
H‐ 74

卜毛431 褐色
砂礫層

平底気味の丸底
外面:ハケロとナデ
内面 :ヘ ラケズリと指
頭圧痕

胎土 :lmm大 の砂粒を多く合も
焼成:良好
色調 :淡黄褐色

底
部
第58図
H75 NllEユ 純囃

底径 128 大きな平底 ,薄づくり
いアナ

リ

と
ズ
ロ

ケ

ケ

ラ
ハ
ヘ

画
面
外
内

胎土 :小砂粒 を合む
焼成 :良好
色調 :「Ht灰褐色

底

部
第58図
H―路

S2EXJ 暗青灰色
砂層

平底気味の丸底
外面:ナデ
内面:ヘ ラケズリ

生
成
調

胎
焼
色

lEm大の砂粒を多く合む
良好
淡灰褐色

河道4

甕
第59図
H77 トレンチ応

暗青灰色
砂礫層

日径
複合口縁部は外反 ,端
部は面をなす

口縁部 :ヨ コナデ

体部外面 :ハ ケロ
体部内面 :ヘ ラケズ リ

胎土 :密 ,l wI未満の白色砂粒
を含む
焼成:良好
色調:淡褐色

外面にスス付着

甕
第59図
H78 N2El 暗灰色

粘質土
口径

複合口縁部は外反気味 ,
端部でわずかに面をな
す

日縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面 :ハ ケロと,
デ
体部内面:ヘ ラケズリ

土
成
調

胎
焼
色

lmm大の砂粒を多く含む
良好
明灰茶色

甕
第59図
H79 盟 1

色
層
禍
砂

口径 190
複合口縁部は外反 して

伸 び ,端部 でわずか に

面 をなす
肩部 くし描 き波状文

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面 :ハケロ後ナ
デ,施文
体部内面:ヘ ラケズリ

胎上 :密

焼成 :良好
色調 :明灰色
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器

種

図

号

挿

番

図
版
番
号

出土地点 層 位
法  量
(cn)

形態 。文様の特徴 手法の特徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備    考

養
第59図
H-80 トレンチ内

暗灰色
砂層

口径 18 2
複合口縁部は外反し,
端部で面をなす

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面 :ハケロ後ナ
デ
疼部内面 :ヘ ラケズリ

胎土 :ガ ラス質の小砂粒を多
く合む
焼成:良好
色調:明灰禍色

外面に炭化物付
着

憂 期Ｈ・８．
lt3El

赤褐色
～青灰色
砂礫層

口径 185 複合日縁部は外傾し,
端部で外反

ヨコナデ

胎上:lml未満の秒粒を多く含
む
焼成:良好
色調:灰禍色～膳灰色

河道2

養
第59図
H-82 NO1 1 稚囃

日径 175 複合口縁部は外反し,

突出部の稜は鋭い
口縁部:強いヨコナデ
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土 :4ヽ砂粒を少畳含む
焼成 :良好
色調:淡褐色

養
第59図
H‐ 83

トレンチ内
色
土
灰
質
暗
粘

日径 160
複合口縁部は外反して
伸び,端部で平坦面を
なす
肩部くし描き沈線文

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面:ハケロ後ナ
デ,施文
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土:白色小砂粒を多く合む
焼成 :良好
色調:明灰白色

養
第59図
H-84 Nal 淡灰色

砂質土
口径 16 2

複合口縁部は外反し,
端部は平坦
肩部くし描き沈線文

日縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面:ハケロ(ヨ コ),
施文
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土 :ガ ラス質の小砂粒を合
む
焼成:良好
色調:暗茶褐色

河道2

甕
第59図
H-85 3JE2 禍色

砂礫層
口径

複合口縁部は外反気味 ,

端部で面をなす
肩部に斜行刺突文 (ヘ
ラ?)

ズ

デ

ロ

ケ

ナ
ケ

ラ

コ

ハ

ヘ

瀬
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
体
体

胎土:白色微砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰禍色

甕
第59図
H‐ 86 中央ベルト

ヽ
色
層

色
灰
礫

禍
青
砂

口径
複合口縁部は外反し,
突出部は鋭い
肩部くし描き沈線文

口縁部 :強 ヽヽヨコナデ
体部外面:ハケロ後施
文
体部内面:ヘ ラケズリ

胎±4mm未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰褐色

河道2

甕
第59図
H‐ 87

捌
暗青灰色
砂礫層

口径 2
複合口縁部は外反し,
端部で面をなす
肩部くし描き沈線文

口縁部:ヨ ヨナデ
体部外面 :ハケロとナ
デ,施文
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土:lmI大の自色砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗福色

河道4

藁
第59図
H88 トレンチ内

色
層敵撼
口径

て
を

中，端部で平坦面
合
び
す

複
伸
な

・一
犀
卿

ナ
デ

ラ

コ
ナ

ヘ

掏
面‥
面…

部
外
内

縁
部
部

口
体
体

胎土 :ガ ラス質の微砂粒を多
く含む
焼成:良好
色調:明灰福色

外面の一部にス
ス付着

甕
第59図
H89

I区
トレンチ内

暗青灰色
砂質土

口径 1
複合日縁部は外反 ,端
部で面をなす ズ

デ

ロ

ケ

ナ
ケ

ラ

コ

ハ

ヘ

掏
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
体
体

胎土:密
焼成:良好
色調:灰色

翼
第59図
H-90 44 ト

レンチ内 暗青
灰色
砂礫層

日径
複合口縁部は外反して
伸び,端部で面をなす
肩部くし描き波状文

口縁部:ヨ コナデ
体部外面 :ハ ケロとナ
デ
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土:密 ,2nd大 の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰禍色

外面にスス付着

襲
第59図
H-91 岨

赤禍色
砂質土

口径
複合口縁部は外傾 ,端
部で平坦面をなす

併

　

剰

デ

ロ

　
ケ

ナ
ケ

　

ラ

コ
　
ハ
　
　
　
ヘ

掏
面‥
＞
面‥

部
外
ヨ
内

縁
部
ヨ
部

日
疼

↓
体

胎土:ガ ラス質の小砂粒を多
く含む
焼成 :良好
色調 :灰白色

莞 期Ｈ・９２
I区
トレンチ内

青灰色
砂礫層

口径 15 7
複合口縁部は外反と
端部で平坦面をなす

テ
リ
タ
ズ

デ
臥
ケ
コナ
アヽケ一）口縁部‥ョ鰤̈

胎土:小秒粒を含む
焼成:良好
色調:褐色～暗禍色

外面にスス付着

養
第59図
H-93 S2E0 暗青灰色

砂礫層
口径 167

合
部
部
籠

複
端
肩
カ

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面 :ハ ケロとナ
デ
体部内面 :ヘ ラケズリ

胎±■m未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:外 黒禍色,内 茶褐色

河道4

奏
第59図
H-94 噛

暗仄褐色
砂層

口径
複合口縁部は外反し,
端部で平坦面をなす

ヨヨナデ
胎±4m前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰禍色

養
第59図
H‐ 95

I区
トレンチ内

青灰色
砂質土

口径
複合口縁部tよ外反気味
に伸び,端部で面をな
す

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面 :タ テハケ
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土:lmm未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調:灰福色

外面に庚化物付
着

甕
第59図
H-96 NIEl 純囃

口径

複合口縁部は外反気味 ,
端部で平坦面
肩部くし描き沈線文

い一
厘
卿

ナ
デ

ラ

コ
ナ

ヘ

掏
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
体
〔

胎土 :ガ ラス質の小砂粒を含
む
焼成:良好
色調:灰褐色

外面に炭化物少
量付着

甕
第59図
H-97 44 llml

淡灰色
砂質土

日径 164 複合口縁部は外傾 ,端
部でわずかに面を持つ

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面 :ナデ
体部内面 :ヘ ラケズリ

胎土:自色微砂粒を合む
焼成:良好
色調:明灰福色

河道2

奏
第59図
H-98 覗 1 純麟

日径 17
複合口縁部は外反 ,端
部で平坦面をなす。ナ
デ肩で薄づくり

日縁部:ヨ コナデ
体部外面:ハケロ(ヨ コ)
体部内面:ヘ ラケズリ

胎上:ガ ラス質の小砂粒を含
む
焼成:良好
色調:灰褐色

養
第59図
H-99 44

I区
トレンチ内

排土 口径 30を 複合
口縁部は外傾 ,端

部は平坦
ヨコナデ

胎土:lmm大の自色粒を含む
焼成:良好
色調:淡責灰色
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種

図

号

挿

番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量
＞ｍ

法

く 形態・文様の特徴 手法の特徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備    考

甕
第59図
H‐ 100

N2E2 純囃
口径 270 複合

口縁部はやや外反 ,

端部で平坦面
ヨヨナデ

胎±■mm大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:灰褐色

養
第59図
H‐ 101

トレンチ内
青灰色
砂礫層

口径 294
複合口縁部は外反して
伸び,端部で少し面を
なす

デ
ズ

デ

ナ

ケ

ナ

コ
ラ

コ
ヨ
　
ヘ

掏
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
体
休

胎土 :lmn未 満の砂粒 を含む
焼成 :良好
色調 :灰色

甕
第60図
H102 blEl 灰色

粘質土
口径

複合口縁部は短く外反
し,端部で面をなす

ヨヨナデ,ヘ ラケズリ
胎土:徴砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰褐色

養
第60図
H103 釧 Vl 暗青灰色

砂礫層
日径 155

て
ら頼
僚

帥

，
端部近

る

合
び
反

複
伸

に

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部内面 :ヘ ラケズ 切

胎土 :小砂粒 を多 く含む
焼成 :良

色調 :褐色～暗褐色

外面にスス付着。
河道4

琵
第60図
H104 S働 灰褐色

砂礫層
口径 154

複合口縁部は外反気味 ,

端部で平坦面 ,突 出部
は鈍い

ナとガケヽロ
掏
面
部
外
縁
部
口
薇
辟デ
体部内面 :ヘ ラケズ リ

生
　
成
調

胎
む
焼
色

lnm前後の砂粒 を多 く含

良
淡禍色

甕
第60図
H105 NIЫ 灰色

粕質土
日径 134

複合口縁部は外反 ,端
部で平坦面 ,突 出部は
強く出るが丸い
肩部にくし描き波状文

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面 :ハ ケロ後ナ
デ
体部内面:ヘ ラケズリ

生
　
成
調

胎
む
焼
色

1画大の自色粒を多く含

良好
灰褐色

甕
第60図
H106 トレツチ内

暗灰色
砂質土

口径 13
複合口縁部は外反 ,端
部で平坦面 ズ

デ

　

ケ

ナ
デ

ラ

コ
ナ

ヘ

掏
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
体
体

土
　
成
調

胎
む
焼
色

lDIII以下の白色砂粒を含

良好
灰白色

甕
第60図
H-107

口径 154 繁二鋼郎
下 が く らみ
肩 部 く し描 き沈 線 文

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面 :ハ ケロとナ
デ,施文
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土 :徴砂粒を多 く合 L・
焼成 :良好
色調 :明灰 白色

奏
第60図
H108 醒

禍色
砂礫層

口径

複合口縁部は短 く外反 ,

端部で平坦面 ,突 出部
の稜は鈍い

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面 :ハ ケロとナ
デ
体部内面:ヘ ラケズリ

土
成
調

胎
焼
色

密
良好
明灰褐色

甕
第60図
H109 Jl■中 口径 15 6

複合口縁部は外傾して
伸び,端部で平坦面を
なす

デ

ズ

デ

ナ
ケ

ナ

ヨ
ラ

コ
ヨ
　
ヘ

掏
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
体
体

胎土:l mn前後の砂粒を多く含
む
焼成:良
色調:灰禍色

甕
第60図
H l10

トレンチ内
暗青灰色
砂礫層

日径
複合口縁。端部は平坦
面

口縁部 :ヨ ヨナデ
胴部外面 :ハケロ
胴部内面 :ヘ ラケズ リ

胎土:lnm未満の砂粒を合過
焼成 :良好
色調:淡禍色

外面にスス付着 ,
内面に灰化物付
着

甕
第60図
H lll

44 I区
トレンチ内

日径 142
複合 口縁部 は外反 ,端
部で平坦面
肩部に くし描 き波状文

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面 :ヨ ヨナデ,施
文
体部内面:ヘ ラケズリ

胎±■mm未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調:灰禍色

外面にスス付着

甕
第60図
H l12 N2El 禍色

砂礫層
口径 130

複合口縁部 は短 く外傾 ,

端部で平坦面 ,突出部
は強 く出る ズ

デ

ロ

ケ

ナ
ケ

ラ

コ

ハ
ヘ

掏
面‥
面‥

部
外
内

縁
部
部

口
体
体

胎土:密
焼成 :良好
色調:明灰褐色

甕
第60図
H l13 31El 灰色

粘質土
口径 ■ 6

複 合 口縁部 は外反 ,端
部で平坦面 ,突 出部 は

下が くらみ
肩部に くし描 き波状文

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面 :ハ ケロとナ
デ
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土:白色微砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:明医褐色

琵
第60図
H l14 NllEl 禍色

砂質土
口径 13〔

複合口縁部は外傾 ,端
部は平坦
肩部にくし状工具によ
る斜行刺突文

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面:ハケロ(ヨ ヨ)
体部内面 :ヘ ラケズリ

胎土 :ガ ラス質の微砂粒を多
く含む
焼成:良好
色調 :隣褐色

甕
第60図
H l15

44 N3El
色
土
褐
質
赤
砂

口径 21 複合
日縁部 tよ外傾し,

端部で平坦面をなす
テ
リ
タ
ズ

デ
臥

ケ

コ ナ

ノ、ヶ

ヘ ラロ縁部‥ョ鰤̈
胎土:密 ,l mm未満の砂粒を多
く含む
焼成:良好
色調:淡黄灰色

河道2

奏
第60図
H l16 N2El 純麟

口径 12(
短々 暴3尋筆軍孝辛垣
面
肩 部 に ヘ ラ状 工 具 に よ
る斜 行 刺 突 文

４一
厘
卿

ナ
デ

ラ

コ
ナ

ヘ

「
面‥
藤

部
外
内

縁
部
部

口
体
体

胎土:密
焼成:良好
色調:明灰褐色

養
第60図
H l17 区朗

色
土
灰
質
暗
砂

口径 22C
複合口縁部は直立後外
反 ,端部は平坦面をな
し,内側に肥厚する

ヨヨナデ

胎±■mm未満の砂粒を多く合
む(金色の雲母多)
焼成:良好
色調:灰禍色

甕
第60図
H‐ 118

NIEl 暗灰色
粘質土

口径 226 宅麟 藷
部内面は肥厚

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面:ハケロ
体部内面 :ハ ケロ後ナ
デ

胎土 :ガ ラス質の微砂粒を含
む
焼成:良好
色調:暗黄禍色

甕
第60図
H-119 NOEl 褐色

砂質土
複合口縁部 tよ外傾 ,端
部は平坦面

日縁部 :ヨ コナデ
体部外面 :ハケロ(ヨ コ)
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土:白色小砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰禍色
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種

図

号

挿

番

図
版
番
号

出土地点 層 位
法  量
(cn)

形態。文様の特徴 手法の特徴 胎土・焼成・ 色調 備    考

整
第60図
H‐ 120

m 純囃
口径

複合口縁部はやや外反 ,

端部で平坦面をなす
肩部に直線文

日縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面:ハケとナデ,
施文
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土:lmm大の自色砂粒を多く
含む
焼成:良好
色調:灰茶色

甕
第60図
H121 m 口径 124

複合口縁部は直立気味
端部で平坦面をなす
突出部は丸味を帯び
胴部は球形

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面:ハケロ
外部内面 :て いねいな
横方向のヘラケズリ

胎土:白色小砂粒を少量合む
焼成:良好
色調:明灰禍色

河道 1

莞
第61図
H-122 45 S2Wl 雌麟

口径 38(
複合口縁部は直立気味 ,
端部は平坦
肩部に板目による羽状
の刺突文

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面:ハケロ
体部内面 :ヘ ラケズリ
後ヨヨハケ

胎土:lmu未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道 4

甕
第61図
H‐ 123

S2EXl
青灰色
砂層

日径 386
鶴拿居畢暫傷轟偶告掻縄矮:

憲望
卍装智た丁壱義宗隻と沈

口縁部 :ヨ ヨナデ
体 部 外 面 :ハ ケ ロ後 ナ

羅鵜 :ハケロ後ヘ

胎土:lm未満の砂粒 (金色の
雲母を含)を多く含む
焼成:良好
色調:灰禍色～禍色

河道4

甍
第61図
H124 晒

褐色
砂質土

頸部径
33 て肩

～胴部の破片
外面:ハケロとナデ
内面:ヘ ラケズリ

胎±■nd前後の砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調:灰禍色

芝
か
養

第61図
H125 Ъ S3Wl

暗青灰色
砂層

外面に斜行刺突文 ,く
し描き沈線文 ,山形文
等が交互に施される

内面 :ヘ ラケズ リ
胎土:小秒粒を合む
焼成:良好
色調:禍色

河道4

高
外
第62図
H126 46 hlE0

褐色
砂質土

日径

平坦気味の底部 ,外面
に段を持ち口縁部は外

屋
,脚筒部内面に刺突

外 部 外 面 :ハ ケ ロの上
か らヨヨナデ
内面 :ヘ ラ ミガキ
脚部外面 :ハ ケ ロ
内面 :ヘ ラケ ズ リ

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :淡褐色

高
不
第62図
H‐ 127

I区
トレンチ内

色
層
灰
礫
青
砂 口径

平坦気味の底部 ,口縁
端部外反

必底部外面と口縁部内
外面:ナデ
体部内外面 :ヘ ラミガ
キ

胎±■m程度の白色砂粒を少
量含む
焼成 :良好

高
杯
第62図
H‐ 128

I区
トレンチ内

青灰色
砂礫層

口径 248 口縁やや外反
内外面共磨減著しいが,
内面の一部にヘラミガ
キが残る

胎土 :4ヽ砂粒を多く含む
焼成:良
色調:乳灰色

高
邦
第62図
H‐ 129

聰 純囃
日径 247 大きく開く外部片 内外面 :ヘ ラミガキ

胎土:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色(内面は暗医偶色)

高
外
第62図
H-130 ふ囲

淡褐色
砂質土

口径
やや外反して大きく開
く外部

口緑端部近 くの内外面 :ヨ ヨ

篠離徒署:表3>4も後ヘラ

胎土 :1血未満 の 白色砂粒 を含
と
焼 成 :良好
色 調 〔外 淡黄灰 色 ,内 暗灰 黄
色

河道2

高
邦
第62図
H-131 剛

禍色
砂質土

口径 265 体部は丸味をもち,日縁端部近くで外反

内外面共磨滅著しいが,
内面の一部にヘラミガ
キ(ヨ コ)が残る

胎土:透明な徴砂粒を含む
焼成:良好
色調:禍色～暗禍色

高
芥
第62図
H132 剛 絶紳麟

日径 23,7
日縁端部外反気味に大
きく開く

内面の一部にヘラミガ
キが残る

胎土:密
焼成:良好
色調:明灰褐色

河道2

高
ネ
第62図
H‐ 133

NgEl 雄難囃
日径 236 口縁部外反気味

デナヨ
　

キ

ヨ
　

ガ

半

ケ

ラ

上

ハ

ヘ

面
半
面

外
下
内

胎上:微砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡庚褐色

河道2

高
ネ
第62図
H‐ 134

sgal 暗青灰色
砂礫層

口径 209 口縁部外反 磨滅して不明
胎土:密
焼成:良好
色調:晴灰色

河道4

高
芥
第62図
H-135

I区
トレンチ内 脚筒部内面に刺突痕

外面 :ハケロ
内面 :ヘ ラミガキ

胎±■DIn未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調坂 褐色

高
赤
第62図
H‐ 136

llIEl 純囃
脚筒部内面に刺突痕

外部外面:ハケロ
外部内面:ヘ ラミガキ

胎土:密
焼成:良好
色調:灰褐色

高
不
第62図
H137 46 NllEl 純囃

脚筒部内面に刺突痕 内外面共磨滅

胎土:lma未満の砂粒を多く合
む
焼成 :良好
色調:灰色

高
芥
第62図
H138 46

I区
トレンチ内

青灰色
砂礫層

脚筒部内面に刺突痕
外面 :ナデ
内面 :ヘ ラミガキ

胎土:密
焼成:良好
色調:外 灰褐色,内 黒灰褐色

高

邦
第62図
H-139 46 NgEl

赤褐色
～青灰色
砂礫層

丸味を帯びる外部 ,脚
筒部内面に刺突痕

外面 :ハケロ
胎土:lnI未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明灰色

河道2
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図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
法  量
(cH)

形態 。文様の特徴 手法の特徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備    考

高
芥
第62図
H‐ 140

I区
トレンチ内

青灰色
砂礫層

底径

円筒状の長い脚筒部か
ら大 きく開いて脚端部
に至 る

外面 :ハ ケロ
内面 :筒部ヘラケズ リ

以下ハケロ

胎±■II m未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調:灰禍色

高
必
第62図
H‐ 141

トレンチ広
暗青灰色
砂礫層

底径 128
長い円筒状の脚筒部よ
り脚端部にむかってゆ
るやかに大きく開く。
脚筒部内面に刺突痕

外面 :ヘ ラミガキ
内面 :ヘ ラケズリ

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :灰色

高
必
第62図
H-142 山

淡灰色
砂質土

ゆるやかに開く脚筒部 ,
内面に刺突痕

外面:ハケロ
内面:ヘ ラケズリ

胎土 :lom未 満の砂粒を含む

焼成 :良好
色調 :明灰色

河道2

高

不
第62図
H143 トレンチ内

言灰色
砂礫層

円筒状の脚部片 ,脚 内
面中央刺突痕

外面 :ハ ケロとナデ

内面 :ヘ ラケズ リ

胎±■mm未満の砂粒をわずか
に含む
焼成:良好
色調:淡禍色

高
芥
第62図
H‐ 144

NOE2
ゆるやかに広がる脚部
の破片

外面 :ヘ ラミガキ

内面 :上半 ヘラケズリ
下半 ハケロ

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :灰色

河道 1

高

必
第62図
H‐ 145

N2E2 褐色
砂礫層

底径 97 瑕尋襟紀撰寡習尭為察
部 に至 る

外面 :上半 ヘラミガキ ,
下半 ハケロ
内面 :上半 ヘラケズリ,
下半 ハケロ

胎土:llw大 の砂粒を考干含む
焼成:良好
色調:淡肌色

高
芥
第62図
H-146 トレンチ内

色
土
灰
質
暗
粘 底径 166

ロート状に大きく開く
脚部

外面 :ハ ケロ(タ テ)後
ていねいなナデ
内面:しばり痕

胎土:lmm未満の砂粒を多く合
む
焼成:良好
色調:灰色

鼓
形
器
台

第63図
H‐ 147

I区
トレンチ内

排 土 底径 17 5 筒部から脚台部の破片
外面 :ヨ コナデ
内面 :筒部以下ヘラケ
ズリ

胎±■～2面大の砂粒 (自色 ,

半透明)を多く合む
焼成:良好
色調:暗灰色

鼓
形
器
台

第63図
H‐ 148

48 トレンチ内
暗青灰色
砂礫層 底

径 185
筒部か ら脚台部の破片
脚台部上端に斜行刺突
文

外面 :ヨ コナデ
上台部内面 :ナ デ

脚台部 内函 :ヘ ラケズ

リ後ナデ

胎土:lnt未満の砂粒(白色,透
明)を含む
焼成:良好
色調:淡禍色

藪
形
器
台

第63図
H‐ 149

訊ハ′1
S3Vユ

暗青灰色
砂礫層

底径 172 脚台部外面
にくし構波

状文
外面 :ヨ コナデ
内面:ヘ ラケズリ

胎± ■mm未満の小砂粒 を多 く
含む

笹騎:是雹～暗福色
河道4

敦
形
器
台

第63図
H‐ 150

S3D 暗青灰色
砂礫層

径
高
径

口
器
底

ほぼ完形 ,器高低く筒
部は縮約のすすんだも
の

外面 :ヨ コナデ

内面 :上台部 ヘラミガ
キ (ヨ コ),筒部以下 ヘ

ラケズ リ

胎土:小砂粒を多く含む
焼成 :良好
色調:灰福色

河道4

鼓
形
器
台

第63図
H‐ 151

48
I区
トレンチ内

暗青灰色
砂礫層

口径 22笠 筒部か ら上台部の破片 内外面共磨滅
胎土 :lII I未満の砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :暗灰褐色

鼓
形
器
台

第63図
H-153 N2El 禍色

砂礫層
口径 20C 上台部の破片 外面 :ヨ コナデ

内面:ヘ ラミガキ

生
成
調

胎
焼
色
色

白色微砂粒を含む

界亀 灰禍色,内 淡灰禍

鼓
形
器
台

第63図
H154 剛 1

赤禍色
～青灰色
砂礫層

日径 172 上台部の破片 ヨヨナデ.ナ デ

胎±■DI大の砂粒 (白色,透明)
を多く含む
焼成:良好
色調:淡禍色～肌色

河道2

鼓
形
器
台

第63図
H155 S団

色
層
灰
礫
暗
砂

口径 245 上台部の破片 内外面共磨滅

胎土:微砂粒(白色 ,透明)を多
く含む
焼成:良
色調 :灰禍色

鼓
形
器
台

第63図
H-156

N2E2 暗灰色
粘質土

筒部から上台部 が
る
る
残
い
が一難一

面
面
部

外
内

一

胎土:白色徴砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰色

鼓
形
器
台

第63図
H-157 Ml 純麟

口径 20遷 筒部から上台部の破片
外面 :ヨ コナデ
内面:磨滅

胎±■mfn未満の砂粒(白色,透
明)を多く含む
焼成:良好
色調:淡禍色

藪
形
器
台

第63図
H158 N2El 暗青灰色

砂質土
筒部か ら上台部の破片

デナ
か
ヨ
いア

ヨ
ナ

面
面

外

内

胎土:徴小な白色粒
焼成 :良好
色調:灰白色

河道2

鼓
形
器
台

第63図
H‐ 159

NI拗 筒部から上台部の破片

胎±4nal未満の砂粒(白色,透
明)を多く含む
焼成:良
色調:淡灰福色

河道2

藪
形
器
台

第63図
H‐ 160

ru 暗青灰色
砂礫層

筒部から脚台部の破片
デ
ズ
ナ

ケ
ヨ
　
ヘ

画
面
外
内

胎±■mm前後の白色粒を多く
合む
焼成:良好
色調:淡褐色～禍色
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器

種
図
号
挿
番

凶
版
番
号

出土地点 層 位
法  量
(cln)

形態・文様の特徴 手法の特徴 胎土 。焼成 '色 調 備   考

鼓
形
器
台

第63図
H‐ 161

48 醐

暗青灰色
砂礫層
～秒層

筒部か ら脚台部の破片

外 面 :ヨ ヨナ デ
上 台 部 内 面 :ヘ ラ ミ ガ

筒 部 以 下 内 面 :ヘ ラ ケ

む含を粒砂
好
色

徴
良
禍

生
成
調

胎
焼
色

河道4

鼓
形
器
台

第63図
H-162

I区
トレンチ内

排土 筒部から脚台部の破片 内外面共磨滅
色灰暗

好
や

密
良
や

生
成
調

胎
焼
色

鼓
形
器
台

第63図
H-163 I区 排土

筒部径
11 6 筒部

か ら脚台部の破片

外面 :一部ヨコナデが
残る
内面 :脚台部:ヘ ラケズ
リ

胎土:lmu前後の砂粒(自色,透
明)を多く含む
焼成:良
色調:灰褐色

鼓
形
器
台

第63図
H‐ 164

N3El
赤禍色
～青灰色
砂礫層

筒部から脚台部の破片
外面 :ヨ ヨナデ
内面:ヘ ラケズリ

胎土:lmm未満の砂粒(白色,半
透明)を多く含む
焼成:やや不良
色調:淡灰禍色

河道2

鼓
形
器
台

第63図
H-165

I区
トレンチお 排土

筒部径
112 縮約のすすんだ筒部

ズ

ラ

ケ

ヘ

デ
〕帥

ナ
部
脚
沖靖ナデ，リ

画
面
後
ズ

外
内
リ
ケ

胎土:lmd未満の砂粒を多く合
む
焼成:良好
色調:暗灰禍色～灰褐色

鼓
形
器
台

第63図
H166

I区
トレンチ広

青灰色
砂質土

筒部径
12 6 筒部付近

の破片

外面 :磨減
内面 :上台部 ミガキ又
はナデ ,筒部 ナデ ,脚
台部 ヘラケズ リ

胎土:lmm未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調:医禍色

致
形
器
台

第63図
H-167

I区
トレンチ占

青仄色
砂礫層

筒部径
10 8
筒部から脚台部にかけ
ての破片

ケヘサ鰤
ヨ
筒
面
面
リ

外
内
ズ

胎土 :lmm大の砂粒 を多 く含む
焼成 :良好
色調 :灰福色

鼓
形
器
台

第63図
H168 I区 排土 底径 155 脚台部の破片 外面 :ヨ ヨナデ

内面 :ヘ ラケズリ

胎±■lHm未満の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:灰色

鼓
形
器
台

第63図
H169 トレンチ内 睡瞬

底径 177 筒部か ら脚台部の破片 外面
:ヨ コナデ

内面:ヘ ラケズリ

胎土 :4ヽ砂粒(白色,透明)を多
く含む
焼成:良好
色調:淡肌色

鼓
形
器
台

第鶴図
H170 トレンチ内 暗

青灰色
砂礫層 甍

径 18[ 筒部から脚台部の破片 外面
:ヨ ヨナデ

内面:ヘ ラケズリ

透

く白色，働
粒
多
砂
り曲”良唖

と
，
黒
成…
調‥

胎
明
焼
色

鼓
形
器
台

第63図
H-171

48 ■lEl 灰色
粘質上

底径 210 筒部か ら脚台部の破片 外面
:ヨ ヨナデ

内面 :ヘ ラケズリ

胎土:白色小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:淡褐色

豪
形
器
台

第63図
H-172 48

I区
トレンチ広

砂質土 底径 224 筒部から脚台部の破片 ケへガ師一孵揃帥
刺

胎土:lma未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:明灰褐色

致
形
器
台

第63図
H-173 トレンチ内

暗灰色
砂層

底径 212 脚台部の破片 外面 :ヨ ヨナデ
内面:ヘ ラケズリ

胎土:lmE前後の透明砂粒を多
く合む
焼成:良好
色調:淡肌色

鼓
形
器
台

第63図
H-174 NSEl 暗青灰色

砂層 氏径
222 脚台部の破片 外面 :ヨ ヨナデ

内面:ヘ ラケズリ

胎土:lmm未満の砂粒(白色,透
明)を多く含む
焼成 :良好
色謁:灰色(外面の一部に黒斑)

河道2

低
脚
芥

第64図
H‐ 175

阻
褐色
砂礫層

口径 154
器高 60
底径 59

不部は内湾 ,脚部は開
く

脚部 :ヨ ヨナデ

外部内面 :底部 :ナ デ

他は調整不明

胎±■jm前後の砂粒を多量に
含む
焼成:良好
色調:淡禍色～黒灰色

低
脚
芥

第64図
H-176 NIF0 褐色

砂質土
日径 163 底部から体部は内湾し,口縁端部は外反

る

０鶏
め魏”
面
面
部

外
内

一

胎土 :4ヽ砂粒(白色,透明)を含
む
焼成:良好
色調:禍色

低
脚
芥

第64図
H‐ 177

トレンチ内
暗青灰色
砂礫層

口径 166 丸味のある底部よりゆるやかに内湾

外面 :ハ ケ ロ後 ヘ ラ ミ

ガキ

内面 :ハ ケ ロの上 か ら
ナデ ,一部ヘラミガキ

胎土:lmd未満の小砂粒を多く
含む
焼成 :良好
色調奴 褐色

低
脚
ネ

第64図
H‐ 178

Nlal 暗青灰色
砂礫層

径
高
径

口
器
底

外部は内湾して伸び ,

浅い
調整不明

含多

　

色

を
　
　
灰

粒

　

暗

効
　
　
，
内

後
　
　
色

学刷
　
　
灰

揃
　
良
外

生
　
成
調

胎
む
焼
色

低
脚
芥

第64図
H‐ 179

NEl 禍色
砂質土

底径 6.0 外部はゆるやかに内湾 ,
脚部は広がる

脚部外面 :ヨ コナデ
他は調整不明

胎土:徴砂粒を多く合む
焼成:良
色調:灰褐色

低
脚
ネ
岬
・・８０
第
Ｈ

49 S2El 暗青灰色
砂層

口径 13 9
体部はゆるやかに内湾
し,そ の まま日縁端部
に至 る

口緑 端 部 内外 面 :横方
向の ナデ
外 面 :ハ ケ ロとヘ ラ ミ
ガキ
内面 :ヘ ラ ミガキ

色好廟

密
良
明

生
成
調

胎
焼
色

河道4
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器

種

図

号

挿

番

凶
版
番
号

出土地点 層 位
量

＞ｍ

法
＜ 形態 。文様の特徴 手法の持徴 胎土・ 焼成 。色調 備    考

低
脚
芥

第64図
H181 S3EXl 暗言灰色

砂礫層
口径 148

ゆるやかに内湾して伸
び,そ のまま端部に至
る

外面 :ハケロとナデ
内面 :ヘ ラミガキ

胎土:白色小砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰禍色

河道4

低
脚
芥

第64図
H182

I区
トレンチ内

青灰色
砂礫層

口径 11 小形の浅い外部

口縁端部内外面 :ヨ コ
ナデ
外部外面:ハケロ
体部内面:ヘ ラミガキ

胎±■DI未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調:灰禍色

低
脚
ネ

第64図
H183 稚囃

径
高
径

口
器
底

日径の打ヽさい害Uに ,外
部が深く。脚高も高い

ナ デ

胎±■m未満の砂粒を多く含
む
焼成:良
色調:淡灰色

低
脚
邦

第64図
H-184

I区
トレンチ内

色
層
灰
礫
青
砂 底径 9C 大きく開く脚部片 ,比較的高い

脚部 :ヨ コナデ

胎±■nd未満の小砂粒を多量
に含む
焼成:良
色調:淡灰禍色

低
脚
邦

第64図
H185 嗣

暗青灰色
砂礫層 底径 6t 脚部片 調整不明

胎±■Dm未満の砂粒を含む
焼成:良
色調:淡福色

河道4

低
脚
不

第64図
H186 N2E2 純麟

底径 5〔 脚部片 ヨコナデか
胎土:小砂粒を含む
焼威 :良
色調:灰福色

低
脚
外

第64図
H‐ 187 中央ベル ト

赤褐色
～青灰色
砂礫層

底径 6( ヨヨナデ

胎± ■mm未満の小砂粒を多 く
合む
焼成 :良好
色調 :暗灰色

河道2

低
脚
外

第64図
H-188 岬

褐色
砂質土 底径 5C 脚部片 ヨコナデ

胎土:4ヽ砂粒を多く合む
焼成:良
色調:淡灰福色

低
脚
界

第64図
H-189 S6Wl

色
層
灰
礫
青
砂 底径 57 脚部片

外部内面 :ヘ ラケズリ
後ナデか
脚部内外面:ナデ

胎土:lnIII前後の砂粒を多く含
む
焼成:良
色調:灰禍色

低
脚
必

第64図
H‐ 190

S2E0 暗青灰色
砂礫層 底径 5( 脚部片

脚部内外面 :ヨ ヨナデ
外部内面 :ナデ

胎土:徴砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗灰禍色

河道4

低
脚
芥

第64図
H‐ 191

酬 VI 暗青灰色
砂礫層 底径 4 底径の小 さな脚部片 内外面 :ヨ ヨナデ

む含を粒砂小
　
色

色
好
褐

白
良
灰

生
成
調

胎
焼
色

河道4

低
脚
界

第64図
H-192 りにと 底径 51 脚部片 ヨナデ

胎±■mm未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:禍色

低
脚
邦

第64図
H-193

I区
トレンチ内

暗青灰色
砂礫層

底径 4 脚部はあまり開かず直立気味
ナ デ

胎土:微砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:禍色

低
脚
不

第64図
H-194 48 」にと 底径 5( 「ハ」の字に開く脚部片 不部内面

:ナ デ
他は調整不明

胎±■ml未満の砂粒を含む
焼成:良
色調:禍色

低
脚
界

か

第64図
H195 りにと 「ハ」の字に開く脚部片

ズ

デ
ケ

ナ
ラ

コ
一ア

ヘ
ヨ
ナ

画
面
面

内
外
内

部
部
部

脚
脚
外

胎土:微砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:乳白禍色

甑
形
土
器

第65図
H196

I区
トレンチ内

青灰色
砂礫層

底径 44( ゆるやかに開く底部片 皇マ縣 行字指禁裂
端部 内外面 :ヨ ヨナデ

胎上■ma未満の砂粒を含む
焼成:良好
色調:灰福色

甑
形
土
器

第65図
H197 50 N3El

赤褐
～青灰色
砂礫層

口径 41 「ハ」の字に開く端部片
外面 :調整不明
内面 :ヘ ラケズリ後ナ
デか

胎土:lIEm大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:淡禍色

河道2

甑
形
土
器

第65図
H‐ 198

配 ユ
禍色
砂質土

ゆるやかに開く底部片
端部内外面 :ヨ ヨナデ
胴部内面:ヘ ラケズリ

胎±■剛未満の砂粒を多く合
む
焼成:良
色調:灰禍色

甑
形
土
器

第65図
H‐ 199

50 つにと とって ナ デ

胎土 :4ヽ砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:淡灰褐色

甕
第66図
H‐ 200

N3El 暗青灰色
砂礫層

日径 17廷
複合 口縁部は短 く外傾
し,端部で平坦 ,突出部
は鈍い

口縁部 :ヨ コナデ
体部外面:ハケロ
体部内面:ヘ ラケズリ

胎土:lm未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
律 調 :匡綴 侮

河道2
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器
種
図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量

＞伽

法

く 形態・文様の特徴 手法 の特徴 胎 土・ 焼 威・ 色 調 備 考

琵
第66図
H‐ 201

XT4E2 青灰色
砂礫層

口径 122
複合口縁部は直立気味
に短く,端部で平坦,稜
は鈍い

ヨヨナデ,ヘ ラケズリ
胎±■mm大の砂粒を少量含む
焼成:良好
色調:灰禍色

河道2

甕
第66図
H-202 r岨1

赤禍色
～青灰色
砂礫層

口径
複合 口縁部は短 く外傾
し,突 出部 は大 き く下
ボ くらみ ,器壁厚い

ヨコナデ

胎土:lmm大の自色砂粒を多く
含む
焼成 :良好
色調 :暗禍色

河道2

甕
第66図
H-203 N4El 暗青灰色

砂礫層
口径 150

複合口縁部は外傾し,
端部で面をなす。突出
部の稜はだれて鈍い

ヨコナデ
色好廟

密
良
暗

生
成
調

胎
焼
色

河道2

甕
第66図
H-204 N3El 暗灰色

砂層
口径 18.

複合口縁部は退化して ,
稜は鈍い

ヨヨナデ

胎±■m前後の砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調:暗灰色

河道2

甕
第66図
H‐ 205

N8El 雄紳蜂
口径 174

複合口縁部 |ま退化し,
稜は鈍い。器壁厚く,胴
張りする

口縁部 :ヨ ヨナデ
頸部～体部外面 :ハ ケ
目一部ヨコナデ
体部内面 :ヘ ラケズリ

胎土:lEI未満の砂粒を多量に
含む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道2

莞
第66図
H-206 N3El

赤禍色
～青灰色
砂礫層

口径 248
複合口縁部は短く外反
し,突出部の稜は鈍 く
下ぶくらみ

ヨヨナデ
胎土:1～ 2nI大
焼成:良好
色調:灰褐色

河道2

甕
第66図
H-207 S2FD 暗青灰色

砂礫層 岡棚
，
月

よ

片

に
部
兵
体
工
の
状
手
し
厚
く
文

外面:ナデ,施文
内面:荒いヘラケズリ

胎土:lma大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:灰福色

河道4

甕
第67図
H‐ 208

配 1 雄紳囃
口径 148「 く」の字に屈曲する日

縁

肩部外面 :ハ ケロわず
かに残る
肩部～胴部内面 :ヘ ラ
ケズリ

土
む
成
調

胎
含
焼
色

1～511大の砂粒 を多 く

やや不良
淡禍色

河道2

甕 岬
棚
第
Ｈ

N3El
赤褐色
～青灰色
砂礫層

口径 11 3「
く」の字に屈曲する日
縁

デ

　
ズ

ナ
　

ケ
獅”‥ヘラ

内
面
面

部
外
内

縁
部
部

口
胴
胴

胎±■～3ml大 の自色砂粒を
多く含む
焼成:摩つう
色調:淡褐色

河道2

甕
第67図
H-210 hJal 暗青灰色

砂礫層
口径 口縁部「 く」の字に屈曲

口縁部内外面 :ヨ コナ
胎上 :1岡未満の砂粒 を多 く含
む

管騎著茸籍色(スス),内 淡福
色

莞
第67図
H-211 N2B 赤禍色

砂質土
口径 12 8 日縁部「 く」の字に屈曲

口縁部内外面 :ヨ コナ
胎土:白色砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡灰茶色

莞
第67図
H-212 hT4E2

色
層
灰
礫
青
砂

口径 1「 くJの字
に屈曲する口

縁

口縁 部外面 :ヨ ヨナデ
ロ縁部 内面 :ハ ケ ロ
肩～胴部外面 :ハ ケ ロ
肩 ～ 胴 部 内面 :ヘ ラ ケ
ズ リ

胎土:白色の微砂粒を含む
焼成:良好
色調 :暗庚褐色

河道2

襲
第67図
H-213 N4El 青灰色

砂礫層
口径 ■ 9 口縁部軽く外傾 内外面 :ヨ コナデ

胎土:微砂粒 (白色・透明)を
多く含む
焼成:良好
色調:灰色～暗灰色

河道2

憂
第67図
■-214 岬

淡灰色
砂質土

口径 単純口縁。外傾する ハケロとナデ

胎±■mE未満の白色・透明・
金色等の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:暗灰色

河道2

養
第67図
H‐ 215

NttEl 暗青灰色
砂礫層

口径 177 外傾する日縁。端部内
面が浅くくぼむ

ヨヨナデとナデ
胎±■～6mm大の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:淡禍色(外面炭化物)

河道2

琵
第67図
H‐ 216

N3El
赤褐色
～青灰色
砂礫層

口径 12 遷 口縁外傾 ヨヨナデ,ヘ ラケズリ

胎土 :lma前後の砂粒を多 く含
む
焼成 :良好
色調 :乳灰色

河道2

莞
第67図
H-217 N4E2 青灰色

砂礫層
口径 12 口縁外傾 内外面 :ヨ コナデ

胎土:微砂粒を多く含む
焼成 :良好
色調 :暗灰福色

河道2

莞
第67図
H218 lm 暗青灰色

砂層
口径 15を

口縁部は外傾後 ,端部
近くで外反

デ

　

リ

ナ
ケ
ズ

コ

ハ
ケ

ヨ

テ

ラ

部‥
ッ
ム

縁
面
面

日
外
内

胎土:微砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:外 黒褐色 (ス ス),内 責
茶禍色

河道2

甕
第67図
H219 N3El 暗灰色

砂礫層
口径 163 単純日縁。外傾

口縁部 :ヨ コナデ,外面 :

ハケロ
内面 :ヘ ラケズリ

土
む
成
調

胎
含
焼
色

1～ 3 dI大 の砂粒を多く

良好
灰禍色(一部黒灰色)

河道2

憂
第67図
H‐ 220

N2El 暗赤禍色
砂層

口径 単純口縁
面外

”力卿
翻【面‥ヘ

ロ

ハ
｛ｎ

胎±■mm大の白色砂粒を含む
焼成 :良好
色調:医禍色(外面の一部黒変)

河道2
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器

種

図

号

挿

番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量
うｍ

法
＜ 形態・文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備    考

莞 硼
・２２．
第

Ｈ
ふ肛 1
嗣

口径
単純口縁。端部近くで
外反

デナ
リ
コ
ズ
ヨ
ヶ

ハケロ,ヘ ラ
胎土:2mu未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調:灰褐色

河道2

甕
第67図
H222 Nal 暗青灰色

砂礫層
口径 120

口縁部を欠く。胴はよ
く張る

外面 :ハ ケロ(タ テ)
内面 :ヘ ラケズ リ

胎土:lm前後の白色砂粒を多
く合む
焼成:良好
色調 :禍色(内面に黒斑)

養
第67図
H-223 N2El 暗赤禍色

砂層
口径 232 単純口縁。外反気味

いア
　

リ

ナ
　
ズ

コ
　

ケ

ヨ

デ

ラ

部‥
サ
ム

縁
面
面

日
外
内

土
む
成
謂

胎
含
焼
仕

lmm大の白色砂粒を多く

良好
沸 庶 相 俸

河道2

種
第67図
H‐ 224

卜岡
暗灰色
砂質土

口径 174 単純口縁。外傾

口縁部 :ヨ コナデ
外面 :タ テハケ後ヨコ
ハケ
内面:ヘ ラケズリ

胎±■～2 m II大の砂粒を多量
に合む
焼成:良好
色調:白灰禍色

河道2

養
第67図
H-225 N3El

赤禍色
～青灰色
砂礫層

口径 228
口縁部は軽く外反し,
端部近くでより強く反
る

口縁部 :ヨ コナデ
外面:ナデ
内面:ヘ ラケズリ

胎土:lma未満の小砂粒を含む
焼成:良好
色調 :茶灰色(外面にスス)

河道2

甕
第67図
H-226

口径 27涯 日縁部外反
口縁部 :ヨ ヨナデ
内面:ヘ ラケズリ

胎±■ma未満の小砂粒を多く
含む
焼成:良好
色調:淡灰禍色

甕
第67図
H227 N2El 赤禍色

砂質土
口径 201 口縁部外反

口縁部 :ヨ ヨナデ
外面:タ テハケ後ナデ
内面 :ヘ ラケズリ

胎土:徴砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡禍色

河道 2

妻
第67図
H-228 N3El

赤偶色
～青灰色
砂礫層

口径 口縁部外反 ナデ,ヘ ラケズリ
胎土 :白 色微砂粒を多く合む
焼成:良好
色調:灰福色

河道2

甕
第67図
H-229 N2Eユ 晴赤禍色

砂層
日径 168 単純口縁。外反

口縁部 :ヨ コナデ

外面 :タ テハケ
内面 :ヘ ラケズ リ

胎±■～31am大の砂粒を合む
焼成 :良好
色調:淡灰禍色

河道2

甕
第67図
H230 N2El 赤禍色

砂質土
口径 292 口縁部軽 く外反

口縁部 :ヨ ヨナデ
外面:ナデ
内面 :頸部以下ヘラケ
ズリ

胎土:白色砂粒を含む
焼成:良好
色調:明灰福色(外面の一部黒
変)

河道2

甕
第67図
H231 N2E2 口径 21 2 口縁部軽く外反

口縁部:ハケロとナデ
外面:ハケロ
内面:ヘ ラケズリ

胎土:白色小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調 :灰禍色

甕
第68図
H‐ 232

N2El 青灰禍色
砂礫層

日径 口縁部短く外反
口縁部 :ナデ
外面:ハケロ
内面:ヘ ラケズリ

胎土 :白色の微砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調:明褐色,内面灰禍色

河道2

養
第68図
H‐ 233

N3El 維や青灰色麟
口径 16C

口縁部短く外反 ,ナ デ
肩で胴張り

口縁部 :ハ ケロ後 ナデ

外面 :ハ ケロ(タ テ )
内面 :ヘ ラケズ リ

胎土:密
焼成:良好
色調:暗灰色

河道2

莞
第68図
H‐ 234

N2EXl 暗灰色
粘質土

口径 157 単純口縁。外反
口縁部 :ハ ケロの上か
らヨコナデ

胎土:小砂粒を含む
焼成:良好
色調:乳白色

甕
第68図
H-235 N3El 言灰色

砂礫層
口径 20を 口縁部外反

口縁部 :ヨ ヨナデ

外面 :ハ ケロ
内面 :ヘ ラケズ リ

胎±■ma前後大の砂粒を多く
合む
焼成 :良好
色調 :灰福色

河道2

甕
第68図
H‐ 236

卜匪 よ
暗灰色
粘質土

口径 単純口縁。外反
日縁部 :ヨ コナデ
外面:ハケロ(タ テ)
内面:ヘ ラケズリ

胎±■～2m大の砂粒を多く
合む
焼成:良好
色調:淡灰禍色(一部灰赤色)

甕
第68図
H‐ 237

1ミにチ[〕よ 絶・青灰色囃
口径 21( 単純口縁。外反

口縁部 :ヨ コナデ

外面 :ハ ケロ
内面 :ヘ ラケズリ

河道2

奏
第68図
H238 N4El 暗灰色

粕質土
口径 291 単純口縁。外反

口縁部 :ヨ コナデ

外面 :タ テ方 向のハケ

目
内面 :ヘ ラケズ リ

胎土:1～ 4画大の砂粒を多く
合む
焼成:良好
色調:褐色(外面スス)

河道 3

甕
第68図
H-239 N2B 暗灰色

粘質土
口径 254 単純 口縁。外反

ガ
”

翔

コ
ロ
ケ

ヨ
ケ

ラ

部‥
‥ノ、
ム

縁
面
面

日
外
内

胎±4～ 211n大 の砂粒を多く
合む
焼成 :良好
色調 :灰福色～掻灰色

甕
第68図
H-241 N3El

赤禍色
～青灰色
砂礫層

口径 口縁部外反
ズ

デ

ロ
ケ

ナ
ケ

ラ

部‥
‥ノ、
ム

縁
面
面

日
外
内

胎±4oI未満の砂粒を多く含
む
焼成:良好
色調:淡褐色一部橙色

河道2
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器

種
図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
法  量
(clll)

形態 。文様の特徴 手法の特徴 胎 土・ 焼 成 。色 調 備   考

甕
第68図
H‐ 242

山
晴灰色
粘質土

口径 204 単純口縁。外反 日縁部 :ヨ コナデ

胎土 :l IIu未 満の透明砂粒 を多
量 に含む
焼成 :良好
色調 :灰禍色

甕
第68図
H-243 N2m 暗灰色

粘質土
単純口縁。外反

ガ

”

刺

コ
ロ

ケ

ヨ
一グ
ラ

部‥
＾
ム

縁
面
面

日
外
内

胎土 :微砂粒を多 く含む
焼成 :良好
色調 :淡橙禍色

甕
第68図
H244 N2EO 色

土
灰
質
暗
粘

日径 284 単純日縁◇外反

口縁部 :ハケロ(タ テ)
ヨヨナデ
外面:ハケロ(タ テ)
内面:ヘ ラケズリ

胎 上 :l mm未満 の砂粒 を微砂粒
を多量 に含 む
焼成 :良好
色調 :淡褐色～贈医禍色 (断面 ,

笹褐色 )

変
第68図
H245 N2El 暗灰色

粘質土
口径 264 単純 口縁。強 く外反

デ

リ
ナ
ズ
コ
ケ

ヨ

ラ
部‥
ム
縁
面
口

内

胎土:l ndI前後の砂粒を含む
焼成:良好
色調:淡褐色(外面スス)

琵
第68図
H246 N2El 暗赤禍色

砂層
口径 17 4 口縁部強く外反

ズ

デ

ロ

ケ

ナ
ケ

ラ

部‥
捧
ム

縁
面
面

日
外
内

胎土:lmu大の砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:淡灰褐色

河道2

甕
第68図
H-247 N2El 暗灰色

粘質土
口径 268 単純 口縁。外反

ガ
”

剰

コ
ロ

ケ

ヨ
，一グ
ラ

部‥
＾
ム

縁
面
面

日
外
内

胎土 :ガ ラス質 の微砂粒 を多
く合む
焼成 :良好 ,やや歪む
色調 :明責福色 ,胴部内面黒変

憂
第68図
H248 N2El 暗灰色

粘質土
口径 26( 日縁部強く外反 外面 :ハ ケロ(タ テ )

内面 :ヘ ラケズ リ

胎±■～2mm大 の砂粒を多く
含む
焼成:良好
色調:淡灰禍色～褐色

高
不
第69図
H‐ 249

I区
トレンチ内

暗青灰色
砂礫層

口径 157 外面に段をもち,日 縁部は外反する

外面 :上半 ハケロとナ
デ ,下半 ナデ
内面 :ヘ ラ ミガキ

胎±■画以下の砂粒を多く合
む
焼成:良好
色調:淡褐色

高
芥
第69図
H‐ 250

N2E3 赤福色
砂質土

口径 16C ゆるや
かに内湾す る芥

部
外面:磨滅
内面 :ヘ ラミガキ

胎土 :1～ 3ma大 の砂粒を多く
合む
焼成:良好
色調:淡灰禍色

高
芥
第69図
H-251

ふ団 雑紳麟
亦底部は丸底状を呈し,
外面に段 キガ

滅
ラ
磨

ヘ
画
面
外
内

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :明灰色

河道2

高
外
第69図
H‐ 252

N3El

青灰禍色
砂礫層
暗青灰色
砂層

口径 147 椀形の外部 内外面共磨滅

胎±■～3mm大 の白色砂粒を
若千含む
焼成:良
色調 :淡灰色

河道2

高
芥
第69図
H253 N3El 色

層
灰
礫
青
砂 底径 10( 脚筒部内面 に刺突痕

外面 :ヘ ラミガキとナ

内面 :しぼり痕,指おさ
え痕

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :淡黄灰色

河道2

高
必
第69図
H254 り,上中

脚筒部から屈曲して大
きく開く。筒部に円形
の透かし,束」突痕をも

外面 :粗いヘラ ミガキ

内面 :しば り目 色褐
好
灰

密
良
明

生
成
調

胎
焼
色

高
界
第69図
H-255 53 m

淡灰色
砂質土

底径 11
長い脚筒部 よりゆるや
かに大 きく開 く

外面 :ハ ケロ,ヘ ラミガ

占諄ごぼり痕,ハケロ

胎土:ldI前後の砂粒を多く合
む
焼成:良好
色調:白味を帯びた淡褐色

河道2

高
外
第69図
H‐ 256

53 N5El 麒鱒朧
平坦気味の不底部 ,脚
筒部円筒状

不都外面 :′ ケヽ ロ

盃見≧寡界;許!次ヶ口と
ナデ
脚柱部内面 :ヘ ラケズ リ

色
好
灰

密
良
乳

生
成
調

胎
焼
色

河道3

高
必
第69図
H‐ 257

N4El 青灰色
砂礫層

外底部は丸味をもつ 外面:ヘ ラミガキ

生
　
成
調

胎
む
焼
色

lm未満の砂粒を多く合

良好
淡褐灰色

河道2

高
邦
第69図
H‐ 258

N2El 暗赤禍色
砂層

丸味をもつ芥底部 ,脚
筒部 tまやや開き加減

林部内外画 :磨滅
脚部外面:ヘ ラミガキ
内面:し 1ゞ り痕

胎± ■mn未満の砂粒 を含む
焼成 :良好
色調 :灰色

河道2

高
邦
第69図
H-259 N4E2 青灰色

砂礫層
内外面:磨減

胎土 :密

焼成 :良好
色調 灰 禍色

河道2

高
界
第69図
H260 l13El 絶紳囃

底径 102 円筒形
の脚筒部か ら大

きく開 く

キガ
痕

ラ
ば
へ
し
面
面
外
内

胎土:1～ 5 da大 の白色砂粒を
含む
焼成:良好
色調:灰褐色(断面茶色)

河道2

高
芥
第69図
H261 ,吐中 底径 14 玖習留言た霙ξ押畠薄

胎土 :白色小砂粒 を多 く合む
焼成 :良好
色調 :肌灰色
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器

種
図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量

，ｍ

法

＜ 形態 。文様の特徴 手法の特徴 胎 土・ 焼 成 色 調 備 考

高
芥
第69図
H‐ 262

N2El 暗赤禍色
砂層

やや開 き気味の脚筒部
か ら,脚端部 にかけて

さらに大 きく開 く

外面:ヘ ラミガキ
内面:しばり痕

胎土:密
焼成:良好
色調:灰褐色

河道2

高
芥
第69図
■‐263

N3El
赤禍色
～青灰色
砂礫層

底径 10(
やや開いた短い脚筒部
よりさらに大 きく開 く

外面 :風化
内面 :脚筒部ヘラケズ
リ

好
色

密
良
灰

生
成
調

胎
焼
色

河道2

高
杯
第69図
H264 53 N2EXl

色
土
禍
質
赤
砂 底径 脚筒部に円形の透か し

外面 :脚筒部 :ヘ ラ ミガ

内面 :脚衡 部 :ヘ ラケ ズ
リ
脚端 都 :ナ デ

胎土:密 ,小砂粒をごく少量含
む
焼成:良好
色調 :橙黄褐色

河道2

高
芥
第69図
H265 卜匪 1

暗灰色
粕質土

底径 100 η泉辛紀畳路ゼ写識嘉
部 に至 る

脚筒部外面:ハケロ
脚筒部内面:ヘ ラケズリ
脚端部外面 :ヨ コナデ
脚端部内面:ナデ

胎±■m未満の白色砂粒を少
量合む
焼成:良好
色調:福色

高
外
第69図
H‐ 266

I区
トレンチ内

青灰色
砂質土

底径 ゆるやかに開 く脚部
外面 :ハケロ
内面:ヘ ラケズリ

胎土:lmm前後の白色砂粒を多
く含む
焼成 :良
色調:暗民福色

不
第69図
H‐ 267

N3El 赤褐色
砂質土

口径
器高

半球形の外 ,日縁端部
は内湾

縁
部
部
よ

口
〔
体
に

胎土:密
焼成:良好
色調:淡極禍色

河道2

外
第69図
H-268 N3El 雑紳囃

口径 体部～ 口縁部内湾
体部外面 :ヘ ラケズリ
後ナデ
ロ縁部 :ヨ ヨナデ

胎± 41nm大 の砂粒を含む

焼成 :良好
色調 :淡黄灰色

河道2

界
第69図
H‐ 269

募 口径 138 震賢集恥岳そ栞色銭
料塗布

ナ デ

生
成
調

胎
焼
色

密
良好
淡肌色

甑
第70図
H-270 トレンチ内

暗灰色
砂質土

口径 33( 口縁部やや外傾
外面:ナデ
内面:上半 ナデ,下半
ヘラケズリ

土
　
成
調

胎
む
焼
色

lmm前後の砂粒を多く合

良好
淡禍色

甑
第70図
H‐ 271

N3El 絶紳麟
口径 229

牛角状の把手 ,日 縁部
外面に沈線 ,端部は平
坦につくる

外面 :ハケロ
内面:ヘ ラミガキ

胎土:2面前後の砂粒を多量に
含む
焼成:良好
色調 :灰禍色

河道2

甑
第70図
H‐ 272 夢たと 底径 15

底部の破片,直径9mmの
円孔

外面:ハケロ(タ テ)
内面 :ヘ ラケズリ

胎± ■～2m大の砂粒を合む
焼成 :良好
色調 :灰色

観
第70図
H-273 N2E0 暗灰色

粕質土
底径 188 底部

の破片 ,直径8mmの
円孔

外面:ハケロ
内面:ヘ ラケズリ

か
ま

ど

第70図
H‐ 274

N2B 赤褐色
砂質土

底部破片
′ヽ ケロ
ヘラヶズ
勲

面
面
部

外
内
端

胎±■aln前後の砂粒を多く含
む
焼成:良好
侮 詔 :滞組 仕
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近畿系土器・瓦質土器

近畿系土器としたものは,近畿地方からの搬入品と考えられるものと,近畿地方の土器製作技法

を使って当地で作ったと思われるものの両者を含んでいる。タタキをもつ直口董,甕,小形丸底壷 ,

布留式甕,器台等の器種が見られる。

直口壺 (E-1～ 3)

E-1は 口径13.2clll,器 高31.2clllを測る直口重である。軽 く外傾する口縁部をもち,胴部は張 り出

している。底部は丸みを帯びた小さな台状を呈し,正立させることはできない。胴部は荒い平行タ

タキにより成形される。胴部下半 5分の上位まではタタキが螺旋状に回り,そ の上部で一旦水平方

向に変わる。その後,斜め右上がりの不連続なタタキが何回か施され,頸部に至る。分割成形され

ていると考えられる。器面の調整は口縁部ヨヨナデ,外面は肩の一部に乱雑なヘラミガキ,胴部最

大径から下半の一部にヘラケズリが施され,内面上半はナデ,下半は放射状のハケロが施される。

最大径下寄 りに焼成後あけたと思われる縦 6 cln,横 6 cm以上の円孔がある。外面下半には,一面に

ススが付着 している。

E-2は形態的にはE-1と はぼ同様のもので,胴部下半を欠いている。口径は13.2cmを 測る。胴部

はやはり右上がりのタタキで成形されているが,縦方向の 2種類のハケロで調整され一部にタタキ

の痕跡を残すのみとなっている。内面は指頭圧痕が顕著でありやや下がった位置からはハケロが見

られる。口縁部には細いヘラミガキが乱雑に施されている。

E‐ 3は 口径約15cmと ,やや大形になる。頸部の屈曲部分がなだらかに作られているため,E-1・ 2

と違い,顕の締まらない印象を受ける。胴部下半を欠 くが,残存する胴部上半にはタタキは認めら

れない。肩部に横方向のハケロが施され,内面は頸部よりやや下がった位置からヘラケズリが施さ

れる。口縁部はヨコナデとナデで調整され,一部にハケロが残る。

甕 (E-4～ 10)

E-4は頸部から胴部外面にタタキロの見られるもので, 口頸部が「 く」の字状に屈曲し,胴部を

張 り出させたものである。口縁部はヨコナデされ,端部は丸 く終わる。内面は工具によるナデが行

われ,ヘ ラケズリは見られない。

E-5は 回頸部が「 く」の字状に屈曲したもので,端部は内側に肥厚気味になっている。内面の頸

部以下には荒いハケロが施される。

E-6・ 7は 口縁部が直線的に開いた後,わずかに内湾 し,端部内面が肥厚気味になるものである。

-150-



顕部以下の内面はヘラケズリが施される。

E‐ 8は 口縁部が内湾気味に開く屯ので,端部は内外に肥厚して平坦面をもつ。胴部は細かいタタ

キによって成形されたものとみられ,一部にその痕跡が残る。全体の形状は長胴形である。口縁部

は横方向のハケの後ヨコナデ,胴部外面は細かい縦方向のハケの後,肩部に横方向のハケ,内面は

指頭圧痕状のくぼみが顕著で肩部以下にヘラケズリが施される。

E-9は 口縁部が内湾 して開くもので,端部は丸みを帯びて内側に肥厚する。肩部はよく張 り,球

形の胴部となる。口縁部はヨコナデ,胴部外面ハケロ,内面ヘラケズリが施され,器壁は薄い。

E-10は内湾気味に開く口縁部の小片で,端部は内傾 し段をなす。

小形丸底壺 (E‐ 11)

E-11は外傾する口縁部と球形の胴部をもつほぼ完形のものである。口径9.4cln,零高10.7clnを 測

る。胴部外面上半には水平方向の荒いタタキロがみられ,ハ ケによって部分的に消されている。内

面は底部から放射状に強 くナデ上げられる。肩部には粘上の接合痕とみられる亀裂が走 り,全体に

調整の雑さが日につく。

器台形土器 (E-12)

器受部は逆「ハ」字状に開 くもので,端部は複合状を呈する。内部は中空で円筒状の筒部からゆ

るやかに開くが,裾部以下を欠き全形は判らない。受部外面はナデ,内面は細かいヘラミガキ,脚

部外面は縦方向のヘラミガキ,内面はヘラケズリが施される。

瓦質土器 (E-13)

外面には日の詰まった細かい平行タタキが交差 して施され,内面にはナデが施される瓦質の焼き

の土器である。粘土組のつなぎ目を水平におくと,炭化物の付着 した部分が内面の中心に位置し,

底部付近のかなり大きな丸底の破片であることが判る。

以上,E-1～ 13の上器の形態と手法について簡単に述べたが,それぞれの土器について若千の検

討をしておく。

E-1は近畿地方からの搬入品とみられるものである。タタキによって分割成形する技法は近畿

地方において第 V様式期に盛行 し,庄内式併行期にもV様式系の手法として,主に甕に残るといわ

れている。E-2も E-1と 同様の形態をもつものであるが,外面のタタキをハケロで消 しており,や

や後出的な要素をもつものかも知れない。
註 2        註 3      註 4

E-3の 直口重に似たものは,九重遺跡・神原神社古墳・松本 1号墳の出土品の中に見られ,か な
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りの時期幅をもつ。九重遺跡のものはタタキで成形 した後,外面は入念なヘラミガキが行われ,内

面はヘラケズリされる。この上器は,器壁の厚い平底になっている。神原神社古墳出上のものは口

縁端部が内外に肥厚 し,は っきりした平坦面をもっていることから,E-3の重よりも後出的なもの

と考えられる。神原神社古墳出土土器の胴部下半にはタタキの痕跡が一面に残っているが,E-3は

胴部下半を欠損 しており, タタキの存在を確認できない点が残念である。E-3は直口口縁の上器で

あること,E-3の前後に置けると考えられる土器が, タタキ成形であることをもって近畿系土器の

扱いとしたが,重の内面をヘラケズリする技法や,肩部に施された横方向のハケロは近畿ではほと

んど見られないといわれており,山陰の上器の系譜の中でとらえるべきものかもしれない。

E-4の甕もE-1の壼と同様の胎上をもち,第 V様式系統の技法によって作られたもので,搬入品

と考えられる。器腹の張る形態になり,E‐ 1の重も併せて庄内式早葉併行と考えられる。

E-5～ 10は布留系の甕である。E-5の内面頸部以下に施される荒いハケロは庄内式から布留式ヘ

の過渡期的なものの模倣と考えられ,最 も古相を示すものである。E‐ 8は搬入品と目される唯一の

布留甕で,布留式中段階のものと考えられる。E‐ 9は E‐ 8よ りもやや後出的なもの,E-10は布留式

新段階併行のものと考えられる。

E-11の 小形丸底重は,荒い水平方向の夕寡キをもつ庄内大和型の特徴をかまえて作 られている。

器形は布留式期にも見られるものである。

E‐ 12の器台形土器は器形・手法と言う点においては近畿地方のものであるが,胎土は在地のも

のかもしれない。

E-13は瓦質の丸底広口壷と考えられ,朝鮮半島で作られた可能性の高いものである。出土地点

は河道 4の堆積土中であるが, この流路から出土している他の遺物の下限は古墳時代前期と考えら

れるので, この上器も布留式併行期の内にあるものと考えたい。上限は韓国の出土例からすると弥

生時代終末期と考えられる。もし半島製の屯のとすればどういう経路をたどってこの地まで運ばれ

て来たのか非常に興味のもてる所である。

E-1～ 13の上器群は庄内式早葉併行から布留式新段階までの幅を恣つものである。搬入品と考え

られるものも数点あり,物 と技術の交流がこの間に朝酌川周辺地域で連続 して行われていたという

ことができよう。

註1 豊中市の柳本照男氏のご好意により,E-1と同様の形態と技法をもつ壷を整理中の穂積遺跡出土品
の中に実見することができた。第V様式末期のものとのことであった。

註2 内口才。東森市良。近藤正 「島根県安来平野における土壊墓」『上代文化』 36 1996年
註3 前島己樹・松本岩雄 「島根県神原神社古墳出上の上器」『考古学雑誌』 62-3 1976年
註4 山本清 『松本古墳調査報告』 島根県教育委員会 1963年
註5 西谷正氏より韓国中部忠清北道の清州に出土例があるとの御教示を受けた。
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第71図 近畿糸土器〕瓦質土器実測図  (1:4)
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近 畿 系 瓦 質 土 器 観 察 表

器

種
図

号

挿

香

凶
版
番
号

出土地点 層 位
量

，帥

法

く 形態 。文様の特徴 手法の特徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 考備

直
口
芝 麺Ｅ・・

NI弦 色
土
褐
質
赤
砂

口径 132
器高 312

直 日の 日縁。胴部 は張
る。小 さな底部 ,胴部 に
焼成後の穿孔

ゥ
翔
ナ デ
，

ヽヶ ロ

一
い
一

内 面‥上 半
”

縁
部
き
部
半

口
体
叩
体
下

合を

朔　　錦的　餅”

生
　
成
調

胎
む
焼
缶

外面下半にスス
付着

直
口
豆

第71図
E-2

I区
トレンチ内

言灰色
砂礫層

口径 132
口
張
直

く
る
よ”肺

か
縁
ず

日

わ

の
る

胎土:小砂粒を多く含む
焼成:良好
色調:黄灰褐色

直
口
壺 麺Ｅ・３

55 鍋 Vl 灰禍色
砂礫層

口径
直日の口縁。端部近 く
でわずかに外反 ,胴部
は張る

胎± ■ma未満の白色砂粒を多
く含む
焼成 :良好
偽 冨周 :歴組 偽

河道 4

甕
第71図
E-4 中央ベル ト

暗青灰色
砂層
口径 180

口縁部は「 くJの字状に
屈曲して外反,ナデ肩

界唇税乙乙もち命ぜ
後 ナデ
体 部 内面 :ヘ ラ状 工 具

胎土:1～ 2 mI大 の砂粒を自色
砂粒を含む
焼成:良好
魯 調 :匪組 魯

外面にスス付着
河道2

琵
第71図
E‐ 5

罰 呑 度
駆

埋 土 口径 12 8
「 く」の字 に屈曲す るロ
縁部 ,端部 内面はわず
かに月8厚

て

デ

‥荒
ナ
面
坤
勲
州

部
以
ハ

縁
部
い

口
頸
強

胎土 :1～ 3 ma大 の 4」7柾 を多 く
含む
焼成 :良好
角調 :外 度相缶 内 具反俸

外面 にスス付着

賓
第71図
E‐ 6

N3El 色
層
灰
礫
暗
砂

口径
「 く」の字に屈曲する日
縁部 ,端部 内面 はわず
かに月巴厚

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部内面 :ヘ ラケズ リ

胎± ■ma RI後の紗柾を多 く含
む
焼成 :良好
俸調 :度鵜角

河道2

憂
第71図
E-7 rNcttEl

赤禍色
砂礫層

口径
「 く」の字に屈曲する日
縁部 ,端部内面はわず
かに肥厚

口縁部 :ヨ コナデ
体部内面 :ヘ ラケズ リ

胎土 :l mm禾満の日色 1ヽ 4/2柾 を
含む
焼成 :良
角調 :阪相俸

河道 2

甕
第71図
E-8 NIECl 暗青灰色

砂礫層
口径 13 8

「 くJの字に屈曲する日
縁部 ,端部は平坦面を
なし,内外に肥厚

口縁部 :ハ ケ ロ後 ヨヨ
ナデ
叩 きで形成 し,外面 は
細カミ ′ヽヽケロ
内 面 :ヘ ラ ケ ズ リ

胎上 ■～2m夫 の紗柾 を多 く
含む
焼成 :良好
缶調 :渉親俸

外面にスス付着

莞
第71図
E‐ 9

歪ヾ2圧al 暗青灰色
砂層

口径

口縁端部内面わずかに
肥厚 ,胴張りのする薄
づくりの体部

口縁部 :ヨ ヨナデ
体部外面 :ハケロ
体部内面 :ヘ ラケズ リ

胎±■～2mm大の砂粒を合tf
焼成:良好
色調 :淡灰肌色

河道2

莞
第71図
E‐ 10
66 配 1

青灰色
砂礫層

口縁部の小片 ,端部内
面肥厚 ,斜めの面をな
す

ヨコナデ
胎±■mm前後の砂粒を含む
焼成 :良好
色調:暗灰色

河道2

」ヽ

形
丸
底
壷

図
１
細
Ｅ．

N2Eユ
暗灰色
砂質土
上面

口径 94
器高 107

外傾する口縁。球形の
体部,丸底

外 血 :本半 方 向 の 叩 き
の 上 か ら縦 方 向 の ハ ケ
目
内 面 :放射 状 に 強 く ナ

胎±■剛RI後の砂租を多量に

含む
焼成 :良

色調 :淡灰禍色

器
台
第71図
E-12 NIEll

色
土
灰
質
淡
砂 口径 90 複合状を呈す る上台部

上 台部 困向 :粗かいヘ

ラ ミガキ

脚郡外面 :ヘ ラミガキ
脚部内面 :ヘ ラケズ リ

胎土 :密 ,小砂粒を含む
焼成「良好
色調 :乳灰色
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壷

第71図
E‐ 13
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康掘停
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5。 須  恵  器

須恵器は河道 2の堆積土と,河道 2が最後に埋まったとき周辺に同時に推積した赤禍色砂質土,

その上層の暗褐色粘質土,お よび河道 3の推積土から出土しており,完形を保つものが多数を占め

た。出土総点数は86点あり,すべてを実測し, うち81点を掲載した。第74図 (SU‐ 42～57)んミ河道

3の出土須恵器のすべてであり,それ以外のものは河道 2,赤禍色砂質土,暗禍色粘質土から出土

したものである。

9)古墳時代の須恵器 (第72図 SU-1～ 14,第 75図  SU-65)

山本編年 I期に属すると考えられるものはSU-1・ 2・ 3・ 6である。

郷蓋 (SU‐ 1・ 2)

SU‐ 1は口縁部が直立し,天丼部との境に鋭い稜をもつものである。口唇内面は段をなす。口径11.8

cm,器高4.5cmを測る。天丼部にはていねいな回転ヘラケズリを,ほぼ全面に施す。SU-2は小破片

あるがSU‐ 1と 同様のものであろう。

不身 (SU-3・ 6)

SU-3は立ち上がり部が内傾から,直立して高く伸び, 口唇内面に段をもつものである。受部は

水平方向に延びる。SU-6も 同様のものの小破片である。

山本編年Ⅲ期に属すると考えられるものはSU‐ 4・ 5・ 7～ 11・ 12・ 65である。

不蓋 (SU-4・ 5)

SU‐ 5は口縁部と天丼部との境に2条の沈線を巡らし,その間に不明瞭な稜を作り出すものであ

る。口唇内面には沈線が巡り,天丼部外面にはていねいな回転ヘラケズリを施す。

SU-4は ,やはり2条の沈線による不明瞭な稜をもつものである。SU-5と の相違点は, 日縁部が

開き気味になり, 口唇内面の沈線もくぼみ状に浅い点である。

不身 (SU-7～■)

SU-8・ 9は内傾する比較的高い立ち上がりをもち,受部は水平方向に出るものである。底部外面

に回転ヘラケズリを施し,全体に丸みを帯びる。SU-7・ 10・ 11も 同様のものである。
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蓋 (SU-12)

口縁部と天丼部の境に浅い 1条の沈線が巡るものである。重と組み合わされる蓋と考えられる。

内外面とも回転ナデ調整である。

高郷 (SU-65)

脚部の小破片である。透かしと2条の沈線をもつ。内外面とも回転ナデ調整である。

山本編年Ⅳ期に属すると考えられるものはSU-13・ 14である。

不蓋 (SU-13)と 芥身 (SU‐ 14)が あるが,両者とも口縁部を欠く。SU‐ 13が天丼部は回転ヘラ

切りの後ナデ,SU‐ 14の底部は回転ヘラ切りの後ナデ調整が施される。

(2)奈良～平安時代の須恵器

(第72～ 75図 SU-15～59,第 75図  SU-61～ 63,第 75～77図  SU-66～81)

不蓋 (SU-15～ 18)

SU‐ 16・ 18は輸状つまみの付くものである。口縁端部は下垂する。天丼部外面には回転ヘラケズ

リが施された後,低いつまみが貼り付けられる。SU‐ 15・ 17も 同じ作りのものであるが,やや器高

が高くなる。

高台付杯 (SU-19～ 25)

SU-21は内湾する不部に「ハ」の字に開く比較的高い高台を付けるもの,SU‐ 19は同様の外部に

、  直立気味の高台を付けるものである。また,SU-20・ 23・ 25は 口縁部が内湾せずにそのままのびる

ものである。底部はSU-21・ 23が静止糸きりの後回転ナデ,SU-19は回転糸きりの後回転ナデ調整

を行う。

SU-24は直線的に開く口縁部をもち,平坦な底部端に低い高台を付けるものである。底部は回転

糸きりを行い,切 り放し後の調整は行わない。

無高台の不 (SU-26～ 55)

無高台の外は口縁部の形状から3種に分類した。即ち, 日縁部にくびれをもつものをI類,体部

は内湾するが口縁部が内湾せずにそのまま伸びるものをⅡ類, 口縁部が直線的に開くものをⅢ類と

する。

I類は, さらに3種に細分できる。
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I-1類 (SU-26～ 34)は,体部が内湾 し, 口縁部をくびれさせ,内面に稜をもった,底部の平

らな外である。切 り離 しはいずれも回転糸きりによって行われ未調整のままである。

I-2類 (SU-35～ 38)は体部の内湾度が低 く, 口縁部外面をくびれさせるが,内面には明瞭な

稜をもたないものである。底部外面は回転糸きりを行うが,切り放 し後の調整は行わず,平 らになっ

ている。

I-3類 (SU-39。 40)と したものは, くびれ部内面を肥厚させ段をなすものである。小形なが

ら厚手の土器である。

SU-46も 全形はこの類に似るが,端部内面の形状は肥厚するのみであいまいである。

I類 (SU-41)イ よ口縁部が内湾せず,そのまま延びるものである。SU‐ 41の 1点のみが出土 して

いる。体部は浅 く,底部は糸きりされて平らである。

Ⅲ類は回縁部が直線的に開くもので, 2種に細分できる。

Ⅲ-1類 (SU‐ 43・ 46)は底部から丸みをもって口縁部へ達 し,底体部界に稜線をもたないもの

である。口径と底径の差はさほど大きくない。底部外面は回転糸きりで,外縁がナデ調整される。

Ⅲ-2類 (SU-47～ 55)は底径が縮小し口縁部が大きく開くものである。底体部界ははっきりし

た稜線をもって屈曲する。器壁は薄く,成形時の回転による器面の凹凸が顕著である。底部は回転

糸きりされる。

高台付きの碗 (SU‐ 56)

器壁は薄く,成形時の回転による器面の凹凸が顕著である。底部は回転糸きりされ,高台が付く。

端部を欠くが「ハ」の字に開く,高い高台のようである。

皿 (SU-57～ 59)

口縁部が短 く外反するもの (SU-58・ 59)と ,直線的に大きく開くもの (SU-57)の 2種類が見

られる。

盤 (SU-61～ 63)

SU-61は 底部外縁よりかなり内側に高台の付 くもので,底部外面は回転ナデ調整される。

SU‐ 62・ 63は底部外縁に高台の付 くもので,底部外面は回転糸きりの後調整を行っていない。

長頸壺 (SU‐ 68～ 75)

SU-68は肩部が強く張り,胴部との境が丸 く作られるものである。「ハ」の字に開くしっかりし
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眸 孝

SU-12

SU-17

ν SU-22

第72図 須恵器実測図(1)

SU-25

(1:3)
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SU-29 SU-30 SU-31

SU-32

SU-34
SU-33

SU-37

SU-38

第73図 須恵器実測図(2)(1:3)
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第74図 須恵器実測図(3)
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第75図 須恵器実測図(4)(1:3)

た高台が付けられる。底部外面は静上糸きりの後回転ナデが施される。

SU-69・ 70は口顕部のみ残存するもので,端部は面をなさず,丸みをもって終わるものである。SU

-68の ようなタイプに付 くものと考えられる。

SU-73～75は肩部が強 く張 り,胴部との境に明瞭な稜線をもって屈曲するものである。口縁端部

は直立又は外傾する平坦面をもっている。高台は「ハ」の字に開き,内端が接地する。底部はSU-11

が糸きりの後回転ナデ調整,SU-10・ 12が 回転糸きり未調整である。

広日壺 (SU-76)

肩の張る土器で白黄色の自然釉がかかっている。口縁部は回転ナデ,胴部はナデ調整である。

SU-77は重胴部の破片と考えられる。薄手で外面平行タタキ,内面ナデのもの。

U-66
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SU-72

第76図 須恵器実測図(5)
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第77図 須恵器実測図(6)
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甕 (SU-78～ 81)

SU-78は長頸の甕の頸部に波状文と沈線を施すものである。

SU-79は 肩部の破片で,外面には緑色の自然釉が一面にかかり,内面には円弧の押し当て具痕が

残る。

SU-80は胴部片であるう。

SU-81は 口径19.6cal,胴 部最大径40。 8cmを測る大甕である。口頸部が「 く」の字状に屈曲し,胴

部が張り出すものである。口顕部回転ナデ,胴部外面平行タタキ,内面同心円タタキが施される。

以上見てきたように,今回出上の須恵器のうち古墳時代に属するものは15点と少なく, しかも小

片のものが多いが,奈良時代以降のものは完形の土器が多数を占め,調査区の周辺に遺構が存在す

る可能性が考えられる。

奈良時代以降の須恵器のうち, 8世紀代と考えられるものは河道 2とその上層から多く出上し,10

世紀にかかるかと考えられるものは河道 3か ら出上している。後者にあたるものは無高台の外Ⅲ―

2類 (SU-47～ 55),高台付きの碗 (SU-56),皿 (SU‐ 57)等である。これらと同様の形態を示す
註 2    註 3

ものは神田遺跡 I ttSK01,長峯遺跡等か ら出上 してお り,そ の時期は10世紀前葉 と考えられてい

る。

註 1 山本清 「山陰の須恵器」『山陰古墳文化の研究』 1971年
註2『北松江幹線新設工事松江連絡線新設工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』 島根県教育委員会
1987塗F

註3『中竹矢 1号墳 。長峯遺跡』 松江市教育委員会 1987年
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須 恵 器 観 察 表

器

種
図
号
挿
番

凶
版
番
号

出土地点 層 位
量

＞卿

法

＜ 形態 。文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備 考

不
蓋
第72図
SU l N2El 色

土
禍
質
赤
砂

径
高
口
器

器高は萬 く,天丼部 は

苫揚督誠鉱観晉馨
内面 に段

天丼外面のほとんどを
ていねいなヘラケズリ,
その他は回転ナデ

胎土 :密 ,1～4nt夫の自色砂租
を若千含む
焼成 :良好 ,堅緻
色調 :青灰色

河道2

不
蓋
第72図
SU 2 N2El 赤禍色

砂質土
口径 12 7

口縁部は直立気「/kに高

た寝ゼ甜⇔習暮拿再
面 r野

回転ナデ

胎土 :密 ,l mm以 卜の 自色砂村
を少量含む
焼成 :良好 ,竪緻
←調 :渉書灰伯

河道2

不
身
第72図
SU-3 心寸3圧∋1

暗青灰色
砂層

口径 124
受部径
146
たちあがりは高く内傾
後直立 ,日唇内面に段

回転ナデ

胎土 :密 ,日色小砂租 を少量含
む
焼成 :良好
色調 :淡医福色

河道2

界
蓋
第72図
SU 4 NIE0 淡灰色

砂質土
日径 122
器高 33

天丼部と口縁部の境に
沈線2条

天丼部外 向 :て いね い

なヘラケズ リ
天丼部内面 :多方向ナデ
その他は回転 ナデ

胎土 :密 ,日色 4ヽ砂種を少量含
む
焼成 :良好
色調 :灰茶禍色

両道2

不
蓋
第72図
SU-5 N2El

色
土
灰
質
暗
粘 日径

に
沈
境
に
の
面
部
内
縁
唇
ロ

ロ縦
２条，

井
線
天
沈
線

ね
　
　
デ回̈転ヘラヶズリ”̈

天
な
天
そ

胎土 :密 ,lmE RJ後大の自色砂
粒 を若千含む
焼成 :良好
色調 :淡青灰色

界
身
第72図
SU 6 NT2F0 暗灰色

粘質土

受部は水平 ,た ちあが
りは垂直気味に高く伸
びる

回転ナデ
色灰
好
青

密
良
暗

生
成
調

胎
焼
色

不
身
第72図
SU‐ 7

N2El 暗青灰色
砂層
受部径
15 0
受部 tま 水平 ,た ちあが
りを欠く

回転ナデ
胎土 :密

焼成 :良好
色調 :灰色

河道2

界
身
第72図
SU-8 NSEl 青灰色

砂礫層

口径 ■ 0
器高 41
受部径

たちあが りは内傾 し比
較的高い

底部外白 :回転 ヘ ラケ
ズ リか

底部内面 :ナデ
その他は回転 ナデ

胎土 :密 ,lmHJ後 の 自色砂租
を若干含む
焼成 :良好
律調 :匡仕～膳廉侮

河道2

邦
身
第72図
SU-9 N381 青灰色

砂礫層

日径 103
器高 37
受部径

たちあがりは内傾して
伸び比較的高い

展部外画 :回転 ヘ ラケ
ズ リか

底部内面 :ナデ
その他は回転ナデ

胎土:密
焼成:良好
色調:灰色

河道2

不
身
第72図
SU-10 57 り吐

受部径
13 0
たちあがりは内傾して
伸びる

底部外面 :回転 ヘ ラケ
ズ リ
底部内面 :ナ デ
その他は回転 ナデ

胎上:密

笹緊りF鷺灰色,内 青黒色

不
身
第72図
SU ll 57 聰

赤禍色
～青灰色
砂礫層

口径 12(
受部径
14 6

たちあがりは内傾して
比較的高い

回転 ナデ 好良
色
や
白

密
や
灰

生
成
調

胎
焼
色

河道2

蓋
第72図
SU 12 N4E2 青灰色

砂礫層
口径 13て

天丼部と口縁部の境に
不明瞭な沈線 ,壼 の蓋
か

回転ナデ

胎±■m禾涌の自色砂杜を少
量含む
焼成 :良好
仕謂 :庶細缶

河道2

不
蓋
第72図
SU-13 球

暗灰色
粘質土

天丼部回転ヘラ切り後
多方向ナデ

胎土 :密 ,孜小な日色砂租を看
千合む
焼成 :良好
缶謂 :沸庶吉得

界
身
第72図
SU‐ 14

N13El 雄”青灰色囃
丸味を帯びた底部

底部回転ヘラ切リー部
ナデ

胎
粒
焼
色

::密 ,lmm Hl後大 の 日色砂
1少量 含む

ュ良好
,:渉 圧伸

河道2

外
蓋
第72図
SU‐ 15 中央ベル ト

暗青灰色
砂層

口径 144
天丼中央部は残 ってい

ないが ,つ まみが付 く
であろ う。器高はかな
り高い^日綴端部ιま下華

天丼部回転ヘラケズリ

後回転 ナデ

天丼内外面 :ナデ
その他は回転ナデ

胎土 :lmm前 後の砂程 を看干含
む
焼成 :良好
魯 謂 :度 価

河道2

邦

蓋
第72図
SU‐ 16

岬
しがらみ状
麟

日径 16(
器高 21

天丼部に低めの輪状つ
まみ,日縁端部は下垂

天丼部外面 :回転ヘラ
ケズリ
天丼部内面:多方向ナデ
その他は回転ナデ

胎土:密
焼成:良好 ,堅緻
色調:外 淡黒灰色,内 暗灰色

河道2

芥
蓋
第72図
SU 17 N3El 暗赤禍色

砂層
口径

端部は下垂し,断面三
角形状

回転ナデ

胎土:密 ,1～ 211m前後の自色砂
粒を含む
焼成 i良好
tl謂 :渉警 匡 魯

河道2

邦
蓋
第72図
SU 18 N3E2 暗青灰色

砂層
口径150
器高 225

天丼部に低い輪状つま
み,日縁端部は下垂

天丼部外面 :回転 ヘ ラ
ケズ リ
天丼部内面 :ナデ
その4Bは回転 ナデ

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :青灰色

河道2

高
台
付
界

第72図
SU‐ 19

N2E2 暗灰色
砂質土

径
高
径

口
器
底 籍鞍協乳縦路智〔瑠著

覆ヂ会面
:回転糸切り

Z冴舟顧緞 デ
警
=れ
追盤蒼
満の自色砂粒

賃転暮摂置訂快色～暗灰色,
河道 2

不
第72図
SU‐ 20

NI拗 暗赤禍色
砂層

口径 186 口縁部の小破片 ,高 台の付くタイプのものか
回転ナデ

胎土 :密

焼成 :良好
色調 :灰色

河道2
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番

四
版
番
号

出土地点 層 位
量
＞ｍ

法
く 形態・ 文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎土・焼成 。色調 備   考

高
台
付
芥

第72図
SU 21 中央ベル ト

暗青灰色
砂層
口径141
器高 525

体部は内湾 ,上げ底の
底部端に高台を付ける

底部静止糸切り後回転
ナデ

胎土 :密 ,l mm前後 の自色砂粒
を少量含む
焼成 :良好
色調 :暗灰色

河道2

不
第72図
SU 22

饂4度
謹

埋土 口縁部の小破片 回転 ナデ

胎土:術 ,微小な自色砂杜を含
む
焼成:良好
色調:暗青灰色

局
台
付
芥

第72図
SU‐ 23

N4E2 色
層敵鏃
口径 140 建部
は内湾,高台は剣昏督建再漂親冒讐y挙

胎±■～711大の砂粒をかな
り多く合む
焼成 :良好
色調:灰色

河道2

局
台
付
芥

第72図
SU-24 N2El 暗褐色

粘質土

口径 12
器高 4
底径 10

ぴ
部
伸
底
て
の

如めに低、、高台
口
る
端

底部外面 :回転糸切 り

ユ土 :密 ,1～4mu大の自色砂粒
f含む
B成 :良好
1謂 :匠 伸 ～ 膳 匪 徹

芥
第72図
SU-25 Ml 賠灰色

粘質土
口径 132 界晉舜綴禽轟景そ語

む
回転 ナデ

ユ土 :自 色微砂れをわずかに
干む
B成 :良好
!調 :HH書 庶 侶

芥
第73図
SU-26 配 1

暗赤褐色
砂層
口径 138
器高 44

口縁部がくびれ,内面
にかすかな稜 ,底部は
平

底部外面:回転糸切り

,土 :密 ,1～3mm大の自色砂粒
:少量含む
二成 :良好
1謁 :渉書 匡 魯 ～ 膳 書 席 缶

河道2

ネ
第73図
SU-27 N3Eユ

色

ヽ
層

禍
質
礫

赤
砂
砂

口径 126
器高 46

体部は内湾し,口 縁部
でわずかにくびれる。
底部は平

底部外面:回転糸切り
胎土 :密

焼成 :良好
色調 :淡青灰色

河道2

不
第73図
SU 28 岨 1

暗青灰色
砂層
口径 13.2
器高 48 『”柳

湾

て

，
ゃ

帥
軸嬢

部
く
か

体
で
す

底部外面 :回転糸切 り
痕

準巷ぎ
,卜2硼大の砂粒 を若

焼成 :良好
偽 調 :泌 書 匿想 れ ～ 必 皇 想 魯

河道2

不
第73図
SU‐ 29

N2El 暗赤禍色
砂層
口径
器高

体部は内湾し,日 縁部
でくびれる。底部は平

底部外面:回転糸切り
誓碁ギ警と

嗚剛大の自色砂税

焼成:良好
偽 詔 :匡 侮

河道2

ネ
第73図
SU-30 醒 1

暗赤福色
砂層
口径 132
器高 48

口縁部はくびれて ,内
面にかすかな稜 ,底部
は平

底部外面:回転糸切り
底部内面:多方向ナデ

胎士 :密 ,l ma未 満の 自色砂粒
を含む
焼成 :良好
缶 誦 :泌 匠 缶

河道2

不
第73図
SU‐ 31

Ml 暗青灰色
砂層

口径 3
日縁部のくびれるタイ
プ 回転 ナデ

胎土 :密 ,lm未満の自色砂粒
を少量合む
焼成:良好
偽 _H:匪魯 ～ 書 圧 魯

河道2

必
第73図
SU‐ 32

N2El 暗赤褐色
砂層

径
高
口
器

口縁部はわずかにくび
れて内面にかすかな稜 ,

底部は平
底部外面:回転糸切り

胎土 :密 ,lmaま での白色砂粒
を若千含む
焼成:良好
缶 語 :圧 名 ～ 害 庶 偽

河道2

不
第73図
SU 33

暗赤禍色
砂層

口径
口縁部はわずかに くび
れて内面でかすかな稜

回転 ナデ 質軟
色
や
灰

密
や
淡

生
成
調

胎
焼
色

河道2

不
第73図
SU-34 N2EXl 暗灰色

砂質土

口径 114
器高 35
底径 82

口縁部のくびれるタイ
プ。やや上げ底

］
分
”

画
面
外

外
内
以

部
部
れ

底
底

そ

胎土 :lmm未満の白色砂粒を含
む
焼成 :良好
色調 :暗灰缶

不
第73図
SU-35 58 阻 1

晴赤褐色
砂層

口径 12を
器高 4t
底径 7(
吾縫母弥墟辮
面は稜をもたない

底部外面:回転糸切り

胎土 :密 ,l IIIIl未 満の 自色砂粒
を含む
焼成 :良

角調 :陪吉灰住

河道2

不
第73図
SU-36 N3El 維紳囃

口径 13(
器高 4〔

体部は内湾し,口 縁部
でわずかにくびれる。
底部は平

底部外面:回転糸切り

胎土 :密 ,1～51H大 の砂粒 を少
量含む
焼成 :良好
色調 :淡灰福缶

河道 2

ネ
第73図
SU-37

暗赤褐色
砂層

口径 13を
口縁部はわずかにくび
れる 底部回転糸切り

警著ギ警 搬
未満の 白色砂粒

焼成 :良好
付調 :陪度付

河道2

外
第73図
SU 38 ぶ阻

赤福色
砂層
口径 122
器高 41

杯部 I」TW9気界に押ひ ,
日縁端部近 くでごくわ
ず かに くびれ る。器壁
は うすヽヽ

底部回転糸切 り
胎土:密
焼成:良好
色調:青灰色

河道2

邦
第73図
SU‐ 39

N2El 暗灰色
粘質土

径
高
径

口
器
底

口縁部はくびれ,内面
に稜を持つ。やや上げ
底

底部外面 :回転糸切 り

種砂色土
含
成
調

胎
を
焼
缶

邦
第73図
SU‐ 40 嘲

色
土
灰
質
暗
粘

口径 9[
器高 4(
底径 7て

口縁端部内面に稜 ,や
や上げ底 底部回転糸切 り

胎± ■～ 3 mn大 の日色砂租 を
多 く含む
焼成 :良好
缶調 :陪言灰体～膳鵜缶

杯
第73図
SU=41 N4E2

色
層敵
殊

口径 122 浅めの不 ,底部は平 底部外面 :回転糸切 り
胎土:白色小砂粒を少量含む
焼成:良好
色調:青反色

河道2
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器

種
図
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挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量

ケｍ

済

く 形態 。文様の特徴 手法の特徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備   考

不
第74図
SU‐ 42

N囲 暗灰色
砂礫層

口径 105
器高 44
底径 69

平坦な底部 ,日 縁内面
にかすかな稜

底部外面:回転糸切り

胎土 :1～ 2ml大 の砂粒 (自 色 ,

灰色 )
焼成 :良好
色調 :青灰色

河道3

不
第74図
SU 43 N4El 淡禍色

砂質土

日径 11
器高 4
底径 7

平坦な底部よりやや丸
味をもってたちあがり,
外傾して伸びる

底部外面 :回転糸切 り

胎土 :05～ 3om大 の 自色砂粒
を含む
焼成 :良
魯 調 館 匡 魯

河道3

界
第74図
SU 44 N4El 暗灰色

粘質土
口径

内湾する日縁部の小破
片

回転ナデ
胎土 :密

焼成 :良好
色調 :え び茶色～灰色

河道3

不
第74図
SU 45 59 N4E2

暗灰色
粘質土

底径 7 上げ底気味の底部より内湾してたちあがる
底部外面 :回転糸切 り

胎土:密
焼成:やや軟
色調:淡灰色

河道3

不
第74図
SU 46 59 N4El

色
土
福
質
淡
砂

径
高
径

口
器
底

12 2
46
74

平坦な展部より丸味を
もってたちあがり,や
や外反して日縁端部に
至る

底部外面:回転糸切り

杜砂色白

呻　　醇
‥密，．む釉陣

土
合
成
調

胎
を
焼
角

河道3

外
第74図
SU-47

N3El
N4El

暗禍色
粘質土

径
高
径

口
器
底

やや上げ底の底部より
直線的に外傾してたち
あがる

底部外面 :回転糸切り

胎土:lm未満の砂粒を若千含
む
焼成:やや軟
魯 調 :務想 魯 務 膳 魯

河道3

不
第74図
SU‐ 48

N3El 暗褐色
粘質土

口径 123
器高 39
底径 68

平坦な底部より直線的
に外傾ししてたちあが
る

底部外面:回転糸切り
胎土:密 ,小砂粒を若干含む
焼成:やや軟
色調:淡笹褐色

河道3

必
第74図
SU-49 N5El 暗灰色

粘質土

径
高
径

口
器
底

平坦な底部より直線的
に外傾ししてたちあが
る

底部外面 :回転糸切 り

胎土 :密 ,l lnm未満の 自色砂租
を含む
焼成 :良好
偽 語 :庁 魯

河道3

不
第74図
SU‐ 50

N4El 暗褐色
粕質土

口径 ■ 3

器高 38
底径 68

平坦な底部より直線的
に外傾ししてたちあが
る

底部外面 :回転糸切 り
胎土:密
焼成:やや軟
色調:淡禍色～淡笹色

Π道3

不
第74図
SU-51 N5El 暗灰色

粘質土

径
高
径

口
器
底

り
ち
よ
た
部

て

底
し
の
傾
味
外
気
に
底
的
り

げ
線
が

上
直
あ

底部外面 :回転糸切 り

胎上 :密 ,1～3mE大の砂粒 をご
く少量合む
焼成 :良好
停調 :孝1灰 白角

河道3

不
第74図
SU 52 N4El 暗灰色

粘質土

口径 116
器高 39
底径 54

平坦な底部より外傾し
てたちあがる

底部 /1・面 :回転糸切 り

胎± 4JI以下の砂粒を少量含
む
焼成 :やや軟
缶調 :灰 白缶

河道3

不
第74図
SU‐ 53

阻 1
色
土酪綾
口径 12
器高 3
底径 7

上げ底気味の底部より
外傾してたちあがる

底部外面 :回転糸切 り

胎土 :密 ,l mta以下 の自色砂粒
を若千含む
焼成 :やや軟
徹謂 :陪青灰角

河道3

杯
第74図
SU-54 59 S14El

暗灰緑色
粘質土

口径 ■ 8
～124
需高 38
魔径  70

平坦な底部より外傾し
てたちあがる

底部外面 :回転糸切 り

胎土 :密 ,自 色小砂粒を少量含
む
焼成 :軟

角調 :淡糧角

河道3

芥
第74図
SU‐ 55

N4El 暗灰緑色
粘質土

径
高
径

口
器
底

上げ底 ,日縁部は外傾
してたちあがる

底部外面 :回転糸切 り

胎土:密 ,白色微砂粒を少量合
む
焼成 :軟
角調:鴻鵜缶

河道3

尚
台
付
芥

第74図
SU 56 岨 1

晴灰緑色
粘質土

日径
外傾して伸びた後 ,端
部で外反,高台付

底部外面 :回転糸切 り

消
り
焼
缶

:1～ 2 mm大 の砂粒 をかな
く含む
:軟
:渉灰鵜角～淡灰悟 fH

河道3

皿
？
第74図
SU 57 N配1 暗灰色

粘質土
口径

邦と皿の中間的な深さ
をもつ

内外面 :回転ナデ
胎土:小砂粒を若干含む
焼成 :良好
色調 :淡灰禍色

河道3

皿
第75図
SU-58 N3El 赤禍色

砂層
日径 146
器高 27 上げ底 底部に糸切り痕 各熟 超 ～暗灰色 ,底部は茶

鵜缶

河道2

皿
第75図
SU‐ 59

N2El 暗褐色
粘質土

口径 145 口縁部外反気味 底部回転糸切り 好
色

密
良
灰

土
威
調

胎
焼
色

不

か
第75図
SU-60 底部の小破片 回転糸切り

胎土 :衝 ,l mII大 の紗柾 を ご く

少量含む
焼成 :良好
色調 :暗灰色

盤
第75図
SU-61 N2EO 暗灰色

砂質土

口径 186
器高 38
底径 113

日縁部は体部より屈曲
して伸びる。高台貼付
け位置は内寄り

底部内面 :多方向ナデ
他は回転ナデ

”
獅
観
中

土
粒
成
謡

胎
砂
焼
缶

2mm犬 の 日色

河道2

盤
第75図
SU 62 N2El 暗灰色

粘質土

口径 174
器高 30
底径 138

底部外縁近くに低い高
台 底部外面:糸切り

治土 :密 ,l ma禾 満の 自色υ柾
を含む
焼成 :良好
fFIf謝 :膳書匡缶
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種

図

号

挿

番

四
版
番
号

出土地点 層 位
量

う卿

法

く 形態・文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎 土・ 焼 成・ 色 調 備   考

盤
第75図
SU 63 N2al 暗灰色

粘質土

日径 182
器高 44
底径 148 界矮譜絲

底部底部外面:回転糸切り
胎土:密 ,1～2mm大の白色砂粒
を若千含む
焼成:やや軟質
缶調:灰缶～陪度缶

琺
第75図
SU‐ 64 ワrtr中 頸部径 頸部から口縁部にかけ

ての小破片
波状文

回転 ナデ
胎土:密 ,l ou大の黒色粒子
焼成 :良好
色調:淡青灰色～暗灰色

高
パ
第75図
SU 65 N4El 暗青灰色

砂礫層
透かしをもつ
沈線2条 回転 ナデ

胎±■～2mm大の砂粒
焼成 :良好
色調 :暗青灰色

河道2

局
台
付
外

第75図
SU-66 つ仕 中 口径 151 浅い外部 回転 ナデ

胎土 :密 ,lm犬 の黒色柾 をわ
ずかに含む
焼成 :良好
角調 :音庚缶

第75図
SU 67 NE2 口径 ユ40 浅い体部 回転 ナデ

胎土 :雷 ,1～ 2m tt大 の日色砂租
を少量含む
焼成 :良好
俸調 :渉音灰i

長
頸
重

第76図
SU-68 N3El

赤褐色
～青灰色
砂礫層

氏径  87

肩 は よ く張 るが稜 をな
さず九味 を帯 びたつ く
り,外に張 り出す高台
肩部 と胴 部 の境 に沈線
瑳と1条

底部静止糸切り後回転
ナデ

胎土 :符 ,1～2ml大 の自色砂柾
をかな り合む
焼成 :良好
缶調 :度缶～音灰魯

河道2

長
頸
重

第76図
SU‐ 69

rヾ3圧El
赤褐色
砂層

口径 101

口緑部外傾後端部近 く
で外 反 ,端部 は丸 くお
さめ る
頸部 に不 明瞭 な沈線 を

頸部内面に粘土をラセ
ン状に巻き上げた痕跡。
内外面とも回転ナデ

胎±■mm禾涌の抄租をわすか
に含む
焼成 :良好
角調 :膳言灰缶

河道2

長
頸
芝

第76図
SU‐ 70

60 N2El 暗青灰色
砂層

口径 12(
口縁部は外反して伸び ,

端部は丸くおさめる
頸部に沈線2条

回転 ナデ

なを租中
む
斯
中

止
合
成
調

胎
り
焼
色

河道2

長
頸
壷

第76図
SU‐ 71

阻 絶”青灰色麟
口径 106

伸
を

口
び
な

回転ナデ

柾砂色自の後一酬『
櫛
頼
陣

土
若
成
調

胎
を
焼
缶

河道2

長
頸
重

第76図
SU‐ 72 りにと 54 回転ナデ

胎土:密 ,白色小砂粒を含む
焼成:良好
色調 :暗青灰色

長
頸
壼

第76図
SU-73 ふ画

暗青灰色
砂質土

口径 109
器高 200
底径 84

黒 鏡 融 釜 省 括 善 覆標 学 と
肩 が 張 り稜 を も つ 。高
台 を つ け る
蒟 部 に沈 繰 2姿

`ヘ
ラゝ

底部 に回転糸切 り痕

胎土 :密 ,211禾満の 自色砂租
を含む
焼成 :良好
色調 :淡青灰色

河道2

長
頸
豆

第76図
SU 74 N2Eユ 暗青灰色

砂層
口径 11 6 最琴嚢讐審唇饂 蔑覆底部回転糸切 り

胎土 :密 ,1～ 2ndl大の自色砂粗
を含む
焼成 :良好
色調 :淡青灰色

河道2

長
頸
壷

第76図
SU‐ 75

60 岬帥離
暗灰色
砂質土

口径111
器高1935
底径 72
晶辱嚢笞奇魯あ含豆謀;奮撃底部に糸切り痕

胎土 :1～ 2mm大 の自色砂租 を
含む
焼成 :良好
色調 :淡灰色

河道2

広

口
壷

第76図
SU‐ 76

60 J吐中 口径 広 日の壷 回転 ナデ

胎土 :密 ,lmm Rl後の砂粗 を看
干含む
焼成 :良好
色調 :暗灰色

一電
第76図
SU=77 62 N3El

暗青灰色
砂層

壷胴部の小破片
外面 :平行叩き
内面 :ナデ

胎土:密
焼成:良好
色調:青黒色

河道2

甕
第77図
SU-78 62 Ш

淡灰色
砂質土

長頸の琵の頸部
波状文

回転 ナデ 好
色

密
良
灰

生
成
調

胎
焼
色

河道2

奏
第77図
SU-79 62 N3El

赤褐色
砂質土 養肩部の破片 ,自然釉

外面 :平行叩きか
内面:円弧押当兵痕

治土 :密 ,自 色小砂粒を少量含
む
焼成 :良好
色調 :灰色

河道2

琵
第77図
SU-80 62

N2E0
N2El

暗赤禍色
砂層 莞胴部の小破片

外面 :平行叩 き
内面 :円 弧押 当具痕 の
上をナデ

胎土 :密 ,自色小砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :青灰色

河道2

霊
第77図
SU-81

N2El
剛

言火禍色
砂礫層
暗赤褐色
め層

口径 194
口縁部 は外反 ,肩 か ら
胴部にかけて tよ丸味を
帯びてなだらかに下 る

口縁部 内外面 :回転 ナ

外面 :平行叩き
内面 :同心 円押当具痕

胎土 :密 ,lm未満の自色砂粒
を含む
焼成:良好 ,堅緻
色調:外 暗青灰色 内 灰青角

河道2
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6。 そ の 他 の 土 器

その他の上器としたものは,時期について言及できなかったものである。以下特徴のみを述べる。

E-14は外面に渦巻き状,又は蕨手状の突帯と,直線状の突帯を貼 り付けるものである。三の肩

部に当たるものであろうか。器面調整はナデを行っている。胎土には 1～ 5ミ リ大の大粒の砂粒を

含んでおり,弥生前期から中期初頭の土器の胎土に似ている。

E… 15は董,又は鉢と考えられるものである。ゆるく外反する回縁部は,端部付近で下垂 し,頸

部には稜線が入るものである。口頸部はヨコナデ,胴部外面にナデ,内面にはヘラケズリを施して

いる。

E-16は頸部が「 く」の字状に屈曲し, 口縁端部外面に直線文をもつものである。弥生中期後葉

から後期前半にある甕に非常によく似た形状を呈しているが,胎土と焼成は, タテチョウ遺跡でみ

られるその時期の弥生土器とは全 く異なった印象を受ける。非常に精選された細かい胎土をもち,

硬質に焼かれた灰白色の上器となっている。タテチョウ遺跡の前回の調査で報告されているものに,

胴部に格子目のタタキをもつ韓式系土器があるが,それと同様のものであろうか。

註 1『タテチョゥ遺跡発掘調査報告書Ⅲ』 島根県教育委員会 1990年

E-16

0                      10cm

第78図 土器実測図  (1:3)
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そ の 他 の 土 器 観 察 表

器
種
図
号
挿
番

凶
版
番
号

出土地点 層 位
法 量
(cll)

形態・文様の特徴 手法の特徴 胎土・焼成・色調 備   考

壼
か
第78図
E-14

I区
トレンチ内

暗青灰色
砂礫層

外面 に渦巻 も しくは ,
わ らび手状 の突帯 ,そ
の上下 に平行突帯を貼
h村ハス

ナデか

多を粒砂の大ｍ・”５　餅純

土
む
成
調

鉢

か
第78図
E-15 62 NaEl

色
層
灰
礫
青
砂

口径 19(
口縁部は外反し,端部
は斜め下方に下垂 ,外
面に浅く凹線1条

口縁部～顕部ヨコナデ
胴部外面 :ナデか
胴部内面:ヘラケズリ

胎土
焼成
色調

小砂粒を少量含む
良好
明灰色

河道2

甕

か
第78図
E-16 62 S3m

暗青灰色
砂礫層

口径 177 口縁端部は拡張し,沈線3条
外面:ナデ
内面:ヘ ラミガキ

胎土:精選されている
焼成:良好
色調:明灰色

河道J
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7。 ミ ニ チ ュ ア 土 器

ミニチュア土器 (第79図 図版63)と しては鉢形・甕形等 9点を図示 した。この中には,仮器と

してのミニチュア土器以外の実用的な小型土器が含まれている可能性もあるが,出土状況等から判

別できないので, ここではミニチュア土器として扱いたい。

''M-5

く三三::I:;テ
イ|_6

第79図  ミニチュア土器実測図  (1:2)
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鉢形 (第79図 M-1・ 3・ 4)

器高が低 く, 口縁部が開 くものを鉢形とした。手捏ねによる粗製のもの (M-1・ 3)と ヘラミガ

キを施すていねいな作 りのもの (M‐ 5)が ある。

M‐ 1は ,手捏ねによる粗製土器で器壁の厚い平底の底部から直線的に立ち上がる体部をもつ。調

整は,内外面とも指頭圧痕を残 しており,特に内面にはハケ状工具によって掻き取ったような痕跡

を残している。M-3は ,尖底気味の丸底からやや厚手の体部が内湾気味に立ち上がるもので,「 く」

の字形に大きく屈曲する口縁部をもつものである。口縁端部は指で押えながら成型したと考えられ ,

指頭圧痕による小さな面を連続的に配 したような形状になっている。内面はナデ,外面はハケメの

後ナデによりていねいに調整されている。

M-4は ,弥生時代前期に見られる鉢形土器と同様の形状を呈すもので,外面は摩滅 しているもの

の,内面には丁寧なヘラミガキが見られる。径の大きな平底の底部をもち,外傾する体部は口縁部

まで直線的に立ち上がる。口縁端部はナデ調整が行われており,わずかに面をもつ。弥生時代前期

の鉢形土器にはこうした器形をもつものがあり,その中には, 口径10cmを わずかに超える程度の小

品もある。そうしたことから, この土器は実用的な小型土器である可能性が高い。

甕形 (第79図 M… 2・ 8。 9)

回縁部が開き,器高の高いものを甕形とした。M-2は底部近 くの破片で,平底の底部から直立気

味に体部が立ち上がる。内面には指頭圧痕が残 り手捏ねの痕跡を残 しているが,外面はハケによっ

てていねいに整形されている。土器そのものが小さいせいか,ハ ケメの単位は 3本程度 しか見えな

い。M‐ 8は 口縁部付近の小片で,肥厚 した口縁部をもつ甕形であろう。体部はほぼ直立するようで

ある。体部の器壁は厚 く作られているが, 口縁部近 くでは更に肥厚する。外面と口縁部内面はナデ,

体部内面にはケズリの痕跡を残 している。M-9も 口縁部付近の小片である。器壁が厚 く,やや開き

気味に立ち上がる体部をもつ。口縁部付近は強 くつまみ出したのか,内面がわずかにくびれ,断面

では内傾するように見える。口縁部内面にわずかにハケメ状の痕跡を残すほかはナデによって整形

され,外面には指頭圧痕を残 している。

壺形 (第79図 M-5)

短頸壼の口縁部から体部にかけての破片と考えられる。体部は緩やかに内湾 し口縁部直下で上方

に向かって折れ曲がる。顕部内面に強いナデによるくびれや,尖がった口縁部はつまみ出して成型

したように思われる。器壁は,他のミニチュア土器に比べると薄手に作られている印象を受ける。

体部内面はケズリ,外面には粗いハケメを残 している。短い頸部はナデによってていねいに整形さ
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れている。

高杯形 (第79図 M-10。 11)

高杯形のミニチュア土器は脚部の破片が 2片出土 している。M‐ 101ま摩滅のため,調整が見えな

いものの,ていねいに成型された脚部の破片である。器壁は厚手で,特に杯底部から脚内上部の間

は非常に厚 く作られている。脚は直線的に延び,杯部中央は深 くくぼんでいる。M-11も ,脚部の

小片である。手捏ねによる粗製のもので,外面には指頭圧痕を多く残 している。脚部 tま高 く作られ

ているのに比べ,底径は小さい。器壁は非常に厚 く,脚部内面には絞り痕が見られる。

M-6・ 7は,高杯の杯底部中央を埋めた円盤状の粘上が象」離 したものであろう。M‐ 7は外面に指

頭圧痕状のくぼみが見られる。両者とも摩滅 しており調整痕や接合痕が残らず,皿状に見える。

ミ ニ チ ュ ア 土 器 観 察 表

器

種

図

号

挿

番

凶
版
番
昇

出土地点 層 位
量

，ｍ

法

く
量
＞

重
く 形態・文様の特徴 手 法 の 特 徴 胎土 。焼成・ 色調 備 考

鉢
第79図
hf l

(S(テ スヽ「ユ 青灰色
砂礫層

日径 33
最大径33
器高 19

手捏による。平底の底
部から口縁部へ直線的
に立ち上がる

内面はハケ状工具によ
りかき取ったような痕
跡が見える

胎
を
焼
往

:1～ 311大の砂杜
む
:良好
:匠鵜俸

養

？
第79図
M-2 剛

青灰色
砂礫層

底径 2 き矮厨鰯 内面 は指頭圧痕 ,外面
はハう「 目

胎
を
焼
缶

■～2 mm大 の砂秘
む
:良好
:灰缶

鉢
第79図
M-3 63 N13El

灰色
砂質土

口径 69
器高 63

尖底 気 味 の九 底 。口縁
部 は大 き く外 反 す る。

搾言そF暴
られ,善窪

外面はハケロの後ナデ,

内面はナデ

胎土 :1～ 2 mfn大 の自色
砂粒を含む
焼成 :良好
色調 :明灰色

鉢
第79図
M‐ 4
63 トレンチ内 暗青灰色

礫層

径
高
径

口
器
底

平底の底部から口縁部
にかけて直線的に伸び
る 孵腰ぶ爾

キとナデ,
胎土 :111m稚反の自色砂
粒を含む
焼成 :良好
色調 :明灰色

壷
第79図
ふ正‐5

N4E2 青灰色
砂礫層

口径 67
ゆるやかに内湾する体
部から,小 さな口縁部
が直線的に立ち上がる

体部外面に粗いハケロ

胎土 :lDD以 下のガラス

質の微砂粒を含む
焼威 :良好
色調 :灰褐色

不
明
第79図
M-6

I区
トレンチ内

口径 30
器高 12 浅い皿状 磨滅により不明

胎土 :日 色徴砂租 を含
む
焼成 :良好
色調 :明灰色

不
明
第79図
M-7 NEl 褐色

砂礫層
口径 52
器高 16

浅い皿状。外面には指
により押さえたような
痕跡が多く残る

磨滅により不明

胎± ■mm程度の自色砂
粒を含む
焼成 :良好
色調 :責 白色

甕

か
第79図
M-8 N4E2 青灰色

砂礫層
口径 92

ず
続
わ

ヘ鱒し，体部
た
曲
し
屈
厚

に
肥
か
く

体部内面 tよ音Jら れてヽ
る。他はナデ

胎± ■DE大 の自色砂親
を含む
焼成 :良好
缶 謂 :康 任

甕

か
第79図
M-9 N2al 暗赤禍色

砂層
口径 88 は据迄蒻¥蒙転

にかけて, 内面上部はハケロの後ナデ,他 の部分 はナデ
調整

色自のは釣
‥・”３
塚
棘
随

土
粒
成
調

胎
砂
焼
色

高
ネ
第79図
M10 63 麹 単。脚部ｔま直

央
く
中
開
は
く
部
き
的

邦
大
線

磨滅により不明

胎± ■ma荏度の自色砂
粒を合む
焼成 :良好
色調 :明 白茶色

高
外
第 79図
江ヽ-11

N2E2 褐色
砂礫層 底径 44

手捏により厚手に作ら
れる

一部に指頭圧痕が残る

胎土 :自 色小砂粒 を含
む
焼成 :良好
缶 語 :庶想 符
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8.土 製
ロ
口口

土器以外の土製品 (第80図 図版63)の 出土はきわめて少ないが,土笛,土製円盤,土錘等の12

点を図示することができた。図示 した以外の上製品としては,埴輪片が何点か出上している。

土笛 (第80図  CL-1)

完形品が 1点出上 している。器高5。 9cm,立面形は卵形を呈 し,吹口が胴部最大径よりも小さく

作られている。 1面に4カ所,他面に 2カ 所の貫通子とが穿たれている。この形態は,1988年度まで

にタテチョウ遺跡多数出上 しているものの中でも一般的に見られるものである。西川津遺跡で出土

しているものの多 くはヘラミガキを施されており,1988年度までにタテチョウ遺跡で出上 したもの

も何らかの文様をもつものが多いが, この上笛は全面をナデによって調整されており,文様は見ら

れない。

今回の出土により, タテチョウ遺跡出上の上笛の総数は20例 となった。西川津遺跡で出上 した18

例と合わせると,朝酌川流域では38例が出土 したことになる。土笛は,小片で出土した場合,無頸

重と区別 しにくいほか,1988年度調査では特殊な器形のものも出土 しており,今後の注意次第では

更に資料が増加する可能性ももっている。全国では約50例が知られているが,朝酌川流域で全国出

土総数の半数以上が出上していることは注意される。

この上笛は,河道 4の底面近 くから出土 している。河道 4は完形を保つ鼓形器台の出上により古

墳時代前半頃に埋没 したと考えているが,その埋土中には弥生土器片も多く含んでおり,付近の弥

生時代住居跡を削って流入したものと思われる。

有孔円盤 (第80図 CL-2・ 3)

有孔円盤と呼ばれるものには,粘土を成型 して作られたものと,土器を転用 したものがあるが ,

今回出上 した 2点はいずれも土器を転用 して作られたものであった。

CL-2は甕の体部を転用 して作 られたものと考えられ, 1面にはススが付着 している。周縁は雑

に打ち欠かれているが,ほぼ整円になっている。貫通孔は両面からていねいに穿たれているが,有

孔円盤の中心からはわずかに偏っている。摩滅のため,土器器面の調整は見えない。CL-3も 土器

を転用 した有孔円盤であるが,周縁の打ち欠きが雑で,整円をなしていない。ほぼ中心に穿たれた

貫通孔は両面から開けられている。

CL-3は トレンチ内の出上の為,出土層位が判らないが,CL-2は 旧河道に伴わない遺物包含層か

らの出上である。この遺物包含層からは須恵器は出土 しておらず,転用された土器も秀生土器と推
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定される。この有孔円盤の時期は,出上位置等からも,少なくとも古墳時代前半をさかのぼるもの

と推定される。

土製円盤 (第80図  CL-4～ 7)

土製円盤としたものは,土器片を転用 し,周縁を打ち欠き円盤状にしたものであるが,いわゆる

「有孔円盤」に穿孔する前の未成品の状態とは区別がつかない。そのため今回は,貫通孔の穿たれ

ていない円盤状を呈する土製品を一括 して,土製円盤として扱 うことにする。土製円盤としたもの

は4点を図示 した。

CL-4は土器を転用 し,周縁を雑に打ち欠いたものである。外形は精円形に近い。長軸の両端に

はわずかにくぼみが見られ,土器転用錘としての使用も考えられる。全面が摩滅 しており,土器器

面の調整は見えない。

CL-5も 周縁を雑に打ち欠いた土製円盤で,外形は円形に近い。摩滅のため,土器器面の調整は

不明である。

CL‐ 6は ほぼ整円を呈すものである。器壁の厚い土器を転用 しており,土器器面外面側には細か

いハケメが多く残っている。また,土器器面内面側にもハケメの痕跡をわずかに残している他,炭

化物の付着が見られる。

CL-7も 土器を転用 し,周縁を雑に打ち欠いたものである。平面形は円形をなさない。土器器面

外面側にはわずかにハケメの痕跡を,内面側にはナデによる指頭厚痕を残 している。

土錘 (土玉 第80図  CL-8～ 12)

5点を図示 したが, この中にはほぼ球形を呈 し,土玉と呼称すべきものも含まれているが,厳密

には区別できないため,一括 して扱う。

CL-8・ 9は立面楕円形のものである。ほぼ中央に穿たれた貫通孔は最大径に対してかなり大きい。

手捏ねによって成型され,指頭厚痕を多く残す。表面は摩滅 しており,調整は見えない。

ほぼ球形を呈 し,土玉の可能性があるものは 2点を確認 した (CL-10・ 11)。 いずれも最大径に

対して,比較的小さな貫通孔を穿たれ,外面はナデによってていねいに成型されるものである。て

いねいな調整によって手捏ねの痕跡は残 していない。

CL-12は ,ややいびつな球形を呈するものである。表面は摩滅 しているが手捏ねの痕跡を多く残

している。中央に穿たれた貫通孔は最大径に対してかなり小さい。手捏ねの痕跡を残 しているが ,

外形や穿孔方法等から考えると,CL-10・ 11と 同様のものであろう。

これらの土錘 (土玉)は遺物包含層の暗青灰色砂質土 。青灰色砂礫層か,河道 1付近から出土 し
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ており,河道 2・ 3か らは出土 しなかった。このことより,少なくとも古墳時代前半よりさかのぼ

る時期のものであろう。

埴輪

埴輪片は 4点が出上 したが,いずれも体部の小片の為,図示 しなかった。調整は,内外面共に斜

め方向のハケメを施すものが多く,内面の一部にナデの痕跡を残すものも見られた。タテチョウ遺

跡では1988年度調査でも多くの埴輪片が出土 しており子遺物包含層の中には付近の古墳から流入 し

てきたものも含まれていることが考えられる。

註1 タテチョウ遺跡は河川堆積層なので層位的に時期を求めることは難しいが,西川津遺跡では弥生時
代前期の層から出上したとされている。

『西川津遺跡発掘調査報告書V 海崎地区3』 島根県教育委員会 1989年
註2『タテチョウ遺跡発掘調査報告書Ⅲ』 島根県教育委員会 1990年

土 製 品 観 察 表

器

種

図

号

挿

番

凶
版
番
昇

出土地点 層 位
法  量
(cI)

量

＞

重

く 形態・文様の特徴 手法の特徴 胎土・焼成・色調 備 考

土
笛
第80図
Cし■

訊ス「1 暗青灰色
砂層

径
高
径

口
器
底

正面形 は卵形 を呈 し ,

吹 口は胴部最大径 より

小 さい。無文

全面ナデによりていね
いに調整 される

砂］
釣
‥良好
中

上
を
成
調

胎
粒
焼
缶

有
孔
円
板

第80図
CL-2

■lEl 禍色
砂質土

直径
5 5-5 7
厚さ 90

39 05
土器を転用したもの。
甕の体部。表面にはス
スが付着している

不 明

胎上 :1～ 3ma大 の砂粒
を合む
焼成 :良好
魯調 :度椙缶

有
孔
円
板

第80図
CL-3 トレンチ内

直径
46～ 4〔
厚さ 6(

15 5
土器転用。月縁を雑に
打ち久く

磨滅のため調整不明

胎± ■～2ml程度 の砂
粒を含む
焼成 :良好
缶謂 :反縄俸

土
製
円
籠

第30図
CL-4 NOEl 暗灰色

砂礫層 ”

径

ヮ
さ

直

６
厚

38 65
土器を転用したもの。
錐としての使用も考え
られる

磨減のため調整不明

胎
砂
焼
色

|■～3 nD大 の 白色
|を含む
ド良好
:灰缶

土
製
円
籠

第80図
CL-5 N2Ell

暗赤福色
砂曙,司雷
粘質土

径
さ
直
厚 39 75 土器

を転用 した もの。
周縁を雑に打 ち欠 く

磨減のため調整不明

胎
砂
焼
色

:2n」n前後の白色の

を含む
:良好
:度桐角

土
製
円
締

第80図
CL-6 NllEl

自然
流路中 ”

１

径

２
さ

宣

５

早

土器を転用したもの。
裏面側には皮化物が付
着している

表面にはハケロが残る

色白の大『
細
朗
肺

土
粒
成
調

胎
砂
焼
缶

土
製
円
籠

第80図
CL‐7
63 聰

色
土
禍
質
赤
砂 ”

径

ゃ
さ

直

４
厚

23 5 土器を転用し
たもの。

周縁を雑に打ち欠く

表面にはハケロ,裏面
はナデにより指頭圧痕
が残る

胎土 :1～ 211夫 の 日色
砂粒を多 く含む
焼成 :良好
争調 :灰桐負

土
錘
第80図
CL-8 NI弦

色
土
禍
質
赤
砂 径

径
大
高

口
最
器

33 25 管状の上錐
手握により,わずかに
凹凸を残す

胎±■～ 2 ndl大 の 日色

砂粒を合む

管鏑:晶及茶色
土
錘
第80図
CL-9 NOE2 灰色

相質土

口径 08
最大径32
器高 39

38 73 管状 ,円筒形の上錐
手埋により,凹凸を残
している

胎土:白 色砂粒を含む
焼成:良好
色調:暗禍色

土
錘
第80図
αL 10 63

N2E2 褐色
砂礫層

径
径
大
高

口
最
器

53 05 管状 ,球形
ていねいなナデにより

手捏の痕跡は残 さない。
土玉か

土
む
成
謂

治
含
焼
缶

自色 の小紗 柾 を

良好
膳匡縄 缶

土
錘
第80図
CL-11

NOE0
色
層
灰
礫
青
砂

径
径
大
高

口
最
器

55 74 管状 ,球形
ていねいなナデ調整 さ

れ手捏の痕跡は残 さな

、ヽ土玉か

ユ±■IRm程 の日色紗柾

`少
量含む
:成 :良好
Ⅲ調 :匡縄缶

土
錘
第80図
C近と-12

I区
トレンチ内
排土中

径
径
大
高

口
最
器

管状 ,球形
手捏による凹凸をわず
かに残す

0±■ntT程の自色紗柾
:多 く含む
B成 :良好
:謂 :庶 俸
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9.石

石器 (第81～87図 図版64～66)|よ遺物包含層の暗青灰色砂質土・青灰色砂礫層を中心に出上し

た。象J片や用途不明の石器を含め84点を図示したが,遺物包含層は縄文土器から土師器までを内包

するため,各石器の所属時期を特定できなかった。また,石材の鑑定は島根大学教育学部の三浦清

先生に依頼した。

尖頭器 (第81図  ST‐ 1)

尖頭器と考えられるものは 1点出土した。不定形な尖頭器の先端部の破片で,基部が失われてい

るため,基部整形は不明である。調整は尖端を意識して行われているが,両面とも刃部付近に止ど

まり第 1次崇J離面を多く残している。全面的に水磨を受けており,表面が白くなっている。黒躍石

を使用している。西川津遺跡等でも尖頭状石器と呼ばれる石器が出土しているが,それらの調整は

刃部付近のみに止どまっており,第 1次祭J離面を多く残している。第 1次祭J離面をわずかしか残さ

ないST-1と は,調整が異なる印象を受ける。

石鏃 (第81図  ST-2～ 8)

石鏃は未成品と考えられるものも含め, 7点が出上している。

完成品は 3点あり,ST-2・ 4は凹基式三角形鏃,ST-3は 平基式三角形鏃である。ST-2・ 3は黒

曜石製,ST‐ 4は安山岩製である。いずれも両面調整を行っているが,ST‐ 2・ 3は一部に第 1次象J

離面を残している。

石鏃未成品と思われるものは, 4点が出上した。すべて凹基式三角形鏃なしくは平基式三角形鏃

の未成品と考えられる。ST-5～7は調整段階の未成品である。厚さ9 mm～ 7 mmを測るもので,素材

段階の厚みが残っている。ST-5・ 6には凹基部分を作り出そうとする象1離が見られる。ST生 6～7は

黒曜石製である。また,ST-5は巧噛で作られているが,その形状から石鏃未成品と判断した。

ST‐ 8の象J片は素材段階に近い石鏃未成品と考えられるもので,第 1次象1離面を大きく残してい

る。厚さ9 mmを測る。

楔形石器 (第81図  ST-9～ 14)

ST‐ 9～ 13の石器には,上下両端に階段状の細かい祭1離が見られ,楔形石器と考えられる。石材

は,ST-9を除き,総て黒曜石製であった。ST-9は ,玉髄質石英製の楔形石器で,使用が進み,か

なり小型化している。ST-12は主要剣離面に横方向にリングが見られ,横長の象1片を使用した可能

器
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性がある。ST-14は小型化 しているが,小 さな階段状の象」離は見られず,上下からの強い加撃によ

る大きな崇1離が見られる。

スクレーパー (第82図 ST-15～ 23)

象1片の一側辺をわずかに加工 した,不定形のスクレーパーが何点か出土しているが,定形化 した

石匙は見られなかった。刃部の加工は概ね粗 く,部分的にしか調整を施さないものや,象」片のエッ

ジ部をそのままスクレーパーとして使用 したと考えられるものがほとんどであった。

ST‐ 15は,黒曜石製のスクレーパーで,両端を欠いているが,縦長の象J片の側辺に刃部を付 l● た

ものである。上端の三角形の突起部分にも象J離が見られることから,ス クレーパー以外の使用も考

えられる。他に黒躍石製のスクレーパーにはST-22がある。ST-22は ,石核を使用したスクレーパー

と考えられる。石核段階での剣離には規則性は見られない。象」離が進み,薄 くなった石材の一面か

ら調整を行い,刃部を成型 している。

ST-16は玉髄質石英を使用 したスクレーパーである。縦長の象」片の側辺を両側から打ち欠いて刃

部としている。

ST-18～ 21・ 23は頁岩製のスクレーパーである。ST-18・ 21tよ,板状象J離 した石材の下端エッジ

部を刃部として使用 したもので,刃部近 くには使用によると思われる擦痕が見られる。ST‐ 19は ,

石核に二次加工を施 してスクレーパーとしたもので,刃部は縁辺部から片面を簡単に打ち欠いたも

ので,細かい調整は見られない。ST-20。 23は横長の崇J片の長側辺を使用 したもので,エ ッジ部に

摩滅が見られる。ST-17は 断面三角形の崇↓片で自然面を残すものである。刃部の加工は見られない

が,エ ッジ部に小さな象J離が見られ,ス クレーパーとしての使用が考えられる。

石錘 (第32図  ST‐ 24～ 27)

4点が出土 し,そ の重量は49gか ら113gま でと幅広 く,石材の形も特に意識 しているとは思え

ない。いずれも自然石の長軸を両面から簡単に打ち欠いて扶 りを入れたもので,他の調整は見られ

ない。また,磨石の転用品や研磨 したものは見られなかった。

最も軽いものはST-24で ある。不定形の河原石の長軸を簡単に打ち欠いて袂 りを入れたもので ,

石材はアプライ トを使用 している。ST-25は最も重量の重かったもので,偏平で平面楕円形の安山

岩を使用している。ST-26・ 27は全面に摩滅が進み,快 りも浅いものである。ST-26は砂質頁岩をST

-27は アプライ トを石材に使用 している。
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石斧 (第83図 ST-28～ 30)

偏平片刃石斧は,完形品が 2点出上 している。 2点 とも平面長方形のもので,バ チ形のものtよ見

られなかった。ていねいに研磨されており,祭1離面は残 していない。刃部付近には使用によると思

われる擦痕をわずかに残 し,ST-29は 刃部が摩滅 している。ST-29は流紋岩を,ST-28は流紋岩と

考えられる火山岩を使用 している。1988年度の調査では擦切技法を用いたものが出土 しているが,

そうした痕跡は見られない。

ST-30は偏平な石材の一端に刃部を付けた打製石斧と考えられるものである。いわゆる石鍬と呼

ばれるものと考えられるが,一端を欠いており上部の形状は判らない。刃部,側部とも両面から雑

に打ち欠かれている。水磨のため使用痕等は見えない。石材 tよ流紋岩を使用 している。

石包丁 (第83図 ST-31～ 39)

石包丁と考えられるものは破片も含め, 9点を図示 した。磨製・打製の両者が見られる。

ST‐ 31～ 34・ 39は磨製の石包丁である。ST-31・ 32は小片のため,全体の形が推定できない。ST

-31は頁岩を使用 した片刃,ST-32は流紋岩を使用 した両刃のものである。穿孔や快 りは見られな

い。ST-33は頁岩を使用 した片刃の大型石包丁と思われる。板状祭‖離 した厚い石材を雑に研磨 した

もので,研磨によると思われる擦痕が多く見られる。側部も研磨されるが擦切の痕跡は残 していな

い。一端を欠き,全体の形は推定できない。ST-34は 刃部を 2面もつ異形の石器である。一端を欠

くが,ほぼ平面三角形を呈 し,研磨による片刃の刃部を 2面もつ。図上下面側の刃部はていねいに

研磨されるが図上左側面の刃部は研磨が雑で,細かい凹凸が見られる。薄い板状の石材を使用 し,

刃部以外にも研磨による擦痕を多く残す。刃部の研磨が異なることから,破損 した石包丁を再利用

したものであろうか。ST-39は 完形を保つ大型石包丁である。半月形に近い不整五角形を呈し,刃

部はほぼ直線に作られる。刃部以外の周縁部には象1離痕を残すが,全体にていねいに研磨されてい

る。縄掛状の快 りをもつ。片刃の刃部周辺には擦痕を多く残している。石材は頁岩を使用 している。

図上右側の択 りは研磨されており, しっかりした作 りになっているが,それと対応する袂 りが見ら

れない。刃部左端にある打ち欠かれた袂 りがそれに対応するものであろうか。

打製の石包丁は 4点を確認 した。ST-35は 流紋岩製の石包丁で,一端を欠 くが,原型が推定でき

るものである。薄い板状の石材を使用 し,一側辺に細かい調整を施し,両刃の刃部を付けている。

背部は調整を行っていないが,刃部端に「 L」 字形の袂 りを入れている。ST-36とよ打製による大型

石包丁の破片と思われるもので,一面は祭!離 している。刃部は粗 く打ち欠かれており,研磨は見ら

れない。頁岩を使用 している。ST-37も 大型石包丁の破片と思われるものであるが,形態から,石

鎌の可能性もある。板状象1離 した板材を使用 し,両刃の刃部を作 り出している。刃部の研磨は行っ

-182-



ぬ       S卜
28 
呻

饉 _″ _層
I       S卜 31

―

|

|

|

|

第83図 石 器 実測 図(3)(2:3)

-183-



ていない。石材は頁岩を使用している。

ST‐ 38は板状象J離 した頁岩の象‖片である。総ての面が崇1離面をそのまま残して第り,調整は行っ

ていない。下端長側辺エッジ部に擦痕が見られることから,象」片をそのまま石包丁状に使用したと

考えられるものである。両端を欠いている。

1988年度の調査では石包丁は大型のものしか出土していないが,西川津遺跡においては通常のも

のも見られ,ST-31・ 32がそうしたものの可能性もある。1988年度調査では擦切技法の存在が推定

されているが,今回の資料でtよ確認できなかった。

石鎌 (第84図 ST-40～ 43)

破片を含め4点が出上し,打製・磨製の両者が見られた。ST‐ 40は完形を保つもので,典型的な

形態と考えられる。板状象J離 した石材の周縁を粗く打ち欠いたもので,研磨は行われていない。刃

部は緩やかに外湾する。刃部以外の周縁部にもノッチを入れ,整形している。ST-41も 同様の形状

のものであるが,基部を欠いている。刃部の調整はST-40に比べ象J離が大きい。ST‐ 42は ,両端を

欠いた小片である。刃部は外湾せず,背部も直線的に切断されていることから石包丁の可能性も考

えられる。板状象」離した石材の側縁に両側から打ち欠いて刃部を付けたもので,刃部の研磨は行っ

ていない。一面には使用によると思われる擦痕が多く見られる。

ST-43は両端を欠くが,刃部がわずかに内湾しており,磨製の石鎌と考えられる。刃部は両刃で,

よく研磨されている。断面は,わずかに稜をもつレンズ状を呈す。刃部付近には,使用によると考

えられる擦痕が見られる他,わずかに摩滅している。

石鎌と考えたものの石材はすべて頁岩であった。

敲石 (第84図 ST-44・ 45)

敲石は 2点出上している。ST-44は偏平な円礫をそのまま使用したもので,一部を欠くが約640

gを図る。周縁部に細かく潰れたような敲打痕が多く見られる。平端になった部分は敲石としては

使用しておらず,わずかに擦痕が走り,磨石としての使用が伺える。石材は,水磨を受けた流紋岩

を使用している。

ST-45は 円柱形の自然石を使用した敲石で,両端部と胴部を幅 2 cmに亙って一周する部分を使用

している。胴部に見られる敲打痕は胴部中央よりわずかに端部に寄っており,他方を握りとして使

用したものと思われる。一部に擦痕が見られ,磨石としても使用されているようである。石材は長

さ137mln,太 さ59mm,重量105gを測る水磨を受けた流紋岩を使用している。
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石皿 (第85図  ST‐ 46)

石皿と考えられるものは 1点が出土した。楕円形の自然石をそのまま使用している。使用面にく

ぼみは無く,ほぼ平坦になっている。使用面の器面が潰れ,擦痕が見られる。石材はデーサイトを

使用している。

その他の石器 (第85図 ST-47～ 50)

ST-47は ,精円形の風化安山岩を使用した石器の一端である。自然石をそのまま使用しているよ

うであるが,周縁部は研磨されている。磨製石斧のようなものであろうか。

ST-48は ,頁岩の石核である。各象1離面は雑に象1離されており,規則性は感じられない。一面に

は擦痕があり,磨かれている。

砥石と考えられるものは一点出土した (ST-49)。 薄い短冊状になった流紋岩の 2面を使用して

いる。擦痕が多く見られる。

ST‐ 50は ,角柱形の頁岩片で,不規則な祭J離が見られるものである。図上頂面には擦痕が見られ

ることから,砥石としての使用が考えられる。

象J片・石核 (第85図 ST-51～第87図 ST‐ 84)

象J片・石核は多量に出土し,34点を図示した。

剣片は縦長のものが多いが,大半は大象J離面と主要家J離面の象1離方向が一致せず,不規則な象J離

を行われたものだった。これらの中には,エ ッジ部に摩滅が見られる等の刃器としての使用を伺わ

せるものがいくつか見られる。

ST-51は ,一部に自然面を残す黒曜石の象1片で,象J離方向は不規則だがエッジ部に小さな剣離が

見られ,刃器としての使用が考えられる。また,ST-52や ST-77は ,崇J離方向が一定 しており,規

則的な剣離が行われたもののようである。

ST-54や ST-75は ,エ ッジ部の小さな象1離によって刃部を作り出そうとする意図が伺われるもの

で,ス クレーパーとしての使用が考えられる。また,ST-69・ 73は調整は行われていないものの,

下端エッジ部に使用によると思われる摩滅が見られ,ス クレーパーとして使用したことが想像され

る。ST-53も ,規則的な象J離の認められない黒曜石製の象J片であるが, これにも下端エッジ部に摩

滅が見られる。

ST-81・ 83・ 84には上下端部に階段状の象J離がわずかに見られ,楔形石器としての使用が考えら

れる。

ST‐ 72は,凝灰質頁岩の剣片であるが,下端部に平坦な面が見られ,細かい擦痕が多く見られる。
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この擦痕は研磨痕と考えられ,擦 り切り技法による切断

が行われていた可能性がある。タテチョウ遺跡の1988年

度調査や西川津遺跡では,玉作に関係する遺物も出土し

ている他,石包丁等の刃器類にも擦り切り痕を残すもの

が見られる。ST-72は 小片であり全体は伺えないが, こ

うしたものである可能性をもっている。

石核としたものは,大半が象1離方向が一定せず, 自然

面を残すものも多い。

石器の石材は各種が見られるが,劉片等を含めると黒

曜石の割合が圧倒的に多くなる。これは,砂映層からの

出土であることにより,黒曜石以外の象1片が自然石と区

別しにくいことに起因している。この点については今後

の注意次第で黒曜石以外の象J片が増加するおそれがあり,

石器全体に占める黒曜石の割合が低下する可能性を秘め

ることになる。黒曜石の産地の同定は行っていないが,

過去に行われたケイ光X線分析による原産地推定では,

宍道湖・ 中海周辺の遺跡から出土した黒曜石はすべて隠

岐島久見産と言うことであり,今回出上したものも大半

は隠岐島産であろう。

かテチョウ遺跡では過去には多くの木製農耕具が出土

しており,未成品も多く見られた。今回の調査でもミカ

ン割 り材や,鋤の未成品が出土しており,磨製の石製工

具が多量に出土する可能性があったが,片刃磨製石斧が

2点出土したにすぎない。獣骨には解体痕が見られるも

”

〃

玖

く

第87図 石 器 実 測 図(7)(2:3)

のがあり,金属器の使用も伺るが,磨製の石製工具類がわずかであったとは思えない。タテチョウ

遺跡は河川堆積層であるため,今後,付近の集落跡が調査されれば,石製工具類が多量に出土する

可能性があると思われる。

上流の西川津遺跡では,玉作に関係する遺物が多く出土しており,その中に未成品が多く含まれ
註 3

ていたことから西川津遺跡周辺で玉作が行われていた可能性が指摘されている。しかし,今回のタ

テチョウ遺跡の調査では,確実に玉作に関係すると考えられる資料は出土しなかった。1988年度の

調査では,板状に加工した石材に擦り切りを行った資料が多く出土しているが, この年度の調査で

鬱
|

ST-81
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は,石包丁・石鎌の成型に擦り切り技法が使われた可能性が指摘されているため,確実に玉作関係
註 4

遺物と呼べるものが少なくなっている。今回の調査でも擦 り切 り痕をもつ禁J片 (ST-72)が出土 し

ているが,刃器である可能性も高い。西川津遺跡での玉作関係遺物は弥生時代前期から中期とされ

ているが, タテチョウ遺跡でのその時代の遺物は豊富であった。こうしたことから,同時代に営ま

れた隣接する集落であっても,玉作を行 う集落と行わない集落があったと考えられないだろうか。

註1『西川津遺跡発掘調査報告書Ⅲ (海崎地区 1)』  島根県教育委員会 1987年
註2『西川津遺跡発掘調査報告書V(海崎地区3)』  島根県教育委員会 1989年
註3『西川津遺跡発掘調査報告書Ⅲ (海崎地区 1)』  島根県教育委員会 1987年
註4『タテチョウ遺跡発掘調査報告書Ⅲ』 島根県教育委員会 1990年

石 器 観 察 表

器 種
図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量
＞伽

法
で

量
タ
重
く 石  材 形態・文様の特徴 手 法 の 特 徴 備  考

尖頭器
第81図
ST-1 鰤    「l 青灰色

砂礫層

長 さ(34)
幅 (16)
厚 さ 07

3 65 黒曜石 茎部 を欠 く 全面的に水磨

石鏃
第81図
ST-2 64 N2FXl 鋭蜂

藤
幅
隣

0 42 黒躍石
無茎石鏃。凹茎式三角
形鏃

一部に第1次剖離面を
残す

石鏃
第81図
ST 3 64 ］剛

青灰色
砂礫層

長さ
幅
厚さ

0 70 黒曜石
無茎石鏃。凹茎式三角
形鏃。扶りが浅い

わずかに第1次剣離面
を残す

石鏃
第81図
ST-4 64

I区
トレンチ内

砂質土
長さ(12)
幅 (17)
厚さ 04

0 93 安山岩
無茎石鏃。凹基式三角
形鏃

第1次剖離面はlaと ん
ど残さない

緻密 ,

Sttukite?

石鏃
未成品

第81図
ST‐5

SSVl 青灰色
砂礫層

長 さ(33)
幅 (21)
厚 さ 07

51
めのう
(Agate)

無茎鏃。凹基式三角形
鏃の未成品

第1次劉離面が大きく
残る

融綿
図

６細酔
64 HE0 暗青灰色

砂礫層
鮮
幅
騨

黒曜石
無茎鏃。凹基式三角形
鏃の未成品

第1次剣離面を多く残
す

石鏃
未成品

図
７細齢
64 剛

色
土
灰
質
暗
粘
肇
幅
酵

6 75 黒躍石
無茎石鏃。凹基式三角
形鏃の未成品

第1次剖離面を多く残
す

剣片
第81図
ST-8 64 噛

禍色
砂質土
難
幅
騨

黒曜石
無茎石鏃の未成品と考
えられる

楔形石器
第81図
ST-9 64 N2al

暗青灰色
砂質土
肇
幅
騨

玉髄質石英
Chalcedo―
nlc ttany

上下端に階段状の剣離

楔形石器 第
81図
ST 10 64 N2E3

暗禍色
粘質土

長さ
幅
厚さ

3 75 黒曜石 両側に階段状の剣離

楔形石器
第81図
ST‐ 11

64 I区
ワ購

麟
幅
騨

黒曜石
縦長の剣片の両端に階
段状の剣離

楔形石器 第
81図
ST-12 64 卜阻 純囃

肇
幅
隣

黒曜石
横長剣片の両端に階段
状の劉離。自然面を残
す

剣片
図
Ｂ
細
卸

不明 簾
幅
騨

黒曜石 奪ξ宗濯惚張娯落瑚線

楔形石器
第81図
ST-14 胡 W生

色
層諏嫌
欝
幅
酵

黒躍石
上下から打撃を受けた
大きな剣離が見られる

スクレーパー 姻

・・６
紳
認

朗
暗灰色
砂礫層

く

　

長

野幅隣湘
10 3 黒躍石

縦長剣片の側辺を使用
したもの
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器 種 図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量

＞卿

法

く
量
，
重
く 石  材 形態 。文様の特徴 手法の特徴 備  考

スクレーパー 第82図ST 16
婢
第Ⅲ調査区

長

‐さ
冨
搭
部

19 85
玉髄質石英
Chalcedo―
nic Clualty

縦長剣片の側辺を使用
したもの

使用痕
剣片

第82図
ST-17

I区
J鵬

長 さ 4_2
幅  2.5
厚 さ 09

黒隠石
自然面を残す。一側辺
に小さな剣離

劉片
第82図
ST-18 区辟

欝
幅
騨

20 25 頁岩
板状剖離した剖片。下
端部には擦痕

スクレ′―ノ学 第82図ST 19 師 Vl
色
層
灰
礫
青
砂

長

鮮幅騨瑯
頁岩

石核に二次加工を施 し ,
スクレーパーとしたも
の

使用痕
剖片

姻
・２。
熱
研

64 N2E2 赤福色
砂質土

長 さ 63
幅  36
厚 さ 0,7

20 05 瑳質頁岩
薄い横長の創片。下端
エッジ部に擦痕が見ら
れる Ｓｉ‐ｉｃｅ難

創片
第82図
ST‐21

64 Ml 禍色
砂礫層
鮮
幅
騨

69 55 頁岩
薄い板状の剣片。下端
エッジ部が磨滅

スクレ′―プ学 第82図
ST‐22 64

S2Wl 暗青灰色
砂層

長さ(50)
幅  39
厚さ 09
雄   (38)

黒曜石
幅広の剣片の長側縁に
刃部を付けたもの

スクレーパー 第82図ST-23 N2EKl
暗赤禍色
を
'万

霞,~日層
粘質土

:さ  12.2
唇  71
:さ   1 1
1部長 11.8

129 0 頁岩
横長の大型剣片の長側
線に刃部を付けたもの

石錘
第82図
ST‐ 24 駆辮

青灰色
砂質土

長 さ 51
(61)
50
15幅礎
39 61
アプライト
(Aplite)

石錘
第82図
ST‐ 25

64 NtIEl 魏
麟

長 さ 67
(83〉
65
1 5

幅
,享 さ

113 24 安山岩

石錘
第82図
ST 26 聰

暗青灰色
砂質土
鮮く幅酵

87 84 砂質頁岩 ane sandy Shab

石錘
第82図
ST‐27

I区
トレンチ内

砂質土

５
．
っ

盈

■

欝く幅醒
78 01
アプライト
(Aplite)

扁平片刃
石斧

第83図
ST‐ 28

l13El 茶褐色
粘質土

長

さ
目

さ
部

40 01 火山岩
(流紋岩 ?)

わ
は

行

はめ鰤郷
ね、、潮場

い

て
ん

て
れ

と

扁平片刃
石斧

第83図
ST-29

I区
トレンチ占

砂礫層
籾 長

さ
目

さ
都

25 35 流紋岩

ていねいな調整 が行 わ
れ て お り,剖離 面 は ほ
とん ど残 さない。刃 部
は磨祓 してい る

打製石斧 ?
第83図
ST‐ 30

65 N2E2
色
土癬顔

く

　

長

欝幅隣瑯
104 55 扁平な石材の端部に祖

く刃部を付けたもの

石包丁状
石器

第83図
ST‐ 31

65 STXl 青灰色
砂礫層

長 さ(31)
幅 (23)

'享

さ 04
P号嵩I傷老(27)

頁岩
扁平な板状の石材に片
刃を付けたもの。全面
的に研磨

石包丁 第
83図
ST-32 Ml 暗青灰色

砂質土

４

３

０

律

熟は騨雑
11 42 流紋岩 扁平な板状の石材に両

刃を付けたもの。磨製

石包丁
第83図
ST-33 駆”酬

皇
(::? 64 8 頁岩

厚 みのあ る板状 の石材
に片 刃 を付 ljた もの。
磨 製 。擦痕 が多 く見 ら
れ る

石包丁状
石器

第83図
ST‐ 34

鋤
暗青灰色
砂礫層 一］一禅４

朔贈るヽ。
石包丁

第83図
ST‐ 35

Nllb 青灰色
砂礫層

|(10 0ケ

51
1 06
に rR r

49 33 流紋岩 打製の石包丁。面刃。狭
りを持つ

大型石包丁 第
83図
ST‐ 36

Ar2E2 純麟
長 さ(59)
幅  62
厚 さ(09)
y市節割序rS Rヽ

53 75 頁岩
打製による。裏面は劉
離している

大型石包丁
第83図
ST-37 65 さ曖

灰色
粘質土
欝
幅
隣

頁岩
打製 に よる。扁平 な石
材の長側片に刃部を付
けたもの。両刃

石包丁状
石器

第83図
ST‐ 38

65 聰
赤禍色
砂質土

長 さ(104)
幅  47
厚 さ 08

57 31 頁岩

石
打
ま

板
材
製
キ
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図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量
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法

で
量
＞
重
ぐ 石  材 形態 。文様の特徴 手 法 の 特 徴 備   考

大型
石包丁

第83図
ST-39 65 N2E0

暗赤褐色
をガ膏 ,~F層
:粘質土 長

麟幅騨瑯
480 0 頁岩

刃
れ

。磨製。片刃。中
刃
く
線
近
直
部
る

石鎌
第84図
ST‐40

65 rく【テ131 暗灰禍色
粘質土

長

麟幅騨瑯
213 9 頁岩

扁平な石材の周縁 を打
ち欠 き,両刃の刃部 を
付 ltた もの。打製

石鎌
第84図
ST-41 65 υ吐 中

さ (157)
菖  64
さ 09
部長 (111

103 25 頁岩
扁平な石材。両刃の刃
部を付 l‐jた もの。打製

石鎌
第84図
ST 42 65 捌

色
層
禍
礫
灰
砂

夕とさ ( 37,
幅 (35)
厚 さ 07
刃部長 (35)

頁岩
扁平な石材を打ち久き,
両刃の刃部を付けたも
の。打製

石鎌
第34図
ST‐ 43

65 Nこ拗
内
層
道
礫
河
砂

長 さ(72)
幅  56
厚 さ 13
刃部長62)

85 13 頁岩
両刃。刃部付近より擦
痕が見られる

敲石
第84図
ST 44 65 I区 表土中

長 さ(83)
幅  87
厚 さ 57

638 0 流紋岩円礫
(水磨)

円礫をそのまま使用。
擦痕が残っており磨石
としても使用されている

敲石
第84図
ST 45 65 N3EI

赤禍色
砂質土

長 さ 137
幅  59
厚 さ 55

104 55 流紋岩円礫
(水磨)

円筒形の河原石を使用。
擦痕が見られ磨石とし
ても使用されている

石皿
第85図
ST-46 66 ト

レンチ内
暗灰色
粘質土
欝
幅
隣

970 0
デーサイト
(Dacite)

橋円形の自然礫を使用。
わずかに擦痕がある 河仄礫

石斧 ?
第85図
ST‐47

66 峨
禍色
砂質土
麟
幅
騨

137 9 風化安山岩
楕円形の河川石。周縁
部 tユ磨かれている

石核
第85図
ST-48 66 NI乾 純嬢

藤
幅
騨

186 77 頁岩 諏段縄
が見られ

砥石
第85図
ST 49 66

I区
トレンチ内

肇
幅
騨

流紋岩
薄い板状の石材。2面に
擦痕が多く見られる

砥石 ?
第85図
ST‐50

S3al 色
土
灰
質
暗
粘
藤
幅
騨

76
26
27
110 91 頁岩

角柱形の石材。頂面に
擦痕

使用痕
剣片

第85図
ST-51 剛

暗青灰色
砂礫層
難幅
騨

9 96 黒曜石
縦長劉片。側縁部 には
小 さな剣離。一部 に 自
然面を残す

剥片
第85図
ST‐52

301 暗言灰色
砂層

長さ 30
幅 20
厚さ 06

黒曜石
縦方向の規則的な劉離。
頂部には階段状の剣離

劉片
第85図
ST-53 N2El 禍色

砂礫層
簾
幅
騨

46
33
1 1

黒曜石
楕円形の縦長剖片◇下
端部には小さな剥離が
見られる

スクレーノ‐ 第35図ST 54 66 NOEXl
灰褐色
砂礫層
麟
幅
騨

17 02 黒曜石
縦長の剣片の側辺に刃
部。表裏画面から剖離
調整

剣片
第85図
ST‐ 55

66 ふ賤
福色
砂質土
難
幅
騨

魅質頁岩 劉離の方向は一定しな
ヽヽ

創片
第85図
ST 56 66 捌

暗青灰色
砂層

長 さ 29
幅  20
厚 さ 04

180 黒曜石 縦長の剣片

石核
第絲図
ST 57 66 醜

赤褐～
青灰色
砂礫層
麟
幅
隣

黒曜石
自然面を残す。剣離方
向は一定しない

石核
第85図
ST‐58

66 r限 髄囃
鰺
幅
酵

黒躍石
自然面を残す。剣離方
向は一定しない

石核
第85図
ST-59 66 N2E2

暗灰色
砂礫層
欝
幅
騨

黒躍石 劉離方向は一定しなヽ

石核
第85図
ST-60 66 N2al

赤褐色
砂質土
難
幅
騨

62 35 黒曜石 自然面を多 く残す

石核
第86図
ST-61 配 1

赤褐色
～青灰色
砂礫層

麟
幅
騨

71 95 ぬ紋岩 剣離方向は一定しない。
自然面を残す
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器 種
図
号
挿
番

図
版
番
号

出土地点 層 位
量

＞帥

法

で
量
＞
重
く 石  材 形態・ 文様の特徴 手法の特徴 備  考

石核
第86図
ST-62 N2El 禍色

砂礫層
難
幅
酵

54 7 頁岩 創離方向は一定しなヽ

剣片
第86図
ST‐ 63

N2E2 禍色
砂礫層

長 さ 39
幅  10
厚 さ 06

2 75 黒曜石
短冊形 の剥片。下端部
の剣離方向は一定 しな
ヽヽ

剥片
第86図
ST-64 剛

褐色
砂礫層
難
幅
隣

8 77 黒躍石 自然面を残す

剣片
第86図
ST-65 NE2 色

土
禍
質
赤
砂
酵幅
隣

黒躍石
薄い剣片。月縁からの
剣離がみられる

剥片
第86図
ST-66 66 rW〔旺こ1 暗灰色

粘質土

長 さ

幅
厚 さ

153 黒躍石 板状の劉片
全面的に風化
が進んでいる

剣片
第86図
ST-67 66 N2E2

明白茶色
砂層
難
幅
酵

黒曜石
横長の剣片。一部に自
然面を残す

剣片
第86図
ST‐ 68

岬
暗青灰色
砂礫層
鮮
幅
騨

51 黒曜石 横長の剖片

劉片
第86図
ST-69 N2E2 褐色

砂礫層
欝
幅
隣

23 74 黒 躍石
剥離方向の一定しない
剣片。側縁エッジ部に
は小さな剣離が見られる

劉片
第86図
ST-70 NllEl 禍色

砂質土
簗
幅
騨

黒躍石 横長の剣片

石核
第86図
ST-71 NCIEl 褐色

砂質土
難
幅
隣

黒曜石 剣離方向は一定しなと

劉片
第86図
ST-72 66 ト

レンチ内
暗灰色
粘質土
鮮
幅
騨

17 52 凝灰質頁岩
薄い板状の剣片。下端
部には研磨痕

使用痕
剣片

第86図
ST-73 66

I区
トレンチ内

青灰色
砂礫層
欝
幅
騨

黒躍石
横長の剣片。内湾する
下端縁には小さな剣離

劉片
第86図
ST-74 66 N2El 髄麟

肇
幅
騨

4 45 黒曜石 剣離方向は一定しなヽ

スクレー′学 第86図ST-75 S3Bl 暗青灰色
砂層
欝
幅
隣

8 82 黒曜石
横長の劉片の下端縁に

刃部を付けたもの

剣片
第86図
ST-76 不 明 藤

幅
隣

黒躍石 縦長の剣片

劉片
第86図
ST-77 N2E2 純麟

藤
幅
隣

6 65 黒曜石 劉雄方向が一定

剣片
第86図
ST‐ 78

66 XT2E2 禍色
砂礫層
鮮
幅
隣

瑳質頁岩 横長の劉片

劉片
第86図
ST-79 NE2 赤褐色

砂質土
欝
幅
騨

91 42 流紋岩
(やや風化)

薄い板状の剣片

剣片
第86図
ST-80 N3EI

赤福色
～青灰色
砂礫層

難
幅
騨

22 3 頁岩 薄い板状の剣片

剣片
第87図
ST‐81

N2FD
l)七 ,テ J

暗禍色
砂質土
簾
幅
騨

黒曜石
Wft長 の剣片。両端に階
段状の剥離

自然面を残す

剣片
第87図
ST-82 rヾ1ェュ1 福色

砂質土
鮮
幅
騨

黒曜石 縦長の藩い剖片

劉片
第87図
ST-83 岨

赤禍色
砂質土

長さ 12
幅 11
厚さ 06

375 黒曜石 両端に上下方向からの
剣離

わずかに自然
面を残す

剣片
第87図
ST-84 N3El 雄難麟

欝
幅
騨

黒躍石
縦長の剖片。両端に小
さな劉離
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10.木 製

木製品 (第88～ 102図 図版67～ 92)は遺物包含層,各河道から多量に出土し,92点を図示した。

しかし,出土層位が不安定なため,曲物容器等の一部の例外を除き,その所属時期を断定できなかっ

た。また,本遺跡出上の木製品はその原型を復元できない破片が多く,使用法について判然としな

いものも多かったが,資料を提示する意味で,できるだけ多くの図面を掲載した。なお,木製品の

一部については渡邊正巳氏に樹種鑑定を依頼しているが,その結果については,第 X章に記載した。

木製農耕具 (第88図 W-1～第89図 W… 6)

1988年度以前の調査では鍬類をはじめ,多 くの木製農耕具が出土しているが,今回の調査では鍬

と断定できるものは無く,鋤類も少量の出土に止どまった。

W-1・ 21ま身が二股になった,いわゆる「ナスビ形Jの鋤である。

西川津遺跡では鋤の分類を行い,身の平面形がナるビのような形状をもつ鋤をまとめてBl類 と
註 1

呼んでいる。鋤Bl類には身の部分が二股にならず,一枚の舌状を呈すもの,中央に三角形の透か

し孔をもつもの,二股, もしくは三又に分かれるもの等様々な形態が見られる。W-1は ,全長約50

cmあ り,別作りの柄と組み合わせて使用するものであろう。最も厚く作られている位置でも15mmし

かなく, きわめて薄く作られている。W-2は基部付近しか残損していないため,下部の形態は判ら

ない。

W-6は両端を欠くが,二股の身をもつ鋤Bl類の未成品と考えられる。木材は, ミカソ割 りした

柾目材を使用しており,厚さ60mmを測る。完成品の厚さが10～20mmとすると,40mm以上も削らなけ

ればならないことになる。ミカン割りした材を粗削りし,股の部分を削り出そうとする段階のもの

で,股になる部分には刃物の痕跡が多く残っている。上方の頸部付近には扶りを作り出そうとして

いるが, この扶りは,W-1・ 2等の完成品には見られない。

W-4・ 5tよ ミカソ割り材である。W-4は ,長さ1275mm,幅235mmを測るもので,両端の切断以外 ,

ほとんど未加工である。背部には樹皮が残されている。未加工のため,用途は不明である。

W‐ 5は長さ486mm,幅263mm,厚 さ48mmを測るミカソ割り材である。 4隅を切断し丸鍬状の形状に,

整形する段階のものと考えられる。丸鍬の製作は一般に,長さのあるミカソ割り材を使用し, 3枚

程度を同時に粗削りし,中央の隆起部分まで整形したものを分割する方法が知られており,W-5と

は合わない。しかし,西川津遺跡出上の丸鍬では一枚毎に分割した後で,隆起部分等の整形を行う

ものも知られているため,W-5は丸鍬未成品の可能性も推定される。W-5には平面部分にわずかに

加工痕が見られる。なお,丸鍬については,広鍬の泥避けとして「ゲタ」部分に装着して使用され

口
ＨＨ
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たことが推定されており,丸鍬単独で鍬として使用することは行っていないようであるが,便宣上

丸鍬の名称を使用した。

W… 3は用途不明の板状製品で,薄い板の端部に突帯をもつものある。板状の部分の厚さ12mm,突

帯部分では25mmを測る。当初,その形態から広鍬と考えていたが,突帯の形状が広鍬の「ゲタ」と

は異なること,中程に貫通孔が穿たれていること,広鍬とは木取の方向が異なることから,他の用

途を考えざるを得ない。しかし,木材は鍬等の農耕具に多用されるアカガシ亜属を用いており,農

耕具である可能性が高い。

σ

―

第38図 木製品実測図(1)(1:4)
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有頭棒 (第90図 W‐ 7)

断面四角形の棒で,下端部をわずかに欠く。上端部は木偶頭状削り出し,下端部は杭状に尖らせ

ている。同様の形態のものは,1984年度の調査で断面円形のものが出土している。

棒状木製品 1(第90図 W-8～ 10)

W-8は断面長方形の棒の一端を斜めに削り出したものである。両端を欠くが,少なくとも一端は

尖頭状になっていたものと思われる。削り出した部分には加工痕が多く残っている。建築部材であ

ろうか。

W-9は芯持材の一端を頭を残して削り出したもので,一端を欠く他,片面が崇!離 している。全体

の形状は判らないが,W-7と 同様のものであるうか。使用痕は見られないが,頭部には,縄を掛け

るような用途が考えられる。

W-101よ 中程がくびれた断面円形の棒状を呈すものである。一端を欠く他,一面が象1離 し水磨を

受けている。欠損した側の太さは46mmを測り,端部に向けてやや細くなっている。端部は切断され

た後,ていねいに面取りが行われており, くびれ部も細かい調整が加えられている。芯持材をその

まま使用しており,端部・ くびれ部以外に面取りは行われていない。

杭状先端加工品 (第90図 W-11)

小枝を半栽して柾目材としたものの両端を加工した進のである。下部は端部から7 cm程の位置か

ら尖らせるように削り出しており,端部はへら状に斜めに落としている。それに対し,上部は端部

から2 cnl程の位置から緩く削り出し,頭部近くにわずかに段を残し,端部を丸く整えている。長さ

約21calを 測る。

板状木製品 1(第90図 W-12～第91図 W-17)

用途不明の木製品のうち,板状製品を図示した。

W‐ 12は柾目材を使用した偏平な板材で,長さ267mm,幅56mm,厚 さ9 mmを測る。加工痕は残 して

いないが,小さな貫通孔 1カ所をもつ。貫通孔は四角形であることから釘孔の可能性も考えられる。

なお,出土層位は遺物包含層の青灰色砂礫層で, この土層からは,古墳時代以前の遺物しか出土 し

ていない。

W‐ 13は柾目材を薄く削り,両側辺に緩やかな決 りを切り出して羽子板状に整形したもので,両

端と一側辺を欠く。側辺はていねいに面取りが行われ,両面にはわずかに加工痕を残している。先

端の形状は判らないが,快 りの入れられた部分の幅は25mm程で,面取りも行われていることから,
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木製品実測図(2)(1:4)
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この部分を握 り,へ ら状, もしくは杓文字状の使い方をしたものであろうか。

W-14は反 りをもつ板材で周囲を欠損 している。方形の貫通孔が少なくとも2カ所に穿たれてい

る。残存長398mm,残存幅122mm,厚 さ20mmを測 り,両面には加工痕をわずかに残 している。貫通孔

は方形で両面から穿たれているが,穿孔を行 う方向は,片面は木目に平行に,他面は木目に直行 し

ている。板目材を使用 している。

W‐ 15・ 16は板材の小片である。W-15は板目材を,W-16tよ柾目材を使用 している。W-161よ ,断

面扇形になっている。

W-17は隅丸方形の貫通孔が 2カ所に穿孔された板材である。貫通孔は両面から穿孔されている。

各面には加工痕を残 していないが,側縁はわずかに面取 りされている。側辺を欠 くため全体の形状

や穿孔の数は判らない。1977年度調査では 4カ所の貫通孔をもつ板状の木製品が出土しており,田

下駄状木製品の名称で紹介されている。厚さ14mmを 測る板目材を使用 している。

本鏃 (第91図 W‐ 18～21)

木鏃と考えられるものは 4本が出土している。いずれも板目材を細 く削り出したもので,一端を

欠くものが多い。W-20は幅10mm,厚 さ 5 mmの断面長円形を呈 しており,平面形は柳葉形になって

いる。下方はわずかに袂られ,基部を作 り出している。W-211よ 太 さ約 10mlnの 板目材を使用 してお

り,下端部を約 3 cmにわたって削り出している。

不明木製品 (第91図 W-22・ 第92図 W-23)

W-22は板目材を細 く肖」り出し,球形の頭部を作 り出したものである。W-23とよ薄い柾 目材に 2カ

所の隆起部分をもつもので上端部は欠損 しているようである。

棒状木製品 2(第92図 W-24～ 26)

W‐ 24は断面長方形の棒の一端を削り出した杭状のもので,一端を欠いている。棒状になった部

分の両面には加工痕が多く残されている。下端部分は両側縁から鋭利に削り出している。板目材を

使用 している。

W-25も 断面長方形の棒の一端を加工 したものである。両端を欠損 しているため全体の形は判ら

ない。下端部は,各面から斜めに削り落とそうとしている。建築材のほぞのような形状か。

W‐ 26は心持材の各面を面取 りした棒で,一端を欠 く。やや湾曲した枝材をそのまま使用 したも

のと思われる。切断面と考えられる上端はていねいに整形されており,使用痕は見られない。一面

だけ広い面が作られており,面取 りを行った各面にはわずかに加工痕を残す。残存長約45cm,幅 38
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mln,厚 さ27mmを 測る。

建築部材 1(第92図 W‐ 27)

貫通孔をもつ胴縁状の形態をもつもので,建築部材であるうか。残存長366mm,幅 20mm,厚 さ12

mmを測る断面長方形の棒で,両端を欠 く。約10cm毎 に 4カ所以上の貫通孔をもつ。貫通孔は一辺 5

mm程の方形で,釘孔と考えられる。材はわずかに灰化 してひび割れが見られる。柾目材を使用 して

いる。

把手状木製品 (第92図 W-28・ 29)

ほぞ穴状の貫通孔をもつものが 2点あり,そ の形状から把手状木製品とした。W-28は長さ約29

clllの棒状を呈すもので,中程に長方形の貫通孔が穿たれている。太さ43～48mmを 測 り,断面はほぼ

円形を呈す。心持の枝材をそのまま使用 したもので,周縁は簡単に面取 りされている。両端は斜め

に切断され,切断部周縁は細かく面取 りを行っている。ほぞ穴は約 l cm× 3 cmの長方形で,両側か

ら穿孔されているように思える。鋤や櫂の上部に別木をT字形に取 り付けて使用するものであろう

か。1977年度調査で出土したものには,ほぞ穴と直交する釘孔を持つものが出土 しているが,W-28

には見られず,はめ殺 しの技法によったものであるう。両端の傾斜 した切断方向とほぞ穴の穿孔方

向は直交 しており,傾斜 した切断方向は,使用方法について,何 らかの用途を持っていたものであ

ろうか。木材はマツ属を使用 している。

W-29は小型のものである。隅丸方形の断面をもち,長 さ90nlnl,幅32mln,厚 さ32mlnを測る。各面

ともていねいに面取 りされ,加工痕を残 している。両端の切断面はW-28と 同様に周囲に面取 りを

行っている。貫通孔は長方形で,一方が広 く一方が狭い断面台形を呈 している。釘孔等は見られな

い。芯持材を使用 している。

これらの木製品はその形状から把手としての使用方法を考えたが,鋤の把手は,西川津遺跡での

出土例にも見られるように柄と同時に切 り出すものが知られており,鋤の柄で別木を装着する例は

朝酌川流域では知られていない。1977年度調査で出土 したものには木釘を打ち込まれた例があり,

別木を装着 して使用 したことは推定できるが,鋤であったかどうかは判らない。出土層位から,少

なくとも古墳時代を下らない時期のものであり,今後の調査による装着例の出土を待って判断 しな

ければならない。

棒状本製品 3(第93図  W-30・ 31)

W‐ 30・ 31は,棒状を呈するものでやや細いものである。W-30は長さ1185mm,太さ28mmを 測る。
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芯持材に面取 りを行ったもので,全体に緩やかに湾曲している。一部を欠 くが,ほぼ全形を推定で

きる。両端の切断面は,角 を残さないように丸 く整形されており,使用痕や紐等の圧痕は見られな

い。繊維の丈夫な,弾力性のある材を使用 している。

W… 31はわずかに湾曲した棒状で,一端を欠 く。端部はW-30と 同様に丸 く整形され,端部近 くに

小さな袂 りが切られている。使用痕は見られないが,紐等を掛けたものであろうか。棒状の部分の

約半面は面取りされるが,他面は樹皮を素」いだだ t‐jの 自然面を残 しており,小枝の痕跡が見られる。

芯持材を使用 している。

余材 (第93図 W-32)

W-32は ,切断痕が多く見られるが意図的な整形をしているとは思えないもので,木製品成型時

の余材と考えた。長さ662mm,幅 114mm,厚さ58mmを測る板 日材である。両端は粗 く斜めに切断され

る他,周縁部の所々に大きな加工痕が見られる。一面には濤状のくぼみが見えるが, これは枝等に

よる自然のものであろう。板 目材を使用 している。

板材 (第93図 W‐ 33・ 34)

W‐ 33・ 34の形状は板であるが,そ れぞれが単独で機能 し得るものとは考えられず,他のものと

組み合わされて機能するものと考えられるので,板材とした。

W-33は,長方形の板材で,一側辺を欠く。各側辺はていねいに面取 りされ,上方は緩やかなカー

ブを描くように削られている。側辺下方には切 り込みが入れられている。上方には 3カ 所の貫通孔

が見られるが,方形を呈 しており釘孔であろう。両面ともていねいに整形されており加工痕は残さ

ない。板目材を使用 し,長さ861mln,厚さ20mmを測る。

W-34も 同様の形態をもつ板材で,長 さ758mm,幅126mm,厚 さ13mmを 測る。端部近 くに片面から

肖より込まれた,不整四角形の貫通孔をもつ。側縁は簡単に面取 りされわずかに加工痕を残すが,両

面はていねいに整形され,加工痕を残 していない。板目材を使用 している。

板状先端加工品 (第93図 W-35)

厚い板の一端を尖らせたもので,他端を欠いている。幅92mm,厚 さ38mmを 測 り,残存長も70cmを

超える。板目材を使用 し,下端を両側縁から斜めに切 り落とした杭状の形態になっている。両面は

ていねいに整形されているが,側縁は未調整と言えるほど雑に整形される。下端部の切 り落としも

加工痕を多く残 している。
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建築部材 2(第93図 W-36)

棒の端部近くにはぞ状の快りをもつもので,一端を欠く。太さ約30mlnの枝材をそのまま使用して

おり,小枝を落としただけで面取りは行っていない。端部はていねいに,丸 く整形されている。端

部からわずかの位置に幅約 2 cm,深 さ約 l cmに わたって「 コ」字形に袂りが入れられている。袂り

周辺に組等の痕跡は見られないが,横木を接続するためのものであるうか。同様の快りは1986年度

調査で出上した有頭棒と呼ばれる木製品に見られる。芯持材を使用している。

アカトリ状木製品 (第94図 W-37～ 39)

W‐ 37～39は箱形の一辺を取り除いたものに取手を付けた,塵取 り状の形状をもつもので,船底

に溜まった水 (ア カ)を掻き出す道具 (ア カ トリ)に似たものであることから,アカトリ状木製品

とした。

W-37は ,最も残 りの良いもので,全長約35cll,復元推定幅約20clnの ものである。身の約半分を

欠くが,身・柄とも一枚の板目材から削り出されていることが判る。身は,先端のやや開いた隅丸

方形を呈す。側板は最も高いところで約 3 cmあ り,先端に向かうほど低くなっている。先端部の背

面は斜めに削られており,対象物に陳間なく密着できるよう工夫が見られる。太さ約 3 clnの柄は身

の最下端から水平に延び,中程から緩やかに湾曲して上方に向かう。柄端部は面取りが行われ,丸

く整形されている。背面や身内面には加工痕が少ないが,側面や柄には加工痕を多く残している。

木材はスギを使用している。

W-38は器高の高い小型のものである。片面を欠き,柄も見られない。身の先端は開かず,ほぼ

平面長方形を呈す。 6 clll程 もある高い側板は,ほぼ水平に切り揃えられており,先端近くで急激に

傾斜を付け先端につながっている。底面は船底形になっており,側面から見ると,先端が尖るよう

な形状になる。側板内面等にわずかに加工痕を残しているが,全体にていねいに整形されている。

器壁は非常に厚く,全体に無骨な印象を受ける。板日材を使用している。W-37と 同様に柄も同一

の材から一度に削り出されるものとしたら,幅はかなり広いものになる。

W‐ 39は非常に残りが悪いが,W‐ 37と 同様の形態のものと考えられる。残存長は約30蜘あり,復

元推定幅もW-37と 同程度になるものと思われる。側板は一部しか残存していないが,高さは 3 cln

に充たない。身背面底部に付く柄は,斜め上方に向け直線的に延びる。太さ約 3 cmの柄には加工痕

を多く残し,柄先端部は丸く面取りされている。柾目材を使用している。

匙 (第94図 W-40)

非常にていねいに整形された匙が, 1点出土している。柄の先端部をわずかに欠くが,ほぼ完形
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を保っている。身の幅は72mmで ,卵形を呈し,器壁も薄い。身から連続的に続く柄は,上面をわず

かにくぼませ,緩やかなカーブを描きながら斜め上方に延びている。全面に漆が使用されていたよ

うで,柄に劉離した漆状のものが付着している。身・柄ともに一枚の板目材から削り出して成型し

ている。

椀,・ 皿 (第94図 W-41～44)

抗・皿類は, 4点出上しているが,W-41と W-42は同一個体である可能性が高い。 4点 とも漆を

使用したものと考えられ,黒色化されている。椀・皿類は総て河道 3か ら出土しており,平安時代

のものと考えられる。

W‐ 41は椀の日縁郡付近の小片で, 口径は約17cmに復元できる。わずかに内湾気味に立ち上がり,

全面を黒色化している。成形の痕跡は残していない。

W-421よ W-41と 同一個体と考えられるもので底径は74nmを測る。高台はほぼ直立し,高台内面を

深くくぼめ,底部と体部の厚さはほぼ等しい。体部は緩やかに内湾しながら立ち上がる。底部内面

を除き,黒色化されている。木取りは竪木地を使用する。

皿と判断されるものはW‐ 43が出上している。口径186mm,器高35mm,底径108mmを測り,底部内

面を含め,全面が黒色化されたものである。高台はわずかな高さしかなく高台内面はくぼんでいな

い。直線的に立ち上がる体部は口縁付近でわずかに外反する。木取りは横木地を使用する。

W-44は椀と考えられるものの破片で,底径88mmを 測る。高台の高さは約 7 mmあ り,高台内面は

くぼめない。見込み部は高台取り付け位置程の高さまで彫り込められている。内湾気味に立ち上が

る体部は厚手に作られており,漆と思われる黒色付着物が見られる。木取りは竪木地を使用 してい

る。

今↓物 (第95図 W-45)

W-45は小片のため挽き物かlll物かの区別がつかなかったが,割物としておく。全体の形状が判

らないが,仮に円形であれば挽き物の可能性も考えられる。現状で見る限り楕円形を呈すように思

え,考1物による蓋ではないだろうか。柾目材をていねいにくりぬいており,加工痕を残さない。端

部は水平に削り,一部に段をもつ。

曲物容器 (第95図 W-46～55,第96図 W-58・ 59)

曲物容器と考えられるものは8点が出土している他,曲物容器の側板と考えられる小片が多数出

土している。これらの多くは河道 3か ら出上しており,平安時代の遺物と考えられる。
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今回出土したものは,形や大きさから大きく3種類に分けることができる。平面形がほぼ円形を

呈すものをA類,精円形のものをB類とし,直径が12～ 15cmの小型のものをAl類 ,16～ 19clllの も

のをA2類 とした。Al・ A2類の中にはそれぞれ,側板を木釘で固定するものと,桜皮で固定するも

の,はめ殺しの技法を取るものがある。

W‐ 46～ 48は ,Al類としたものである。W-46は板目材の周縁を正円に削り出したもので,復元

推定回径は約15clllに なるものと思われる。周縁の裁ち落としに際してはわずかに傾斜を付けている。

側板を固定するための貫通孔が見られ,桜皮が 1枚残存している。全体にていねいに整形されてい

るが,一部に刃物によると考えられるうが見られる。木材はスギを使用している。

W-47・ 48は 口径約13clnの もので,側板の固定に桜皮を使用しないものである。W-47は ,木釘が

1本残存しており,側板の固定に木釘を使用している。板目材の周縁を裁ち落とす際にはわずかに

傾斜を付けている。W-48は材や法量,周縁の傾斜はW-47と 同様であるが,木釘の痕跡が見られな

い。側板の固定に際してはめ殺しの技法が使用されたものと思われる。材はスギを使用している。

Al類 には,側板の固定に,桜皮を使用するものと使用しないものが見られ,前者は口径約15cln

とやや大きく,後者は約12cllと小さい。こうした違いは身と蓋の違いと考えられ,前者が蓋,後者

が身と思われる。

A2類としたものはW‐ 49～ 51・ Wi59で, 口径18cln前後を測るものである。側板の固定は総て桜

皮を使用しており,木釘を使用するものは見られない。板目材を正円に削り出し,側板を4カ所で

固定する。周縁の整形はAl類ほどていねいには行われておらず,傾斜を付けるものも見られない。

口径は17cal前後のものと,19cll前後のものがあり,身と蓋に分かれるものと考えられる。W-50は

木材にヒノキ属を使用している。

W-58は B類としたもので,楕円形を呈す大型のものである。残存長約50cm,残存幅約 7 clllを 測

る。側板の固定は桜皮を使用しており,穿子しの位置から,少なくとも5カ 所以上で固定されていた

ようである。周縁の調整はA2類 と同様に雑で,傾斜も付けられていない。両面には整形時に付け

られたと思われる擦痕が見られる。一端を欠くため全体の形を伺うことはできないが,木取りから

おそらく楕円形を呈するものであろう。板目材を使用している。

W-52～ 55は容器の部材と考えられるもので,湾曲した薄い板材である。W-52は ,方形の小さな

貫通孔があり,釘を使用した痕跡と思われる。曲物容器に使用されたものであろうか。

桜皮 (第95図 W-56・ 57)

巻き込まれた状態のものを2点を図示した。脆くなっているため,引 き仲ばしての全長の計測は

行わなかったが,30m程度はあるものと思われる。加工痕は見られないが, これほどの長さのもの
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が自然に象1落するとは考えられず,意図的に採集されたものであろう。1988

年度のタテチョウ遺跡の調査でも同様の桜皮は多く出土しており,曲物

容器の縫い合わせに使用するものと推定された。現に,曲物容器の側板

の固定に桜皮が使用されている例は何点か見られる。しかし, これら桜

皮の出土地点は古墳時代以前の遺物しか出上しない河道 4であり,曲物

容器が出土する河道 3か らは出土していない。また,曲物等の生活用具

の未製品と確認できたものは無く, この桜皮が河道 3に伴うものとは思

えない。これらの桜皮は古墳時代以前のもので,例えば工具類の身と柄

の接続など,他の使用方法を考えるべきであろう。

板状木製品 3(第96図 W‐ 60～ 62・ 第97図 W-63～66)

板状を呈すもので,用途不明のものである。

W-60'よ ,杓文字形の一部をそぎ落とした形で,先端を欠く。12omを

測る厚手の材を使用し,側部は丸く面取りされている。板目材を使用し,

各面に加工痕を多く残している。材はスギを使用している。

W-61は不整六角形の身に幅のある柄を付けたもので, 2カ所に小さ

な貫通孔が穿たれるものである。杓文字形と呼べる形状であるが,身に

も貫通孔が穿孔されており,用途は判らない。各面ともていねいに調整

されており,加工痕はわずかしか残さない。貫通孔は小さく,釘孔とは

思えない。板目材を使用している。

W-62は建築部材と考えられるものである。幅81 mm,厚 さ23mlnを測る

板材で,側辺に傾斜を付け,低い縁をもつ。傾斜の付く側縁部には約 9

cm間隔で 5カ 所に釘孔を残している。板目材を使用している。

W‐63は ,薄い偏平な板材で,側辺を欠いている。長さ約51cm,厚 さ

6 mmを測るもので,特別な加工は見られない。板目材を使用している。

W-64も 偏平な板材で,幅36mm,厚 さ8 mmを測る。長側辺をわずかにく

た加工は見られない。板目材を使用している。

第99図

木製品実測図ID(1:4)

びれさせるが,他に日立っ

W‐ 65は,両端に丸く面取りを施された薄い板材である。板目材を使用し,長さ約2Sclll,幅約 3

clll,厚 さ9 mlnを測る。側辺は丸く整形が加えられるが,両端の面取りは粗く,加工痕を多く残して

いる。両端近くには平行して 2個所毎の貫通孔が穿孔されているが,釘孔であろうか。河道 3か ら

出土している。木材にはモミ属を使用している。
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W-66は 断面台形の棒状を呈すものであるが,両側辺を欠き,板状を

呈 していたものと考えられる。加工痕は見られず,用途は判らない。

棒状木製品 4(第 97図 W-67・ 68)

W-67は 1まぞ状の扶 りをもつもので,建築部材であろうか。断面不整

六角形を呈す棒状で,残存長約30cnl,幅40mHl,厚さ37mmを測 り,下端を

欠 く。上端を粗 く削り,ほぞ状になった「 コ」字形の扶 りを切 り入れて

いる。快 り周辺に組等の圧痕は見られないが,平面にもわずかにくばみ

が見られ,紐を掛けて使用 した可能性がある。各面の調整は非常に粗 く,

加工痕を多く残 している。板目材を使用 している。

W‐ 68は ,杭状に先端を加工 した棒状木製品である。一端を欠 くが残

存長約25clnを 測 り,太さは約 2 cmの ,ほぼ断面円形を呈すものである。

周囲を粗く面取 りした,芯持ちの枝材をそのまま使用しており,小枝の

痕跡は残していない。先端部付近は杭状に尖らせようとしているが,何

らかの使用により,先端は潰れている。木材はヒノキ属を使用 している。

不明木製品 (第97図 W‐ 69)

ヒノキ属の薄い板に 2カ所の隆起を削り出したもの。先端を丸 く面取

りし, 2カ 所の隆起を粗 く削り出している。隆起部には加工痕を残 して

いるが,他の部分は,は ぎ取ったようになっている。下端部を欠 く。

有頭棒 2(第97図 W-70。 71)

削り出した頭部を持つ,用途不明の木製品である。

W-70は太さ約 6 clllの芯持ちの棒の一端をへら状に削り出し,他端に

頭部を持つもので,頭部の一部と,へ ら状になった部分の先端を欠いて

いる。へら状に削り出した部分の他の面は,木材の自然面をそのまま使

用 しており,面取 りは行っていない。頭部は面取 りを行った不整多角柱

で,たたかれたように潰れ,繊維が見えている。 くびれ部は,下方から

上方に深 く削り込み, くびれ部径は48mmを 測る。紐を掛けたような痕跡

は見られない。残存長約20clll,大 さ62mmを 測る。イナイ属を使用 してい

る。

W-91

0                1 0cm

第102図

木製品実測図10(1:4)
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W-71も 同様の形状の頭部を持つものであるが,下方のへら状の削りを持たないもので,下端を

欠く。面取りを行わない枝材をそのまま使用しており,中程には枝の跡を残している。上端から約

5軸の所を,下方から上方へ削り,細 くすることによって頭部を作り出している。頭部先端は,垂

直に切り落とし,約半分を斜めに削っている。擦痕は見られないが,その形状から紐等を掛けたも

のではないだろうか。残存長約27crl,太さ43mlnを測る。

不明板状製品 (第98図 W-72)

薄い板の側辺に「 V」 字形の切り込みを入れたものである。 1側辺を欠くものが 2点出土してい

るが,同一個体と考えた。所々が欠損しており,全体の形状が判らないが,五輪の形を表したもの

と考えると板塔婆のようなものだろうか。板目材を使用し,厚さ6～ 7 mmを測る。河道 3か ら出土

し,平安時代のものと考えられる。

1988年度調査では信仰に関係する遺物が多く出上しており,その中には板塔婆も含まれている。

しかし,1988年度調査で出土した板塔婆は第 1河道から出上したものが多く,室町時代のものと考

えられ,今回の調査では見られない時代のものである。また,1988年度調査で出上した板塔婆は幅

に対する厚さが厚く,W-72と は異なる印象をもつものである。

杭・杭状先端加工木製品 (第98図 W-73～第102図 W-92)

杭は河道 2を 中心に多量に出土している。杭と同様の形状を持つもの,杭と同様の使い方をした

と考えられるものを含め,19点を図示した。

W-73は lm近 く長さのある棒の両端を加工したものである。小枝を落とした芯持ち材をそのま

ま使用しており,面取りは行っていない。上端は垂直に切り落とし,下端は斜めに削っている。杭

と同様に使用したものだろうか。

W-81は先端を尖らせず,へ ら状になったものである。面取りを行わない芯持ち材をそのまま使

用しており,長さ307mm,大 さ25mmを測る。上端の切断面はていねいに丸く面取りを行っており,

杭として打ち込む機能は考えにくい。下端は,約10cmに及び,両面から斜めに削り落としており,

へら状に作り出している。上端のていねいな調整や下端が尖らない点から,杭以外の使用方法を考

えるべきであろう。

杭と考えたもののほとんどは,面取りを行わない心持ち材の一端を片側から斜めに削り落とした

もので,使用する材は必ずしも直線ではなく,湾曲するものも多い。これ以外のものでは,周縁か

ら鉛筆状に先端を尖らせたもの (W-84)や,上端の面取りを行うもの (W‐76)等がある。W-34

は,先端を鉛筆状に尖らせたものであるが,中程で大きく湾曲しており,打ち込めるようなもので
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はない。また,上端の面取 りを行 うW‐ 76等も,土中に打ち込む為のものとは考えにくいが,周縁

部の面取 りを行わず, 自然面をそのまま残 し,他の杭とはぼ同様に見える。W-75は , ミカソ割 り

を行った柾 目材を使用 した杭で, 自然木をそのまま使用 した他の杭と違 うように見えるが,一面に

は自然面を残 し,面取 りも行っておらず,他の杭と同様に使用 したものであろう。

註1『朝酌川河川改修工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書Ⅳ (海崎地区2)』 島根県教育委員会
198841

註 2 黒崎直 「西日本における弥生時代農具の変遷と展開」『西日本における稲作農耕の期限と展開』
日本考古学協会静岡県大会実行委員会 1988年

註 3『朝酌川河川工事に伴 うタテチョウ遺跡発掘調査報告書Ⅲ』 島根県教育委員会 1990年

木 製 品 観 察 表

器 種
挿 図
番 号

図
版
番
号

出土地点 層 位
法 量
(cn)

形態・ 文様の特徴 手法 の特徴 木 取
備 考

(分類を含む)

鋤
第88図
Wl R3E0 暗青灰色

砂層
鮮
幅
騨

身が三又になった,いわゆる
ナスビ形の鋤 柾 目 BI類

鋤
第88図
Vヽ-2 NOE2 河道内

長さ(223)
幅 ( 98)
厚 さ 13

ナスビ形の鋤の一部 柾 目 B!類

板状木製品 第
88図
W-3 覗

色
中
土

灰
層
質

言
礫
粘

暗
砂
の

長さ(257)
幅 ( 77)
厚 さ 25

割物の一部 板 目
平鍬状の形態。孔2カ
所あり

ミカン割材
第89図
W-4 河迎 流路中

長 さ1275
幅 235
厚 さ 81

両端の加工痕以外に目立った
加工は見られない

柾 目

ミカン割材
第酌図
llT‐ 5 河迎 流路中

長さ 436
幅 263
厚さ 48

木製農耕兵の未成品と考えら
れる 柾 目

丸鍬状の形態だが ,

孔等はない

鋤未成品
第89図
Ⅵ「 6 S3E0 暗青灰色

砂礫層

駆

‐６

６

欝
幅
騨

ナスビ形の働の未成品 ミカン割材を使用 柾 目 BI類 ?

有頭棒 第
90図
W‐ 7

S2E0 暗青灰色
砂礫層

長さ(49)
幅  35
厚 さ 28

断面四角形の棒端部を木偶頭
状に削り出す。他の一端は尖
頭状

芯持

棒状木製品 第
90図
Ⅵ/‐ 8 S3Wl 禍色

砂礫層

長さ(278)
幅 46
厚さ 32

巾広の棒の一端を削り出した
もの 板 目

棒状木製品 第
90図
W9 S3FIl 暗青灰色

砂礫層

長さ(293)
幅  27
厚さ(21)

小技を使用し上端を丸く肖Jり
出したもの 心持

棒状木製品
第90図
W-10 卜画

暗青灰色
砂礫層

長さ(210)
幅  46
厚さ(31)

中程がくびれた棒状 心持

杭状
先端加工品

第90図
Vヽ-11

Ш
福色
砂礫層
肇
幅
隣

半我した板材を使用し両端を
削り出す 柾 目

板状木製品
第90図
W‐ 12

Nllm 灰褐色
砂礫層

長さ 267
幅 56
厚さ 09

貫通孔1カ 所を持つ板材。貫通
孔は四角形

板 目

板状木製品 第
90図
W13 N2El 禍色

砂礫層

長さ(183)
幅 ( 55)
厚 さ 07

扁平な板材を加工。身の下端
を久損している

板 目

板状木製品
第91図
W-14 剛

暗青灰色
砂礫層

鵠

・２

２

酵幅
隣

貫通孔2カ所を持つ板材 板 目
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器 笹
挿 図
番 号

図
版
番

号

出土地点 層 位
法 量
(cH)

形態・文様の特徴 手 法 の 特 徴 木 取
備 考

(分類を含む)

板状木製品
第91図
W15 酬 /1 褐色

砂礫層

邁

４

０

欝
幅
騨

扁平な板材 板 目

板状木製品期Ｗ・・６
NOFD 灰褐色

砂礫層
肇
幅
騨

99)
27
05
断面扇形の板材 柾 目

板状木製品
第91図
W17 同道4 流路中

長 さ 264
幅 ( 81)
厚 さ 14

方形の貫通孔2カ所 板 目

木鏃
第91図
W‐ 18

69 N2E2 暗青
灰色
砂礫層

長さ(Ю 4)
幅  08
厚 さ 06

板目材を細く削り出し,先端
を尖らせている

板 目

木鏃
第91図
W19 聰 河道内

長さ(
幅
厚さ

板目材を細く削り出し,先端
を尖らせている

板 目

木鏃
第91図
Ⅵ′‐20

NI乾 赤禍色
砂質土
欝
幅
隣

両端を尖らせた柳葉形。断面
長円形

板 目

木鉱
第91図
¬V‐ 21 69 不明

・７

１

１

欝
幅
騨

板目材を細く削り出し,先端
を尖らせている

板 目

不明木製品
第91図
W22 剛

暗青灰色
砂層
難
幅
騨

球形の頭部を持つ 板 目

不明木製品
第91図
W‐ 23

SlE0 暗灰色
砂礫層
欝
幅
騨

細い柾目材に2カ所の隆起部
分

柾 目

棒状木製品
第92図
W24 河道4 流路中

長さくつ 3)

幅  24
厚 さ 16

面側辺から肖」り出し,先端を
尖らせたもの

板 目

棒状木製品
第92図
Ⅵ′‐25 70 河迎 流路中

長さ(405)
幅  35
厚 さ 18
霙羞恕き学をで是箪寡写焚名
している

板 目

棒状木製品
第92図
Tヽ-26

N2El 暗赤褐色
砂層

長さくも 1)

幅  38
厚 さ 27

頭部を丸く削り落とした棒状。
面取を行っている

芯持

建築部材 ?
第92図
W-27 S3FD 暗青医色

砂礫層

箭

２

１

肇
幅
騨

断面長方形の棒状。5カ所の釘
孔を持つ

紅 目

把手状
木製品

第92図
Vヽ-28

NOE2 河道内 藤幅
酔

貫通孔を持つ棒状。両端を斜
めに切り落とす

芯持

状
品
手
製
把
木

第92図
W29 S3al 暗灰禍色

砂層
麟
幅
騨

方形の柄孔が貫通した断面方
形の棒状

心持

棒状木製品
第93図
l1/‐ 30

鮒ス「1 青灰色
砂層
斧
幅
騨

両端を九く削り落とした棒状。
面取を行っている

心持

棒状木製品
第93図
Vヽ-31 河道4 流路中

長さ(642)
幅  30
厚 さ 29
癬鍵告響た雛瑠誇
る

芯持

余材
第93図
W‐ 32

bJl酌
とがら7翔犬
遺構内
鮮
幅
騨

板目材の端部を切り落とした
もの

板 目

板材
第93図
Ⅵ′33

NOE3 黒灰色
粘質土

路

８

２

麟
幅
隣
需魏醐 窪
入 れて い る

板 目

板材
第93図
W‐ 34

70 NOE2 河道内
長 さ 758
幅 (126)
厚 さ 13

不整形の貫通孔を持つ 板 目

板状
先端加工品

第93図
MF“ NllE3 黒灰色

砂質土

長さ(755)
幅  92
厚 さ 38

やや厚手の板材。杭状に先端
を尖らせたもの

板 目

建築部材
第93図
W‐ 36

NOE2 河道内
長さ(673)
幅  31
厚 さ 29
輔穀評望あ鞘
込みを持つ

心持

アカトリ状
木製品

第94図
M′ 37

S3El 灰禍色
粘質土

３５

・２

４

難
幅
囃

柄・身とも1枚の板目材から
肖Jり 出す

板 目

アカトリ状
木製品

第94図
W‐ 38

71 NHl
色
土
褐
質
淡
砂

長 さ 131
幅 ( 67)
厚 さ 71

底面は舟底形の九味を持つ

アカトリ状
木製品

第94図
Vヽ-39

N3El 茶褐色
粘質土

長さ(292)
幅 (132)
厚さ 39

取手部径29× 26 柄・身とも1枚の板目
材から肖」り出す

柾 目

匙
第94図
W-40 S3E0 暗青灰色

砂層

長さ(214)
幅  72
厚 さ 21

平面卵形を呈す身を持ち,柄
も共木から削り出されている

全面にうるしを使用 板 目
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器  種 挿 図
番 号

図
版
番
号

出土地点 層 位
量
，ｍ

法
く 形態 。文様の持徴 手 法 の 特 徴 木 取

備 考

(分類 を含む )

椀
第94図
Vヽ‐ 41
W-42

NOCl 暗禍色
粘質土

口径 168
底径 74

高台裏面を凹め,底部と体部
の厚さはほぼ等しい。体部は
内湾気味に立ち上がる

底面を除きうるしを使
用 竪木地

皿
第94図
W43 N5El 暗灰禍色

粕質土

径
高
径

日
器
底

高台豪面は四めない。日縁付
近でわずかに外反する

全面にうるしを使用 横木地

椀
第94図
7ヽ-44 NЫユ1 暗灰緑色

粘質土 底径 88
高台裏面は凹めない。やや厚
手の体部が内湾気味に立ち上
がる

うるし? 竪木地

蓋 ?
第95図
W-45 不 明

長さ(217)
幅 ( 48)
厚 さ 07

日縁端部の一部に段を持つ 積木地

曲物容器
第95図
Ⅵ′-46 峨

暗灰色
粘質土

・４

４

０

欝
幅
隣

わずかに外方に傾斜を付けて
いる。裏面に刃物によるキズ
あり

桜皮1枚が残存 板 目 At類

曲物容器 第
95図
W-47 N4El 暗灰緑色

粘質土
難
幅
隣

126
59
05
周縁に側板を打ち付rIた木釘
が残っている 板 目 Ai類

曲物容器 第
95図
7ヽ-48 N4El 暗灰緑色

粘質土

長 さ

幅 (
厚さ(

外方へわずかに傾斜。桜皮を
つなぐ貫通孔が無い 芯持 At類

曲物容器 第
95図
W49 N3El 暗灰色

粘質土

長さ(144)
幅 (107)
厚 さ 05

桜皮が一方所に残る 板 目 A2類

曲物容器 第
95図
Vヽ‐ 50

N3El 暗灰色
粘質土
欝
幅
騨

側板を付けるための桜皮の貫
通孔 が見 られ る。中程 に貫通
孔が見 られる

板 目

A2類。桜皮2枚が同
位置から出上してい
るが,現位置は不明

曲物容器 第
95図
W-51 N3El 暗灰緑色

粘質土
簾
幅
騨

179
179
10
側板 を付けるための桜皮 が 1
カ所に残 る 板 目 ん 類

曲物容器
側板 ?

第95図
M/‐ 52

罰準度
第Ⅲ調匿区

長さ(109)
幅  11
厚 さ 04

木釘によると考えられる貫通
子しあり 柾 目

曲物容器
側板 ?

第95図
箪/53 N配1 暗灰色

粘質土

長さ(227)
幅 (■ 0)
厚 さ 06

板 目

曲物容器
側板 ?

第95図
Vヽ-54 不明

長さ(

幅
騨

曲物容器
側板 ?

第95図
W55 醐

暗青灰色
砂層

長さ(143)
幅  20
厚 さ 02

桜友
第95図
■/‐ 56

72 S3EXl 褐色
砂礫層

桜皮
第95図
W57 72 S2E0

暗青灰色
砂礫層

曲物容器 第
96図
■/-58 72 N4El

膳灰色
粘質土

つ

７

１

肇
幅
騨

側板を付けるための桜皮が残
る 板 目 B類

曲物容器 第
96図
W-59 N4El 暗灰緑色

粘質土

・６

・６

５

癬
幅
騨

側板は4カ 所で ,桜皮によって
付けられている

板状木製品 第
96図
W-60 S2E0 暗灰色

粘質土

長さ(187)
幅 ( 44)
厚 さ 12

杓文字状木製品の一部を削り
落とした形状。加工痕を残し
ている

板 目

板状木製品 第
96図
Ⅵ「 61 N4El 暗灰緑色

粘質上

長さ(218)
幅 ( 47)
厚 さ 05

柄上部と身の一側辺近くに貫
通子Lあ り 板 目

板状木製品 第
96図
W‐ 62 S2El

色
土
褐
質
灰
粘

長さ(493)
幅  81
厚 さ 23 景a旨唇畔 竜写露 板 目

板状木製品
第97図
lV-63

N2E2 晴灰色
粘質土
肇
幅
騨

扁平な板材 板 目

板状木製品 第
97図
W‐ 64

捌
暗灰色
粘質土

・９

３

０

難
幅
隣

扁平な板材 板 目

板状木製品 第
97図
Ⅵ/‐ 65 N4El 暗灰緑色

粘質土
欝
幅
騨

両端 を丸 く面取 した板材。両
端部近 くに2カ 所ずつの貫通
孔 (釘孔 か)を持つ

板 目

板状木製品 第
97図
W66 N4El 暗褐色

粕質土

襲

２

２

欝
幅
酵

断面台形の棒状を呈す 柾 目

棒状木製品 第
97図
Ⅵ/‐67 朗

暗灰褐色
粘質土

幻

４

３

欝
幅
騨

断面不整大角形の棒状を呈す。
端部近くが「 コ」の字形に欠き
取られている

板 目
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器 種
挿 図
番 号

図
版
番

号

出土地点 層 位
量
う伽

法
で 形 態・ 文 様 の特 徴 手 法 の 特 徴 木 取

備 考

(分類を含む)

棒状木製品
第97図
W‐ 68

blEl 茶褐色
粘質上

長さ(必 7)
幅  24
厚 さ 17

先端部は何らかの使用により
つぶれている

心持

不明木製品
第97図
Vヽ-69
73 N5El 茶褐色

粘質土

長さ(
幅
厚 さ

先端 を丸 く面取 した板。2カ 所
の隆起 を削 り出 している

板 目

有頭棒
第97図
W-70 NIEl 暗褐色

粘質土 榊』鞭
冴琶患曳盈裁患蟄霙言語言電
様 に つ が れ て い る

心持

有頭棒
第97図
¶′71

蜂
第Ⅲ調査区

％

４

４

欝
幅
隣

円筒形の頭部を付14た もの。
頭頂部は斜めに削り出されて
いる

芯持

不明
板状製品

第98図
W‐ 72

N「DEl 暗褐色
粘質土

働

４

０

鮮
幅
隣

藩い板の側辺に「 V」字形のき
ざみを入れるもの 板 目

不明
板状製品

第98図
7ヽ-72

N配 1 暗褐色
粘質土

長さ(働 3)
幅 ( 57)
厚 さ 06

薄い板の側辺に「V」字形のき
ざみを入れるもの

板 目

杭状
先端加工品

第98図
鞘/73 S3al 暗灰色

粘質土

長 さ 949
幅  36
厚 さ 35

小枝を落とした棒の両端を加
工したもの

芯持

杭
第98図
Vヽ-74 74

NIE2 暗灰色
砂質土

長さ 90 9
幅 74
厚さ 69

芯持の丸太材の下端を片面か
ら削り,尖 らせている

芯持

抗
第98図
W75 S2F0 暗青灰色

砂層

長さ(691)
幅  51
厚 さ 57

丸大材をミカン害Jした柾目材
を使用。片面から削り,尖 らせ
ている

柾 目

杭状
先端加工晶

第98図
W76 剛

とがらツ翔犬
遺構内
麟
幅
騨

小枝を落とした芯持材の一端
を片側から杭状に削り落とし
たもの

心持

杭
第98図
Vヽ-77 杭

暗青灰色
砂層

長さ(ω l)
幅  53
厚さ 51

心持の九大材を一方向から斜
めに切り落としたもの

芯持

杭状
先端加工晶

第98図
W-78 N21「0

色
土
灰
質
暗
砂

長さ1297
幅  62
厚 さ 59

小枝を落とした心持材の一端
を斜めに削り落としたもの

芯持

杭
第99図
Ⅵ/79

抗
No 21

自然
流路中

長さ(拗11)
幅 46
厚 さ 42

芯持材の先端を慕めに削り落
としている

芯持

杭
第99図
W-30 不明

麟
幅
隣

心持材の先端を斜めに切り落
としたもの

心持

品
状
工
ラ
加
へ
端先

第100図
襦/81 トレンチ広

晴灰色
砂質土
鰺
幅
騨

心持材の一端を二方向からヘ
ラ状に削り出す。頂部は丸く
面取を行っている

芯持

杭
第100図
ⅥF‐ 82

NllV 黒灰色
砂質土

酪

３

３

肇
幅
騨

小枝を落とした芯持材の一端
を斜めに削り落としたもの

芯持

抗
第100図
Vヽ-83

N4El 暗褐色
粘質土

り

３

３

欝
幅
隣

小枝を落とした心持材の先端
を斜めに削り落としたもの

心持

抗状
先端加工品

第100図
W84 聰

暗灰色
粘質土
欝
幅
騨

心持材の先端を円錐形に削り
落としたもの

心持

杭
第100図
Vヽ-85

N14El
暗禍色
粕質土

も

７

７

簾
幅
騨

芯持の丸太材の先端 を斜めに

削 り落 としたもの
芯持 樹皮を多く残す

杭
図
６
細
Ｗ

杭
No 25

暗青灰色
砂層

長さ(拗 3)
幅  58
厚 さ 56

心持の丸太材の一端を一方か
ら斜めに削り落としている

心持 樹皮を残す

杭
落101図
M′ -87

杭
No 50

暗青灰色
砂層

鬱

４

４

肇幅
騨

芯持材の先端を一方から斜め
に削り落としたもの

芯持 樹皮を多く残す

杭
図
８

叡

Ｗ
杭
血
暗青灰色
砂層

長さ(444)
幅  44
厚 さ 39

心持の丸大材の一端を斜めに
削り落としたもの

芯持

杭
図
９
細
Ｗ

杭
No働

暗青灰色
砂層

４

３

２

肇
幅
隣

心持の九太材の先端を2方向
から斜めに削り落としたもの

心持 わずかに樹皮を残す

杭
第101図
Vヽ-90 75

杭
No 10

暗青灰色
砂層

長さ(449)
幅  52
厚 さ 32

心持の九太材の先端を1方向
から斜めに削り落としたもの

芯持

杭
第102図
W‐ 91

杭
No 0

暗青灰色
砂層

長さ(79)
幅 37
厚さ 37

小枝を落とした芯持材の先端
を荒く肖Jり 落としたもの

心持

杭
第102図
H-92

杭
No 15

暗青灰色
砂層

長さ(認 1)
幅  22
厚 さ 20
ど議番煮歳群藤彦節字霧菅
したもの

心持 樹皮を残す



11.金 属

今回の調査では,引手等の金属遺物 (第103図 )が 2点出上したが,いずれも表土近くの採集で,

現代のものと考え図示しなかった。しかし,河道 3底面より金属が腐食した後の型を残す土の塊が

出土し,その型を取ることができた。この上の固まりは,表面に凹凸のある拳大の大きさの不整球

形を呈するものであったが,方形の空洞が空いていたため,内部にシリコンを流し込み凝固させた

後,上の部分を破砕して,型を取ることにした。

103図はシリコンによって型取りしたものの実測図である。撥形の刃部をもつ鉄斧が腐食して消

滅した痕跡と考えられるもので,型取りによって確認できる長さ67mm,刃部幅66ⅢⅢ,厚さ15mm,基

部付近の幅31mmを測り,基部が更に長かったものと推定される。基部断面は長方形を呈し,刃部先

端まで角を丸めた縁が延びる。基部中央には「 Y」 字形に開いた濤状のくぼみが見られ,袋状の基

部を持っていたことが分かる。基部は直線的に延びるが,刃部は左右に大きく開き,刃部先端は扇

形に湾曲する。研ぎ出しは,両面から行われたものと思われるが,表面側の稜線がより明確に見え

る。側面から見ると,裏面に向けてわずかに湾曲しており,横斧として袋状になった部分を下方に

向けて使用したものと考えられる。

この金属遺物は河道 3の底面から出土しているが,河道 3の埋没時期は出土遺物から平安時代と

考えており, この金属遺物もそれに近い時期のものであろう。

1                               0                5 Cm

第 103図 金属遺物実測図  (1:2)

物遺

『
‐‐
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第V章  タテチョウ遺跡1990,91年度調査出上の動物遺体

西 本 豊 弘

タテチョウ遺跡第 4次調査で出土した遺体は39点である。その内容は表に示した通りである。シ

カ・イノシシ・ ウシの 3種が含まれていた。そのうちシカとイノシシは,縄文時代から5世紀にか

けての遺物包含層より出土したもので,縄文時代と弥生時代のものがほとんどであろう。ウシは,

いずれも9～ 10世紀の遺物包含層から出上したものである。

動物遺体の内容を見てみると,シカでは,肩甲骨に大小があることから雌雄の個体が含まれてい

ると思われる。年齢組成を考慮して最小個体数を推定すると,生後 6ヶ 月程度の幼獣 1個体・ 3歳

以上の成獣 3個体の計 4個体である。イノシシは,最小個体数は約 1歳半の若獣 1個体と成獣 2個

体の計 3個体であり,成獣の 1個体は雄である。なお,イ ノシシについては,弥生時代のものも含

まれるので,ブタも含まれるかもしれない。しかし,今回の資料はすべて破片であり,イ ノシシと

は異なったブタとしての形質を明瞭に示すものは認められなかった。そこで,今回の資料は,すべ

てイノシシとして記載しておくこととした。ウシについては,上腕骨と大腿骨の 2片が出土しただ

けである。いずれも小型のウンであること以外はよく分からない。
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第 1表 動物 遺体 出土 内容

注 下顎骨の備考の ( )は,歯の残存状況を示す。Pは前日歯,Mは後臼歯,数字は歯の番号,Xは歯槽はあ
るが歯のないものを示す。

挿 図
番 号

動物名 部 位・ ほか 備 考 出土地 点 層 準

2 シ カ 角片 加工痕あり N2E2

角片 NlEl

角十骨 NlEl 4

角先 N2El 4

角座+骨 SOE0 4b

4 下顎骨・左・成獣 (Pl～M3) N2E2 4

下顎骨片 (幼獣 ) NlEO 3

1 肩甲骨・右・成獣 大型 N2El 4

肩甲骨 。右・成獣 小型 N2E2 河道 2

肩甲骨 。左・成獣 NlE2 4

肩甲骨 。右・成獣 N3El

撓骨・右 。成獣 近位部～中間部 SOEO 4b

大腿骨・右・成獣 遠位部 不 明 河道 2

大腿骨・左・成獣 近位部 NOE0 3

9 睡骨 。右・成獣 遠位部 90年度中央セクショy

胚骨・左・成獣 遠位部 I区 トレソチ 4b

腫骨左成獣 NlEO 3

基節骨 NOE3

中節骨 NlEl

イ ノンシ 上顎犬歯 。左・雄 廃土中

8 下頚・左 。若獣 (―  P4 M12) N2E2 河道 2

5 上腕骨・左・成獣 中間部 N2E2 河道 2

29 上腕骨 。右・成獣 中間部～遠位
部 SlEO 4b

寛骨・左・成獣 SlE0 4b

胚骨・左・成獣 中間部～遠位部 N2El

胸椎・若獣 不 明

22

15

シ  カ

または

イノシシ

肩甲骨 NlEO

肋骨片 N3El

骨肩 9

ウ シ 上腕骨・右・成獣 遠位部・小型 現存長 198.Omm

田負大腿骨・左・成獣 中間部・小型 現存長 196.5mm
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第Ⅵ章 タテチョウ遺跡の珪藻遺骸分析と軟X線解析

大西郁夫・徳岡隆夫・山本重幸・田村嘉之

タテチョウ遺跡発掘現場の地層観察と試料採取をおこない,珪藻遺骸分析と軟X線解析をおこなっ

たので, ここに報告する。

1.珪藻遺骸分析

0)試料採取地点と層準

分析用試料は東西の壁面の4ヶ 所 (第 1図のA～ D)において層ごとにおこなった (第 2図 )。

また,壁面から北10mの地点において,ハ ンドオガーを使用して,床面 (-0.9m)か ら-3.4mま

で掘削し,20～30cmご とに採取した (E-01～ 16)。

(2)分 析 結 果

これらの39試料について, プレパラートを作成し,観察 。同定をおこなった。礫層や砂層からは

珪藻はほとんど検出されなかったので,主に泥層についての結果を第 3図に示す。

A:Iは少量の砂を含む茶褐色の泥層。ⅣとⅥは暗灰色泥層で,Ⅵ中にはレンズ状の砂を挟む。

珪藻はⅥのみから検出された。Ⅵの生藻は,海水性種が33%であり,主な種は,働εθttιケdま
"冴
協陶

とつゲダレ″がSS陶ゲ肋ゲゲで,河口などの汽水域に生息する4肋知ガιs励激 も出現する。

B:Iは砂滉じりの茶福色の泥層。 I・ Ⅳ・Ⅵが暗灰色泥層である。I層からは珪藻は検出されな

かった。海水性種の割合は,Iで28%,Ⅳで55%,Ⅵで44%である。主な種は,C甑躍 ゲs錫虎〃%%

とめ ″り励晦 Spp。 であり,個体数は下位ほど多い。

C:Itよ少量の砂を含む泥層。Ⅲは暗灰色泥層, Vは含泥砂層である。Ⅲでは海水性種珪藻が45

%であり,C帥 is a"冴′ιηtと 02解錮呼疵胞 Spp.の割合が高い。Vは全個体数は少ないが,G`溺″″ゲd

鋤 励筋や,つ初p夕λ S解ゲチカゲガなどの海水性種が50%を 占める。

D:Iは赤禍色, Iは暗灰色の砂混じり泥層で,珪藻は検出されなかった。Ⅳは暗灰色の砂混じ

り泥層で,多量の珪藻を含む。海水性種は62%であり,働ワ ゲS sαιチ冴′%タタ2と 9切η″砂肋紹 spp・

が多い。

E:上部は砂混じり泥層,下部は暗灰色泥層である。標高からみて,Dの下位に位置する。全体

的にみて,海水性種が50%を越えているが,その数値は 3～ 4回の小さな変動を繰り返している。
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日 環 境 推 定

珪藻分析の試料採取 した壁画は,1977年度発掘調査の際に花粉分析をおこなった第Ⅲ調査区と重

複している。大西は (1979)は ,第Ⅲ調査区の壁面のスケッチを示 している。それと,今回の壁面

スケッチ (第 1図 )と を比較すると,次のような地層の対応が考えられる。

今回の最下位層 (A― WE,B一 L4,C― Ⅵ,D― Vお よびE-01～ 16)は大西 (1979)の F層 に

対応 し,その時代は縄文～弥生時代初頭と考えられる。

その上位にある砂礫層のうち西端部のAV～ Ⅶは,大西 (1979)縄文・弥生および古式上師を含

むE層 に相当し,古墳時代以前と考えられる。

その上位のB―Ⅷ以上の層は, より以前の層を削り込んで堆積 していて,西から東に向かって上

位となるが,砂礫層が優勢なB― ⅦからC― Iぐ らいまでは,大西 (1979)の D層～ B層に相当す

るものと考えられる。

また,主に泥層からなるD一 Ⅲ～ Itよ ,大西・大谷 (1990)の 上位層 (試料番号 1～23)に相当

し,その時代は室町以後と考えられる。

このような時代推定に基づくと,次のような環境変化が考えられる。

縄文時代 :こ の地域は中海・宍道湖を結ぶ水道の一部で,朝酌川の河回はもっと上流にあり,海

水性の珪藻が50%を 越えるような海水の影響の強い汽水域であった。 しかし,朝酌川からの淡水の

淡水の流入に起因すると考えられるような,淡水性珪藻がやや増加 し,海水性がやや減少するよう

な小変動が, 3～ 4回 くりかえした。ヤマ トシジミの貝殻層とEと の関係は不明であるが,かなり

淡水性が強 くなり,ヤマ トシジミが繁殖 した時代はF層最上部の弥生時代初頭であると考え考えら

れる。

弥生～古墳時代 :古墳時代の後半には,砂礫層 (AⅢ ～ I)が この地域一帯に広 く堆積 した。こ

の砂礫層下部 (A― Ⅵ)では海水性珪藻が33%と低いことから,小海退が起こったために河口がこ

の付近まで下がったものと考えられる。さらに,上部 (A一 Ⅲ～I)の堆積によってこのあたりは

広 く陸化 し,朝酌川はこの陸地を流れ,流路に沿って浅い川谷が削り込まれた。

奈良時代以後 :そ の川谷を流れる堆積物の下部 (B―Ⅶ～Ⅳ)は砂泥質で,44～55%の海水性垂

藻を含むこと,上部 (BⅢ )は礫質であることから,川谷の埋立ては,その後の小海進によって始

まり,小海退によって完了したものと考えられる。このような小海進小海退は,その後室町時代以

後まで数回繰 り返 したものと考えられる。

2.軟 X線 解 析

旧河道堆積物の下部を占める,禍色泥と灰色泥の細互層から,長さ25cln,厚さl cmの試料を4個
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とり,軟 X線写真を撮影した。結果は写真 (T-910802 下位から1,2,3,4)の 通 りである。

最下部には,孤状の模様が数個見られる。X線がよく通過 し,ネ ガが黒 くなったところが,写真

では白くなるから,黒い 3個はシジミの只殻を,白い 1個は貝殻が抜け落ちた跡を示す。又,上下

方向の直線的な模様がみられる。これはアシなどの植物の茎の跡であろう。全体的に,厚 さ0.5～

-l cHl程度の水平方向のラミナが顕著である。また厚い灰色の部分にも細かいラミナが認められる。

今回の試料では, これらのラミナは色の違いとして肉眼的にも認められる。しかし,色の違いがな

く堆積構造が肉眼的に認められないような堆積物の内部構造を知るためには軟X線写真は重要とな

るであるう。

文献

大西郁夫 (1979)花粉の分析.朝酌川河川改修工事に伴うタテチョウ遺跡発掘調査報告書I,188-193,

島根県教育委員会.

大西郁夫・大谷英之 (1990)タ テチョウ遺跡
′
88の花粉分析.同上 Ⅲ,434-436,島根県土木部河川課・

島根県教育委員会.
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第Ⅶ章 松江市タテチョウ遺跡出土木製品の樹種の記載
一 その 2-

平成 2・ 3年度調査での出土木製品

川崎地質株式会社 大阪支店

渡 邊 正 巳

はじめに

近年島根県内では,低湿地での遺跡の調査やこれに伴う木質遺物 (木製品)の出土が相次いでい

る。しかし多くの遺跡では,考古学的記載は行われているものの樹種鑑定 (記載)はほとんどの場

合行われていない。このような現状のもとで,松江市北東部の朝酌川流域では,渡邊 (1987)に よ

り,西川津遺跡出上の鈷型木製品の樹種記載が行われて以来,渡邊 (1988,1990)に より,西川津 ,

タテチョウ両遺跡出上の木製品の樹種鑑定 (記載)んミ行われてきた。また,大西ほか (1988)に よ

り西川津遺跡での自然流木の分析が行われ,花粉分析結果との比較から秀生時代前期から中期の環

境復元が行われている。

本報告ではタテチョウ遺跡の平成 3年度調査において出上した木製品の内,11個について樹種鑑

定 (記載)を行う。

2.遺跡の概要

松江市の北東部を流れる朝酌川流域一帯には,低湿地遺跡が広く分布しており,上流部を西川津

遺跡,下流部をタテチョウ遺跡と呼んでいる。タテチョウ遺跡では,島恨県教育委員会により1974

年以来調査が行われてきた (島根県教育委員会,1979ほか)。

これまでに,両遺跡が縄文時代前期より中世に至る遺跡であり,土器,石器などに混ざって多く

の植物遺物,動物遺物が出土したことが報告されている (島根県教育委員会,19791ま か)。 また西

川津遺跡では,弥生時代前期から中期にかけての期間の遺物が多く, この時代の貝塚群や掘立柱の

柱穴も見つかっている。タテチョウ遺跡においても同時期と考えられる出土遺物は存在するが,人

間の生活した跡は未だ報告されていない。

3.試料の処理方法

樹種鑑定を行うにあたり,試料にできるかぎり損傷を与えないように注意し,横断面 。接線断面・
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放射断面の切片を作 り,サ フラニンで染色した後,カ ナダバルサムで封入し永久プレパラー トを作

成した。このプレパラー トを顕微鏡下で観察 し内部形態的特徴から樹種の同定を行った。また今回

樹種同定に使用 したプレパラー トは全て,島根県教育委員会により作成されたものである。

4.木 材 の記載及び結果

樹種同定に至った根拠を以下に示す [用語は島地ほか (1985)に準 じた。]。 樹種同定は,小林

(1957),鈴 木・能代 (1986),須藤 (1959),能 代・鈴木 (1987)の 記載を参考にし,現生標本の

あるものについてはそれを参考にした。試料の同定結果を第 2表に示す。

1)モ ミ属 4肪οd sp.(M2)

仮道管,放射柔細胞,傷害樹脂道からなる針葉樹材で,早材から晩材へに移行はゆるやかであるb

放射柔細胞早材部の分野壁孔はスギ型であり,末端壁は, じゅず状であるなどから,モ ミ属である

と同定できる。モミ属にはモミ,ウ ラジロモミなどいくつかの種が存在するが,区別が困難なので

モミ属としておく。

2)マ ツ属 (複維管東亜属)2物 s(Dゆοガ
")sp。

(M17)

仮道管,放射柔細胞,放射仮道管,軸方向・ 水平樹脂道,およびエピセリウム細胞からなる針葉

樹材である。放射柔細胞の分野壁孔は窓状で,放射仮道管の壁に鋸歯状肥厚が著しいことなどから

マツ属 (複維管東亜属)であると同定できる。マツ属 (複維管東亜属)には,ア カマツ, クロマツ

などいくつかの種が存在するが,区別が困難なのでマツ属 (複維管束亜属)と しておく。

3)ス ギ 働y加防ヮ物 働 能 (L.f.)D.Don(M3,4,6,7 試料 )

仮道管,樹脂細胞,放射樹脂細胞からなる針葉樹で,早材から晩材への移行は急である。放射柔

細胞早材部の分野壁孔はスギ型で 2個存在するなどからスギであると同定できる。

4)ヒ ノキ属 C協タタ筋ιB)陣S Sp.(Ml, 12, 13)

仮道管,樹脂細胞,放射樹脂細胞からなる針葉樹材で,早材から晩材への移行はややゆるやかで ,

樹脂細胞は晩材に偏在する。放射柔細胞早材部の分野壁孔はヒノキ型で 2個存在することからヒノ

キ属であると同定できる。ヒノキ属には, ヒノキ,サ ワラなどいくつかの種が存在するが,区別が

困難なのでヒノキ属としておく。
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5)イ テイ属 ratts sp.(M14)

仮道管,放射柔細胞からなる針葉樹材で,晩材の巾が非常にせまく年輪界がやや不明瞭である。

仮道管には螺旋肥厚が明瞭であることなどからイナイであると考えられるが,本地域に近い大山に

は同属のキャラボクが生育 しており,対比標本がないことからイチイ属としておく。

6)ア カガシ亜属 の   (Qttο・)Sp.(M10)

中庸の道管が単独で配列する放射孔材で,道管穿孔は単穿孔,軸方向柔細胞は, 1な いし数細胞

巾の独立帯状柔組織を示すことが多い。放射組織は単列できわめて低い同性放射組織型のものと複

合放射組織があることなどから,ア カガシ亜属と同定 した。アカガシ亜属にはいくつかの種が存在

するが,区別が困難なのでアカガシ亜属としておく。

5.謝  辞

島根県教育委員会文化課主事林健亮氏には,物心両面にわたり多くの御援助をいただいた。今回

の報告をまとめるにあたりここに厚 く感謝の意を表 したい。

文献

小林弥―,lM5:本邦における針葉樹材のカード式識別法.林業試験場研究報告.nO.98,卜 84,pl.Ⅲ 16.

能代修―・鈴木三男,1987:中 里遺跡出土木材遺体から推定される古植生.東北新幹線建設に伴う発掘調

査 中里遺跡2,253-320.
大西郁夫・渡邊正巳・内田律雄,1988:松江市西川津遺跡出上の材化石 山陰地域研究,(自然環境),nO.

4, 65-79.

島地 謙・佐伯 広。原田 広。塩倉高義。石田茂雄・重松頼生・須藤彰司,1985:木材の構造,文永堂,
276p. ヲ髭テ貢.

島根県教育委員会,1979:朝酌川河川改修工事に伴うタテチョウ遺跡発掘調査報告書 ―I―.島根県教

育委員会,204p.

須藤彰司,1959:本邦産広葉樹材の識別 (識別カードを適用して)。 林業試験場研究報告,nO.■8,卜 138,

pl.1-36.

鈴木三男・能代修―,1986:新保遺跡出土加工木の樹種.新朱遺跡I弥生・古墳時代大濤編 ―関越自動車

道 (新潟線)地域埋蔵文化財発掘調査報告書 第10集 一 本文編,71-94,pl.136.
渡邊正巳,1988:西川津遺跡より出土した縄文時代早期末～前期初頭の銘形木製品について.朝酌川河川

改修工事に伴う西川津遺跡発掘調査報告書 ―Ⅲ― (海崎地区I),262-263,pl.3-19.
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番
製 品 名 樹 種 出土地 点 層 準

W‐50 Ml 曲物 ヒノキ属 N3El 3

W-65 M2 板状木製品 モミ属 N4El 河道 3

W-48 M3 椀 ? ス ギ N4El 河道 3

W-46 M4 曲物 ス ギ N5E2 河道 3

W-37 M6 垢取 り状木製品 ス ギ N3El 3

Vヽ-60 M7 不明木製品 スギ N2El 3

Vヽや 3 M10 鍬 ?(板状) アカガシ亜属 N3E2 4

W'「
-68 M12 杭状木製品 ヒノキ属 NlEl 3

W-69 M13 不明木製品 ヒノキ属 N5El

W-70 M14 不明木製品 イナイ属 NlEl

W‐ 28 W117 把手状木製品 マツ属 (複維管東亜属 ) NOE2 河道 2

第 2表 木製 品樹 種 一 覧表
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第Ⅷ章 松江市タテチョウ遺跡の材化石

川崎地質株式会社 大阪支店

渡 邊 正 巳

はじめに

島根県教育委員会が,1991年度にタテチョウ遺跡において行った発掘調査に伴って,古墳時代前

半の堆積物から多数の材化石が出土した。本報では出土材化石の樹種鑑定結果をもとに,古植生の

推定を試みた。

2.遺跡の概要

松江市の北東部を流れる朝酌川流域一帯には,低湿地遺跡が広く分布しており,上流部を西川津

遺跡,下流部をタテチョウ遺跡と呼んでいる (第107図 )。 タテチョウ遺跡では,島根県教育委員会

により1974年の予備調査以来,数回におよが発掘調査とまとめ (島根県教育委員会,1979;島根県

土木部河川課・島根県教育委員会,1987,1990)が行われてきた。これまでの調査で, タテチョウ

遺跡は弥生時代を中心として,縄文時代早期から古墳時代にいたる複合遺跡であることがわかって

いる。また,上流部の西川津遺跡では弥生時代前期から中期にかけての只塚群や掘立桂の桂穴も見

つかっているが, タテチョウ遺跡では人間の生活した跡は未だ報告されていない。

タテチョウ・西川津の両遺跡においては,従来から継続的に花粉分析が行われており,およそ縄

文時代後半から現在に至るまでの花粉分帯が行われている (大西,1974,大西・渡邊,1987a, b,

c,大西ほか,1989,大西 。大谷,1990)。 大型植物化石については, タテチョウ遺跡では粉川

(1974,1990)の 報告がある。また西川津遺跡では内田 (1987)が ,縄文時代のものと考えられる

種子,実などを記載している。材化石の鑑定では, タテチョウ遺跡で渡邊 (1990,1992)ん ミ,西川

津遺跡で渡邊 (1987,1988),大 西ほか (1988)んミぁる。

3.試料と出土層について

今回の報告に使用した材化石試料は,1991年度に発掘された旧河川の埋土より出土 (第108図 )

したものであり,その中から任意に抽出した50点である。

またこの旧河川埋積土は,共伴した土器より古墳時代前半に堆積したものであると考えられてい

る (島根県土木部河川課・島根県教育委員会,1992)。
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第 107図 調 査 地 点
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4.試料の処理方法

今回の試料作成は渡邊の指導により,島根県教育委員会が行ったものである。樹種鑑定を行うに

あたり,横断面・接線断面・放射断面の切片を作り,サ フラニンで染色した後,カ ナダバルサムで

封入し永久プレパラー トを作成した。このプレパラー トを顕微鏡下で観察し内部形態的特徴から樹

種の鑑定を行った。

5.木材の記載及び結果

樹種同定に至った根拠を以下に示す [用語は島地ほか (1985)に準じた。]。 樹種同定は,基本的

には現性標本との対比で行ったが,小林 (1957),鈴木・能代 (1985,1986),須藤 (1959),能代・

鈴木 (1985,1987)の 記載も参考にした。試料の鑑定結果を表 3に ,出現率を第109図に示す。

1)モ ミ属 4うゲιs sp.試料番号 :p-1

仮道管,放射柔細胞,傷害樹脂道からなる針葉樹材で,早材から晩材への移行はゆるやかである。

放射柔細胞早材部の分野壁孔はスギ型であり,末端壁は, じゅず状であるなどから,モ ミ属とした。

モミ属にはモミ, ウラジロモミなどいくつかの種が存在するが,区別が困難なのでモミ属としてお

く。

2)ス ギ ∽ >θttι力α力物 が確 (L.f.)D.Don 試料番号 :p-4,7,12,23,28

仮道管,樹脂細胞,放射樹脂細胞からなる針葉樹材で,早材からH7t材への移行は急である。放射

柔細胞早材部の分野壁孔はスギ型で 2個存在することなどからスギとした。

3)ヒ ノキ属 9炒筋ιり″万s sp.試料番号 :p-32,34,49

仮道管,樹脂細胞,放射樹脂細胞からなる針葉樹材で,早材から晩材への移行はややゆるやかで,

樹脂細胞は晩材に偏在する。放射柔細胞早材部の分野壁孔はヒノキ型で 2個存在するなどからヒノ

キ属とした。ヒノキ属には, ヒノキ,サ ワラなどいくつかの種が存在するが,区別が困難なのでヒ

ノキ属としておく。

4)イ ヌガヤ属 C膨〃吻′ο物跡 Sp.試料番号 :p-24,55

仮道管,樹脂細胞,放射樹脂細胞からなる針葉樹材で,晩材の巾が非常に狭く,年輪界はやや不

明瞭である。仮道管にはらせん肥厚が明瞭であるなどからイヌガヤ属とした。イヌガヤ属には,イ
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